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序論

Introduction 

塩谷昌史

Shiotani Masachika 

2008年 3)'1 7 1ヨ(金)に東北大学東北アジア研究センターは、シンポジウム「帝

国の貿易一18~19 世紀ユーラシアの流通とキャフクーj を洲供した。当センターは

2002 'F以米、 tIIL年 3月頃に恒例行事として、東北アジア地域に闘するシンポジウム

を行っている。 2008年のシンポジウムは編者が企削し、間!Ii(の協力を得て準備を行な

った。これは、そのシンポジウムの報告訴である。

在、は 19IiU己のロシア経済史を専門とし、ロシアとアジア間の貿易史を研究してき

た。それにはi議 ri~ftま易も含まれ、ロシアの前向け綿織物輸出を淵べてきた。 19 1止半ば

にロシアは工業製品を Yl~i に輸出する一方で、膨大な1í~を中居から輸入する。 in側では

11/問問人がロシア向けす止の輪出に関わっていたことは、研究:!?で何度も自にしてきた。

この11/lL'l p"j人と銭前奴易を軸に、キャフタに焦点を当てたシンポジウムを企闘してみ

ようと考えた。

キャフタは現在ロシアとモンゴノレの国境付近に{iLfr(し、国成撃手備の必要性からロシ

アの淑~jl都市となっている。 19 世紀末まで録的貿易の中継拠点が、このキャフタにあ

り、モエぇクワからキャフタを絞て北京に、あるいは、北京からキャフタを経てモスク

ワに商品がi去られた。その際、ロシア側ではイノレクーツク近郊に住むシベリア商人が、

前側では11/凶商人が、貿易の実務を担った。 18世紀にロシアは消に毛皮を輸出し、 1白

から綿織物と大~~を愉入した。 19 世紀前半に ílWì古貿易の性僚が変化し、ロシアは綿織

物と毛織物を消に中品川し、 ìl'i~当ら茶を愉入し始める。貿易総額の綴点から見ると、 18

世紀末以降に口シアの治の茶に対する叫;:~が高まり、茶の輸入が急上回し、ロシアは泊三

に慢性的なf~易赤字を示すようになる。これがキャフタ貿易の股史の概要である。シ

ンポジウムでは、特にキヤブタ貿易の流通郎、すなわち、部品と商人に焦点を当てて

議論を行った。

ここでシンポジウムの目的について記しておきたい。 18~19 世紀のキャフタ貿易は、

ロシア史、モンゴノレ史、中国史が交差する研究対象である。従来のIJl企史研究では、却f

l 



東北アジア研究シリーズ 11 

究者はふつう各国史に分かれ、自分の専門とする隈の研究に専念し、 f也悶史の研究者

と交流する必要性は余りなかった。そのためロシア史でも中悶史でも、キャフタ貿易

に1M]心が払われることは少なかった。ロシア史研究者も中国史研究者も、個々の学会・

研究会で議論する機会はj位協'にあるが、相互の償域を越え場を共有して議論すること

は稀である。特に、キャフタ授易を論じる場合、相互の専門の撲を取り払い、参加者

が情報交換可能な場を設ける必要がある。シンポジウムでは、このお1を設けることを

臼指した。したがって、口シア史研究者、モンゴノレ史研究者、そして中国史研究昔が

備りなく参加してもらえるように配l留した。

当Hのプログラム内容を以 Fに記したい。

接調講演

内陸中国と海洋中悶の隆史サイクノレ

第 1セッション・モノの流通から見たキヤブタ貿易

報告 1 大裁を巡る践的関係とキャフタ貿易

報告 2 キャフタを通じた，，]，限茶の口シア|向け輸出

第 2セッション 尚人とキャフタ貿易

f筑下武;ili:

森)11哲雄

塩谷昌史

報告3 キャフタ貿易に見る絡消防人の品11織と商慣行 主義永鈴子

報告4: 111問問人とキャフタにおける対ロシア貿易 劉l建生

コメント 1: IJH目前人の観点から

コメント 2・6容消防係史の綴点から

総合討論

問宇

IMt:t~浩一

今回のシンポジウムはキャフタ貿易に焦点を当てるため、どうしても波路の貿易に

のみ関心がl古lかう。しかしながら、中悶の対外叙易は楼路と海路の二つのノレートが存

在し、時代によっても異なるが、中国にとって臨路も海路も供に滋要な貿易ノレートで

ある。そこで、シンポジウムでは海洋中悶も視野に入れて中国の対外貿易について総

決していただこうと考え、 i筑下武忘先生に基湖面昨i)¥(をお願いした。 1筑F先生は'1'悶の

海洋貿易について長年研究されつつも、 i;vltf貿易システムを提唱されるなど、 1陥広い

視野から中閣を見ておられる。主{住者側のむtI到を汲みJJj(っていただき、非常に壮大な

スケーノレで中関と íi~ との関係について誠淡していただいた。中国の対外貿易において

海と|溢は相反するものではなく、両者の関係は循環しながら時代を経てきたとの指摘

は印象深かった。総m貿易でも 19世紀半ば以降から泣路だけでなく、もう一つの貿

2 



1臨谷序論

易ノレートとして海路も加わるため、ロシアから見ても海路と陸路は品rti完関係にある。

シンポジウムの構成は、商品と商人が中心となるように企画した。第 1セッション

では商品に焦点を当てた。モンコツレ史が御専門の森川智雄先生に、li'fからロシアに輸

出された大践を中心にキャフタ貿易を論じていただき、私(!塩谷)がii'lからロシアに

輸出された茶を中心にキャフタ貿易について報告した。大賞は 18世紀にロシアにと

ってÆ~なrNの阪品であり、 19 t1Ueに茶は同様に重要な商品だった。第 2セッション

では、商人に焦点を当てた。ロシア紅会経済史が御専門の森永鈴子先生には主にロシ

ア側のシベリア限人の観点から見たキャフグ貿易を、劉建生先生には主に消iJUJの111illi 

商人の観点から見たキャフタ貿易を論じていただいた。 Wrj先生は中国における山iL'i商

人研究の第一人者であり、コメンテーターとして参加された商宇先生の御紹介により、

シンポジウム参加のため中聞からお越しいただいた。

コメントは高宇先生と淡谷浩一先生に御願いした。高先生は日本経済史・経営史が

偶l専門であるが、御自身が山西省出身ということもあり、コメンテーターを引き受け

ていただいた。糠谷先生はキャフタ条約を巡る外交史が御専門であり、本来であれば、

シンポジウムで御報告をお綴いすべき専門家であるが、今聞はコメンテーターの役訓

をお引き受けいただいた。コメントはその後の総合討論を活発にするのに非常に主主要

なものだが、お二人は主催者の意を酌んでいただき、非f廿に示唆深いコメントをして

下さった。 f市l閉政府から見た場合、総消貿易による利益は二義的なものであり、官官Yi1f

貿易は北部辺境の平和を維持する安全保隙対策だったとの肉先生の指摘は斬新だった。

また、組谷先生の、「吉田金一先生と佐口透先生の仕事をどのように乗り越えられるかj

という隠し、は、約礁であり総合討論を盛り上げていただいた。

総合討論には41'，の報告者と、基調講演者のilH先生の 5人で行なった。総合討論

の前半はI自i先生と話is谷先生のコメントに応答する形で進行したが、後三!とはフロアーか

ら質問を受ける形で進めた。今回のシンポジウムで特徴的であったのは、それぞれの

報告が相瓦に関連し、ーまとまりとなっているだけでなく、 l隊然と報告者のやりとり

がIiB~ に行なわれたことである。これは記録として残しておくべきだと考え、総合討

論のテープを起こし、報告討に掲』践することにした。これにより、読者に報告者のや

りとりが低に伝わり、興味深く読んでいただけるものと忠、う。とりわけ、今後キャフ

タ貿易をどのようにグローパノレな視点で検討していくか、あるいは、キャフタをi圭111

した商品が最終的にどこに到迷し、どのように使用されたかという潤いは、将来の課

題として参加者に共有されたと思われる。

このシンポジウム報告訴は、基本的にシンポジウム当日の模慌を再現している。た

3 



東北アジア研究シリース 11 

だし、基湖識見iiや各報告は、当日報告してもらえなかった館所も含め拡充されており、

当日の内容よりも記長かになっている。シンポジウムと若干異なるのは、当日、一人で

報告された劉先lJ'.が、同僚の 1W:オ~'#I 先生と論文を共i司 WIS告された点である。また、森

永先生の助言により、 ILJ 西潟人に関する劉先生の若詐 ~ILJ 閤典尚研究』で、シンポジ

ウムの議論に関わる筒市?を、劉先引の il~誌を符て翻訳し、付録として掲紋することに

した。翻訳は鈴木真之介氏にお願いした。付録が読者の耳llfil!lに;11与するものとなれば

幸いである。

編者はようやく報告引をI:l¥版にこぎつけ、ほっと一息、ついているところである。報

告1!?に原稿をお守せいただいた先生方に心から感謝を申し上げる。世m，の御協力なし
には報告主?の出版はなし得なかった。また、シンポジウム当日に御参加いただいた方々

にも胡I訟を表したい。参加者待機のおかげで、シンポジウムは:kjj)(羽Jを収めることが

できた。本報告書により、キャフタ貿易に関心がiじ'Jまれば、協しく思う。今住iの/:1:¥会

いをi曲じて、キャフタ貿易512に|到する研究が兎に前進することを断っている。

4 



基調講演: r海の中固と陸の中国の往還
一一現代中国における『地縁政治論~ J 

Keynote Lecture 

Historical Dynamics between Sea China and Land China 

Geopolitics in Modern China 

j賓下武志

Hamashita Takeshi 

はじめに

私は経済史が専門であり、 !tJjに中悶近現代の経済史を専門としています。研究の

時代的絶問は近世~近代を中心として、Jf:!アジアの悶際関係を貿易の地域システム

として捉え、地域関係をグローパノレな視野から拠えようと試みております。これは

「籾買システム諭j と!呼ぶことがHJ来る議論です。

これらにつきましては、 『市yJ貢システムと近代アジア』、 『近代"J1闘のj到際的契

機』、 『香港』あるいは『沖縄入門Jといった容で述べてきました。

その後、 1970年代頃から海洋側の視点に立ち、ユーラシア大陸を海から見る研究を

illiめてきました。本日は可能な!被り海洋側からの視点を提示しつつ、更にユーラシア

全体の規模での近世~近代のアジア史の把握、方法的な澗Jiillや個目IJの論点について触

れることが出来ましたらとおもいます。

1 地域研究の再検討と東北アジア海洋研究の線題

今日向いました東Jt大学東北アジア研究センターは、創設以来大変チャレンジンタ

な仕事を統けてこられ、それらを多くの研究プロジェクトの成果として刊行物で著し

ておられます。私は、こちらでは広い意年長で、戦後全体のアジア研究の江主史さらには

戦後のアジア地域研究を総括する仕事に lr~ りiI'，Jiんでおられると思います。地域研究

(Area Studies)は、当初戦後のアメリカのアジア研究やアジア政策の中で議論されて

きました。それを受けるかたちで、アジアの各地域研究として「東アジアという地域

は何かJとアジア官UJでも議論されました。そこでは、アメリカのアジア政策やアジア

研究という戦後の大きな地域研究の流れと、アジアにおいてはその背景にあるものと

して、それらは地域研究とは表現されてはいませんが、戦前からの日本における r~)l: 

5 
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術研究J (現在でもその講義を持っている大学があります)が、内容が]・方法的にど

ういう繋がりにあるのか、という戦後に illf なる研究訓U~でもあります。

例えば香港研究では、香滋をどういう研究対象として構造的・方法的に捉えるかが

必ずしも明確てvはなかったこととも関連して、 「香港事情」という大学の講義があり

ました。他方では、日本の植民地政策の中で「事情教育j は、現在の地域研究を含む

内容を目的とするような、生活文化から社会政治まで考える方法を採っていたことも

思い起こされます。

これまでは、地域研究を再検討する時に、戦後のアメリカの地域研究 (Area

Studies)の方法をどう受け継いで、どう批判的に克服したかを論じるという課題があ

りました。例えば、現地における調査研究すなわち生活言語のような現地に総着した

研究と比較し、幾っか柱を立てながら議論してきたと思います。同時に戦前の「事情

教育j は、人類学や民俗学の領域で既に注屈されており、人類学における戦後からの

方法の再検討という祝角も近年出ています。アメリカのアジア研究やアジア政策から

地域研究を考えるという議論が大切とされてきたと思いますし、それがいろんな転機

を経て、批判的に再検討される中から今の地域研究の議論があると思います。

しかし私は、社会・経済・政治を議論する 11寺の戦前からの r"Ji ti'I研究Jという個

別課題に直ちに対応する研究領域の登場に注目する必要があると思いま寸。明治政府

ができて以降、東北アジアに対し漁業水産資源の調査や、現地調査が行われて、これ

までの情報やロシア帝国とは違うくくりの、日本の海洋政策が東北アジアと然がって

くる。それは、もちろん旧満州やシベリア(ロシア)などの内陸資源だけでなく、漁

業資源を巡ってどういうことが際題になってきたかについて、北海道やや央(東京)

の視点から非常に早くから調査が行われます。

そういう点で、東北アジア研究の中で海洋研究という問題がどのように考えられる

のか、あるいは、考えられてきかという湖周は、海洋研究や海洋政策という視点、現

在の海洋を巡る環境問顔、資源問題も含めた諜題という形で、非常に大きなテー7 で

あると忠、います。

こちらの来北アジア研究センタ}は文系だけでなく、理系のアプローチが加わっ

ておりそれが特徴のーっとして進められています。この点を生かし、東北アジア研究

センターでは海洋東北アジアという研究調umをどのように掘り起こしながら検討する
かを、今後の東北アジア研究のテーマに是非していただきたい。これは今後のアジア

地域研究にとっても大きな課題であると私は思います。

私自身は南の海域を主に考えています。海といいますと、南の海という形で比較的

6 



淡下基調講演

議論がなされてきました。 rYiの海を香港や琉球・沖縄の歴史、東南アジアと中悶望書南

の交易などの問題として考えてきました。けれども、そのことは単に南だけでなく、

北との対比で、あるいは北と南の一対のサイクノレで考えることを含め、今日はこれま

での研究の一端をご紹介する一方で、東北アジア研究センターが進められる海洋東北

アジア研究について、勉強させていただきたいと思っています。

最近、例えば大学院の人たちを見ても、経済史という観点そのものは、余り人気の

ある研究分野とは言えないと思います。今回のシンポジウムで経済史という領域から

アプローチなさるということも、私には大変関心のあるところです。私は経済史から

研究を始めたというだけでなく、現在でも経済史の領域を絶えずどのように見ればよ

いかを考えています。そういう点で、もう一度これまでの研究をどういう形で振り返

りながら、それを隙と海の問題に総合できるかということを考えてみたいと思います。

2. r朝貢システムJに不可欠な「海域アジア」

私は「朝賞システムj という観点から、東アジア地域の地域関係や地域構造の問

題をどのように考えたらいいかを勉強してきました。ある意味で f朝貢」は海をどう

管現するかという同時代の朝貢貿易と非常に衝後に関係すると思います。ですから、

私は「朝寅j という間庖はもちろん明朝、 1Ft朝、あるいはさらに遡って、華北中原を

中心とする一つの理念、一つの大きな統治構造としての報賞=All封関係、それに伴う

政治空間の構成という問題であると問時に、 「籾賞Jは海や地域間を管理する時の手

段や政策、理念として存在したと考えており、私は近年ますます「朝貢」という問題

と「海洋統治j を紋びつけて考えています。

他方、現在の国際関係を「朝主主j概念で説明できるのか、という課題が同時にあり

ます。今回の報告の一つの基本概念である「地縁政治Jは、一つの地域関係や医際政

治を現代中国が考える地勢論 (geopolitics)です。 r地縁政治j という表現で、地

域関係や周縁関係あるいは国際関係を論じる中国の方法論です。例えば、現在ブリッ

クス (BRICs)という形で、今までのように国家の強さではなく、資源問践とか環境条

件の問題など、今までと異なる形で、ある種の国際関係や大きな地域関係の組み合わ

せが変化しています。その中で、ロシアと中国がやはり海洋、あるいは東アジアの海

に向けて新たなffvJきを示しています。それを見ると、特に中国の場合に、 1990年に国

際海洋法条約に参加して以降、海洋政策を広く北から隔に渡って非常に積極的に進め

ていると思います。それは、周縁諸国や日本と資源問題で交渉問題が生じていること

にも表れています。そういう点で今、政策的にも海洋の問題が主主場しているのは、 r蒔
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洋東北アジアを考える線組として、そのJllli史的な7571Jがどうだったかを考える一つの

背設や根拠になると思います。

i:ul図は1990年代に水腹庁を水産省、lこ絡上げして海洋省にしましたが、新しい大統領

の下で今度は省を庁に格下げする!fVJきが/i¥ています。海洋省が海洋庁に絡下げされた

からといって、今のfI-(l悶の仁¥"悶沿海から東南アジアに向けての非部に活発な経済活動

を考えると、ヰ111主lの海洋政策や東北アジアの海洋政策が内陸にだけ111]くわけではない

ことは理解できますし、今後の緋悶の海洋にi古lけてのfJl傾的な!fVJきが考えられます。

日本もそうですが、中溺やロシアの日本海政策、あるいは i:~~ lliIの場合でも、やはり

国家の海洋政策という形で陸の延長として海f平を見ています。どのように海が共通の

場、あるいは共有の場として、隆史的に活用されてきたかという視点から、 I毎の資

源・環境の問題により、主体的に一つの大きな:I~}としての海洋が、今度はどういう形

で海江二の周紋・沿海部分を相互に結びつける役割を来た寸ーかという課題を考えること

に、むしろ関心があります。隣家の外交政策の中で海洋政策は、ある意味で陵の延長

としての海洋ではなく、海を坊とする一つの地域Jili脱 lili5誌をどのように捉えるかに

焦点が当てられます。それは今後、阪家111]のi司|際関係あるいは地域1mの関係を考える

場合に、絶えず5g!訓iされるところです。

LfA史的位ie(や箆l家の歴史的役郊が現在非常に多様化する一方、グ口一バノレな問題が

起こる中で国家は小さくなり過ぎている。他方、地方や地域の問題も非常に多械化す

る中で、 l主l家は大きくなり過ぎている。もう一つは、次第に政府は世界的に赤字財政

になっており、国家の機能や位i丘、役割iをどのように考えるかという、阪史的段階が

急速に迫っています。ある怒りミで、グローパノレという中に全てが済しJulし的にi詐け込

もうとする凶もあります。そういう点でiili¥刻する旅題として、海洋という間H越がむし

ろ沿海の大きな郁子¥iや、沿海から河川iに然がりiililP，;する内陸部市という形で、都市聞

の iilitH~ という形が、今後ある;[í:1球で、我々が共通に政 illíする環境や人口、資源、などの

問題、あるいは都市問題などを考える、結びつきとなりうる一つの検討探題・実践n~~

題を考えています。

その例として、 Hlli史的にはハンザ問問として中世からあるパノレト海沿海部市迎合

が挙げられます。ヨーロッパ・ロシアや北欧、 ドイツという形で、かつてのパノレト海

のハンザ同盟が現在では、 130の'Xi¥f¥iがハノレト海の都市迎合として参加しています。

テーマに応じて、それぞれの都市が手を上げて、それにふさわしい対応を行おうとす

る形で、パノレト海郁子T述合の一つの歴史的な背公と経験の教司11が活きています。

現在、東北アジアの海域を考える時に、悶家にのみ引き戻されない…つの対応の
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場として、都市迎合をどのように構想できるのか。そういう都市連合を通して、一つ

の海洋を水の海だけでなく、むしろ沿海を内部に組み込んだ都子li迎合の問題として考

えられないかという伺いも、今後の課題として最も大切と考えられる、また、現実的

に対応すべき実践的課題にもなると思います。一つの底、史的な背景、それから今後の

方向という中で海の研究を続けたいのは、大掴みに厩史と現代という両者に跨って、

海というものを考えたいからです。

3.陵の学問・海の学問

では、私達の分析方法について説明しましょう。例えば、東北アジア研究センタ

ーは文系と理系から構成されています。その文系と理系という分け方、あるいは文系

でも政治学や経済学、その他があり、それがJ!l:に細分化されるといういわゆる“専門

化"の過程があります。一つの学問や研究の方向や背景、また、知織の分類の背景の

中で、もう一度どのように総合的な視点を作り出して考えるかが、現在の変動する世

界では室主主であると思います。これまでの学問的背呆に関しては、恐らく様々な議論

があります。 17世紀末あるいは18世紀からヨーロッパにおける学問体系を日本などは

滋入しました。大学における一つの学問分類・分野'をもう一皮どのように総合するか、

また、どのように総み直すかを考える時に、 I~J えば海の問題を考えるところから、一

つの総合的なアプローチができないだろうか。現代世界における新たな生活環境の問

題と研究方法の問題を、もう一度総合的に考える課題が考えられないか。海洋とアジ

アを考える背長的関心として、経において作られてきた生業や社会、政治t.Yli章、さら

には理念、イデオロギーという震隠し、また細分化された学問体系に、海という問題

を対比することで、方法的にも学問分野の問題からも、大きく総合化を考える契機に

なる可能性を私は考えてみたいと思っています。

地球の表[面積の71.2%は海ですから、炭酸ガスの吸収において海を抜きにして現代

の人間の生活環境は考えられません。それは言業として卜分強調されてきたし、私i主

も知っています。研究課題で文系・理系のような分け方ではなく、様々なI問題の中に

海洋をどのように組み込むかということを考える必要が生じてくると思います。今ま

で悶家や滑隈の狩代に恨めて内陸的であった考え方に対し、どのように海を開放して

学問の中に取り込めるかが課題になります。例えば、海は大切だ、?障があるから我々

は存在する。}揮を考えなければいけない、研究しなければいけないと言うのは簡単で

す。けれども、他方でこれまで海をどのように見させなかったかも視野に入れる必要

があります。特に清朝時代の儒教を中心とする東アジア地域の歴史では、海に実際に
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1M]わっているにもかかわらず、海を海として見せなくしていた。

例えば、暗記球の儒者の研究に海は出てきません。琉llR(那覇)に「織名図j という

琉球王家の別荘があります。中国から冊封使が来たH寺に、そこに案内しました。その

識名闘には rjfJJ耕台Jというj民業を初jめる場所があります。私達は琉球(沖縄)の歴

史と言えば、すぐ海と思いますが、その rjfJJ緋台Jに立っと海が見えません。そこで

は陵地しか見えないのです。そこでは燦業を強制するために、海の沖純であるにもか

かわらず隆の併3純を表現しています。これは、イデオロギーとしての儒教の影響だと

指摘すると、少し飛躍するかもしれません。けれども、例えば斡閣の歴史の中では、

人は土地に定着して生活するのを良いと考え、人が移動するのを極めて百定的に考え

ます。斡l現には、人が移動すると体の中に識がj悶まるという表現があります。旅をす

ると体の中に「疲れが溜まるJ と私達は言いますが、降臨では「旅主主(毒が溜ま

る)Jと言うのです。彼等は、移動することを斡戒し批判します。例えば、 「姑馬然

(!JiR馬が走る)Jという言い方があります。笑い話になりますが、私は頻繁に移動し

ています。現Il!:でうろうろする人間は前Il!:で駅，時率の潟の役割を担っていて、自分の

意図と関係なく ifVJかざるを得ない。そういう生活をi去った人聞が、現世で移動するの

だと言われます。移盟VJ-~-ることを非常に否定的、 J批判的に考えるのです。

そういう点で、海の存在が議要であるからといって、それが匝「ちに海への取り組み

を促すということではなく、むしろその逆に、海にいろんな形で接近させない係数理

念が存在していました。もちろん、南海の島々には「盟佼，の海Jと言Aい、授かさは砕I

から来るという南海伝説があり、あるいは韓国の近代論の中では近代は海からやって

きたという認減もあり、海を非常に日目いたもの、展望のあるものと位置づける議論も

Il!:界的にあります。しかし、同時に移動を止め、村穫の土地に人々を緊緋するために、

海を見させない浬念やイデオロギーも、 i援の考えのなかには非常'に強かったことが琉

球資料を見ていても感じられます。

4.工芸控室上主務から商業の見直しへ

ですから、海を様々なアプローチで考えていくわけですが、同時に、これまで海に

対してどのような位陸づけや役割に対するPJIUaiHがあったのか、ということも資料の中

でたくさん出てくると沼、います。今度は逆に、段業を中心lこ作られた村落、人が村淳

に住みえまくところから、出来上がってきた権力構造が、今度はその"1'て、移動する領域

をどのように管理したのか。例えば、商業という領域について、どのような課題や研

究があるでしょうか。 E見夜、工業化は近代化や西洋化と結びついて、生産力水準がー
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番高い{立伎にあります。工業化は付加価値のi高い経済活動、生産活動だと考えられて

います。もちろん数字の上ではそうですが、現在ではヱ業化を手放しで賛成できない

という条件になっている。あるいは、これまでの潔境条件を考えると、工業化の意味

するところが非常に変わってきている。資源は無制限ではないし探境問題も起こりま

す。ある意味で、現在の世界の工業化では大量の資源やエネルギーを消費することは

制約され、自ずから労働集約的な工業化が、主主本に考えられねばならなくなっている

わけです。西洋的な資源を大泣に使う資源、消投裂の工業化ではなく、アジアがJな労働

集約的な工業化をどう考えるかについて、様々な領域で議論されています。

工業化の問題を考える際、工業自身の庇史的な位箇付けもそうですが、その背景に

ある鴎業の役割lも今大きく見直されています。あるいは、改めて商業の持つ重要性が

考えられている。現代社会では、均一な商品を現わせるという形で市場ができるわけ

で、市場に対して消到'者は、選択の余地が非常に狭い。消費者の選択肢はi豊富ぎに見え

るわけですが、実際に市場では商品を作る側が、圧倒的に商品を消費者に強制約に殴

わせている。需要と供給を結びつけるという、本来閥業が持っていた基本的な活動、

資源の流通・流動を、ある意味で工業という生産が分断したとも言えます。現在、市

場が全てだという「市場主義Jに対する反省や再検討の議論があります。座、史的に商

業の役割をどう考えるかが、とても重要になってきている。現代経済の課題の中で商

業が改めて重要になってきています。

商人の役割をどう考えるかという点で、本シンポジウムのキャフタ商人や山西商人

の経営方式や、商人グノレープの経営方式の然がりに焦点を当てた研究は、廃史的であ

ると問時に現代的な課題にも大きく繋がると思います。工業化を商業の観点からもう

一度考え直した時に、今度はいわゆる税工業化時代の経淡活!1VJのイメージをどう考え

るか、ということにも繋がると思います。

日本の場合に、私はj良本主義的な“ものづくり"理念がそのまま工業化に夜結して

おり、海域に関連した商業という領域を経ないままに、商業は身分的にi!l!J約され、投

機的であると批判されたりします。もちろん中国の場合も他人のものから利を生ずる

形で金儲けは良くないという議論があります。しかし、原則的には「有無相通ずるj

としてものの流れを融通するという商業の役割を考えると、日本の工業化論なり、日

本の歴史的な経済発展の過程を基準にしたアジア工業化論には、商業という領域の位

置付けと議論が欠けていると思います。もちろん、商業を強調する研究もありますが、

それを工業化との関係からではなく、商業の大切さそのものを、もう一度考える必要

があると思います。商業資本は、工業資本に転換するという工業化を前提にした方向
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の議論ではなく、また、商人は近距離陣l人も遠距離婦人も迷隔地商人も問わず、陶業

の持つ非gミgg悦が強制されるのではなく、現在の資源、!1ii鏡、地域関係の観点から、

様々な意味で商人の3裂がりやネットワーク・述鋭をどう考えるかということが、改め

て現代的な課題になってきています。そこでは閉業の地峨的・隆史的な変化をどう考

えるかということにもなると，担、います。

陥業l立総品を運ぶだけでなく、その弱業と結びついた金融に関連させて、隠業の議

論なり研究が問われます。少し最初の話に戻りますが、 r iji;llf主システムJという形で

ヰ~I 突を様々な意味で拡大し経済史的に考え、 riWlj主Jに貿易や商人の活動を含め、大

きな貿易管理や商業管理に関心を持ちながら研究を進めてきました。 r柑l寅システ

ムJは市1]1主的には、 1895年の日消戦争の後、伊}えば日本が朝鮮の"1'医|へのljij]震を停止

させるとか、琉球が1886年に清朝との関係から学んだ中で対応を変化させるというよ

うに、隆史的.ml]f霊的な表れの中で、移l震システムが条約の関係の中で変わっていく
ことが議論されてきました。しかしながら、その朝貨が持つ機能としての海の管理は、

「朝貢」という言繋があろうとなかろうと存在するわけです。

5.海域管環の歴史的展隣一朝貿・海関・金数ネットワーク

私は海域のl/YJ:tt管理から海限i管理へという方向で研究を進めようとしております。

海側は、今でも中国に行けば出入国管理!は海側という形で存在し、内陸の空港でも海

IMIと表現されてパスポートを検査します。すなわち海闘は税関であります。中i到の場

合、海除}のIllli史は、単に人と物の管瑛を担う税関だけでなく、一つの大きな社会機構

として191止紀半ばの1864年から始まりました。例えばスコットランド人のロパート・

ハートやアメジカ人のH.日・モースなど外国人を紹]附する形で、近代中医lの海|努信

組が作られます。欧米を利用して、消粉末期に吏部から総週H町内という形で主要な対

外関係の交渉主体が変化します。その中で、海側は政治 経淡、金融の郎で非常に大

きな役割を果たしました。

この時期に、車1I賞から海開へという方向で海洋信望nの方法とilJ!JJ3rが移行したと私は

思います。これはゆ悶だけの問題でなく、東アジアにおいて中悶の海陸iが}日I(cヰにもl!fl

わる形で1895年までe矧鮮にも影響を及ぼしていました。日mの通商条約である1870'1三
の天津条約を見ると、やはりヨーロッパ的な条約のモデノレだけでなく、ある意味で、

中間の海|羽の持つ海出l行政の均一性や制度的形成が見られます。例えば、郵便制度や

海l!fl銀号を作り金融にもWIi!Jjします。そういう点で、私はこの海関fljlJ皮が東アジアの

海を跨いで、今度は海洋管理の一つの機能として出来上がっていったと思います。仁l'
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調における近代の海伊lには、外悶人総税務司制度が導入されたため、 m米中国は「洋
人の朝1廷Jであったという形で外国人が清朝を動かしているという見方もありました。

しかし実際、には、消紛が外悶人を謄用して、むしろこれまでの地方に偏った中央地

方関係の打淵のために、海闘の財源や、海!羽の持つ対外交渉関係を利用し、これまで

の rjl現実Jの海洋管理に替わる海域=沿海管浬体iliIJを作り上げ、中央財政を確立しよ

うとしたのだと思います。

朝賞から海IMJへ海域管理が制度的に移行する視角を踏まえて、中国の海関自身も関

連した金融の問題を重ねて、 “上位の地域秩序"とりわけ経済秩序を考えるに歪りま

す。これは、海域と陵域が往還する開港坊における機能の歴史約な展開を検討するこ

とを認、味しております。グローハノレ時代の現在、金融JIJ剖題を通して経済史をどう考え

るか、あるいは、近代史をどう考えるかということも改めて必嬰になっています。金

需11という聞では、例えば金高虫干1，場では、今でもE歪史約な用語が使われます。網野義彦

先生が指撤されるように、江戸時代の大阪の米市場取引での、例えば「寄り付きJ

「ひけJなどの用話は歴史的な表現ですが、これら江戸時代からの大阪市場の言葉が

今でも株式市場で使われています。

日本の華北経営と金融問題について、中華民悶が際始される 1912年、天津の出版

社大宝鯨が、全文中|盟諸による日本紹介者として『華協定ljldを刊行します。後藤1'fr

平以下14人の序文が並び、山脈有J1J1以下27人の「障者三j の後、 「目前の羽交Jにはじ

まる「総論j 、 「日消交渉史J r対ii'iJl'i論J r日本の悶体J r日本の行政J r日本の

風景J r朝鮮・台湾.t!~太・関東州 J があり、その後に、日本の経済が紹介されます。

まず、 「日本の銀行及金融Jとして、日本が前悶に提供できる重要な業磁として、銀

行をはじめとする金融業の紹介がなされます。次いで、 f鉱業J r外国貿易J r海運

及船舶J r水産J r取引及仲良業J r鉄路・土木Jと続いた後、はじめて f工業J

rJ災業Jが紹介されています。日本経済の中殴における取り紘みが「金融J r鉱業j

f外周貿易j の般に紹介されています。天津を中心lこ東北アジアの金融、あるいは、

アジアの金融を日本が担うという形で、中阪の沿海商人の持つ商業力に対し、日本は

金融で対抗しようとした。事実、横浜正金銀行や朝鮮銀行、台湾銀行など、アジアと

日本を結ぶ金融機械が議場します。明l貢から海関へ、海開から金融へ、あるいは金融

機関を通じた一つの流通へという形で、政策の展開、例えば、銀や金の初場の変動を

巡る貿易と金融の関係がどのように出てくるのか、という例であると思います。

私は、古罰金一先生のお{土事をi車じて、例えば商人の庭史として、キャフタとい

う郁子行商業や都市ギノレドという問題として、さらに金銀相場や決済の問題として、ロ

13 



東北アジア研究シリーズ11

シアにおける商業史の資料がどのように対外的に繋がるかを勉強してきました。 i毎を

経営管，JlJ!するさまざまな方法の主主体的なあり方が進む中で、国家の王立i荷主義政策とい

う形を取り、王室商主義政策が関税政策や通貨金融政策などとして表現されます。実際

には、浴と港を跨ぐものとして行われる貿易や、人の移動、商人の移動という間足置を

考えるl時に、国家や常国のA街主義政策だけでない、ある意味で、悶室長や帝国を跨ぐ

金融の領域が開港場・都市機能を経由する中で、当然帝悶の'1'でも外でも非常にA要

になると感じた次第です。

ロシアのウラジオストックに香滋上海銀行が初めて支肢を出したのは、第一次ロ

シア革命の後です。その香港上海銀行の文おに、ウラジオストックの香港上海銀行支

庖を作ったl時にどういう状況であったか、銀行資料には珍しく様々にige:tJ、れています。

また、経営記録では、日本で大衡帳といわれる基本帳簿(中国では流水総と言いま

す)がさらに多くの分類傍に分かれます。シベリア・ロシアの香港一上海銀行の支肢の

分類簿は100を渇えます。分類簿がなぜそんなにたくさん必要だったかについて、 11、

は今でも疑問に忠、っていますが、恐らく関係の異なる相手先ごとに、それぞれの帳簿

を作ったと思うのです。それを、どう繋げるかが課題になります。もちろん分類苦手は

取引相手別、商品別、決済別に、幾つかの大きなグループに別れ、さらにその中で、

また分類されます。会計帳簿の表現の仕方の中に、その地域や地方の商業活動の特徴

が反映していると私は思っています。香港上海銀行ウラジオ1 トック支府の100を超

える多くの分類綴は、他の文応では見られません。ウラジオストックに最初に作られ

た外殴銀行である呑滋上海銀行の意気込みを感ずると共に、政治的状況の分析に加え

て、どちらかというと、特に会計帳簿などには経済活動そのものを表現せぎるを得な

い点があります。そういう点で商品の動きだけでなく、商業史における地域金納ある

いは取引・決m:・会言|の~題も是非知りたいと思っています。

6. i育とロシア聞の茶室電易をめぐる貿易統計と商人

統計資料によって清とロシアの茶貿易をどのように位置づけるか、という点を考え

てみたいと思います。吉田金一先生もこの海測の統計資料をもとに、ロシア側資料を

中国側資料と対比されています。 l盛年の海|期の統計資料は分析の基本になるものです。

このほかに海関では特別報告として、例えばアヘン貿易とアヘン生産に関する調主主報

告設や、茶についての特別報告書があります。 1888年に1i~ (tea)というテーマで特別

報告書が出ました。その中に示された交易の統計表を見てみます。

14 
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Table 1 Table showing Total Export of Leaf Tea from China， the Amount exportd to the principal Tea-consuming 
Countries， and also the Total Quantity of 8rick Tea expo出 ngsthe Years 1875 to 1881， inclusive 

8rick 
Total Leaf Great United 

Year 
Britain States 

Australia Russia Hongkong Tea:Total 
Tea 

Export 

Piculs Piculs Piculs Piculs Piculs Piculs Piculs 

1875 1，651，487 1，055，900 221，792 106，195 90，537 122，604 166，906 

1876 1，608，036 1，032，216 214，531 113，512 90，497 121，240 153，951 

1877 1，761，890 1，079，437 270，677 102，525 70，887 190，650 147，810 

1878 1，704，679 1，059，151 227，988 97，509 88，678 174，717 194，277 

1879 1，711，923 986，853 266，953 98，436 149，837 171，818 275，540 

1880 1，864，149 1，112，848 269，675 113，870 124，604 168，316 232，969 

1881 1，889，974 1，043，325 337，942 155，271 135，812 I 169，497 I 347，498 

Source: China. Imperial Maritime Customs， Tea IBBB， pp.50-51より抜粋。

Table 1には、殴史の変化に伴って中国とどこの[Nとの茶貿易が湘加するかが示さ

れています。ロシアは1878~79年の期間に非常に大きな変化を示しています。これを

ロシア側の資料からどのように吟味するかを考えた時に、森永氏子さんのお仕事の中

で、いろいろな示唆が得られます。例えば、 1M!税政策の変化や、価格表示の変化、あ

るいは統計の取り方の変化、担う商人のグノレープの変化、それに対する許可に関わる

商業管瑛の変化が読み取れます。この統計資料を見ていきますと、やはりロシアが非

常に大きな茶貿易の相手になっていると震えます。

また、中国の貿易統計のゆで、香港の貿易はいつも膝史的に議論になります。香滋

の焚易統計に表れたからといっても、それは香港で消費されることを意味するのでは

全くなく、香港を経由して他に符輸出されるからです。香港を緩出した行き先の中に、

ロシアがどのように入るかについても非常に関心のあるところです。 rロシアJに分

類されている項目だけが、ロシアの輸入数にはならないと思います。そういう点で、

今度は海洋交易のノレートのチャネノレをどう考えるかが重要な課題になります。中国の

術品は香港を経由すると基本約にヨーロッパに行くわけですが、 1906年に大豆貿易が

中国の東北地方からヨーロッパに大盤にilijIljl:Uされるようになると、大速や天津からの

大立貿易が香港を経由するようになります。海の結びつきが南北関係を非常に早く絡
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びつける点で、香港をどう分析するかが実は口シアの海を考える時に重要になります。

それから、中医1の商品がイギリスに輸出されて、それが一つの対価として更にそ

の商品がイギリスを経由してヨーロッパ・ロシアに入ることも考えられます。そうい

う点で、 「ロシアJや「キャフタJの項目は援要ですが、他の地域の貿易統計のなか

の“見えざる"ロシア要闘にも卜分配慮する必要があります。

Table2は、 1869年の中国の茶貿易です。 ft~ の品種別に、また、茶の輸出相手悶別

に記されています。時代を下りますと相手国が更に詳しく分類されます。貿易統計の

項目では、オーストラリア、香港、イギリスというj恨に掲，!¥itされていますが、ロシア

を見ると、 「キャフタ経由のロシア・シベリア (Siberia&Russiavia Kiachta) Jと

掲載されています。キャフタ経由のシベリア・ロシア向け茶輸出が、貿易統計の中の

つの1m立した項目になっています。
Table 2 TEA 

Particulars of Export for the Year ending 31 st Oecember， 1869 

Destination Congou 8rick Hyson 

Peculs Peculs Peculs 

Great Britain 786.497 10，766 

U.S of America 11，748 12，131 

New Zealand 4，357 

Australia 81，296 

Hongkong and Ports 21，636 1，998 

British Channel for orders 16，105 

Siberia & Russia via Kiachta 39，529 72，359 

Another Provinces 30 43 24 

Source: China， Imperial Maritime Customs. Returns of 7子"8deand Trade Report for 

the Year 1869， pp.14-15より抜粋。

i陸i羽貿易統計 i羽Jl!'if土、貿易統計の標準化・全国化にi向けて様々な工夫が虚ねられ

ます。いわゆる貿易統計方法の変更改議問題です。この背景には、 1背中月側の輸入超過

を出来るだけ少なく表現するという政治約な配慮も倒きますが、統計そのものはより

いっそうの均賃化と統一性が追及されます。

その中心を担った海関総税務司口パート・ハートはスコットランド人です。また、

ノ、ーバード大学卒業後、中i調海関恨当としてアメリカが抜摺したH. B モ-Aはア

メリカ，、ですが、彼等は統計方法と表現方法の均質化・傑準化について中心的な役書11

を果たした人たちです。現在のグローパノレ・ヒストリー研究(Global History 
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Studies)の中で、中国の海関報告や貿易統計をどのように考えるかという点が今改め

て関心を引いている理由も、海関報告に注がれた情熱が歴史的に特Nな存在であるか

らだと思います。同時に、海関は膨大な統計を掌握していることから、それ自身が非

~ïl; に強力な権益でもあるわけです。

7 地域ダイナミズムと地域開ネットワ」ク

本日の閉会のお話の中で、瀬川センター長l土、東北アジア地域は様々な池j戒が入

り組んでいると指摘されました。私も、東北アジアは地域ダイナミズムを常に作り出

している地域だと思います。

歴史的に見ると、とりわけ朝鮮半島の付け根に当たる地域、いわゆる高勾施から始

まり、!日満州に至るまで、この地域は歴史的に様々な政治関係が入り組んできました。

もちろん、近現代にロシア・アメリカ・日本も、この地域に入ってきます。 ii守i拐の時

代には束三省統治となり、辛亥事命の時代もまた地域的特徴を持っています。そうい

う点で、朝鮮半島の付け根に当たる部分は、諸勢力を吸引する場であり、様々な権力

が庇史的にそこを目指して到来し、地域関係の渦を作りました。もう一つの地域ダイ

ナミズムの渦は、言雲南省の大理一帯にも見られます。モンゴノレの時代に、その地域を

経由して現在の東南アジアの基本構造が出来上がります。ある意味で、周縁ダイすミ

ズムの渦のようなものが、その二地域に存在するように思います。

ユーラシアの地域迎rjqのなかでの地域的特徴として、 2雲南社会科学院では「西南研

究論j という形で議論を統けています。すなわち、西南中悶地域は、これまでの中原

の中間中心観に対し商雨をどのような地域として考えるか、中原の中心観を西街中心

観に置きかえればよいのか、いやそうではないという議論です。もう一段大きな地域

構想の枠組みの下でどのように西南地域を考えるかという議論を粉力的におこなって

います。私l立大理地域に関心を持っているのですが、庇史的に見ても雲南地域には、

そこが持ってきた中心ロ周縁ダイナミズムの表現と言いましょうか、そういうものを

感じます。もしかすると、この視角も中心コ周辺観という先入綾に基づいた言い方か

もしれません。むしろ、周縁のダイナミズムを作る東北アジアi也i戒をもう少し特定す

るなら、そこに様々なものが入り組んでいる多中心性に注目したい。また、膝史の長

い天津とモンコノレ地域一帯との通商にみられるような、地域間ネットワークという特

徴にも注目すべきものがあります。

8.後背地としての海域から見る地域間交易ネットワーク
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沿海を);¥;点とする餓点で、港とその背後市場の関係を考える 11寺の後背地という関係、

概念(ヒンターランド)があります。開港場があり、その背景地のことです。いわば、

一対としてみなされるものです。私l士、海域の議論を通してこの後背l也概念を海域に

まで広げることが出来ると考えております。例えば、港湾都市総瓦の密接な関係を考

えると、必ずしもある開港場に内陸の後背地がなくても、別の滋がその滋の後75地に

なりうる形で、滋と港の繋がりが非常に援要になる。ですから、ウラジオストックや

シベリア・ロシアの海と香港の関係を考える時に、やはり港と港、つまり、海と海が

燃がっているから関係が出来上がってくる。単に二点在rjの点と線の関係ではなく、海

域と海域が燃がることにより、1J~貿易が海i戒を経て行なわれる。その点で、統計資料

により、 I毎の燃がりを問H寺に考えることができます。

茶の品種に I~Iiiliする資料に基づいてこの点を見てみたいと思います。 1904年の統計

です(Table3)。

Table 3 T ea Exportation Directed Foreign Countries， 1904 

Destination 81ack Green 自rick Tablet Dust 

81ack Green 

Piculs Piculs Piculs Piculs Piculs Piculs 

Great Britain 251，905 29，807 68，024 12，602 

Hong Kong 101，487 2，392 10，754 

United States of 
100，634 123，844 1，512 

America 

Continent of Europe 

(詞US剖aexcepted) 

Mediterranean Ports 11，090 9，310 1，280 

North Sea Ports 181，817 1，694 4，606 485 

Russia via Odessa 14，920 53，312 19，848 5，681 659 

Russia and Siberia vis 
39.741 277，865 4，113 3，807 

Kiakhta 

Russian Manchuria 2，520 

Source: Returns of Trade and Trade Report for the 均arof 1904， pp.14寸5より抜粋。

一般的には、 1~~ (tea)の輸出は「外国向け輸出 (ExportationDirect Foreign 

Countries)J として各国別に分類されます。しかしこの統計では、ロシアの茶貿易の

愉入経路が、オデッサ経由と、キャフタ経由シベリア、部i似ロシアの三つに分かれて

表記されています。中 i到 ft~の輸出の流れがこのように、中国から見た輸出1也滅相手先

18 
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自IJに集計されています。 191止紀後半に{士、これほど詳細に分類されていなかったわけ

ですが、 201止紀に入ると地域別に詳細に分かれてきます。例えば、キャフタ隣人の側

と然げて考えると、この変化は何を意味しているかという供給の要因に関心が向きま

す。茶が輸出されるという物資の要悶だけではなく、キャフタ商人がお茶をどのよう

に輸入するかという、中継商人の嬰悶すなわち吸引する婆区] (プノレの要阪)も統計表

から諜j習として見えてきます。

茶の種類は、発酵茶 (blacktea)、緑茶 (greentea)、1薄茶 (bricktea)の3磁の

項目があります。いわゆる碑茶という茶を限めたいわゆるレンガ1\~が、ロシア向け輸

出の中心であることも統計表から見て取ることができます。この碍茶は紅茶と緑茶の

レンガ茶です。福建やi紫口の茶の生E草地へ行きますと、現地では常識的にお11~ と言え

ば、業の形態と製造過程により異なります。布、逮は碍茶というと中身は{可かまで問わ

ずに、 n苦としてレンガという硬いお茶だと言います。統計表を見ると、発tw.茶と緑茶

の間方がはi茶になることがわかります。ですから、時茶は外から見てもわかるわけで

すがそれは形状を指すのみであり、お茶の品種ではありません。

では、緑茶と発酵茶がどのように使われるのか。特に緑茶がロシアにこれほど輸出

されて、どのように利用されるかについても関心があるところです。例えば、アメリ

カに緑茶がたくさん輸出されますが、現地で緑茶を飲む習慣は基本的にありません。

紅茶を飲む外に、緑茶はどのように消費されるのか。なかなか最後まで辿り着けない

課題です。例えば、料理の味を強めるために緑茶のパウダーを使ったという記録もあ

る。日IJの例ですが、歴史的に日本から中国に大越;の俵物(J毛布)が輸出されますが、

昆布がヨード分の補充として特に内陸伎民にとって医療的に必要であることは経験約

にわかります。しかし、どのように食べるのか。中菜料理を食べても、昆布料理がそ

のままlilてくることは稀で寸。中宮司では冬場に昆布を野菜代わりに食べる、という記

録の|折片はあります。私達は商業史を考えるH寺に、貿易統計に出てくる商品だけを考

えますが、その使われ方やその|探の組み合わせ方は、地方の文化により受け止め方が

輿なります。阪業史の生活文化に|羽わる線JIj'jとして、消費文化の地域性という問題が

出てくるのです。統計からこれらを窺うことができます。

貿易統計では品種がどんどん細かく分類されます。茶の場合、もちろんブレンドし

ますが、基本的な品積は現場で分かります。しかし、海関統計の中で品種が更に細か

くなるi寺に、どのようにその品樋を区別するのか。統計の中で対象商品そのものが分

かれるのでなく、税関で税金を徴収するために品種を区別するので、非常に稀な品種

が出てくる時があります。特に、胡淑がそうです。都搬の例は海隠統計を見ると、年
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を追うに従って胡撫の品積が細分化されます。胡淑の陸地~Ilだけでなく品種が区別さ

れます。しかし、実際にその種の部品があるのでは必ずしもなく、海側統計局に検査

をするために品磁を分けたのです。特lこ、オランダ来インド会社のジャワにおける胡

似の品質検交の経験が、中悶の海|到に若手L入されたと言えます。そういう点で、私は腐

品と統計の関係、も、統計表に記されているからといって、そういう指品があるのでは

ない。では現地へ行けばすぐ分かるかというと、そうでもありません。そういう点で、

常に異なる罰約により、多機に作られた統計表の背殺を読みJjj(ることがとても興味の

あるところです。

おわりにー海と陸の領潔

海を巡って登場する「海と社会文化」という問題も非常に関心があります。特に、

海には海の守りt'l'が存従し、政治がどういう形で海をカバーしようとしたかという隆

史の中で、海事l'の来たした機能はill要だと思います。特に福建省、iliI王i県に宋代末期に

始まる郷祖信仰がずっと東南沿海一帯に広がっていく。ですから海を考えるl時に、M，ll

被信仰闘をy，%視廟が存在する地点を有?として結びつけると、移民殴・交易協・航海阪

など、海の機能の仕方、人と海の関わり方ゃあり方が見えてくると思います。その場

合に、yJJj祖ゆ1は決して沿海だけでなく山川のJJi!にもあるのです。人が移動していくと、

今度は海の守り神を巡れて行くわけです。務[十3沿海から海を通って東南アジアへの移

民だけでなく、内i援の移民もあります。そうなると、海は水そのものでなく人やもの

を介して陵にも燃がるという展!洞を示していきます。

ところで、ヨーロッパの東インド会社など海を巡る役界進出に測する隆史研究が

あります。混在の世界システム論にも燃がると思います。これらは、ヨーロッパを'1"

心とした一つの世界の自己世を考えるIl~fに、海をどう考えるかという観点から、海のl澄

史研究が行われてきました。それは軍事政策や海洋政策に総Uつきます。そういう

様々な研究史の時代的背景やH寺代的区切りがある中で、私達は海洋アジア、あるいは、

海洋東北アジアという一つの領域から、地域研究の方法のーっとして海洋研究をどの

ように考えていくかということを巡って論じようとしているわけです。しかも、それ

は人やそ/、カネの移動を巡って、海にもっと様々な課題を引き出す可能性と同時に、

これまでの研究の成果をもう一皮海に結びつけてみると、何が出てくるかという課題

もあります。

今日の海洋東北アジアやキャフタ貿易関と商業のテーマで、大きな内陸であっても

茶というi商品を過して、海と結びついていると見ることが出きるのではなし、かと思い
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ます。あるいは、金融を通しでも海と繋がると思います。これまでの内陸と海を分け

てきた考え方に対し、海を;蛍識することで、歴史約にも内陸とiliJは4日瓦布li完関係であ

るという発想が/:Liてくる。南と北の海も相互補完関係であり、京インド会社がr*1の海

にチャネノレを変えたり、スペイン、ポノレトガノレの時代に北版協や比栂海を経由してア

ジアに行こうという探検の歴史が同時にあった。ヨーロッパに輸入する物産の問題も

あり、砕Iの海がそれ以降注目されますが、やはり北の海と歴史もそこを迂回してアジ

アに到達しようとする歴史がありました。そういう点で路米会社の仕事に関する重姿

な点も多くの研究者の方が指摘されていることだと思います。これまで帝国の膝史の

中で使われた海に対し、むしろ地域の廃史の中で機能してきた海、しかも共通の海と

いう視点から、検討できる海の課題を私自身もう少し続けてみたいと思っています。

(了)

布Ii並立。報告後いくつかのVHIiな質問とご意見を頃いた。そのなかで内綾河川と'(tt倍な

らびに海隙統計について婆約し、以下に補いたい。また最後に報告に関iiliする参考文

H拡目告事を付した。

く東北大学東北アジア研究センター瀬川氏の質問の嬰旨〉 陸域と海域・河川と分け

ておられますが、この場合、海域と河川の限題、河JIIの内隙水系の体系をどう{立i世づ

ければよいのか。ある蛍l床で、この内陸と海域の聞でそれを結びつけるような、何ら

かの中間地併 (sornethingto intermediate) という存在かもしれませんが、この河

川をどう考えるかは非常に大きなポイントであると思います。あるJ3味で、河川交通

と海域の交通ネットワークが陵の方にただ入り込むようにも考えられます。また、そ

の地域の経済を考えますと、例えばウィリアム・スキナーのモデルでも、 "1';'骨に内陸
水系はi執務iな市12〕システムがあります。それに対し海域の長距1111t貿易l士、外的に内陸

に結びっくモデノレです。そういう意味で、非常に区別されるもの、という拠え方もあ

ると思います。 li主に中間だと言ってしまえば、それまでかもしれませんが、どのよう

にこの内陸・河川の交通を位世づけるかにより、お話の全体像が変わってきます。そ

のあたりを少し補足していただければ幸いです。

く回答の要約〉 御指摘の述。だと思います。その"1'でもやはり沿海の発達と内|窓の

関係、沿海が発達して内陸に股閉するというのは違うと、スキナ一氏は内i窓モデノレの

軍基E性を指j掘されます。これまでの内陸研究を中心としたところに河川を考えるのは、
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海という観点、から言うと、河川は海に展開していく大きな契機となります。今御指摘

の「中間Jのどちらからそれをカハーするかという点で促進的に考えられれば良いと

思います。

ところで、地阪の隆史があります。ずっと地図に舎かれた海洋と内i援水系の細か

さに注目したい。内陸水系は非常に官くから、山海経・水経注などによって内陸水系

が一つの|止界を作るような形の強調の仕方のなかに内|遊水系が出てくる。地図の歴史

を見ることで、どう認識されたか、どう機能してきたかにも関心があります。

これまでの地悶研究は、主に内陸を考える地問として議論されてきた面があります。

けれども、内陸水系と海の関係をどう考えるかという観点、から、地阪の歴史とその時

代的変遷を見ると、海から見ると内陸を撚げる11寺に水系をやはり考えなければいけな

い。海と隣とは絶えず相互補完関係と考え、また政権や権力の問題、あるいは帝国の

問題から言っても、 f毎を霊視する持と、陵をI重視するH寺があり、この海と俸が大きく

分離する時もありますが、海を通って一気に帝泊形成がなされたり、その後には内陸

が通じるとか、そういう形で海と陵とは実は相互補完関係にあり、区別しないという

形を考える必要があると思います。今の水系のお話は、非常に具体的な対象として、

偶者を繋げるということを今私は地図の膝史の中で、 l村陵河川の中継機能の地域差と

時代差があるものとしても震えるのではないかと考えているところです。

くi電信について京都産業大学の玉木氏の質問の要約〉

イギリス側から見ますと、海!窪ノレートで'i!l;f言が通じて、ロシア側からは陸上ノレート

で最終的には日本の辺りまでやってくるl時代です。このI時代に金融を海とか陵の概念

でくくれないと思うのです。それまでなら、為替手形を発行して様々な港や内陸都市

を通過し、最終約にどこかで決済されるのが通常でした。治{言ができたことにより直

接、例えば、私の知っている事例でアジアではありませんが、ロンドンの金融市場で

オーストラリアから4日間1くらいで決済ができるようになります。この時代を先生は

扱っておられる。そうした場合、この時代を海や鐙の概念で果たして理解できるのか

どうかです。あるいは、それ以外の概念を提唱されるなら、それをお関かせいただけ

ればと思います。

く@]答契約>

海とか撲の持つ白書:の地理的条イ'1'をどう克服するかということで、'ilLf言の持つ機能

は生まれてきました。で寸から、 面、海とか陸とか言えないのではないか、という
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ことは御指摘のi岳りだと思います。ただ、大北方電信会社 (TheGreat Northern 

Telegraphic Company)など実際の電信会社の記録を見ると、:撲がったから直ちに通

ずるということではなく、その回線の費用が幾らかかるかなど、その電信の頻度によ

り使われ方が違うので、今度は逆にijJ:f言をどちらに数げればよいのかという課題もあ

ります。その意味で地域的に異なる吸引力もあると言えます。例えば、インドまでは

非常に頻繁に通信されますが、東南アジアに入ると、シンガポーノレはもちろんあるわ

けですが、そこから他の東南アジアへは非常に電信が高くなります。もう一つは海関

報告や領事報告の中で、特にテレグラフイツク・トランスファー (telegraphic

transfer)という'屯信を強調した項目が掲載される11寺があります。そこではやはり地

域的な特徴の中で電信が利用される。ですから今の御指摘は、 ijJ:f言から見た時にはそ

のように言える内容になりますが、実際の運用記録には地域的な港の機能とか、海と

か港とか内|畿のi患いという側面で、電信や為様相場も変動する。 WIJえば、香港と上海

の銀の相場が迷うということを利用して、商人や資本が切Jくことがあります。私はど

ちらかというと、地域伎の特徴が泣信というf普通的な手段にどのように影響を及ぼす

かという点に関心があり、見ているところです。御指摘の面は長期的にはそうだと思

います。例えば今のグローパリゼーションの場合でも、金剛!という問題が世界を結び

つけているわけですが、金融の持つグローパノレな側面とローカノレな機能の相互影響に

ついては今でも線題があると思います。

く東北大学東北アジア研究センター嵐谷氏の質問の嬰旨〉

i毎関資料の中で、 20世紀以降、ロシアと中国との茶の流通がキャフ夕、満州、オデ

ツザに繋がる。オデッサが出てくるのが1860年以降です。それまでキャフタを通じて

のみ治制がロシアと交易を行っていました。天津条約により広東の港が開放される。

広東からどういうノレートを経由するかはわかりませんが、オデッサに11~ を輸出します。

これは主に紅茶のノレートになります。おっしゃっていた時茶のノレートはキャフタ経由

で輸出されます。その前にキャフタを通じて清朝からロシアに輸出するのは基本的に

は止1商薦入、これは劉先生の御報告になりますが、それを受けたのは森永さんの報告

に出てくるイノレターツク照辺のシベリア商人です。私の推察するに、オデッサ(ロシ

ア)に恐らくギリシャ商人が関わっていくと患います。広東から1i~を獄み出すのはど

ういう昨l人なのか。広東からお茶を発送する場所や具体的商人を、もしご存じであれ

ば教えていただきたい。
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く解答の要旨〉

広東茶について私も少し関心を持ったところです。具体約に商人グノレープとしてそ

れを特定できるかどうか。オデッザはヨーロッパ絞由になると思いますが、タト泊ノレー

トでは、イギリスやドイツ、フランス、オランダなどの商人がありますが、船のノレー

トは縦立されているので、そのノレートに乗ってし、く。茶の生産地から広州や香港まで

のノレートですと広東商人や福建商人と言っていいわけですが、広東閑人の中でも茶を

j&うとすれば湖州問人という地方性があり、福建商人では輸出港区内の皮肉商人にな

るでしょう。

それから、葉北の111剖商人は南ではどうかということですが、例えば山西緊号と

いう全国的為綜ネットワーク業の中で広東の支j古はやはり大きな金融的な役割を来た

しています。ただ、それは山西商人として具体的に広州でやっているのか、 lli間諜号

での金融と震なって営んでいるのか、ローカノレな間人に資金を貸して茶貿易の金融を

お?んでいるかは、帳簿を分析すればもう少しわかると思います。
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大黄を巡る露清関係とキャフタ貿易
The Relation between Russia and China 011 rhubarb， and Kiakhta trade 

1 はじめに

森川哲雄

Morikawa Tetsuo 

1688年のジュンガノレ王国のガノレダンによる外モンゴノレへの侵略は1696年の成照帝

の親征とガノレダンの敗北に終わったが、これを契機に外モンゴノレは清朝の支配下に入

った。この問、ロシアと清朝との聞には黒飽江流域の領有や逃亡者をめくる対立があ

ったが、 1689年に締結されたネルチンスク条約によって一応の決着をみた。またロシ

アが求めていた消骨!との貿易も、ロシア商人がltJiてに来て行うという変則的な形で行

われるようになった。

しかし1706年、清朝は外モンゴノレ情勢の安定に伴い、ロシアから中国本土への交易

ノレートを外モンコ、ノレ経由へと変更させ、この結果北京での官貿易以外にイフ・プレー

(廊伶)での民間貿易が盛んになったという(注目。ただしイフ・プレーがトラ河畔

に定着したのは1778年のことで、それまで商人達はフレーの移動とともに 絡に移動

していたという(住2)。まもなくrrf朝は北京での官貿易の中止を通告し、露1育問の公
的な貿易は中断するが、その後口シアは清朝に対し何度か交渉を行い、最終的に1727

年のブーヲ条約、次いでキャフタ条約により、キャフタにおける継続的な交易を実現

することに成功した。その後キャフタは粁余i曲折を経ながらも長期問に"'って露消貿

易の中心としての機能を維持した。キャフタでは様々な商品が取り扱われたが、その

中で清e刻からロシアに運ばれた大黄が滋i?f伺の政治的問題と絡んで特別な意味を持っ

たl時があった。そこで本稿では露首11ft~ の大黄貿易とキャフタをめくる問題に焦点を当

てて検討したい(注3)。

2.キャフタ貿易の展開

総?青貿易の拠点としてのキャフタの建設はキヤフタ条約の締結後に始まった。場所

はトロイツコ要塞(後のトロイツコサスブク要塞)から 4~里のところである。キャ

フタの創建H寺にはすでに務干の住居、税関、倉庫、盟主獄、木造の教会があったという
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(注4)。さらに翌年には隠人用の丸太の家が32、中lこ24の腰掛けのある 16-;1ージェン

の広さの客用の中庭、高い所に商品を{泣くための倉1mなどが主主てられたほ5)。他方

中国側の交易拠点、売買城も 1730年ころに建設された(詑6)。

初期のキャフタ貿易は小規模なものであったという。 1728年8月25日に最初の取引

が行われたが、そこにはロシア商人が10人と中国耳石i人が 4人集まっただけという(世7)。

その後もキャフタでの貿易はしばらく発展しなかった。それにはいくつかの誼，111があ

った。一つにはキャフタ条約の締結後復活した北京における口シアの官貿易が俊先さ

れたため、キャフタ貿易はその補助的なものに過ぎなかった。二つにはキャフタヘロ

シア側の陶人が多くやって来て、ロシア官UJの附品も多く運ばれたが、中国側jの陶人の

数が多くなかったことと、ロシア商人にとって購入に値「る中国商品が少なかったた

めという(住8)。さらには口シア政府による震い税金のためにシベリアを通過するロ

シア商人に大きな負担となった(注9)。

それでも11寺にキャフタでの交易が活気づくときもあった。口シア政府の派iiEした隊

聞が北京での売り残りの毛皮をキヤブタで3'cったことにより、 1729-1730"f.の出lに総

額23，829ノレーブノレになったし、また1730年からキヤブタで中悶肢の大裁がJlk引される

ようになったことから、 Jlk引高が増加したという(注10)。その後キャフタにおける貿

易額は瑚加し、 トノレセピッチによれば1744"f.には中国の務品の取引は287，500ルーブ

ノレ、また中箆l人によって民われた商品は292，800ループノレに透した(注11)0 1750年代

前半については統計が明確ではないが双方併せて70万ノレーブルに達し、 1758年には

1，037、097ルーブノレに達している(注12)。

キャフタにおける ~fä1m 貿易は数ill;的には順mm に拡大していったが、 18 世紀半ば過ぎ

に起きた治相i によるジュンガノレヨミ関征服の問題が~lim間に摩擦を引き起こすことにな

った。 1針。jによるジュンガノレ三E閏征服のi直接的きっかけとなったのはジュンガノレ王国

内の端i権争いであった。この問題は本稿の沼的とは関係がないが、概略を述べると次

のようである。ジュンガノレ壬悶では1745年のガノレダン・ツェリンの死後政権をめぐる

争いが続いた。 1752"1三、チョロス昔11のダワチがホイト告11のアムノレサナの援護を符て支

配者となったが、まもなくアムルサナはその支配権をめぐってダワチと争うことにな

った。しかし 1754{1三、アムノレザずはダワチとの争いに破れて外モンゴノレ間部のホブド

に逃れて 1i~fjliJiの保殺を求めた。その際アムノレサナは乾隆帝にジュンガノレヨ2殴の内情を

説明し、迷征をl務めた。その結果主主1755年、乾隆帝は兵を派巡しジュンガノレ王国のm
を破ったが、ダワチは逃亡したものの捕らえられて北京に護送された。アムノレザナは

この Yî~f j百l のジュンガノレ遠征に協力したが、彼自身は Yì~f朝のジュンガノレ平定の後はダワ
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チに代わってジュンガノレのハンになることを希望していた。しかし乾降帝はこれを認

めず、ジュンガノレの凶部の一つ、ホイト官官のハンにt宿えることにしたが、アムノレサナ

はこれに不満を持ち消朝と対立するに至った。このとき外ハノレハのトゥシェトゥ・ハ

ン、エリンチン・ドノレジは乾隆滑からアムノレサナを捕縛し、熱河まで連れてくるよう

に命じられたが失敗し、アムノレザナの逃亡を許してしまった。彼はそのため乾隆積の

怒りを買い北京で処刑されたのである。清朝の討伐箪に追われてアムノレサナはカザフ

汗閏へ逃れ、さらにシベリアのトポリスクへ逃亡、ロシアの保護を受けたが、 1759年

9 丹、そこで天然痘ーのために死亡した。この閥、 1~f朝はアムノレサナの身柄の引き渡し

をロシアに嬰求したがロシアはこれを認めなかった。しかしロシア側は消朝との対立

が深まることを懸念し、アムノレサナの遺体をセレンギンスクまで運んで清朝1の使節に

遺体検分をさせている。しかし遺体そのものを清朝制'1に引き渡すことはしなかった。

結局清朝側はアムノレサナ引き渡しについてこれ以上ロシアに要求することはなく、こ

の問題についてはこれで基本的に決着した。

しかしこのジュンガノレ迷征とそれに続いて起きた事件は外モンゴノレの芝公の凋に反

消的な感情を生み出すに至った。当時外モンゴノレでもっとも影響力を持っていたのは

第二代ジェプツンダムパ・ホトクトである。彼はトゥシェトゥ・ハン家の出身で、 1724

年、 トゥシェトゥ・ハン部の札j礎克多A'Iff郡::Eドンドブ・ドノレジの子として生まれた。

同じトゥシェトゥ・ハン家出身の初代ジェプツンダムハの死(1723年)を受けて、ダ

ライ・ラマの認知並びに事m正帝の指示によってI正式にこ代として認められた。凡l土先

に触れたエリンチン・ドノレジてvある。 ii判明軍のジュンガノレ遠征11寺には外モンコノレから

多くの兵士や物資が徴発されたが、これは外モンコノレの主公、牧民に大きな負担とな

った。これに反発したホトゴイト部のチングンジャブが清朝に叛放を翻した。一部の

王公もこれに同調し、辺防の任務や駅馬の放棄などを行った。一般にこれを「撤駅の

変j とI呼ぶ。しかしこの叛乱もさほど大きな広がりを見せず、翌年チングンジャブが

清朝軍に捕縛され、さらに処刑されることで終わった。

このチングンジャブの乱やトゥシェトゥ・ハン、エリンチン・ドノレジの処刑が外モ

ンコノレの支配者周に与えたiaf燃はかなり大きなものがあった。すなわちこれらの事{牛

の後、第二代ジzプツンダムパや一部の外モンコソレの王公の問に、次第に消朝iに対す

る反感を持ちロシアとの接近を試みようとする動きが見られたからである。ロシア側

もこうした外モンコノレの主公の動向に|羽心を持ち、接触を試みた。ロシア側がこのよ

うな動きに似たのは、黒能江の自由航行を清朝政府に求めていたが拒否され、順般し

ていたことによる。このためロシアの役人の中には外モンゴノレをロシアに帰属させて
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この湖周を一挙に打開しようとさ主張する者もいた。ロシア側の報告によればジェプツ

ンダムハもロシアへの帰属の意志を示したともいう。しかし口シア側の働きかけも第

二代ジェプツンダムパの死 (1758年)によってそれ以上進むことはなかった。またロ

シア政府もこれらの問題で清朝との関係が悪化し、品~m貿易が停滞したり中減したり

することを避けようとしたため、そのような外ハノレハのロシア帰属への働きかけを中

止したのである(注13)。

こうしたジュンガノレ主国とお11iWJとの対立した時代のキャフタ貿易の状況は、コノレサ

クの報告によると以下の通りである(注14)。

第 1表

年 ロシアの輸出額 ロシアの総入額 合言)-(ノレーブノレ)

1755 606，084 230，981 837，065 

1756 450，768 241，252 692，020 

1757 421，878 418，810 840，689 

1758 525，999 511，071 1，037，070 

1759 718，144 698，985 1，417，130 

17h_fI ';()Q ot:!.() (，ベ只 11.1 1 1<ヌつ71

このl時期の貿易においてロシア仰!が溶1j明から買い入れた商品で主要なものは、色々

な種類のキタイカKHTaII.Kaが15万から18万反、青色の綿布瓦a6aが6万から7万反、絹製

のビロードがi万千アノレシンであった。その他、普通の茶が6千プ}ド、時茶が 5千

から 7千ブードほどで、このl時代、茶の輸出裁はまだ多くない(挫15)。このように情

報によるジュンガノレま悶征服に端を発した成宮前聞の問題はi直接キャフタ貿易に影響を

与えることはなかった。

しかしこれから防もない1762年にキャフタ貿易は清朝ilU)により一方的に停止される。

コノレサクによれば1762年のキャフタにおける貿易総額は139，315ルーブルと、前年度

に比べ激減している{注16)。その貿易停止の原因が何であったかについては早くから

議論されているが、その主要な原因は、ロシア側がロシア商人に対しキャフタにおい

て関税を徴収していたことに対し、 m朝側がこれをキヤプタ条約逃反とみなしたこと
による(注口)。この他にも逃亡者問題が原劉とする見解も出されているが他国、や

はり 1762年のキャフタ貿易停止はロシア側の関税の徴収に対する清朝側の反発であ

ったとみるべきである。この貿易停止は1768年まで足かけ 7年間続いた。これが第一

次キャフタ貿易停止である{注19)。この貿易停止は1768年に緩消防でキャフタ条約追

加条約が結ばれることによって終結した(注20)。両国は改めてキャフクにおける貿易
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においては関税を徴収しないということで合意した。貿易が再開された1768年の貿易

総額は50，952ノレーブノレに過ぎなかったが、翌年には2，003，635ノレーブノレと、 i放i曽してい

る(注21)。しかしながらロシア例|はその後もロシア商人に対する関税を徴収し続けた。

再開後の1768年は僅かであったが、翌年の1769年には40万ノレーブノレ余りに透し、 1761

年の23万ルーブル余りに比べ倍近い税を徴収している(注22)。これはロシア仰lが税の

徴収所を加な場所に移して消朝憾に分からないようにしたためというが(注23)、i青朝

倒lはこれについて全く気づかなかったというのも不，思議である。

その後しばらくキャフタ貿易は順誠に行われたが、 10年後の1778年、再び停止され

た。この理由についても複雑な事情が絡んでおり、いろいろな説が出されているが、

ロシア側の見解と清朝側の見解に相違が見られる。何秋mFはロシア側が索現すべき犯

罪者がいたにも拘わらず資任者の璃玉爾Mai10p(少佐)が審理しなかったため、廊倫

弁事大臣の索林がキャフタの出入りを止め、しばらく当地での交易を停止することを

奏上した、と記している(注24)。他方トノレセピッチはロシアに帰属するオーロト人が

ロシア商人を掠奪し、さらに若干の商人を連行して消職事lに逃れ、それに対してロシ

アはがf靭に引き渡しを求めたが、消朝は引き渡さなかったため、としている(住25)。

『清高宗実録，1 (波26)によれば、 トゥシェトウ・ハン部の桑繁多i1i済Sanjaidorjiの報

告として次のようにある。ロシア人の斐岳托爾申e)J;opが個人的に清~\1I領内に来て馬を

購入しようとしたが清戦側に捕らえられた。この件について清戦側の章京Janggmの巴

逮ì1ï 1呼Badarquはロシア側のj!{任者、璃玉l~Maliop (少佐)に伝え、彼がn村山則に来て

審議するように求めた。しかし璃三E爾は自ら来ず、部下の頗羅楚克を派遣してきた。

このロシア仰lの措置に対して桑爾多雨済は巴逮i1i呼に命じて、 l穎羅楚克とは協議をせ

ずに彼を婦らせた。こうしたロシア組IJの対応を非とし、桑習T多i1i済はキャフタ貿易を

停止した、という。この桑波多爾済の対応を乾隆帝は認めている。ただしこの第二次

キャフタ貿易停止は2年足らずで1780年に再開した。この持キャフタ貿易の再開とな

ったlliL接的なきっかけとなったのは以下の事件であった。すなわち17人のロシア人が

500頭の馬を連れてj越境して来た時、 1青!Im当局におIiらえられたものの、清朝の役人に

賄lt品を贈って釈放されるという事件が起きた。この事件に関し清朝iWJはロシア制IJに対

し、ロシア人越境者の頭目を調べ、彼らからi楠婚を受けた清朝悦!の役人と共に国境で

処刑するように求めた。これに対しロシア側の知事はキャフタにおける貿易の再銅を

最俊先し、清朝側の意向に沿って、越境した17人を捕らえて国境に連行し、そこで清

朝側と処罰を検討することに間意した(注27)。消朝組IJはロシア側の措5位について、 ril~ 

緑斯罪を悔い、夷犯を懲治し、市易を聞くを求む。 j と評価し(注28)、この結果1780

31 



東北アジア研究シリーズ 11

年4丹、キャフタ貿易は再開した。今回は第一次貿易停止時に行われたキャフタ条約

の改定までには至らなかった。恐らく貿易停止に至った経絡がさほど深刻な問題では

なかったためであろう。キャフタにおける取引総傾は停止した1768年においては前年

度の半額近い1，461，792ノレーブ‘ノレであったが、再開した1780年には5，400，374ノレーブノレ

に拡大している(訟29)。

3，露橋間の大黄取引

大黄の恨は一般的に潟下剤、総開斉IJなどの医薬品として古くから珍重されてきた。

しかしその産地はかつて中国のu粛、 T守海省fなどに限定されており、どこでも採れる
というものではなかった。ロシアはこの中国産の大策を早くから紛入していた。出品yj!f

貿易における大裁の位置について、吉岡金ーは次のように述べている(注30)。

金額からすれば傑かなので主要品目には出てこないで薬品の中に一括されてしま

うが、ロシア側で丞要視した商品に大貨がある。これは薬剤としてロシアに輸入

され、一定量を政府が確保した。(以下略)

清1jgjからロシアへの大裁の輸出ノレートはいくつかあった。羽閏明によれば(注31) 16 

1止紀後半以降、 トノレキスタン→イノレティッシュ路→トボリスク→ロシアへのノレートが

最初のものであった。このノレートはその後も存統したが、その後カノレムイク人の存在

(ジュンガノレ王国)により、所期の目的を透することが出来なくなり、代わって清和!

とのn司に結ばれたネノレチンスク条約によりネノレチン1 ク経由のノレートがiJl&消聞の主要

なノレートとなった。しかしそれから問もない18世紀初頭には露消貿易のノレートはセレ

ンギンス夕、クーロン(廊倫)、張家口、|七京が公定通路となった。従って大策もそ

の後はこのノレートを通ってロシアに運ばれたという。またこれらの大裁が述ばれる起

点は ì~J海の西療であったとも述べている(注32) 。従って中関からロシアへの大裁の交

易ノレートは、

(西平)→東トノレキスタン→イノレティッシュ路→トポリスク→ロシア本土

(部卒)→甘淵→モンゴリア→キャフタ→シベリア→ロシア本土

があり、さらには、

甘創→Jt!トノレキスタン→商トノレキスタン・カザフスタン→ロシア本土

のノレートも存在した。ただしロシアは大裁を恭本的にキャフタで111~入している。コ

ノレサクは「以前、大裁はシベリアの多くの関境の税|認を巡って述ばれた。しかし1822

年の命令によりキャフタ(そこではそれがすべて個人に前可されていたが)以外、そ

の輸入はヨきる所で禁止された。現在大黄は官有の薬局のために、尚人によっても、悶
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家によってもキャフタで購入して得られている。 J (泊 33) と述べている。またそのノレ

ートについても「キャフタで獲得される大黄はカシュガノレ、ヤノレカンド、アティアノレ

At山付近から青海湖までの地方の森林の多い山で成長する。最も良い品質の大賞の輸

出は中国において厳しい処罰のもとで禁止されているが、それにもかかわらず、中悶

人たちは手数料(ll'白賂)で監督官を買収してすばらしい大黄をキャフタに運んでくる。J

(技34) と述べ、~-iJ可→モンゴリアー〉キャフタが主なノレートであるとしている。

この甘誠一千百二からキャフタへの大黄の運び手についてシリンは次のように述べてい

る(注35)。

キャフタへの大裁の主な澗達者はブノ、ラ人であった。パラスPallasは彼らが「中

国との売買のほとんど最初Jからj大黄貿易を行った、と述べている。多数のブハ

ラ商人が絶えずマイ 7 イチェン(売買城)に滞在したが、そこには彼らの自己所

有の家やモスクが見られた。(中略)中国の尚人は「多額の罰金により j ブハラ

人の売畏を妨害することを厳しく禁止された。中国人も大賞を売ったが、それは

「禁止の下」であった。

ここでいうブハラ人とは商トノレキスタンのブハラ人ではなく、新認のトノレコ系住民

を指している(注則。なお松簡は、 「其れ搭克歯にて大賞を販売する者はJrt¥り一家有

るのみ、 11fT-毎回民に係る。俄mJ軒の最も信服する所と為る。他i留此を販するも鋳る能
ず。 J (~綴服紀絡~ 6b-7a) と記しており、キャフタで大黄を販売しているのは背海

沼民であったとしているが、この青海回民についても佐口透はこれをブハラ(プハー

ラ)人であったとしている(注37)。

ジュンガノレ:E国が存復した時代(17世紀後半から 18世紀半ば)、ジュンガノレ経治で

も大裁がロシアに入ってきた。しかしその大裁には品質の点で問題があったという。

トノレセピッチは次のように記している(注目)。

ブハラ人の他にズンゴノレ(ジュンガノレ)人も大黄を我々にもたらした。しかしそ

れらの大黄はいつも品質が怒く、その結果、例えば1742年と 1747年 (300プード)

において、すべての大黄は不合格品となり、また1748安手においては、 「ズンゴノレ

から運ばれたものと、シベリア内部の大貨は、まさにそれが役に立たないので必

要としないこと、また今後それをロシアに運んでこないように表明し、決してHilt

入しないように。」と命じる指令がtHされた。

ところでロシアは早くからシベリアでこの大裁の栽培を試みていた。それはシベリ

アでも大賞が自生していたからである。そこでロシアは中国から大黄の積子を輸入し

てシベリアで栽壊を試みたが、結局は失敗に終わった。このことについても羽部明が
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一部紹介している(注39)が、トノレセピッチはより詳しく紹介している(出0)。それに

よると概略次のようである。 17世紀半ば、ロシア政府はシベリアにおける大黄の自生

の発見に努めた。その結果としてシベリアでその栽培を行うことになった。すなわち

1652年、イセトHceT河に流れ込むノミノレネフカEapHeBI¥ar可沿いにバノレネフカ村が築かれ

た(注41)。これはこの地方で自生の大裁が発見されたためである。しかしこのパノレネ

フカ村に大黄の種子が運ばれそこで大黄の栽培が試みられたものの失敗し、パノレヰフ

カ村は廃棄されたという。その後シベリア東部のシノレカ河やセレンゲ河その他で大裁

の自生が見つかったが、 「総じてロシアでそれが発見されない所はなかったが、それ

は利用に過さなかった。 J (住，，)のである。

その後もロシア政府は18世紀前半に大裁の栽培を試みた。 1736年にロシア政府は

300から400フント(1フントは358.3g)の積を中国側から密かに持ち出すように、と

の訓令を出した。それらをキャブタなどで栽培しようとしたが、気候が合わず育てら

れなかった。最終的に1778年に中国からの大黄の磁を買うことは鍛止されたという(住

43)。ロシア政府の自ら大黄栽培による供給は完全に失敗した。従ってロシアが大黄

を入手するためには中匿との交易によるしかなかったのである。

すでに多くの先行研究によって明らかにされているように、ロシアでは18t旦紀末ま

で大賞の取引は政府の厳しい管理下に置かれた(注41)。キャフタで購入された大黄は

全てがモスクワの医療検査院に送られた。ただし大黄は援薬品としてシベリアの住民

にとって必要なものであったから、一部はシベリア地域で頒布することが認められて

いる(出5)。しかしながらモスクワに運ばれた大裁がさらにロシア各地で医療品とし

てすべて消費されたかというとそうで、はなかった。実は多くが輸出品としてヨーロッ

パへ運ばれていたのである。シリンによれば「しばしばそれ(大賞)を、キャフタで

交易するために赴いたトボリスクやロシアの滋人が運んだ。後者は普通大裁をモスク

ワに運んだが、そこからそれは外国に行ったJ (注46)。キャフタにおける大賞の取引

設についての詳しい統計は無い。ただシリンは次のようにも述べている。 rキャフタ

における大黄の国家交易の取引高に関して、それらは全く不均等であった。すなわち

18世紀30年代にはl年に500から 1700プードに上ったが、残りの年 (1778.!pまで)は

680プードを超えることはなかった。 J (注47)これらモスクワに運ばれた大賞はかな

りの捻が輸出に凹された。トノレセピッチは17世紀半ばから 18Ut紀末のロシアから輸出

された大裁の盈について以下のような統計を示している(珪18)。
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第2表

1649年まで 50プー卜、ずつ 1701-1703年 50プードかそれ以上

1704-1726年 300:1。ード 1727-1731年 200-300プード

1732目 1733年 500プード 1734年 1174プード余り

1735年 1000プード 1736年 800プード

1738年 1136プード 1744"F- 300プード

1752年 625プード 1753-1764年 500プード

1771年 511プード(クラスノヤノレスク欠如)

1778年 1055プードのうち680プード

1780年 156プード 1781年 217プード

1782年 641プード 1783年 200.5プード

1785年 35プード 1786年 99プード

1787年 249.5プー I、 1788年 57プード

トノレセどツチは1778年までの大黄については「輸出された旧IB03HJ10CbJ と記すだけ

で{注49)、それらがどこにE愉出されたのかについては明記していないが、 1780年から

1788年については明確に「ベテノレブノレクからヨーロッパへ輸出されたJと記しており

(誼 50)、それ以前に示されている大裁の愉出先もヨーロッパであったとみてよい。ま

た先に紹介したキャフタでのロシア凱11の大策取得数についてシリンが示した数値と比

較すると、かなりの盤がヨーロッパへの輸出に向けられていたことが分かる。

それではロシアはこの大黄取引でどの程度の利益を得ていたのであろうか。これに

ついてもトノレセピッチは大まかな数値を示している(注目)。

この数値は国内の売却値であるのか輸出の値段であるのかは明確に示されていな

いが、上言己(第 3表)に示した購入価柊と売却価格の比率は 1対3から 1対日になっ

ており、ロシア政府が大黄の専売による究買によって相当額の利益を得ていたことは

明らかである。なおシリンはCnOBI.¥OB (1886)に依拠して、

実際大黄の交易は豆大なもうけを〔ロシアに〕与えた。ベテノレブノレクでは大黄は

プードが37ノレーブノレの値段であったが、外国へはそれを1プード当たり 168-282

ノレーブノレで充った。従って 1000プードは16万 7千からお万 2千ノレーブノレの利誌を

与えた。 (CHJIHH、1947，cTp.151) 

と述べている(桂52)ただここに示されている数値はトノレセピッチの示した上記の大

貨の売却価格とはかなり異なっていて、このことがどの時代の状況であるのか、また
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第 3表

年f(f 購入価格 年度 売却iイ116格

1649 20ヨアヒム銀 1653 15 

1698 4-6 

1727 7.6 

1733 15 1733 75 

1761 100 

1764 16 
1762 60 

1763-64 50 

1765 65 

1777 91.3 

，-守 F守内 ，、，

(数値は大黄lプード当たりのノレーブノレ価。空桝!の年度は数値が示されていない。)

購入価格がどの稜皮であったか、についても示されていない。しかし国内申li格と輸出

価格が奥なっていることは当然考えられ、いずれにせよロシア政府がこれにより多額

の収益を得ていたことは間違いない。

ttiなすべきはキヤブグを経由しての大黄の取引が、単に館行11聞の貿易に留まらず、

それがロシアを経治してヨーロッパへ輸出されていたことで、このことはキャフタに

おける交易が単に終消聞のローカノレなものではなく、もっと広い、医際的な性格をtii

っていたことを物語っている。

4 第三次キャフタ貿易俸止と大策問題

第二次停止後、再開されたキャフタ貿易の貿易額はj恨翻に増加していった。 1781fJ三

には総額7，570，622ノレーブノレに達し、ロシア政府が徴収した関税も706，219ノレーブノレに

透している(住53)。コノレサクによれば1769-1773年の 5年間の総額は11，257，086ノレー

ブノレ、年平均2，251，417ノレーブノレであったが、再H丹後の1780-1784年の 5年間1の総額は

30，416，744ノレーフノレ、年平均6，083，348ノレーブノレにi判大した(住54)。しかしながらキャ

フタ貿易は1785年に三たび停止された。そしてこの第三次停止は1792年まで足かけ 8

年に及ぶことになる。この第三次停止の理由について清朝例|の立場から松錆は詳しく

記しているが、{既日l在を紹介すると次のようである。
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た。そこで庫倫弁事大隠糊{果、 l略j，fil略劇将軍郡王総数多爾済、 EE長滋都布多磁済

らは古賀爾口(イノレターツク)の知事、位木巴(刀aM6) に対し犯人のウラノレジャイ

(潟rr寺羽目白) (注55)らを捕らえ、キャフタにJili行した後、司i貰による裁判lを行い、

殺われた商品の十倍にあたる賠償を要求した。これに対しロシア倒jの将軍(培那

制爾reHepaJ1)は商品に対する賠償は完了したこと、犯人については鞭打ちにし、

その五iや耳に搬をして東北の無人の地に追放する刑に処したと回答してきた。王理

市?院はこの件についてロシアの元老続に対しキャフタ条約に逃反すると抗議した

が元老院の返答は満足できるものではなかった。かくして翌年キャフタにおける

貿易が停止された。(~綴股紀ruu 8b-9b) 

以上はjj!fIWJ側の見解であるが、ロシア側の見解はこれとは異なっていた。パンティ

シュヱコカメンスキ}はこの事件について「問題は次のようであった。イノレターツタ県

知事(注56)と国境守備少佐ナラハノレディンは捕らえられた中層人逃亡者ウラジャイ(ウ

ラノレジャイ)とその仲間を答lFiJに処し、迷地に流刑にした。 j と記している(浅間。

すなわちパンティシユ三カメンスキーはウラノレジャイ等をロシアの所属ではなく中国

人としている。同じようにシリンも「それは(キャフタ貿易の停止)ウラジャイとか

いう者とその仲間がロシアの領域に逃れてきたことから引き起こされた。 Jと記して

いる(注58)。すなわち問題の発端となったウラノレジャイをロシアの所筋ではなく中国

(清朝)の者としている。ただしロシア側の研究者でこの見解に阿部しない者も多い。

ウスベンスキーは [1785"1三、中国人達は口シアの臣民であるプリヤート人による中国

人の茶の隊商掠奪事件によりロシアとの貿易を停止した。 j と述べており(住59)、卜

ノレセピッチも同様にウラノレジャイを口シアの臣民としている(注印)。このウラノレジャ

イの処分について、清朝似はロシアに対しキャフタに連行することを執効に求めたが、

上に紹介した『綴服紀目叫にも記されているように、ロシア側はすでに答打ちの処分

を行い、流lFIJに処したという耳E由を挙げて引き渡しを矩んだ(法61)。これに反発した

治制はあくまでウラノレジャイの引き渡しを求めてキャフヲ貿易を停止したのである。

18世紀末のキャフタでの取引は清戦側の輸出品として絹織物、南京木綿、砂糖、たば

こ、茶、宝石その他であったが、これらのうち絹(生糸、絹織物など)、木綿製品(南

京木綿など)、茶の 3品目だけで97%を占めていた(注6針。ただし吉田金 がロシア

の統計を基にして示した消→ロシア輸入の統計表には大黄に関する数値が全く示され

ていなし、。これは大策の取引額が少なかったことによる。先に示した大哉の購入価格

は18世紀後半ではIプード、 16ノレーブノレ程度であること、 18世紀半ば演においては輸

出量が500から600プード穣皮であり、または世紀末の輸出jjl;は数値がまちまちである
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が、 200プード前後が多い。国内消校長上を考慮すれば、ロシアの大貨の輸入額はこれ

よりずっと多かったはずである。ただし大裁は先に示した誠治聞のいくつかの交易ノレ

ートを巡ってロシアに運ばれたのであり、すべてがキャフタを経由したわけではない。

先に紹介したようにキヤフタでの取引で絹製品、棉製品、 22だけで全体の97%を占め

ていたということからみても、大賞は取引額のうえでは少なかったのである。

にもかかわらず消朝がロシアに対する圧力を強めるために輪出禁止の酪品としてタ

ーゲットにしたのはこの大賞であった。消粉倒|のロシアの大黄需要に関して一般的に

よく引用されるのが何秋篠の『朔方備釆』巻37、 「俄mJ軒B.市始末」の記述である。
l時に議するに大黄菜料の尤も俄経j軒必綴のものたるを以て、商販の布、に倫潟する

を為すを恐る。議し俄絡j軒の新都は21K44iE1長に在り。海に淡し魚多し。旧都は
挺身f手主主単に在り。五穀少なく、経魚のみ是を食し、大裁を~jぃ以て魚議を解すo
;11;の東偏重>il白リ祐諸郎、本草遣部組の|自壊、風俗多く淡古と同じ。五殺を食せず、{世
牛羊、隊乳、lJJi糊fの火盛を鴫み、亦必ず大黄を須い、以て之を1&H騰す。

すなわちロシアにおいては穀物を余り食べず、魚を食べるためにそのま量消しとして

大黄を必需品としている、というものである。従ってロシアに対する大熊の輸出を止

めれば、ロシアは窮して消籾側の要求するウラノレジャイの引き渡しに同;@ーする、とい

う予測であった。ただし大裁がロシアの手に波らないようにするにはキャフタ貿易の

停止だけでは不十分であった。泊朝l政府はキャフタ以外にも治からロシアへの物流ノレ

ートがあることを認識していた。その一つが前節でも紛介した新綴→i'liトノレキスタン

→ロシアのノレートである。これについて何秋協は次のように記している。

7':'-ヂ， _"v;-

俄罰百j肝雨境に至りて安集延、回目星等処に 11!lti1!!す。大裁を食する者少なしと蛾も、

多く剤いるに染色を以てす。故に俄ruiJ軒4，rに頭人王手司を派して大黄を収闘し、 1m

下の官に散給し、売りて衆を従う。比れ彼I筆一日として大黄無きべからずの賞、

情形に在る也。(1司)

そこで清朝はこのノレートからも大裁がロシアの手に渡ることを懸念した。乾隆帝は

新樹における大策のJjj(引を禁止したのである。
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i碍宗実録』巻1321、乾隆54年正月半日)

ただし新綴における大黄の取引を紫止したにも拘わらず、完全には阻止できなかっ

たようである。

この他に大賞がロシアの手に入る可能性があったのは海洋ノレートであった。すなわ

ち中君主の港から海洋を緩てヨーロッパに運ばれ、さらにそれがロシアへと述ばれる、

ということは|分考えられる。実際相当数の大賞が閤欧諸国に輸出されていた。松浦

章は『宮中指乾隆 íj~J奏会摺』乾降52年 2 Jヲ211ヨの広東巡撫図疏布、碍海関盟主管仏寧のjニ

奏文によって、この頃オランダ、フランス、スウェーデン、デンマー夕、イギリス、

アメリカ、スベインなどに普通の年で 6~7 万斤、多い年で 10万斤もの大黄が輸出さ

れていたと指摘している(注63)。これはキャフタからロシアへの大黄の輸出量;よりも

はるかに多かったのである。当時ì~í朝が開港していたのは広東であったが、 i車内もポ

ノレトガノレ領であったからここからも大黄が輸出されていたのであろう。 j~f弱l はこれら

阿所からの大策がヨーロッパ諸国からロシアに渡ることを懸念して問所からの輸出に

ついても禁止した。上に紹介した『清高宗実録~ (券1321、乾隆54年正月辛巳)の記

述の後に次のように記されている。

因りて応、うに、西洋等処、俄羅JITrと境域附ti車し、;官に交易を通ず。恐らく好i蔀等、

新総粂認に厳禁し、以て像越し難きを見て、広東、海道より大賞を漁って私販制

洋し、俄罰1;)軒に{酷う言し、陣利を希図せんことを思うも、亦未だ定めるべからず。

孫士殺、日下筒米だ省に回らず。殴隣布、仏軍事に伝諭して努めて各!羽口を』法的、

実力稽査せしめん。純一に内地の好蕊の私販する大黄の出洋の事有るを許す岳きの

みならず、 ~pち襖門貿易洋行に在りて、その透指i爽帯するに任すを得ず。此を将

って四百壁崩り図薩布と仏僚に伝論し、並びに諭して孫士殺をしてこれを知らし

めん。

また乾隆54年2月211'1付けの図i蕗布の上著書文にも次のようにある。

g;:等伏して査するに、外洋各処、究るにt毎回に腐して通ずべし。若し厳しく禁絶

を行わずんば、以て弊源を社'Aすること無し。当に郎ち厳しく識し、嗣後大黄の

仕1洋を禁止せん。如し私併有りて、定めて行路通事人等由り分利を希図し、透請者

を串同せば、必ず先に其の罪を譲治し、該大班亦必ず厳しく懲らし、具を取りて

備案に依らん。医図薩布復た器開の許抱京に倣し、転じて在淡貿易洋行を崩しめ、

一体査禁せん。( W宮中総乾隆 ~~J奏聞』第71 樹、 p.304)

この他、海岸に面する各省に対しても密輸によって大賞が海外に流れることのない

ように指令が出されている(法64)。上記に紹介したように広東などからの大黄輸出は
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相当のf止に上っていたから、その輸出禁止は大きな影響を与えたことは附l逃いない。

その意味でキャフタの貿易停止問題は露前間だけの矧組では済まなかったのである。

しかし清朝がキャフタのみならず新砲や広東などからの大哉の輸出が完全に停止し

たかどうかは疑問である。先に示した第 2表からも分かるようにキャフタ貿易が停止

された1785年からも大裁はある程度の担;がヨーロッパに輸出されているからである。

このキャフタ貿易停止期間に大黄以外にその他の商品もロシアに輸出されていた。ス

ラドコフスキーはこれについて次のように述べている。

キャフタにおける公的な貿易の中止の年(1785-1792) でさえロシアの税関は中

悶の絹織物や、特に綿織物を、かなり多くのi辻の輸入を登録することをやめてい

ない、ということが特徴約である。シベリアの口シア人住民の聞での《キクイカト

《棉布》、またその他の中悶の織物の拡大から判断すると、キャフタ貿易の公的

な中止の時代においても、中国からのこれらの商品の輸入は、キャフタにおける

通常の売買の年と同じ輸出水準にあったのである(注目)。

スラドコフスキーはこれについてトノレセピッチの示した数値を根拠としているが、

それによると、 1778-1780のキャフタ貿易停止以前と 1790悶 1792年におけるキャフタ貿

易停止期間の1#!f¥JJからロシアに輸入された綿織物と綿織物の金額についての数{肢を示

している。それによると、棉織物は1778-1780年では1，063，942ルーブルであったもの

が 1790-1792年では 1，601，263ノレーブノレとかなり増加している。また絹織物は

1778-1780年では211，174ノレーブノレであったものが1790司 1792年では101，617ルーブノレ

と半減しているものの、綿織物との合計額ではむしろ増加している(注66)。ただしコ

ノレサクはキャフタにおける貿易統計表については1786年から 1791年までの貿易額に

ついては数値を示しておらず(注刷、基本的にキャフタでの取引は、密貿易はjjlJとし

て中断したと見るべきである。従って 1790・1792年にロシアが泊朝から輸入した綿織

物や綿織物は別なノレートを利用したと思われるが、 トノレセピッチはそれについては具

体的に示していない。

5.キャフタ気易の再開

員自由)iで、キャフタ貿易の停止期間においても隊ii!I聞の閥品取引が必ずしも停止して

いないことを紹介したが、やはりロシア側にはその影響が現れている。スラドコフ1

キーはこの点について次のように記している。
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タ貿易の停止が((パラヒ、ンスクのJl:k~りにとって否定的な結果となったことにつ

いて次のように述べている。 r中悶人との交易が無く、輸送隊や商人の数が減少

した。[彼らが]輸送隊へのエン麦、干し革、そして御者逮への食事|の費用を受

け持っていたということで利益を得ていたのである(住68)。

11!f jJ剖側においても「中国閣内の対ロシア貿易に従事する商人やその事業に対しでも、

またこれと関係あるすべての民武活動も盛大な強折となった。 J (世69)

当然ながらキャフタ貿易の再開を求めたのはロシア側であった。ロシア政府は1789

(乾隆54)年にキャフタにおける貿易の再開を清朝側に求めている(注70)。その役割l

を負ったのが 7等文官トソレコポフという人物で、イノレターツクの県知事(控71)からの

書簡が清朝側の役人(大阪amban) に渡された。この大臣ambanとは当時JJll倫弁事:大

臣の任にあった松筒であろう。その際ロシア側はii判明慨が潤題としていたウラノレジャ

イの状況について伝えたと見られる。そのイノレク}ツク知事から波された書簡の内容

は不明であるが、それに対する法制側の役人の対応が次のように伝えられている(注72)。

彼、県知事は、我々が瑛古寺院に対し相互の貿易の開設について斡旋するように求

めている。そして〔説的の中で〕かの首領ウラノレジャイが死んだとのみ認し、他

の者については思い起こしてはいない。何故なら彼らには仲間がお切、条約によ

って問題を解決するには彼らを国境に述れてきて処刑しなければならない。それ

無しに、ウラノレジャイ一人だけを考慮して、我々に我が偉大なる支配者に不法な

願いを求めようとするのか。

これに対するドノレゴポフの返事l士、 「ウラノレジャイも、彼の仲間もイノレターツクか

ら数千館現i維れた、どこからも通行しにくい場所のために、一年に一度だけ、冬期に

のみソリでようやく到達する、!じの寒い地方に送られたI寺に共に死んだ。 J(注73)が、

それについて「我々の元老院から長政府にすr簡が、そのような迷い距離を通して今や

すでに鳳けられている。」というものであった。これに女lずる清朝刊¥11のアムバン(松

鈎)の回答:はイノレターツクの知事はウラノレジャイとその仲間が死んだことを元老院だ

けでなく、速やかに清朝i側に伝えるべきであったこと、そうであればイノレターツク県

知事の貿易再開についての要請を受けて、清朝政府に案件の解決と貿易再開の許可に

ついて稜販することが出来たこと、ただし彼らがまだ生きているならキャフタ条約第

10条により彼らを斬首すべきである、として乾隆帝への貿易再開についての嬰訪を行

うことを拒否した(注74)。

キャフタ貿易の停止は清朝官邸の閑人にとっても捕手であったに速いない。松絡は「市

を恰克悶に開き経理に専司を設く。間民頻りに利を車室、 'T外河規を示す。 Jと述べ、
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さらにその注釈で「所有の恰克図貿易商民、皆晋省人なり。張家口白り姻茶椴布雑貨

をj仮運してがfIi主し、各色皮張後片等の物と易換す。 J (注75) と述べている。第三次キ

ヤブタ貿易停止の直前の貿易額は前節で紹介したように1780年から 1785年までの年

平均貿易額は6，083，348ルーブノレで、ロシア側と清朝側の貿易額は同額であったから、

この間の清朝仰iの輸出入額も年平均3，040，000ノレーブノレ余りに上っていたのである(桂

76)。密貿易はともかく 1ラドコブスキーが言うように、?青li羽lJUIの、特に f普省人J

すなわち山西南人にとっては大きな損失であった。しかし清朝側の史料にはキャフタ

貿易停止に対する山西商人の戸が記されていない。彼らもロシアと閉じように松筒ら

関係者に貿易再開について何らかの働きかけをしたことは推察されるが、具体的史料

はない。他方キャフタにおいてロシアと独占的に大貨を取引していた「青海副民Jに

とってもその禁止は大きな痛手になったはずである。ただし清朝政府は彼らに対して

は補償をしていたようである。松錫は次のようにも述べている。

其れ商j坂は{革かに潤民一家あるのみ。況や頗る大体を知る。官

感激に属し、法を守る。故に廊倫閉所?胤の地方、大1黄竜をヨ盗星紫するをI賠tれしい、る&し。(~綴
服紀略~ 10a・10b)

すなわち彼らは政府から「思1:tJをしばしば得ていたので、大黄禁輸の命令を守っ

たというのである。

しかしながらキャフタ貿易の停止が長引いていることは現場の資任者であった松鰐

にとっても打開しなければならない課題であったと思われる。すなわち彼はウラノレジ

ヤイとはillJな事件でのロシア似の対応を評価し、このウラノレジャイの案件を棚上げに

したからである。この経緯について松鈎は次のように記している。

乾降五十四年秋、衛刑J千作倫 (karun)巡兵の務巳克己ibay等、 作 (karun)を出で

て助、し脱するに、忽ち俄罰，J州牲の倒的制数人と也、来膝を査問すること有り o

11合!盟雅特捕捉せらるを恐れ、遂に烏鎗を放ち以て務巴%に受傷鎚命を致す。化旧

事未だ了わらず、復た努支を生ず。然るに亦事を了えるの機と競う可し。(円安

服紀略~ 10b-lla) 

松筒はこのロシアに帰属している喰哩雅特人(注77)が起こした事件が rI即Jj:米だγ
らずj としながらも f事を了えるの機j ととらえ、キャフタ貿易の再開のきっかけと

なる、と考えた。それはこの事件に対するロシア側の対応が素早く、それが松簡に好

感を与えたためである。松<i$jはロシアに対して犯人の布li総を求めた。
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これに対してロシア側の、恐らくはイノレクーツクの知事 (ry6epHaTOp)はこの松鋳

の嬰求に直ちに応じたという。

其れ、新関畢納托爾 (ry6epHaγOp)、人は頗る恭能、3iIJるの搬文を奉じ、 gpち境

内に於いて力を喝くして厳締す。次年(乾隆55、1790)に到りて行強の正犯二名、

従犯ー名を必って先後懇獲して恰克図に緋送し、会審YZ請す。 1日犯烏技爾務己に

綜跡無し。懇に現獲の犯を1寄って衆に示して緋理し並びに|自案を会えん、と。(問

II a-II b) 

松銭iがここで新闘暴納托爾 (ry6epHaTOp) と呼んでいるイノレターツクの知事は年代

から言うと 1786年から 1791年にその任にあったアノレセニエフであろう(注78)。松街は

この新知事(新図皐納托市)の人柄と新たな事件の犯人等を捕鯨し、キャフタに護送

したことを評価し、これによってウラノレジャイの一件を含めて露清聞の問題の清算を

乾隆帝に奏上した。

図りて即ち摺を1ぎぃ具奏す。遂に恰克図に赴き司員等を督令し審明せしむ。即ち
界所に於いて正犯二名を1寄って先後死に処し衆に示し、其れ従犯ー名は.1IH空発遣

し、奏請するに以て新旧の案を給ばんことを。(問、 11b) 

しかしこの松筒の措箇は乾隆帝から厳しく批判された。彼自らも、

彼時、余歴線を欠き念、i阜に過ぎ、辺板の重案を以て、米だ先に旨を訂iうを行わず、

胞に自ら緋理するは殊に鈴謬に成し、実に応に得るべきの谷有り。乃ち怒恩曲
， 

宥を荷ない、|除留するも旧にイ乃り弁事す。感激沸零今に至る。(問、 11b) 

と悶顕している(浅79)。乾隆帝は松鋳に対する処分を行ったが、これについて、『清

高宗実録』券1351、乾降55年 3月三E寅には、

松錫の侍郎、剥都統、並びに花側、賞給四品織衡を革去せしむるも、品ぉ該処に

留めて弁事し、効力隊第せしむ。

とあり、松筒の色々な職掌を解任したが、庫倫弁事大e:の職務を解いてはいない。

しかも松錆のとった措置を認めたのである。

キャフタ貿易はこれによって再開するはずであったが、 トノレグートのラマで際立E林

という者が迷ってカザフに入り、戻ってきた時にカザフからの設簡を持ってきた。そ

こにはロシア人がトノレグート部を誘って叛乱を起こそうとしていると記してあった。

この刊について松筒に調査が命じられたが、松筒は f(詑羅斯実に恭順にして、疑うべ

き無し。 J (注80) と奏上した。結局隣巡林のもたらした書簡は偽物であったことが判

明している。この結果ロシアの代表、イノレターツク知事のナーゲリ HareJ1b(注81)と清

抑制'1の松笥らが両国の通商に関して協議をし、 1792年 2月日日に従来のキャフタ条約
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に追加寸る新たな条項が誠印された{出回)。実際にキャフタでの貿易が再開されたの

はその年の旧見書「孟夏望日 (4f115日)Jのことであった(注83)。ただこのようなキ

ャフタ貿易の再開についての清朝内部のやりとりにおいて、あれほど問題にした大裁

について何も言及されていないのは不思議なことである。

6.キャフタ爽易の国際性ーおわりに代えてー

以上、本杭では主に18Ut紀後半のキャフタ貿易について、とりわけ1785年から 1792

4三における第三次キャフタ貿易の停止と大賞をめくる附題について述べてきた。大賞

はロシアにおいては初期の領は薬剤lとしてよりも染料として使用されていたという。

しかし 17世紀半ばにおいてはその根の楽部的効果が知られるようになった(甘 84)。そ

のためかその後ロシアにおいては大裁の取引は殴家の統制下に!泣かれるようになった。

大貨の生産地は主に中国の青海省、甘ll!省の山中であったが、シベリアの各地におい

ても自生が見られた。そこでロシアは大裁の栽i音を試みたがすべて失敗に終わってい

る。

1727年のキャフタ条約の締結によって鋭治貿易の中心はキャフタに移った。キャフ

タにおける貿易品はI背中ifIからはキタイカなどの綿織物や綿織物、ロシアからは毛皮が

主なものであった。その後の隊約11司の|雨にロシア側の商mの徴収や羽境を越えでの掠
奪などで、 1762年から 1768年(第一次)と 1778年から 1780年(第二次)、さらには

1785年から 1792q三(第三次)と、長期間に瓦る貿易停止が三問先られた。この中で第

一次、第二次停止時期にはロシア側の設歩を引き出すために何か特定の商品をターゲ

ットにしてロシアに圧力を加えることはなかった。しかし第三次キャフタ貿易停止は、

ウリヤンハイ地方で交易を行っていた中国の海人に対し掠殺を働いたウラノレジャイら

に対する処罰をめぐって起きた政消の対立に組問するものであったが、これは停止の

l時間的な長さだけでなく、的刺激JI~が悶外への大裁の全間的輸出然止という掛怪でロ

シアの級歩を引き出そうとした点でa目されるものである。これはロシアにとって大

裁が不可欠の日常必fl?i品であるという認識に基づいたものであったが、結果的に見れ

ばこの政策は成功しなかった。協1背1111の貿易品目、金額からみれば大被よりはキタイ

カと呼ばれた南京木綿などのれi1織物や綿織物の方がはるかに多かったのである。キャ

フタ貿易再開のi立は、ウラノレジャイヰj:.ftlとは加に起きた事件でロシア組11が犯罪者の処

分を消 íl~l側の満足する形で行ったことによって|苅かれた。これは朝l廷の見解はともか

く、前jiY]側の当事者にもキャフタ貿易の再開を裟む意志があったためであろう。

ところで楽剤としての大黄は悶際的な取引が行われており、その怒りzでキヤブタに
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おける大黄の取引は単に録的問の取引で終わるものではなかった。第 3i'tr'Iでユも紹介し

たように、市刊lからロシアへ述ばれた大黄のかなりの肢がさらにヨー口ッパへと輸出

され、ロシア政府に大きな利誌を与えていたのである。また第三次キャフタ貿易停止

に伴い、 E誌にキャフタだけでなく、 '1'隈沿岸の海港からの大黄愉出も全商的に禁止さ

れたことは、そこから大黄を入手していたヨーロッパ諸国にも何らの影響を与えたに

巡いない。この点は別な検証を侠たねばならない。

大黄だけでなくキヤブタからロシアへ愉出された商品、例えば綿織物、棉織物、陶

器、茶などはさらに近束、商ヨ一口ツパへと輸出されていた(注85) 0 逆にヨーロッパ

援の製品もキャフタを通じて中国へもたらされた。スラドコアスキーは r1768年から

1785年までキャフタを経由して毎年中留に10万アノレシン(1アノレシンは71.12cm)の

外国の、主にプ口イセンの""'紗が輸出された。キャフタではノノレウェ一、カナ夕、合

衆国から逓ばれた毛皮が宛られた。 Jとも述べている(法制。キャフタ貿易における

決済についても次のように記している(注87)。

中障で焚われたお茶の支払いはモスクワ経由でロンドンに送金され、そこから広

東、上海、 i奨口へ送金された。同時にキャフタは単にロシアと中国、中央アジア

諮問だけではなくアメリカとの関係を持っていた。

すなわちキャフタでの取引の決済は国際的な金融市場を過して行われていたのであ

る。

18世紀後半におけるキャフタ貿易はロシアにとって全貿易設の7.3%から8.4%、対ア

ジア貿易の 3分の2を占めており(注88)、その意味でキャフタ貿易の停止はロシアに

とって大きな影響を与えた。伊lえばお茶はキャフタ貿易停止に伴いイギリス、オラン

ダ、デンマークなどから輸入することになったが、値段は2倍から 41百にもなったと

いう(注回)。このようにキャフタでの貿易停止は間接的にもロシアと商ヨーロッパ問

の貿易にも影殺を及ぼしたのである。これらの経緯から 18世紀後半にはキャフタでの

交易は西ヨーロッパでもかなり知られるようになっていたという(出90)。

以上紹介したように、大黄は茶、棉織物、綿織物その他のゆ濁穫のI潟品とともに中

国からキャフタを介してロシア経由で西ヨーロッパ、中東へと遊ばれ、逆にヨーロツ

パ産の蕊品が西ヨーロッパからロシア経由でキャフタを介して中悶へと運ばれた。す

なわちキャフタ貿易は路消二悶問の枠内に弱まるものではなかったのである。その意

味でこれら大きな市場を然いだキャフタは、ロシアと消朝の辺境にありながらもj認め

て層際的な意味を待っていたのであり、この点からもキャフタの持っていた歴史的意

義についてさら進んだ検討が望まれる。
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(1)吉間金一、 1974、pp.122'123
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キャフタを通じた中国茶のロシア向け輸出

The Export of Chinese tea to Russia through Kiakhta 

塩谷昌史

Shiotani Masachika 

1.はじめに

本v.~では、キャフタをii!iじた中国21Eのロシア向け愉出に焦点を当てる。 18 世紀末ま

でロシアには飲215習慣はなく、ロシアは中国(消)から茶をほとんど輸入しなかった。

18 世紀末から紅茶文化が半年及し始め、ロシアはlí'iから 1~ を税駆的に輸入する。以後、

ロシアは1i~fから茶の愉入を拡大し続け、茶はロシアで必要不可欠な飲料となる。しか

し、ロシア側に茶に匹敵する輸出商品が十分でなかったため、ロシアの前向け輸出額

は期待した程に噌加せず、銭円lf貿易でロシアは滑に慢性的な貿易赤字に悩まされる。

隊約問の茶貿易の具体的な話に移る前に、館前貿易に関わる地理を線認しておこう。

地図を掲載したので斜l~\lいただきたい(地図 1)0 18世紀末以降、 h初、らロシアに輪

出される茶は一線ではなく、 lîWll~ と旋24 の 2 稲類に区分できた。f，専茶は 17 世紀以前

からロシア国内の遊牧民により輸入され、バターや1主と混ぜて飲用された。 18世紀末

に旋茶の輸入が始まり、ロシア人の街裕j毘がその主たる消波者となり、紅茶として飲

用した。ロシアの茶の輸入散では、 fllJJ1Rよりも紫ft~の方が多かった。主に福建省、で栽

培・加工された架1l~と 1薄茶は、福建から上海~天体"-'ry民家口を経由して、当時のウノレ

ガ(現在のウランパートノレ)に送られ、そこから跨消悶境を超えて、ロシアの国境沿

いにあるキャフタに逮ばれた{住1)。

当時のそンゴ、ノレは1~1 ljgj領に属していたので、キャフタはロシアと 1ì~fの悶境沿いに位

Zました。首切羽らロシアに送られた術品は、キャフタでロシア衡人に販売され、キャフ

タからパイカノレ淑周辺に沿ってイノレターツクに到りモスクワを目指し、最終的に当時

のロシアの首都サンタト・ベテノレブノレクに遮ばれた。 ii'，' (山悶)の商人が/1'1'側の輸送

(福慾~キャフタ)を担い、シベリア尚人がロシア側の輸送(キャフタ~モスクワ)

を絞って、 fffの25は福建から速くモスクワやベテノレブノレクまで運ばれた。

後にも触れるが、sli{11守貿易に対するロシアと消の位j置付けは異なっていた。キャフ

タはロシアの首都からも、清の首朝lからも遠距1~1tにあり、しかも人口希務な場所であ
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ったため、キヤブタ貿易が辺境地の貿易であることは、ロシアと消に共通していたが、

ロシアがキャフタ貿易を商業上のill嬰拠点、として位置tづけたのに対し、 li'fはキャフタ

貿易の街業上の意義を二義的なものと考え、安全保障」ニの意味合いを強調した(注目。

つまり、li'fはロシアと貿易を行い互底的な関係を構築することで、国家間の争いを避

けようとしたのである。この国家政策は、実際に貿易を担うシベリア商人や111i1'J商人

にも少なからぬ影響を及ぼした。

2. キャフタ貿易の閲始

現在のキャフタはロシアとそンゴノレの悶境付近にあり、国境を守るロシアのift司王都

市となっている。このキャフタは 1760 年代~1890 年代まで、館前貿易で重要な役者rJ

を果たした。 1727年のキャフタ条約締結が契機となり、ロシアとli判明の貿易がパータ

ー貿易を中心に発展し始める。 1743年にロシアの元老院の決定により、商業村がキャ

フタと正式に名づけられ、 1745年にロシアの政令によりキャフタへの移住が簡素化さ

れ、モスクワ、カザン、シベリアの諸都市からj災民や商人がキャフタへ移住し、キャ

フタ人口がl曽加する(住 3)。キャフタでの露li'f貿易と平行して、モ1クワと北京間で

キャラパン貿易が継続して行われた。しかし、終消貿易の重心がキャラバン貿易から

キャフタ貿易に移行するため、 1755年にキャラパン貿易は公式に停止され、キャフタ

が事実上、縫li'f貿易の唯一の拠点となる(践 .1)。

市の滴人がキヤブタ貿易に参加する時に、彼等はロシアに滞在したが、その|際にシ

ベリア庁から滞在前可を得る必要があった。しかし、他のli'i涌人が新たにシベリアir
から滞在許可を取るのは難しかったので、{也の1i'f商人がキャフタ貿易へ新規参入する

ことは抑制された(注 5)0 1760年代以降、銭円!f貿易が発展するにつれて、キャフタは

活況を果する。だが、キャフタ貿易は、間断なく継続されたのではなく、途中に何度

か中断された。

ロシアと消の貿易はロシア領キャフタで行われたが、そのキャフタで取引する商品

を保管しておくための場所として、 fi!fI問領で最もキャフタに近い位慣に売買城(マイ

マチェン)がi置かれた。どの地域の際人かは特定できないが、 1730年頃よりウノレガ(現

在のウランパートノレ)から消の商人がキャフタ川左岸の清朝領(現在はモンゴノレ領)

に移住し、 li'fの国境沿いに中関係式の建築で貿易都市である売買城を建設した{注 G)。

完関城は小さな川]であり、商品を保管する倉JIII機能を持ち、キャフタとウノレガ聞で商

品を中継した。

例年 9月後半に消の商人は、北京から商品をウノレガに送り、キャフタ市場の議室Eに
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応じて、ウノレガから5'L:t~城に附品を述んだ。キャフクに輪出されるmの部品は、必ず

-0はiJL:'Cl城に保管された。完J;U成の11人は、指!おに|列わる人々と商人から椛成され、

彼らの関心はi街1&引に集中した。 1770"Fには1G1~城に 200 j止初、 400人以上の中国

人の定住民が股役した{住 7)。死Z3城の商人は、 6000ノレーブノレ以ヒの資本を持ち州Ji!l:

で商業に従事する第一間入、3000ノレーブノレ以上の資本を持ち県域で仕事に携わる第二

間人、 500ノレーブノレ以 l二の資本を持ち1111J戒で前l取引に参加1する第三尚人、の三械類に

13:分された。

18-19 1止紀にロシアは毛皮価絡の下部を|防ぐため、キャフタ貿易を悶家殺耳I!下にi泣

いた。しかし、消への倍輪を完全に防ぐことはできず、ロシアからmに毛皮を総輸す
る民1m商人は絶えなかった。悶家間1の管理により、キヤフ夕では口シア尚ノ、と1首I

以外の詰郊再人は路1消lf訂37I災易に参加できなかつた(他注 8剖)。ロシア側では、シベリア防人が実

質的にキヤブタ貿易を担った。 19世紀までロシアでは$1'ロシア人(ヤクート人、エベ

ンキ人、ブリヤート人)は特別な存在であり、普通のロシア尚人も非ロシア人と取引

するのに制約があった(枝川。だが、シベリア附人は非ロシア人と取引することが法

的に認められていたので、非ロシア人から毛皮を自 ILJに滅入し、山間尚人を通じて毛

皮を ij~l に愉/1:\した。 a9.:治貿易に参加する隣人には関税を文払う義務があったが、必ず

しもキャフタで支払う必裂はなく、ロシアの読者11iliで納めることができた(注 10)。

キャフタ絞 Itl でがIの問品がロシアに輸出されると、その尚品は複数の定J~lflïを経由

してロシアの消費者に届けられた。その際に、イノレビーツク定期市とニジェゴ口ド定

j~lmが卸売機能を果たした。 18 世紀後半 lこイルビーツク定期市は 1i!fの商品の ill要な市

場であり、この定期市からヨ}ロッパ・ロシアやウクライナに尚品が送られた。エカ

チェリーナII世 (1729-96{ド)末期に、イノレピーツク定期市の卸売機能はニジェゴ

ロド(マカリェフ)定期市に移行する(注目)。ニジェゴロド定Wlrliはニジニ・ノヴゴ

ロドのヴオノレガ川沿伴に佼i授し、 19世紀にロシア最穴の取引額を誇った。ニジェゴロ

ド定j~1rliは通常 7月'1とばから 9月半ばの一月 IU-J開催されたが、このH寺却lに合わせてロ

シア各地やヨーロッパ、アジアから級々な街人がこの定期市を訪れ取引を行った{泊

12)。ロシアがキャフタ経111で輸入した消の尚品の多くは、ニジェゴロド定期市を絞111

して全国に迎ばれた。 1i!iの商品はキャフタからヨーロッパ・ロシアだけでなく、ヤク

ーツクやカムチャッカ等シベジア京都や悩Jt!にも迩ばれた。ヤクーツク閑人は何年キ

ヤフタを訪れ、持参したトナカイの毛皮や皮をがIの防人に販売し、代わりにifJの尚品

を!lW入し、シベリア東部や板東に主主んだ(注1:l)。

1792 年以後、消防人の中でとりわけ ILJ 凶防人の勢力が強まる。山部商人 l立 ~!r:. 1':i城に
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独自の肢を備え、キャフタで、i議 ií守t1易に政機的に参加する。山岡íl'~人は5EI立城で仕 "Jj

を始める前に本闘で何年間か修業し、通常そのI1jjにロシア訟を現得した(注].1)0 111 IT耳

尚人はri1fj:iJl政府と緊筏な関係にあり、 ii'Ii:QJ政府の指示により、 H寺には自己資金を使っ

て治の術品の制li絡を吊りJ二げ、ロシア尚品の佃l絡を判lえるという撤作を行った。 19世

紀には本miによりキャフタ貿易がtm:ることはなかったが、ロシア溺人と IJJ西尚人は 12
月~禦年 3sJに、中でも 2月に、キャフタで比l険的多額の取引を行った(注 15)。1!?悦l

では主にiJJIT-'i尚一人が蕊消貿易を担ったが、ウノレガから売買城に吏る愉送ノレートでは、

ブハラ商人やモンゴノレ商人、チベット商人なども山部街人のキャラパン隊に間行する

場合があった(注 16)。

19世紀初頭以降、究EZ城からロシア領内のパイカノレ湖東岸地域に移住し、中国人村

を作って定住する山岡部人も現れる。彼等はブリヤート人やロシア人と結婚し、家族

を作りロシアにitみ校いた(注 17)。

3，露消貿易

ここで、 18世紀後半にキャフク交易を通じてmからロシアへ愉且lされた商品に焦点
を当てよう。このl時期、 1i~fの代表的な愉出商品は大裁と綿製品、綿製品だった。モン

ゴノレやチベットの山で採取される大政は、 1j~Jの商人によりキャフタに愉 /l:\ され、ロシ

アでí~illな楽として尚収主主で販売された。そのため、 1731 年以降、ロシア政府は大哉

の販売をð1l 出し、尚人の販売を認可制にする{臨 18)。大 ti~はロシア国内で流通するだ

けでなく、ベテノレブノレク経由で閤ヨーロッパにも愉wされた。 18世紀末まで大政の取
引を担ったブハラ商人は、毎年北京を訪れ大裁を購入し、商品を絹の袋に入れラクダ

に載せ、ロシア悶境沿いの売買城に赴いた(注 ID)。ブハラ商人はキャフタで館前lf貿易

を行う!際、 5~w城に H!f:f王した。当時、採消貿易でiJJ邸調人は日正に勢力を強めていたが、

消jji}J政府は111il!i商人にキャフタでブハラ商人の取引を妨害することを紫じた。しかし、

18佐紀末にブハラ閑人はキャフタ貿易から速のく。

tt~fの綿製品と綿製品はロシアで草食したが、中でもキクイカと I呼ばれる綿織物がシ

ベリアの人々の生活に翁:1子した(住 20)。当時は流通事情により、ヨーロッパ・ロシア

からシベジアに衣料を運ぶよりも、 n~tや中央アジアからシベリアに衣料を愉入する方

が安価だった。そのため、Wfからシベリアに愉入される綿織物は重要な尚品であった。

シベジアの人々は衣料を 1i~fに大きく依存した。キャフタでパーター貿易を行う際、キ

タイカの尺皮は取引の撚11"単位であった。ダパとl呼ばれる1j1Iの頑丈な綿織物も、口シ

アに輸入されシベジアで利用された。
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18 w:紀にロシアは機々な穂類の動物の毛皮を、重主主な市場である1i'lに輸出した(注

21)。消の北部では厳寒のため毛皮がなければ腿冬できなかったので、ロシアの毛皮に

対する現地の需要は安定していた。 18世紀後半に毛皮は、ロシアが消に輸出する商品

の中で、最も高価で重要な商品だった。 181止紀末から過度の捕獲によりシベリアの毛

皮獣は減少する。露米会社は、毛皮捕獲地を求めて千島列島やカムチャッカ、アレウ

ト諸島に迷征する(注目)。シベリアと北米で狼れる毛皮と生皮が、 1背向け愉iJ1街品と

して重要になる。中でもクロテンの毛皮が南側な尚品として消の市場に販売された。

消の市場でビーバーの毛皮の綴婆が肉まると、露米会社の関係者は、北太平洋に遠征

しどーバーを捕獲・加工してキャフタへ運んだ。ロシアが中央アジアやヨーロッパか

ら輸入した毛皮は少訟であるが治に再輸出される。 19世紀初頭に飯米会社の事業はキ

ヤフタ貿易の繁栄に大いに貢献する。

19世紀前半にロシアの初期工業化が進行するため、ロシアからri!fへ輸出する商品と、

ロシアが 1i~Jから輸入する隠品の構成が変わり、その結果、終了占貿易の性絡が大きく転

換する。この転換を考察する場合、 1822年のロシアの保護関税政策に注目する必要が

ある(訟 23)。この保護関税の導入後、ロシアはトルコやベノレシア、ヨーロッパから1t~

の輸入を原則として禁止する代わりに、キャフタ経由で輸入される治の茶を優遇する。

この優遇政策により、キャアタ経由で納入される消の茶の取引事国が更に噌1mする。前

から輸入される商品の重心は綿製品から茶に移行し、ロシアのおifからの輸入で茶が圧

倒的なシェアを占めるようになる。

他方で、ロシア政府は、ヨーロッパからロシアに輸入される工業製品(綿製品や毛

織物)に対する関税を高め、国内の産業を保殺しつつ工業化を進め、申告工業と毛織物

工芸誌を発展させようとする。これにより、ロシアからげIfr向けの毛織物や綿織物輸出が

飛限的にj，jJびる(注 24)0 毛織物輸出に蔚目すると、ロシアの企業家は、山西阪人の依

綴に応じて rl~fの市場に特化した毛織物商品を開発する。ロシア製毛織物以外に、ポー

ランドとプロシアの毛織物が消にキャフタ経由で再輸出されるが、1822年のロシアの

保設関税政策により、プロシア製品に対する際税が上昇し、プロシア製品の前向けト

ランジット輸出は中止される(注 25)。一方、ポーランドは既にロシアの保税下にi泣か

れており、関税が免除されていたので、ロシア経由で治!日lに輸出し絞ける。

綿織物輸出にヰfr目すると、ロシアがキャフタ経由で織々な綿織物(綿ビロード、南

京木綿、更紗、キャラコなど)を1j'lに輸出したところ、綿ビロードの売れ行きがi'i'i*'1

だった。ロシアの企業家フレブニコブは消の消費者に特化した綿ビロードを開発し、

キャフタ経由でシベリア商人を通じて消へ製品を輸出する(注 26)。ロシアで綿織物の
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生産が拡大するにつれて、れ!tからロシアへ輸出される綿織物(キタイカ・ダノ、)は減

少の一途を辿る。

4. 山西商人と茶貿易

17 I止紀末にヨーロッパ商人がアノレハンゲリスク経由でがTからロシアに茶を輸出し

たことを契機に、ロシアで飲茶習慣が始まる(控 27)。その後、茶の輸出ノレートは、ヨ

ーロッパ経由の海路からキャフタ経由の陸路に変わり、キヤブタが消の茶の貿易拠点、

となる。ヨーロッパへ輸出するための茶は、広東からヨーロッパに海路で運ばれたが、

ロシア経由の陸路でヨーロッパに輸出されることも僅かながらあった。的の福建省で

生産された一番茶が、 111間隔人によりキャフタ経由でロシアに輸出された(注目)。

ロシアの飲茶習慣が普及すると、 i時1mによっても奥なるが、茶は露ii!i貿易総額の約

80%、ロシアのmからの輸入総額の中で 90%以上を占めるようになる(注29)。しかし、
茶の輸入を相殺するようなロシアの輸出品がなく、首!fにt.tするロシアの貿易赤字は拡

大する。この貿易赤字を補填するため、ロシアは工業製品を消に輸出する必要性に迫

られ、新しい商品として工業製品(綿織物と毛織物)を開発し消の市場に販売した。

したがって、ロシア人の茶に対する;涜要がロシアの工業発展を牽引したと言える。

18 t止紀後半に111西商人はロシア|向け貿易に特化するため茶を卸で購入する会社を

右IJ り、持~f朝政府から独占権を得て、北京から張家口とモンゴノレ経由でキャフタ向け茶

輸出をほぼ1ll¥占する(注 30)。少なくとも、キャフタ経由で消からロシアへ茶を輸出す

る流通網は、山西商人がほぼ掌援していた。 111間商人は治国内の様々な地域(福建や

淑江)から茶を誠達し、キャフタ経由でロシアへ輸出する。キャフタ貿易の拡大と共

に、 j青の商人や官僚は利益を求めて、茶の輸送ノレートであるモンゴノレ地域に投資を行

うが、 111西商人はその際、 mの荷人や官僚を支援する。
ここで消からキャフタへ向かう山西商人の輸送ノレートを確認しておきたい(!t31)。

山西商人は、福建で摘み取られた1i~を天体にまず船で送り、そこからラクダで張家口

へilllび、現地の倉Jí巨に茶を納品した。 9 月~'E!年 6 月に山間商人は2誌を日民家口から売

m城に巡び、キャフタの術;要に応じて売買城からキャフタへ茶をラクダで輸送した。
したがって、清からロシア|向け商品の行程は、括主I!から淡口 ~J:il~~天津~通州~張

家口~売m城~キャフタというノレートで輸出された。
通常、天津からキャフタまでラクダで 50~90 日を要した。総消防のキャラパンは

ラクダ約 100 頭で構成され、各ラクダの背に通常 4~5 箱の*箱を載せた(践:l2)。治

のロシア向け茶申告/1¥では、日月~翌年 6月に巨大なキャラパン隊が組織され、茶はラ
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クダで張家口からキャフタへ漆ばれた。輸送手段が動物であるため、陥品l土ラクダの

バイオリズムに合わせてi遊ばれた(注 33)。山西南人はブダコブ・ラクダを平IJIfjしたが、

3 月末~G 月にラクダの毛の:'1ミえ替わりがあり、 6 月初めに全ての毛が抜ける。そのた

め、日月以降はラクダのカが弱り荷物が迩べなくなり、清からモンゴノレ経向のロシア

向け茶の輸送は夏期に中|訴された。

通常 2 月 ~4 月、 6 月、 10 月 ~11 月に、 mの溺品はキャフタからモスクワに送られ

た(出 34)0 5 月は謀絡のため、 7 月 ~9 月はエジェゴロド定Wl rIïが開催されるため、 m

の商品の発送は中断された。キャフタから最初の釈まで 41愉馬車で商品を輸送し、そ

の後パイカノレml経由で 7~8 日でイノレターツクに商品を送り胎けた。当時、イノレター

ツクからモスクワへの行程には哀ノレートと冬ノレートの二つがあり、ノレート{土季節によ

り変わった。当11寺のロシアでは夏季に、ニジェゴロド定期市が開催され、前の215もこ

の定期市で販売されたため、 1i~は夏季にイノレクーツクからトムスク~チュメニ~ベノレ

ミ~ニジニ・ノヴゴロド~モスクワのノレートで迎ばれた。しかし冬季には、ニジニ・

ノヴゴロドを経由する必要はないので、イノレクーツク~トムスク~チュメニ~カザン

~モスクワのノレートでft~iJ'¥逮ばれた。 19世紀初頭にナポレオンが海上封鎖し、ヨーロ

ッパ諸l羽と111が貿易不可能になった除、ヨーロッパ諸I設もキヤブタ~モスクワのノレー

トを利用し消の務品を輸入する(注 35)。

5.天津条約 (1858年)以降

1825~GO 年における清のロシア向け茶の輸出について見てきたが、それを表にし

て示せば次のようになる(表 1)0 1840年頃にロシアでは通貨改革が行なわれ、アシ

グナツイア・ルーブノレから銀ノレーフルに変更されたが、掲載した表では 1840~GO 年

の貿易額を銀ルーァソレからアシグナツイア・ノレーブ、ノレに変換し、 11寺系列でデータが見

通せるようにした。この茶の貿易綴は、fI~t(;三と耳52告の合計額であり、基本的には 5000

~2 万 5000 ノレーブノレをJii;移する。ロシアの茶の輸入綴に占める架1l~の割合は 80~90%

であり、 JEの輸入額の多勢を占める。先ほど触れたニジェゴロド定期市で茶が売買さ

れたが、この定期市でも取引額に占めるま長茶の訓合が圧倒的に大きい。

口シア閲内には1îW1l~ を飲む集担1 と、終茶を飲む集聞の二つの社会集団があった。ブ

リヤートやカノレムイク等の遊牧系の人々が líWlt~ を必:む主な集団であり、典想的なロシ

ア人が終茶(紅茶)を飲む主なikl聞である。モスクワやベテノレブノレクでは~~1声の消費

拡が多く、遊牧民の住む地域では1時茶の n~j 1~'t止が比較的多くなるが、絶対 i止では柴茶

の方がj王似約に多かった。
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，脅からロシアへの採の翰入(薮1) 
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ト←清か?の初防λ|

典拠 liI谷口史 r19 1世紀前半におけるロシア綿工業の筏般とアジア向け綿織物輸出JI経済学雑;th~ 、 9 !l

1!' :3・，j.f土、l!l9S:I字、 p.50

1858 年に~~1古将司で締結された天津条約以降、 1i~f のロシア 1fT] け茶愉/J\のノレートが変化

する(注:lG)。天津条約を締結する以前は、ロシアが中間から茶を輸入する羽合、茶は

基本的にキャフタを経由して迎ばれた。もちろん消緩附に密奴易が存復したため、茶

がキャフタ以外のノレートを経肉した可能性はあるが、占企の代表的愉入経路はキヤブ

タ・ノレートだけだった。

しかし、天津条約の締結により広東港がロシアに際放され、従来のキャフタ・ノレー

トに広東~オデッサの?毎日唱が加わり、i.W;rNlmに二つの貿易ノレートが税制iされた。従来

のノレートを端的に示せば、福建~キャフタ~モy、クワの陸路となる。新しい茶のノレー

トは広東~オデツサ~モスクワのii~路総出である。 WJft~ は!日ノレートの|道路を経由して

従来巡りに輸入されたが、絃茶として利用される猿茶は、 Jl~M!からオデッサに圭l る海

路を通じてi翠ばれた。広東港~オデッサ港という、消の茶を輸入するための航路が開

設されると、キャフタ経由の茶茶の輸入は減少し始める。

19 1Jl:紀後半に、広東~オデッサの海路を利用する、茶の愉入綴が次第に湖加する。

この|進路から1iiJl務へ貿易ノレートのill心がシフトし、キャフタ経由のAhの愉入は次第に

減少に!向かう。「減少するJとE言っても、海路と陸路を比べると相対的に陵路が減少す

るという意味であり、キャフタ経由の茶の輸入が停止されるわけではない。 1870年代
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以降、従来と異なり、キヤブタ貿易は茶の輸入の主要幹線ノレートではなくなり、海路

と並行して存夜する晶IJ次約ノレートになる。だが、シベリア鉄道の開通が、1i~の流通に

革命的な変化を引き起こす。 20世紀初頭にシベリア鉄道が敷設されると、キャフタを

経山せずに/i'lから[広接鉄道でモスクワに大抵に商品を運ぶことが可能になり、露首5貿

易におけるキヤブタの震要性は決定的に低下する。

6 結び

18世紀から 191!t紀の銃消貿易を振り返ると、 18世紀にはロシアが毛皮を治に輸出

し、 n~fからは綿織物と大裁を愉入した。 19 t世紀になると、ロシアがii'fに綿織物と毛織

物を輸出し、消から2iZを輸入した。尚品の流れにのみ注目すると、ロシアと消は商業

上対等に貿易していたかに見えるが、実際はそうではなかった。ii'Iはロシアと積極約

に貿易を望んだわけではなく、あくまでも粉貢システムの枠組の中でロシアと貿易を

行っていた。したがって、ロシアは紛J極的に/1'，'との貿易を求めたが、前はロシアと貿

易を行う切実な理由はなく、ロシアとの安全保障上の観点からロシアと貿易を行った

のである。しかし、それは閣総関係から見た視点であり、シベリア商人と Il!四商人と

の|司では実利を求めて取引したであろうと推察される。

~消貿易は阿国にとって辺境地における貿易であった。ロシアの消費市場は基本的

にヨーロッパ・ロシアに存在し、シベリアでは人口が希簿で購買力は小さかった。 1j~f

の消殺市場も同様であり、北京、上海、広東には大きな消費市場が存在したが、 i担p.!i

や張家口、ウノレガには有望な市場は少なかった。したがって、路/i'ir:l易におけるキャ

フタは、主主きな消費市場開を数ぐ取引の場所であり中級地点、であった。キャフタでは

多額の取引が行われたが、交換された商品はキャフタ近郊でずi殺されるのではなく、

尚品は、 i出資市場のある述i総i也の都市近郊にiillばれた。長容消貿易を実際に担ったシベ

リア消人と 111ffii商人は自分途の住む地域で部品を販売するよりもむしろ、 illiく陥たっ

た市場まで商品を迩ぶのが主な仕事であった。そのため、シベリア商人と I"l!阪商人は

実際の際品取引で稼く以上に、商品愉i去や支払いに関わるロジスティックスを整備す

ることで利益を稼いでいた可能性が商い。

股史的に見れば、キャフタ貿易は近代の松換点を象徴する貿易だったと思われる。

少なくとも 19世紀半ばまで館総貿易は自然条件に強く彩縛された。北京~キャフタ

聞で主な愉送手段はラクダであり、キャフタ~モスクワ問では潟やロパが使われた。

商品の輸送を動物のバイオリズムに合わせるだけでなく、季節による天候の変化にも

配慮する必要があった。 19t制己主!とば以降、蒸気機関の議場により、従来の動物による
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輸送から、蒸気船や鉄道などの近代的輸送機関へと移行するが、この変化はキャフタ

貿易にも大きな影響を及ぼした。恭気船は海路による迷i絹地問輸送を可能にし、鉄道

は陸路で迅速かつ大fLl;輸送を実現した。この近代的輸送機関の登場が次第にキャフク

焚易の意義を低下させる。

しかし、キャフタ貿易をロシア側で終駕に導いたのは、 1920年代に成立したソ連の

システムであった。 19世紀にキャフタ近郊だけでなく、シベリアに多くの中国人が居

住していたが、 1920年代前半に彼等の多くは中国に帰還させられる。この時期以降、

民間の自由な貿易は影を潜めるようになる。中国側では 1912年の清朝の滅亡がキャ

フタ貿易に大きな影響を及ぼした。山西商人は清朝政府との協調関係に基づき、口シ

アと貿易を行ったが、消朝の胤I褒と供に山西商人の勢力も衰退する。また、モンゴノレ

の独立も露11!f貿易に少なからぬ影響を与えた。清朝の崩綴とほぼ同時期に、外モンゴ

ノレは独立し、中華民国とは別の国となる。現夜から疲り返れば、キャフタ貿易は、ロ

シア帝国と清帝留との、近代を象徴する「帝悶の貿易」だったと位夜づけられる。

注

*本稿は JFE21世紀財屈の助成研究「ユーラシア大陸におけるアジア翻人のネットワー

ク一山西商人を中心にJ(2006-2008年)と、平成 20年度科学研究費補助金・萌芽研究

(課題番号 20653018)の研究成果の一部である。
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キャフタ貿易に見る露清商人の組織と商慣行

Russian and Chinese merchants' organi回.tionsand commercial p阻cticesil1 Kiakhta Trade 

森永貴子

1.間見直の所在と課題

1.1 先行研究

Morinaga Takako 

キャフタ貿易は 1727年ロシア暦8月初日のブラ(布品)条約、 1728年6月 14日のキャフク(恰

克llil)条約によって定められたiK&消の自由貿易であり、 18世紀半ばに悶営の北京貿易に取って代わ

るほどの繁栄を見せた。キャフタ貿易に関しては、これまでロシア、アメリカ、日本でも品容がfタト交

史や11時皮史研ヲt、貿易統計の十似\tを1~駐日正寸る経済史研究など、1Jif.;-j(な先行研究が伺王してしも。

主な先行liJf'先はロシアの研究者によるもので、帝政l時代Aコルサクは貿易商と取引品目に関する

資料を殺宮に提供し、貿易の全体{授を分かりゃすくまとめている。Y1.Aノスコフの概1ごJtT!?はコノレサ

クに比べてより簡略であり、一般向けの手号|詩的的成になっている。 X トルセーヴィチ庄研究は外

交史・貿易史を網羅したより膨大な研究だが、キャフタ貿易を低くRHu目するラジーシチェアの手紙

をそのまま引用するなど羅列E凶事が強く、資料の消化・1&り上げ方に問題が見られる。これらは

研究計というよりも資1，1集として¢削名が強く、現在も一次資料として活用される傾向にある。ソ
連史家でイノレターツク史の判宇もあるE口シリンは、キャフタ貿易に関するj)，'j人からE揃へのl蜘目

舎などを活用することで従来の符ュ列的治1~.oコ挺ff:.tJミら一歩時み込んだ滋論を行っているが、 1111'物史

観によるZ見点のffiWりカ可制す?に見られる。また、アメリカではブアウストが同時代史料を広範にJir&使

し、毛皮を中心とするキャフタま{易の全品目を詳細に検討した。日本では録制刻版史の大家である

吉田金 氏が隊消阿闘のJ'lJ行食料を渉猟し、ネノレチンスク条約・キャフタ条約の成立と出IJ度的枠組

みを分析した点で矧面されるだろう。また近年では相|線明氏渋谷計ト氏による陥1外交史の再検

ii、Iも行われている。(注1)

1.2 キャフタ貿易史研究の問随点

以上の先行研究が係ri'f関係史を考察する上で阪めて重要であるのはもちろんだが、「自111貿易J

としてのキャフタ貿易の性質を考えた溺合、これまで十分に補足・考祭されてこなかった論点も見

受けられる。先行1;)f究では制度や法Nl:、条約文に焦点、を当て、キャフタ貿易の桝H.みについて刑事l
に分析を行っているにもかかわらず、両国の尚人除問の魁様相Ji輩、 J&引のiHHみや夫態についてJIii
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り下げられていなしLキャフタ貿易の担い手であり、交易卵焼で働く「商人jについては防極的に

取り上げてこなかったのが実紡ーである。一部の地品却F究で人物史の 療として fキヤブタ隣人Jに

似:れることはあっても、それらはロシア閣内、日本の研究者にとって必すしも周知のものではない

(住 2)。その意味で従来のキヤブタ貿易史研究は商業史としての肉付けと河拙成が不十分だったと

言える。

そのJ)J!由として、制度史の方が資料約にも取り上げやすい題刷だという事情があるだろう。俗的

の条約文はソビエト11寺代から徐々に刊行されており、一般でも活字で参照できる(詰 J)。これに対

し、キャフタ貿易の取引を記録した様々な吉文書資料は近年まで外国人が隣覧することは困難だっ

た。一方ロシア人研究者は資料を活照できる球坑にありながら、ソ述史学における発展段階史観・

唯物史観などのイデオロギー的出1)約から自由ではなく、工業史研究中'L"叩首脳1の中で、商業史・商

人史研究に自が向けられ始めたのは 1970年代以降である。このため資料を調査できる条1'1はあっ

ても、商人・商業史研究は一部¢現られた研究者が行っているに過ぎなかった。こうしたことから

キャフタ貿易史布l5Eは古文書資料ではなく、刊行資料集に依拠した研究が主流になりがちであった。

しかし近年ロシアでも企業史、経'高史lこ主付る注目が集まり、主に社会・文化史的則白からロシ

ア商人の歴史を捉えfほそうとする動きが見られる。そもそもキャフタ貿易はロシア、 li号、周辺先住

民などの文化と利害がぶつかり合う場であり、その一方で「国弘行君易Jとして常に政府の捌刊を受

ける柄告でもあっTらしかし 18"IlJ:.紀キヤブタ貿易の特徴は密貿易と無関宇にこそあるのであり、

貿易の実伐を知るには現湯の取引や、商人の認識・利容関系、組織と商il'l1i'の相違など、干上会史的

側聞に医を向ける必望書があるだろう。

さ医者はこれまでキャフグ貿易に従事したイノレターツタ商人の取引品目の推移と、事業形f邸こつい

て研究を行ってきたが{注4)、統計資料の分併が中心であり、ロシア商人命投と抗h混入の貿易形態

については詳しく触れて来なかっTこ。本来このR段目についてはロシア、中国双方の史料を比絞検討

することが望ましいが、残念ながら笠者は中国側史料を読みこな寸古色カがない。そのためオ端hでは

ロシア倒!の文献・古文書史料を活用し、その中で記述されているキャフタ貿易の制度と~消防人の

五脱却fおよひ1剖I託子、文化的相逃を検詐r-;-ることとし、それにより貿易を成立させていた経済的基盤

について考察したい。

2.キャフタにおける取引の実憾

2.1 キャフタの交易空閥

キャフタの起源は 1727年ブラ条約も?司法の除、ロシア組11全権代表サーヴァ・ノレキーチ・ヴラテsイ

スラヴィチヱラグジンスキーがパイカノレ抑作将来のキャフタ河畔にかj設した交易村溶である。それと

同時に、キャフタから川沿いに4ヴェノレスト(約4キロ) ~lltれた地点lこノヴォトロイツカMgが磁
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設され、後にトロイツコサウスクと名付けられた他5)。

貿易開始によりキャフクにも他のシベリアE例都市と問じく浦工地区(ポサード noc明)が形成さ

れた。ラフイエンコが引用している 1760年代尚業委員会のアンケート調査表があるので、参考の

ため記枕する。

表 1 1760年代のシベリア商工地区民の的成

ギルド区分
港・閤墳で取 -' 蝿ミ♀毛主ヨ
引する者

都市
外国関

議制i事i 日昂への
2 3 計 投資額

(ルー
量ブル}

トポリスク 2827 213 1028 1田6 53 767叩 104 525 制。 469 677 682 例。 920 
イルクック 1546 270 523 753 57 1157田 135 617 187 130 410 809 392 5百

チュメニ 1579 18 172 1389 12 74田 14 277 379 251 594 303 '" 558 トムスク 2曲4 4田 511 1893 26 四4田 315 130 1399 431 461 471 291 1690 

ネルチシスク 464 18 31 415 30 4940 64 321 49 30 30 94 

ヤクック 204 10 45 47 102 18 97 7 102 39 57 

キャフタ 299 48 109 103 2" 却9田 39 2" 821 821 

ヴェルホトウリヱ 636 39 22 71 146 105 61 39 109 

トゥリンスク 474 61 11 153 168 81 72 28 181 

タラ 403 13 126田 5 110 96 48 131 128 254 3田

クズネック 175 11 4α" 5 77 82 11 16 21 

イリムスク 568 10 13 288 四7 10 33 46 

セレンギンスク 1215 63 2倒曲 456 89 59 53 520 90 179 

ヱニセイスク 3013 49 相4曲 1854 455 394 361 371 1358 241 625 

マンガゼヤ 219 143 76 26 26 

クラスノヤJレスク 1767 2 密政" 3 103 18 437 213 108 242 260 

エカテリン7ルゲ 394 14 30000 39 86 1手。 99 39 

[出典〕刀C.Pa中日eHJ'伯， UTO町 61Cn611pCKHX rop咽ρBHa aJ-1Ki田y回 MH白川 o!¥OMMepU附 Ka!(uCropWIeCKUII 

HC'四 lIHHK.Apxeo.中。φWlllUCmo'IIIUKoaedellue C1I6upu. HOBOCIl6叩CK.C.19

表 1から分かるように、当時キャフタに登録されていた尚工地区商人は299人であっf乙。これを

他のシヘリア言糊附とJt'l泣すると、東シベリアの県都イノレターツクは 1546人、サノ〈イカリエ地域

応行政都市ネノレチンスクで 464入、さらにパイカノレ市lに注ぐセレンガ河口のセレンギンスクは 1215

人である。これらの数官位七出から分かるように、交易拠点であるはずのキャフタにおける尚人人口

の少なさが際立っている。しかも「外国貿易への投資額jで見ると、最も多1'0)はイノレターツクで、

キャフタは第3俄だっTらイノレターツクがJIミシベリアにおけるお白血拠点として 1744年に人口 4078

人を数え、比車対甘大きな都市に成長していったのに対し、キャフタの人口はあまり附加しなかった

{注 6)。その機能は交易に|浪られ、ロシア全ニiこからキャフタに集まった商人たちはほとんと。が現地

に定住することなく、 ~1断術主して取引に従事したに過ぎない。

18 lJJ:i己のキャフタが尉ì集落として成長しなかった理由は、①国境~fìいに{立怪し、駒l~n;Ji!:-{ìJ詫

tllリしていたこと、②1J3t.illなる貿易停止や不安定な銘治関係などが考えられる。 18世紀の貿易停止問
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数は数日間の短期間も含めて101百を数え、以後の中間rJ抑制だけで1785ー1792Wの7年間1に及んだ。

さらに貿易体11こによって絶え寸苛出争以j発の的や流言JI*~äが飛び交った。またキャフタ貿易の規制強

化のため、ロシア政府は 1799'1ユには111&引に参加していなし、様々な身分の人々jすなわち第3ギ

ノレドや1111人身分などの貿易資絡を持たない者たちをキヤブタからトロイツコサウスクへと移住さ

せさた{誌 7)。こうした怒73的政策により、キャフタは人工商業村品、 トロイツコザウ只クは後背

居位村部としてぬ敬されるに至る。このため街人人口はキャブタの後背地であるセレンギンスクや

イノレターツクの方がはるカヰこ多くなり、行政13:分上キャフタがH"(スロボダ叩060)¥a)から都市(ゴ

ーラト ropo.ρに好品するのは 1822年のことである性的。

キャフタと国境線をJ伏むmのうど易所マイマチェン(民知泌も|許1様の状態だっTこゐ双方の制維は
わずか 12ザージェンぽ，26m)、どちらも集法規伎は)南関250サージェン白'(']534m)ほどで、:(J

1lI1が集まる小規伎な交易什品であった(札9)0 1823 {fマイマチェンを訪れたアレクセィ・ 7ノレトス

によると、ここには放行して走る中央J曲り、 H泊り、問巡りと、これを繊切る一本の通りしかなか

った。 150件に満たない札司抱はほとんどが陥1;1;(マガジンMara3HH)や応舗(ラフカ皿BKa)であり、

こざっぱりした~物以外に華美なものは一切なかったという(住川。ロシアIIUI と迷ってム札が一人

もいなかったというマイマチェンの内古lは、キャフタ以lこに人工的空間だったようである俄 11)。

しかもキャフタとマイマチzンを|悶てるのは低い水の相}と麟のみで、昼間il1lが聞かれる時制作に双

方の尚人が二つの袋線を出入りし、夜間にはEi1iに継がかけられた。悶境変選(フオノレポスト中opnOCT)

でもある集落の周協に滋illな防備が施されていなかったのは、交易所j司ITHを昨日}で外部から見える

ように」悶むと定めたキヤブタ条約の取り決めによるものと見られる (tt12)。

2.2 通常の取引システム

ドイツ人のアカデミ一会員ベーター・ジーモン・パラスの旅行記には 1772年から 1773{三頃のキ

ャフタのげと子が記述されている侶，13)。
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中国人との取引は附品と附1~1:tの交換によって行われる。通常中国人たちがロシア人の交換所に

やって来る。そこにはあらゆる俗品のYüIめ)~[べられ、できるだけ早く品定めすることができる

ようになっている。交J胸者で交渉カヨ行われることはめったになしLしかし中隠|人たちはしばしば

ロシア人の家に来たがる。はじめのうちはどのようなロシア指品在引き取るつもりなのかを訴し、

何にいくらかかるのか、迩鰍iUfJを計算して価怖をmtlみ、お茶の附で話がつけば、そこで会!iIEに

行く。中悶人たちは取引のffi1);!'~lに応じ、絞荷かか!iIf.全体にlõj1をつける。そうすると、ロシア人

は中国人の所に行き、自分にとって都合のl"，v、術品をi翠び、品質や4糾拘自体が偽物でないかどう

カボf7rtkする。全部見ると、その荷をそのままにし、そこにiilfiか児張りを残していく。そして自分
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のfWiJl:rをi度寸ーときに中隊人の尚品を受け取るのである。交換するとき、ロシア尚人は最良の中国

尚品に対し、 l当分の商品の|孟I4¥T側絡C06CT回附刷出naまたは失't'liilfi1'l，のうち3、4刻、もしくは

中i忍耐品の!肱人・i没1dilli絡料品入可能額の半分以下を取り分として考える。なぜなら主要取引は

毛皮で行われ、その品'l't・官l別名は'!kに隙々であり、中国人はこれをJillび、 'n~'に交易11#0コJlIlt.人価終

の1古で売ることができるからTらそうでなけ;hA;f、ロシア人がこれほどの述隔地で取引すること

は不可能1二ここまで来るには非常に向し、税金を支払わねばならず、そ;/1，1こより愉出入品に対し

て20から25パーセントが悶ilLに入る。だからこれらは全て中沼市広向けに差し引かねばならな

し、。

この旅行記から、尚品をili択する際の主導権はまず中闘員詩人の側にあったことがうかがえる。こ

の商談のためにマイマチェンの商人たちは船栂的にキャフタへやってきた。さらに交易所ですぐに

1&引をせず、通常のiiJJi杭交渉はロシア人宅の茶席で行われていた。尚取引に長けた中殴商人との取

引はロシア尚人の資質が試される場でもあった。ファウストが引用している古文書食料によると、

中国商人たちはロシア人の熟i初主を調べるためわざわざ直射日光が設さないly'lるい日をi謹んで毛

皮の品定めをした。そして後に提示された官I絡を熟考し、購入するかどうかを決めたという(注目)。

これはその場ではllllt人を決めなかったというパラスの記述と符合する。

またキャフタの取引 I~I体は i 年中行われたが、特に泊費計七するのは 12 月 ~3 月であった。これは

ロシア悶内の定JWlifJfHrelヨがj思料しているが、中関商人の符合は特に|日正月である2月、祝祭と平

行して火現政な取引を行う何日勾があった{注目)。

キャフタ貿易の際協tは1753{I三 12 月の1ïH1!守防Hl初白kまで'~l~~ìl~'におかったようである。初期の関税

がいくらかかったのか正確な放縦は分かっていないが、国内取引をする1司令は通過する全ての使l

i'Ji・税関で税を文払わねばならず、そのためJlIに行くほどi街品部l路はl二昇した。ピョートル11止(i'f

f立1682-1725{I三)I時代、中関向け商品に絞り医内関税を収すのはヴェノレホトゥリエとネノレチンス

クの2Fi所のみとされたが、それでも限税の他にタムガ(絡印)税、 illj;]:.fJt、コンタ一口 (3プー

ドのど}J.j付税、秤税、合計Il到など、それそ切れ小倣でありながら数十にも及ぶ税が徴収された(控lu)。

こうしたことから、ロシア商人がキャフタ貿易に参加するには常に多倣の税負担がのしかかっTニャ

一方、初WI(/)北爪貿易では金主[，決済も行われたらしいが、キャフタ貿易では貨幣取引を一切J禁じ、

ノ《ーター取引を行ったため、術品交換比率はロシア閑人、消商人双方の合15Lに恭づいて決められ1こ。

つまり、取引を行ってもすくに現金収入はなく、 j!~照がi回収されるまでにはlIifl悶がかかっ7らしか

しエリザヴヱータ・ベトロヴづ (夜依 1741-1761{ド)時代、シュヴア}ロフ0;経済改却により国

内関税がs1UI:されたことでキャフゲバ易の参加lがより活発になり、 1754年投勝銀行が、 1758年サ

ンクト・ベテノレブノレグとそ只クワに尚人鉱討7が開設され、ヨーロッパ・ロシア尚人は現金でなく手
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形で決済を行えるようになった他 17)。キャフタにやってくる商人たちはイノレターツクのマギスト

ラート(市会)、ラトゥーシャ(市役所)で自己の身分、 t正.WHl}:、機帯する信用手形の永認を受け

てから取引を行うシステムとなり、関税もi渇じく手形によって徴収された(辻18)，1774年にはキャ

フタに公司E人がi泣かれ、マギストラートも設配された(注19)。さらに 1781年シベリア商人が関税を

手形で文払う柿穿Ijが認められ、モスクワとベテノレブノレグの納入手形決済は平十子6%の 1fl現1111'、シ

ベリアrr.納入手形決済は利子4%の9ヶ月期限と定められた。シベリアにおける決済を円滑にする

ため 1776 年トポリスクに段差';~J'!íl-支肢が、 1779 年イノレターツクに同支 i防当開かれたが、こちらは

運用資金の不足でそれそ、れ 1788年、 1789年に閉鎖された。

以上のようにロシアでは 18世紀を通じて決済・送金の日制みが若々とL凶i有されたため、キャフ

タ貿易がパーター取引であること自体は掠悦自ではなかった勺パラスも指附しているように、最大の

問越は金銀決済をできないことではなく、ロシアI話人たちがn妨Irr.祭にそれぞればらばらな自耐各を

提示し、さらに幽持活池から来る尚人ほど中国尚人に対して価棉¢古引き交渉に同意する傾向が強か

ったことである(世制。これについては第5節で述べるが、もう一つキャフタ貿易で大きな問題と

なったのが商人の詐j何子為である。

2.3詐j臣jfi(引行為

規制された取引システムの裂で、阿関商人はさかんに売買上の詐欺行為を繰り返した。 トノレセー

グィチは縁起J貿易の発展を阻治ーする望書医iの一つにこの詐j断7為を挙けaているが、彼が特に強制する

のは中障問人の詐Jliiii'為である。

例えば中国人は毛皮と皮革の染色技'Wiに佼れ、~染めした毛皮はこすっても染料が落ちず、驚く

ほとeの光沢だったという(注21)。チュノレコフによると、クロテンの最高級品は通常ロシアに運lまれ、

一告11はギリシャ人を介してトルコ、ベノレシヤ、アラビア方聞に~~られt~， しかし l枚2、3ノレーブ

ノレ以下の*fl恋なものはげHこ迩ばれ、そこで染色された{住22)。中国商人は染色した毛皮を阿国人に
販売しただけでなく、シベリア住民以外のロシア商人に対しても良質の毛皮と称して売りつけTら

このため、 1765 年 3 月 30 日、 fE早・自以外の色とりどりに染色された毛皮をけして31~fJt]しないこと、

防人はそのようなものをいかなる形であってもロシアに輸入しないことJと勅令が則されたほどで

あった(也泊)。

トノレセーヴィチが挙げている中間関人の詐欺科為は以下のようにiJ~1こ多彩である。①銀認と称し

てE論語製品を売る。②キクイカ(南京木糾32の一線)を売るときに広げて線認をさせず、布で包んだ

草r，を売る。③ジャコウ!除問50p次回目PY" に際香 MyCl0'C を}混ぜて売る。④金にi首~.'世物をする。⑤i\fi

品IINi.入用の将、販売用の秤(いずれも院方をごまかしたもの)、正しい符の 3鰯調を使い分ける。

⑥食料品は罰断りし、割方をi!:l;らせず、成に石を入れてill:くする。⑦ぼろ屑のアトラス(綿の一樹、
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イラクす糸の混じったゴリ、カムキ(いずれも花投J哉のダマスク織絹布)や翌を自主った平日を売る。

③キニーネ、1!~の偽物を売る。@手法で包んだ木製の fハムJ を売る。例えばあるロシア人が広東

商人に綿布の端切(はぎ)恥L!!II，入を委託した際lこ、検品したら一枚が良質で、他はぼろ腐だっt:::..o

これに対する中国人の言い訳は「恩加、これはあんたの嘘つき通訳のせいですよ、彼はf1、に、あん

たがMNi切れを調べないって言ったんですからjと、致に入ったものだったという(注刻。

常に商品を自分の悶てて確かめる中国商人は、自己正当化の取IIIとして「商品知織のない者は取引

資格がないJと言っていた。しかしこうした彼らの行動は単なる文化的問題だけで片付けられるも

のではない。第4節で説明するように、彼ら広行[YJ!立国家的戦略に基づいて組2物的に行われており、

そのために非常に創容な規則が存在してしサム

その一方、ロシア薦人も中国商人に対して日常的に詐j似7為を行っていた事実が知られている。

パラスによると、町並々 な品質・大きさのオコジョは、j]'(さをi立って向く売られていた。その湖、〔オ

コジョの〕足に鉛を縛りつけるという詐j附子為が行われていたことを中医人は知らなかったJ(注25)

そのためこの事実発覚後、オコジョは量り売りをしなくなり、 20~60 カペイカて小売販売されるよ

うになった。こうした言問断7為が平然と行われたのも、毛皮に対するii'1の需要が高かったことの表

れであり、ロシア産毛皮がキヤブタで最も向く売れたからである(注26)。トルセーヴィチは{也にも

ピ」ヴァーJU取606po醐口-pyHI¥aに切った肉や脂を絡し制けたり、自ホッキョクギツネとマンガゼヤ

産ウサギをすり終えたり、ウサギにホッキョクギツネの尻尾をつけて販売したりした例を挙げてい

る(札訂)。しかし全体にロシア潤人よりも中国尚人の詐J¥J.1i'為が強調されている点は変わらなし九

こうした言料品;的手法は国家レベノレでも展開された。前述のパラスの旅行記にはキャフタ貿Pρの

政税事尖が?lFカミれているが、これは北京貿易廃止後、国内関税廃止の盟主年 (1755f]o)にrllR税規則を

発行し、ロシア政府が毛皮貿易独占から税金徴収へと伝換したことが影響している(注28)。しかし

これはキャフタ条約第4項 f;'e手'r1手に臼!税しないJという文言に進反していた。この品!郎矧1]

が施行されたとき、消は表立った抗議をi監けた。しかしエカテリーナ2!止の即位を消に知らせる全

権大使クロポトフ大佐は、 1768年追加条約を前i1;'f#するi燦「キャフタ・ツノレハイトゥの二つの交易湯

においては、永久に税金制蚊収しないjことを枕認した。その後 1775'Ioこの条文述反を口尖に、

消は貿易を再度{事止した(注到。この11寺クロポトフはキヤブタ税関をトロイツコサウスクへ平別伝し、

中国人の目から隠すことて昔話関税貿易を行っているかのように偽装し、ょうやく貿易を再開できた

という{注訓。

こうした詐j鮒子為と無1均一宇に拍車をかけたのは、利害関係¢食い違うロシア帝国各地の商人たち

の競合関係であり、彼らの統制が容易にとれなかったことである。第3lliiでは、これらロシア商人

たちがどのような人々からめ成されていたのか、検官付る。
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3 ロシア荷人のギノレドと地j捌糊

3.1 ギノレド'HlrJ度の導入

ロシアでは古くからあった商人隊司の枠組みに、 181止紀ドイツのギルド制度が導入されたが、当

初は;11，常 ~::i緩やかなものだっTこ。ロシア訟の“附人(クベツ I(yneω" とし、う名称は元来阪IRzを販売

する人・購入する人何方を指し、手代や小売業者も含めl当分の身分を q商人Jと申告すれば自動的

に防人となった(出1)。ところが 1775年5月25日の断Tにより、ロシア前l人のうち一定'iffi以上の

資本金を申告:した者のみがギノレドI商人として認められることになった。これはエカテリーナ2世(在

佼 1762-1796{]三)による間人の地位向 lニおよび羽工業常成策の 球だったが、その後 1785"1'と 1794

{I三の法令を経て、各ギノレドの最低資本金制2が段昨V内に引き Hfられ、これに応じた税金やギノレド~ì1

I列者汚Hi'l't胞を支払えない者はIllj人身分(メシチャンストヴオ M削，aHCTBO)へ移動した(必32)。す

なわち、 1775年以降政人身分cc四 OBlleはお側しに経済的条例のみによって規定される験業口po<l氾CCH5I

に俗化し、ロシア全体のギノレド尚人数は~t~: しく減J，'ltこ。

こうした法改.iEはキャフタ 11易にも影響した。なぜならキャフダ貿易在行う資絡はtí~ Iギノレド階

入、しかもロシア図滞在手1'-る者のみに限定されていたからである。例えばキャフタと筏t1eなIN;Jf，)¥

にあったイルケーツクの場合、第1ギノレド尚人は 1791年から 1793{I三までO人、災易再開直後の 1793

年から 1796{l'は 1人に過ぎなかった位到。 1760年代270人を数えたイノレターツクの第 lキノレド

尚人は法改正によって 18世紀末にほとんどいなくなってしまった。本来であれば 4らにキャフク

貿易の資絡はなし、はずだが、ラジーシチェフの詞誌によると、キャフタで尚うイノレターツク尚人の

ほとんどが災易を紫じられているはずの第 3ギノレド商人であった。彼ら出llU見目的で111]人と組み、

5人から 15人の火人数で|司じ第 lギノレド名義に祭録して貿易に従事した。こ倒防引のtNJギノレド商

人はニコライ・プロョピェヴィチ・ムイリニコフである。 f彼!J庄J主Lιlは立グリゴり一.シエリホブの夕兆E後混J

に陥つたコリコフ.シエリホフ会社に対抗して fイノルレク一ツク尚3梁長会主制I:Jを設f立fし、ロシア倣アメ

リカの毛皮事業で主i!;q古をJ握ろうとl訂除した人物である。最終的に彼はゴリコフと手を組み、シェ

リホフ米亡人のナタロヤとも和解してロシア・アメリカ会社の火株友となった (IJo34)。つまり、イ

ノレターツクでは毛皮事業をf:l::ljJJる大立持が中心となり、他の~5]/J、閑人たちと夕、ノいープを)[手W<: してキ

ヤフタ貿易に従事していたことになる。このような状態、はキャフタ貿易を第lギノレド商人に厳しく

限定する 1807年 1fl 1 "1のおllV1が発布されるまでistいた(出35)。

3.2 地M成「会社Jとその他のグループ

地元のイノレターツク部人を合め、キャフタ貿易従事者はhf~なる尚品を扱う 6 つのJi山戎「会礼(カ

ンパニヤ KO:vmmHl5l)Jに分かれていた。以F、ガゲメイステノレ、コノレサ夕、 トノレセーヴィチが挙げ

ている「会主i:Jの?凶罰を示すユ
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表2 キャフタ貿易に参加する各J似或の会社

ガゲメイステルの分類申1 コルサクのお官姐 トルセ ヴィチO明書軍司

会社 取扱品臣 会社 取扱品目 会井土 取扱品目

ッシャ、綿ピロ ド、ガラ
ス紅玉(マルジャン ラシャ、別陰、珊瑚、ピ 外国商品、ピヴア、

モスクワ lIIapman)、ピーヴァ一、 モスクワ ヴァ一、カワウソ、外国.!J モスクワ カワウソ、ラシャ、別措、
カワウソ、外国・ロシア製 シアの国境商品 セイウチ
品

トゥーラ
キッド毛鹿(メルル シカ

トゥーラ
キッド毛皮、ネコ、鉄鋼製

トゥーラ キっド毛皮、ネコその他
MepJlYllma) ，ネコ鹿 品

キツネ足、フィンランド産
キツネ足、フィンランド産キ

アルハンゲリ
ロシア産毛皮(キツネ

アルハンゲリ アルザマス・ ツネ、ロシア産カワウソ、 足、キツネ、ホッキョクギ
スク

キツネ、ロシア産カワウ ヴォロゲダ ホッキョクギツネ、モスクワ
スク欄ヴォロ

ツネ、カワウソ)モスクワ
ソ、ホッキョクギツネ、モ 商品

グダ
商品

スクワ商品
ヴォログダ トポリスク ロシア革、キッド毛皮、リ カザン ロシア革.なめし直

ス、クロテン、シベリア産

トポリスク キツネ、リス、キッド毛 イルクーツク キツネ、ホッキョクギツネ、 トポリスク

鹿、ロシア革(ユフチ シューパ(コート[解説'J) シベリア産毛庄、ロシア

旧:JYl'h(貴乾見1J) ロシア革、雄ヤギなどの毘
革

イルクーツク カサン
革製品

イルクーツク

[出船 *1IO.B.r町、eMeMCTep，α羽目ICTIJT..JeCRoe0&沼1]JeHIIeCIIfIIIpU. 000.，回目立CI16.，1854 
C.593 ; *2 A.K，叩Ca!(， YKa3.co11.， C.94 ; *3 X.TpyceBH町片山C削C.245
[向精IIIJ ロシア革はロシア製の4守丸ロシアj商有の製造己主で作られ耐久性があり、 171断己主で
ヨーロツノミlこ技術カ2伝わっていなかっfこ。

このうち興味深し明はカザンとヴォログダであり、これらの町は皮革工場があることで有名だっ

た。カザンは古くから干泌総!りに中間貿易に参加しており、 1726年には秘紛裂にウノレガ (n輪)ぺ子

こうとしたカザン商人58名が記録されている{龍則。なめし皮はキャフタでも需要があり、トボジ

ス夕、チュメニ、トムス夕、イノレターツクなどのシベリア諸制i市でも製造処組を行っていた(也37)。

上記のグループ'1士会社KOMnaH附と記述されているが、共同資本や株を所有しているわけて、は全

くなく、 i湾じl也j班・品目によって区別され、一緒にキャフタに出発するという地縁関係以外、何ら

rWH系はなかった。そのためキャフタの取引は「個人(J!J手1)誌が全体的利益の上位にあり」、「高度に無

秩r'f:Jだったという(注却)。

またほとんどの会社において毛皮が主主E商品であったが、キャフタを訪れるヨーロッパ・ロシア

俗人たちはイノレターツク県内の村落やブリャート人ウノレス(共符{本)を廻って毛皮や皮革製品を買

い占めたため、地元商人の反発が恨強かった(詑39)。毛皮商品のあるところ、各土ω戒の商人たちが

互いに介入して統合関係にあっむ彼らは当11~.同速に形成されつつあった囲内側可川商業網を活用

し、ヤクーツ夕、イノレターツ夕、エニセイス夕、 トウノレハンス夕、イノレビート、マカリエフ(後の

ニジニー・ノヴコ口ド)などの各定期市と首都のザンクト・ベテノレブノレ夕、モスクワを旅して陥品

を買い付け、中国商品を販売した(目制。

これらσ:会社とは別に、共通手1)主主により設立され、カムチャツカ半品、アリューシャン列島など
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て4守派業を行う毛皮業者たちの会社判長数軒王した。ただしこれらは l 回の狩~iI紛毎に対して株を

発行し、共同資本で獲得した毛皮を配分する方式の会社であり、永続性はなかっTこ。株主の椛成員

は当初ヨーロッパ・ロシア商人が主流だったが、徐々にイノレク}ツク商人を始めとするシベリア商

人も参加するようになった住<11)。しかしクーノレスク隣人ゴリコフ、ノレィリスク商人シェリホフら

の登場と 1785年のキャフタ貿易停止により、 1780年代から毛皮会社の合併現象が起こり、現在の

株式会社により近い形憾のゴリコフ・シェジホフ会社が部設された(注42)。この会社は莫大な資金

を背景に、1奇I政側刊ttt族に人気のあるラッコの毛皮など、北太平洋産毛皮をキャフクに運び込んだ。

その他の参JJD者としては笹裕なブリャート人が挙げられる。中国尚品の'Pでもlî~~ 自主 43) の消費

者であった彼らは、自ら綴った毛皮と中国商品を交換した。しかし多くのブリャート人は自分たち

の戸色皮や家高・附;験日品をロシア商人に販売し、それと交換に中限街品を購入していむキャフタ

におけるブリャート人は正式な仲介溺人ではなく、主に臨送労働者、倉庫の番人、密貿易者などで

あった(注44)。

以上の事実からキャフタ貿易に参加するロシア薦人の構造がほぼ分かるだろう。 18世紀末の段階

で、参加閑人はロシア人(および改宗タターノレ人と推泌されるカザン商人)が中心であり、地元イ

ノレターツクの貧しい第3ギルドi話人から、ヨーロッパ・ロシアの富裕な第lギノレド商人まで、 i出世

も手1J苦手関係もばらばらな人々から桃成されていt::...o 彼らを統制するため、 1768年キャフタで揃う

ロシア商人の rj飯山が作成された。その内容は、①全ての商人が参加できること、②全員が直接

キャフタに行かず、セレンギンスクに集まること。③全商人から商品の捻・価格申告設を集めるた

めに3、4人の災任者)lHpe町opまたは仲良人MalWepを選ぶようにすること。@中国蕊人との交渉に

はこの{中主主人だけがjJnわるようにすること。ロシア商人たちには商品価格の半額を罰金に線し、取

引から追放するという怒告を与え、規定価格により滋品を交換すること。⑤笥裕政人は大抵の商品

を持ち込むことにより他の者の聞いを妨害しではならない。商品は全部一道にキャフタへ持ち込ま

ず、半分はセレンギンスクに残すこと、などであった。しかしこれらの規則は死文として全く量生守

さ，!1，ftかったという(也45)。

現実にはロシア商人の中で常に個人的利益が優先し、商品価栴を統一することはできなかっ丸

これに対し、すでに指摘したように中国商人は'ffi"に組制品甘に行動した。そのシステムはどのように

維持されていたのだろう油、

4. i育の「割11令jとマイマチェン商人の取引システム

4.1 1823年発見の「司令j

マイマチェンにはウノレガ長官の部下であるジヤノレグチ(ロシア語表記ではザノレグチェイ

且羽問叫)と呼ばれる 3"1'交替に!Ii+]f.'官が赴任しており、町の行政・商業・判事の3権を握って
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いた。アレクセィ・ 7ノレトスは 1823年ジヤノレグチのボ・ロエGo-Jloeと会った際の印象を書き残し

ており、それによると塀で四まれたジヤノレグチのj;J!.叫却は非常に賀来で、内部は食堂~it設下策部屋の大

半をソファが占拠しているようなこじんまりした造りだったらしい俄46)"，しかしジヤノレグチとジ

ヤノレグチ邸はキャフタ貿易にとって極めてill~な役割|を果たしていた。マイマチェンi務人は山西省、

もしくは張家口の出身者だった。彼らはフーズイとl呼はFれる会社を形成して例外的独占権を付与さ

れる代わりに厳しい規員IJをa{1され、この規則Hi剖芽者がジヤノレグチであった(注47)。

吉岡金一氏は「ロシアと消の貿易についてJの中でijti:ll:韮24年 (1759f刊の取り締まり規則につ

いて削仇ているが、その詳しし内容については説明していない(注48)。こに!般リがli守のどの文書に

当たるか不明だが、ロシア側に翻訳されたものが現点しているので、これを参照することにする。

モスクワのロシア国立古代文書官自(ノレガーダ PfA且A)に保管されているパスニン話封l白文書俄4め

には、 1823年イノレターツクに持ち込まれた消防I守訓令 17項目のロシア語訳がある(詑却，)(資料 1)。

検討のため内容をまとめると、a:キャフタで商う中国商人は全員、ロシア尚人の需要を探るま街告

があり、毎免集会を聞いて情報をO!~有すること。②lj'lからの掬品倣入比率を一定に保ち、徐々に減

らしていくこと。③清国内で必要な商品の需要を見込んで不足商品の跳入者志をロシア商人に伝え

ること。③ロシア尚人が術品を通常よりも多く持ち込んだ場合は即践に取引を停止し、もう必要な

いと宣告すること。そうすれは閣品の価格が下がるだろう。⑤ロシア人に対し丁重に振る舞い、国

事について知るよう心がけること。これを報告する者は賞与する。⑤m国の荷業lこ日明一るいかなる
情報もロシア人に漏らさず、友好を装いつつ、納、茶、紙の仕U~が惑いとか、他。:外国人が毛皮商

品を持ち込んだと話し、組合員 K山岡山OHb!とジヤノレグチでロシア人の好奇心を満足させる答えを

考えること。⑦ロシア商品を購入したがるそぶりを見せないこと。全体の利益は個人の利益に優先

する。③全似長会でロシア人から得た作i械を隠す者は、発t¥1::後3F1 FlrJ法主俗骨鉄する。⑨ジヤノレグチ

のi主JHf:(6間町)に逃反して輸品する者は 6日間逮捕t司祭する。⑮的商人のうち全体で決定した荷

品比率に逃反して余剰を持ち込んだ者は取引の11頂寄を遅らせる。⑪ロシア人とl窃l推する者はいかな

る理出であれ 10日間i主総i脱会主する。⑫m国内のロシア商品の価絡動向なとGをロシア人に明かす者
は初犯6日間の逮捕拘禁と lヶ月間の取引数止、 2問自は 12日間の拘禁、 2ヶ月間の取引銭11二、 3

回目はキャフタのli例主権を崩際し、他の者に取引を委任する。⑬ジヤノレグチの"忽空の秘密を漏らす

者は 50回棒たたきの上キャフタから迫}iy:戸「る。@国4jc C!í'i報]を漏らす者は斬首Jf~とする。⑬ロ

シア人の前苅荷~TM1Nf入;音対必見せる者は戒告処分にし、ロシア人の所への/:l'入りを 3 日間禁じる。

@⑮を実行して筒品をロシア人に引き渡せば、同商品の 10f古を罰金に部長して全体のものとする。

初犯は取引の半月禁止、 2回隠は lヵ月禁止、 3回目はキャフタから迫jjJz-j-る。⑫全体の澗1'11を乱

さないため、キャフタに初めて来る者は1年間ロシア人との直接取引を禁じる。

以kの史料によると、沿波府はジヤノレグチと尚人が兆設して有利なjJj(引を行うよう、詳細で厳格

73 



東北アジア研究センタ}シリーズ 11

な規則を定めていた。しかも必要な商品があれば、それを必要な「ふりjまで許可し、ロシア尚人

が実際に閲品をよ1fち込んで来たら制liN¥をi、げさせるために「取引を作11'_Jするよう婦示しているの

である。しかし上記の訓令が何年にIJ:¥されたものか、焼則全文なのか、中間誌の原文史料がロシア

側に放っていないため、これだけでは判訴しにくしL

4.2 資料の検討

消の訓令についてはトノレセーヴィチも河じ中国事的資料であるハスニン文11:.:からのヲ¥J8として

151m:闘を取り上げている(住51)(資料2)。この内容は資料!とほぼ似通っているので、一方にしか

ない項院をJ制臨するに止める。資料2のみにある項目として、⑪めの商人は可能なIljjfりロシア訟を

!l:iJっているif獄査があり、ロシア人lこ中国話を奨励しないようにすること、とある。これについてト

ルセーヴィチは 18u!:紀末にロシア人が全く中国語を知らなかった事実を指織し、中国人がロシア

人について「怠け者でi荷売の引を分かっていなしリと言っていたと付け加えてし、る。だが中閣議を

知るロシア尚人が全くいなかったわけではなし九イノレターツク尚人ブヨードノレ・シチェゴーリンの

ように、 1770年代キャフタ貿易にf正やして中国語を王将号し、 1790fl三{~シェリホフに近しい手{~と

なったことても?の貿易中川に精通する人物もいた(住52)。またアレクセイ・マノレトスの記述にもあ

るように、{必古として北京にj赴任した者の中には中箆|首以こ悦能な者が何人かいたという位53)0 19 

1止紀初頭キャフタを訪れたイノレターツク附人の安エカテリーナ・アヴデーエヴアエポレヴァヤは、

キャフタの限人たちが子弟lこ中国話を~ヰ苦せているという伝聞を長記録している位日)。しかし司Ii令

の中でロシア人に中l為請を奨励しないよう命じていることから、少なくとも 18I出己キャフタのロ

シア目的人はほとんどが'1'国語をできなかったと忠われる。

そσ'){也、資料2のみに見られるXJ!J院として⑫ロシア人たちを酒宴に町一び、ロシア人の所に/:1:¥入り

してロシアの国司引こついて知ること、⑬口シア人に{品金しないこと、⑬後沢品は一切II俳人しないこ

と、がある。同じくアヴデーエヴア=ポレヴァヤの医|恕によれば、「キャフタに荘一んでいると、私

たちは非?世に粉思く起きなけj礼ばならなかった。なぜならi:m1'1がまをし込むと中悶人たちはマイマチ

ン [77Jを似て知り合い全員の家へ出力叫するからだ。全ての家にその!(:';，要があるわけではないに

もかかわらず、それでも彼らはやって来て殴り込み、おしゃべりし、タバコを吸うJ(注日)とあり、

中悶尚人たちが版聖書にロシア人宅へ/J:I入りしていた事実地'\1iYjf~gさオしる。

二つの司Ii令を比'I!!iすると、それぞれ閉じ「パスニンコUりでありながら文言にいくつかの災前jが

児られる。後半の境問に迷いがあるということは、 Jj江文となる消の訓令がそもそも全く異なる二つ

の文台だったと打.iJllJされる。しかしどちらも内容が酷似している点から、訪Ii令は防irfを加えながら

その都皮新たに発布されたのではないだろうか。この点は今後中間fJlllo功rH1t泊、必要だろう。

これら規セのほ怖さもさることながら、放くべきは中国尚人がそれを逃守した点である。口シア
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側は訓令)京文がイノレターツクlこJ寺ち込まれる以前から、そのtHEを知っていたようだ'0 1802年イノレ

ク}ツク県知事的~ 56)はりンクト・ベテノレブノレグへの報告書に次のように記している。 rl1寺に 500

人もの商"i;!c人たちが、中国語でフーズイという会社に分かれ、それぞれ最良の商人から選出された

長を有しており、毎日評定をし、そこでザノレグザーェイ C""Jの許可を得て商品価格を決Z剖るだ

けでなく、様々な策向島を練っている。例えば、中国人に必主主な務品は要求しなかったり、 l時々 全く

必主さないもののお要を知らせたりする、これは共に広めた燃でロシア潟人たちを混乱させ、貿易収

支をしばしば自分たちに有利にするためであるJo(註57)ml伶の全貌を理解していなし中郊皆でも、ロ

シア側はジヤノレタチ邸がマイマチェンの貿易戦附也点として陥恕していたことを知っていた。

取引全体では訓令を述遊主守していた首坪前aiI消人た

品をIJ、守J乙販売した様子が目1幣控されている。ただしそれは自分たちの日用品に限つてのことで、むし

ろロシア商人から術品を安く手に入れるために苅Hlよを利用したらしい(乱58)。パラスの旅行記では、

清商人の結束が強いのに対し、ロシア商人の行動が1陵はずみだと指摘されている。

こうした状況に鑑み、ロシア政府は商人の結束を強めようと悶ゐ也になったが、 181!J:紀の務改革は

うまくいかなかった。その様相が変化してくるのが、キャフタ貿易の!矧館開となった 19世紀以降

である。

5 ロシア商人の再編と法改正

5.1 新規員Ij脳?による混乱の打開

キャフタ貿易が再開された 1792年、ロシア駒荷はキャフタ貿易の耳切芋を回復するため新たな会

討を岩昨没し、商人自身によるtJWIJを定めた(目問。新会社はqモスクワ会社、②トゥーラ会社(ク

ーノレスク商人・ヴォロネジ商人を含む)、③ヴオログダ会社、④トボリスク会社、⑤イノレターツク

会社、⑥ヴェノレフネウディンスク会社という仇成であり、従来に比べて大きな変9!:は行われてない。

ただし最後のヴエノレフネウデインスク会社だけがザノ《イカリエ商人のf品主で、この地j戒の隣人階的

の勃興を認めることができる。

新会?幻事l設にwいロシア政府:は年間士主自由を守るよう定め、中関商人にロシア商品を買いnflカ叶もて
{邸品れすることがないようにしようとした。さらに関税制度を改め、それまでのヨーロッパ・ロシ

ア商人による関税の手形払込制度をli自認した上で、モスクワ、サンタト・ベテノレブノレグで払い込む

場合は手形期限を 12ヶ月、シベリアで払し、込む明治は9ゥ月とする!j;'f1)1;，をシベリア蕊人に付与し

た。さらにこの制度は 1794年9月 13日のがj令でキャフタ貿易に従事する一般尚人にも適用される

ことになった(法則。

こうした法的情i廷にもかかわらず、このi時期には各種の混乱が生じfι1792年のキャフタ貿易再

開夜後にモスクワ荷人リシェトニコフが街品を大抵にj坂売し、商品価怖の下落を招く事態に陥った
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的 61)。また他の口シアi麗人も従来と変わらず、販売を急ぐあまりに不平1)な取引を行っている、と

役人たちが報告した(説日)。 トノレセーヴィチは、 1792-17幻年プロトポポフとゴリコブのカムチャ

ツカ商品(つまり毛皮商品)が中国街人に丸1年無視され、最終約に安値でt，いnnかれた:rJf.突を挙
げている(資料2)。つまり、総矧1)版行の成果はほとんどなかった。

一方、イノレターツク商人ミハイル・シチェゴーリンがシベリア潟人、ヨーロッパ臨人と共同で会

社を作り、キャラパンを組んで政接北京に出かけたいという詰陸軍記、を 1793年ロシア政府に提出し

ている。これはキャフタ貿易が1rIに依存する形態で行われていることに不満を党えるロシア商人の

自発的請願だったが、外交関係劉七を懸念するロシア政府により却下された(怯日)。

こうした大商人による売買の先走りゃ勝手な行動を紡ぐため、政府は1800年3月 15日の勅令で

19項目からなる新規則を定めた。規則の華客点は①各6会社からメンバーの委任を受ける組合員を 1

人ずつ選び、f矧 1)を過守しロシア商品の価格上昇、中国商品の価格低下に努めること(第2、3項)0

@，t丑合員たちはトロイツコサウスク税関での検品において、ロシア商品の等級づけ、価格許布fi表を

作成すること(第 4項)。③取引開始前に持ち込まれた口シア商品・中国商品の価絡を決定するこ

と(第5項)。似坦合員による焼定価協を据え1泣くことが不可能な場合、2番目の師協を設定するこ

と(第6項)。⑤ロシア・中国潟品が持ち込まれたら税関で検品して台帳に子応院し、検品哀を渡し、

これらの商品が信用できるようにすること(第 11項)。⑥ロシア潟人が公定価絡に従って取引しな

い場合、初犯は50ルーブノレ、 2度目は 100ループノレの罰金を?ぷし、 3皮目はキャフタから追Jkjる

こと(第 7項)。⑦ロシア濁絡のブリャート人、周辺住民が国境交易を行う場合はキャフタ税関の

許可を得ること、そして彼らを臨幸すること(第 9J'!'U。③選ばれた組合員はこれらのi服1)過守を

f凶草すること(第 13項)位制。

これに付随して新税率表を定め、輸出品税卒を低くして毛織物(ラシャ)などを免税抽出できる

ように軽減した。さらにそれまで商品価格の許J価単{立となっていた綿総物に代わり、輸入が拡大し

始めていた茶を許制単位とすることが定められた。これは輸入品目配属換に現実的に対応したもの

だった(出田}。政府出愉出関税の引き下げを茶の輸入関税引き上げによって補った。

5.2 1800年規則に対する評価

この法令以後、キャフタで商う会社の椛込せ尉換が生じTらガゲメイステノレによれば、それまで各

会社はtω班十生の強い独自商品を取り扱っていたが、いくつかの会社が也会社の阪品も買い付けるよ
うになり、アノレハンゲリスク会社、ウeオロググ会干'i:，トゥーラ会社の取引高が減少したという。民

社は従来の取引総迭を，)民換できずに1ftれていった。そのため、法令で定められた6組合員に代わり、

夜談キャフタで取引する第 iギノレド商人から 4人を選出すれば十分と認識されるようになった(世

66)。
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1800 "1二島民 IJの目的は、組合員による臣官'I~f.機能を強化して、商品価1品を安定化させることであった。

しかしこれについて、 トノレセーヴィチは「貿易の然的手を故うことはできなかったJと否定員笥r'iilfi
を下している(注目)。また 1801{三モスクワ掬人シェメリンがジガリョフを通じて提出した意見合て、

は、キャフタにおけるロシア商人σ:無統制が収まらず、商人自身による統制は無限ではないかとい

う率直な意見が述べられている(注刷。

逆に組合員の権限がロシア潤人の取引を圧迫したとし、う証言もある。 1801年、組合員が商品の交

換をキタイカのみに限定してしまったために、他の中国商品との交換ができなくなってしまい、総

合員以外の商人たちが損失を裁った、と商業顧問官ミハイル・ブノレダーコフ、ドミートリー・ムィ

リニコフが不満を訴えたことがあった(注刷。 18世紀末にはすでにロシアの輸入品に市める却織物

の割合が減少し、茶の割合が急憎した。ロシアにおける茶のWi~M防次に対応するため商人たちが綿

入を急ぎ、適正価格によるJI位入が妨げられていると早くから愛慮、されていた位70)。そこで組合員

はぷの取引を制限し、キタイカ眺人に限定することで、現;伏を打開しようとした。しかしこの極端

なやり方は糸のZ摂拡大というキャフタ貿易の現実を鰍見しており、正絹搬出などを遅らせてしま

ったため、商人たちの不満を引き起こす結果となっfこ。

トノレセーヴィチの許羽目に反し、ノスコフはより高い許イ而を下している。彼によると、法改正によ

ってロシア商人も規則を滋守するようになり、このことがロシア側に利益をもたらした、としてい

る。例えば中国でロシア商品をうまく捌くことができたある年、l1f薦人がその取引を時機lこ適って

いると判i析した。ロシア商人はこれを利用してロシア街品の側怖をおく設定し、規則を~守したお

かげで茶が安側に提供され、商人と消費者に利益をもたらした。その後これらの術品の需要が減少

すると、ロシア尚人はi獄IJに従って仙絡を下げ、その価絡で取引できない払噌は盟主年まで在庫に残

し、茶の取引を減らしてロシアでの怖献を引き上げた、という。つまり、取引がうまくいく場合は

収入を鳩やし、取引がうまく行かない場合はロシア国内における茶の側協に上采せすることで、キ

ャフタ貿易におけるロシア商人の足並みを揃えることができた、としているのである俄71)0

しかしロシア尚人が結束して商品仰事をJ刻乍することができるようになっても、茶貿易の繁栄に

よるロシアjlU防愉九回過は決定的となり、 1800年規則のように不足分を現物で決済することができ

なくなっTらこのため、ロシア側はドイツ・ポーランド肢のラシャや国産有iH似均製品の輸出を奨励

する一方で金銀申出を許可し、超過分を決済するようになった位72)。

以上の意見を総合すると、 1800年規則発行広後も、総合員の陰降下で引き続き混乱が生じた。さ

らに 18限紀は口シアの輸出勤品の一方で、 1市街人の結束によってロシア商品が買い叩古市れる現状

があったが、新規則施行以後は茶貿易の発展によりロシアの大協なi輸入趨過となり、中国尚品への

依存日月係が揺るぎないものとなった。治腕I守が12医iした「ロシア尚人を中国商品にj<<存させる」音|

聞は達成されたと言える。しかし術品価物設定の面から見れば、ロシア商人にも徐々にまとまりが
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見られるようになった七

旦3 ヨーロッパ・ロシア商人とシベジア隣人の競合関係

1800 年1形11Iを経てロシア尚人の~!告統出'Ij)(!~があるf!jlJ主改近2 した一方で、 1820 年代からヨーロツ

パ・ロシアr?fi人とシヘリア指人の競合側係が再表耐回一る。例えば毛皮尚昆1を3'に尚うシベリア前

人にとって、ちょうど良し吐血ヲIlIlmlは11月から 12月であった。イノレクーツクI両人らはこのl叶邦!の

少し前に照i旦H似或へ毛皮の口い付けlこ/J:¥泊、け、ブリャート人らは毛皮を販売しに位以1111へやってき

Tらしかしヨーロッパ・ロシア尚人たちはニジェゴロド定期rI1からマニュフアクチュア製品(毛織

物、fIlDM，~神品秘却など)俄 73) が応くのを待つため、取引を 3 月まで延引しようとした。この*r~果、

在庫の品質劣化を恐れたii'iiI有人は'/1'まで毛皮を取引しようとせず、シベジア商人はニジェゴロド定

期市の取引に|間に合わず、損容を絞ったという(札74)。

こうした師副島をめぐるヨーロッパ・ロシア防人とシベリア荷人の攻防は、係々な計総1i!~に見て取

ることができる。 1807年l月11'1の訊似Jでキャフタ貿易が第iキノレドのみに』制名に規制された紡果、

第3ギルドが3:流だったイノレターツク尚人はほとんどがキャフタ貿易から掛除され、貿易前可を求

めるおlj願をllf三行った俄75)。イノレターツクili:Bモエブイム・クズネツオフは 1827&1三に拠出した計蹴張

市の中で、第 l ギノレド商人に外国f.{易、卸1&引、小~l~l血引の1?てが許可されているのに対し、2ì'~3 

ギノレド尚人には小~L:II妨 i しか;ド可されていないため地元の利自主がlHなわれている、と主張した。そ

の耳llJtIは、地元イノレターツク尚人が扱う術品のほとんどが毛皮であり、キャフタ貿易と密接な関係

にあるにもかかわらず、貿易に従事できる者は在日だからである。ところがヨ}ロッパ・ロシアの

第 l ギノレド I尚人たちは毛皮以外にラシャ、泌総物などの工矧l品をキャフタ吋~j:ち込んで大波紋な

倒11&引を行うのみならず、交換した商品を地元で'ii'i，聞に小売買うbし、法1売を千羽"1に行っているとい

うものだった位76)。このためクスネツオフはイノレターツク商人だけに会ギルドのキャフタ貿易を

約百Iしてもらえるよう、政府に訴えTら

クスネツオフの来阪はキャフタにおける中悶尚♂明Ni人記録 (1813伴、 1815年、 1816年、 1819伴、

1829年)からもお付けられる。これらの停のキャフタ貿易参加者はサンクト・ベテノレブノレグ、モス

クワ、クーノレス夕、 トゥーラ、カノいーガ、 トチマ、ヴ?オログダ、ウ寸エリカウスチュグ、ソリヴィチ

ェゴツクなどのヨーロッパ・ロシア商人がJ:E俗的甘多数を 1~1め、{血にもネジン・ギリシャ人のような

特椛閑人や、カザン商人がlJ~引を行っていた位77)。

しかしクズネツオフを始めとするイノレターツク隣人の的飯合は、 -L主も話可されなかった。?主総

なヨーロッパ・ロシア尚人とイノレターツクi鴎人を"1"心とするシベリア尚人の統合は、キャフタ貿易

がピークを迎える 1830年代から 1840年代にかけて&M'fだった。

これに加え、街貿易も後を絶たなかったo 手代、 ìill抑~~qy、御音、ブリャート人による私災易は
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日千ì~. 1i~t甑'Jiだったo 例えば茶の品質を検交するために茶111からといでJI)(り IJ¥す 「スコップ茶

COB叩 sbli1tlaìfJ は、検筑後そのままJillffl~染者によって控7かに盗まれ、茶箱 Iitiあたり 17ント (409

5g)もの肢が泣:Itiに持ち附されていた。またネノレチン只クで;土地元行政が訟貿易に関与し、同地を

拠点とする前l人カンディンスキーは中関人とのi盟主II~引を大規模に行っていたと言われる(注78)。

このように、 tω泌内多総生によるロシア商人の統合関係、位、貿易によるi空法11)(引は 19世紀にも

i品作された。しかし 1911l:紀半ばに歪り、キャフタ貿易に従4けーる間人のWii置に変化が生じる。 1830

年代からキャフタ貿易輸出に占める毛皮商品のt組合が低下し、シベリア陪i人が不午1)となっていった

にもかかわらず、手代、仲良人として'~ï布計七したイノレターツク商人が卜級キノレドに移動し、 1851 年

にはシベリア尚人の数と取引高がロシア商人を上回った(去3)。

表3 キャフタで治う商人σ)WI成
ロシア商人 シベリア商人

年 散
取引高(百

数
取引;!r，(百

万v-フル) 万ルーフル)

1824 17 8.9 7 2.9 

1828 19 71 14 3.3 

1841 24 9.6 31 4.7 

1851 22 4.7 55 7.1 

(lL:ø~)日日山血:epoß， VI.VI.l{03JIOs， 1-I.VI.f<mpl.1JJOs九日 C.AHTOHOs，~/，，"(13.仰九C.41

1858 'p天津条約によってそれまで鳴、貿易されてし、た広東、サンタト・ベテノレプノレグ経由の「広東

1t~J が公式に出lillるようになり、茶σコ愉}..ノトートはキャフタだけではなくなってし、く。しかしそれ

以前に、キャフタ貿易の主噌擦はヨーロッパ・ロシア商人からシベリア尚人へと移っていたのであ

る。

6. 結石市

「自由貿易J として始まったキャフタ貿易は、館前河淫!の商人と回jJtJi~Jmのモンゴノレ系先住民と

の密f'.t易を規出Ijする、とし、う大前犯の|ゴこ成り立っていた。しかし周波易はロシアの事U:拡大と消

辺境lj腕日のi週境懇予備とし、うデリケートな問題を含んでいたために、しばしば外交H税riIこ影響されざ

るをえなかっfみしたがって貿易の舞台となったキャフタとマイマチェンは官11(&の初めから人工的

船業やl終として条件つけられており、 19ill:;紀末にききるまで蔚伎都市としての成長は見られなかった。

こうしたj知|討にもかかわらず、 18世紀の毛皮貿易、 19Ill:紀の茶伐易の談栄によってロシア常医

全jこからキャフタに商人が集まり、ヨーロッパ・口シアからシベジアに至る広大な海草剥湖、形成さ
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れた。このためキャフタ貿易を紛|討したいロシア政府の芯、rn]に反し、れM主を追求寸一る尚人たちはし

ばしば法の網の自をくぐり抜け、総貿易が後を絶たなかっTこい。キヤブタを特徴づけていたのは、こ

のような遠隔地従易に法づく 1紛てな労力と莫大な手IJ~主、逃ìti取引の拶'tfTだっfこー

だがキャフタ貿易に参加するロシア務人のi似或的多検性と統合関係、およU常生日貿易の什ニ在が、長

い間貿易の成長を妨げる要因にもなっていた。これにおlしてri!f商人の結束は自を絞らせるものがあ

り、ロシア商人に対寸一るi盛勢を保ちえていた。ロシア胸l守はキノレド・手]居・主主計子なと、 しかるべき

法制支を徐々に終備していったにもかかわらず、それらを運営すべきI荷人と尚純級の育成、商業倫

理!の形成に苦しんど。それは政府の統制だけて'iJE成できるものではなかったからである。しかしゅ

Ilt*ê半ばにヨーロッパ・ロシア尚人とシベリア耳石人のW']合が逆!I~したことに見られるように、同貿

易は的芋の混乱をi珪験しつつも、イノレターツク尚人をはじめとするシベリア商人府の形成に大きく

干寄与しTこ。

*本稿の研究成果の 部は平'}l，民20年度科学研究費補助金(若手研究スタートアッフヲの助成を受けてい

る。

注
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モスクワのロシア限立古代文、知官 PfA且A、 I1'iJ じく l認:wT~史博物館手術資料課 Ofl l1rI1Mである。また、
4代目ヴァシリ}はモスクワ移1:1ゴ&にトロイツコサウスク長官スィチェアスキーの託盟主である
HC/J1中川尻町"'災前IICf¥(['0"古川叫品川♂1)(/lI1II(e，C'OCIIIO(/.'1削læl α陥~/11I1lI/{Qì I Tp'O/II仰 -cどJ仰、O?'Onα，-./)(1//[/<111'0，''0
F抑制印刷Cw/eaCKltlla1846<"(刈(l， M.， 1875の出版助成をしている。
(50) PfA且A【1>.183.0n.1且.32刀1-506
(51) X.TpyceBwl， Ylw3.ζび1.，C.239-24I 
(52) B.fl.W蹴 pOB，Pe【tOpl'ltaTOp113 Hp叩四C.IO; OH )I¥e. r'Op(x)a 8，削削1I00iCu帥 I((;XVII/.町田戸川11m凶 1IIIe
XIXGG.， C.188-190; PrI1A。申 13.0n.2且205月。la-15; i守J(lJII/Wj(')1/111此'1山 7(.>[)/ω 11'0IICII10plllf '')'J1eWCI1l(;(f 11 
間山町'JlfllllCII6up1l (J <lempex IJIC1¥I山 T.4. 1(11.3. 1自99.C.88-93シチェゴーリンは 1794{何十記として北Jft使節

に1Ft]行し、そこに2年Isj滞在した。服部長は中l溺li-.xiJril在を活かし、{;'f，i教に基づくNJ;'の政治制度や社会構
造を独自に分析し、これをロシア政府に探)時してもらおうとしたが、実現しないままベテノレブノレグで亡

くなったという。

(53) A.Mapmc. YIW3.CO'I.， C.282 
(54) E.AB.即e回白羽田e国見，IToe3，月間BK~X1y. 3(1I1lI(.'KlIlIPJ...JI/1I(.叩 :JICI(III凹eu.Hpl<yTCK. 1990. C.50M51 ;シベリアに
おける初の外阪認の公的教計機関は1725年キ1院アントニーの計仮郎こよってイノレターツクのヴオスネせン
スキ}修通院内にrmかれたそンコノレ活学校と中間活字」主である。しかし教会の外国話'~"I交はその後仮る
わず、 1790'1乙イノレク}ツク悶D<;'学校にモンゴノ凶吾、中l主l話、消洲絡のクラスが設けられ、それぞれモン

ゴル請クラスに生徒32入、中国務・満州話クラスに生徒27人が学んだという。しかしこのクラスも運

営関英mを現由に 1794 年間鎖されている。その後キャ7タに中[~Ji古学校が開設されたのは 1832 年、授業
H自主台は 1835年のことだが、 19u!:j己末にはイ討工しなかったとし、う。 B.n.Cylill1leB，HfJI').叫四 ιヲ'O.lreCII1011 
']IW'lelllfea 1I(，1I10pllllll/~ア酬河川α\1 1)(削111111111 [jα11側 100iCu6/抑ιM.，189I.C.217-218; 11 日開問OB，片山側，
C.201，309. (イ・ウェ・シチェグロフ、 liiij拡!?、 pp.403，609.)
(55) E.AB.即e田口印JeBa叩，YI，G3，ζ肌，C.51 
(56)アレクセイ・イヴァノヴィチ・トノレストイ(1798ー1802)、もしくは軍事知事ニコライ・ベトロヴイ

チ・レベジェフ (1801-1803)のことか。
(57) YcneHc間前 日3HC'四punpyCCK山 CHO山emlllC Hap祖師1IIBo口ひKa.乃は:'/{(/}/.. lIbl凹 b./(11.1173([ 190./♂C.60 
σ8)口C.fl叩刀ac，.}弘仏α附'3.(り，札1
(仰5勿効9吟)川X.Tl恥p防E戸問c田叩e田聞B別聞1れ刑1ド円t可1，y，，(I3， 削 ， C.245 
(6日)古111金一 fロシアとザjの貿易についてJpp.49-50 
(61)Cy660TllH，ιJalI 11 '1抑制IIIIOpZ，雌明。九('('111111ÒpY;'1α <~ocyòapc川αaXb.Cfl6.， 1892. C.458 
(62) PfI1A. (1).13. On.2且124刀3-806
(63) B.fl.WaxepoB， Pe中Opl'l1出ロP113 Hpl<)!TC回 C.IO; On )Ke . r Op(x)a Bocm凹 1I0lICu611/)u aXVIIf.岡山~pGOlì

11a'IOGUlleλUX(Jι，C.188-189 

(64) 10.B.ra同Meii口宅p，YKlI3.CV'I.， C.594-595 ; X.TpyceBI1¥1， YKI悶 CO'I.， C.245-246 ; PrI1A申 13.0n.2且228
J1.6-15 
(65) 古III金一「ロシアと rj~Jtの貿易についてJ pp.50M53 
(6のIO.B.rareMcficrep，y!，(I3.CO'ιC.595 
(67) X.TpyceBII'I， YIααα)1/.， C.246 
(68) PrI1A申 13.0n.2且376刀laM306
(69) PrI1A. (1).13. On.2. /.¥，464刀1-2 ミノ、イノレ・ブノレダーコ71土ii1i述のクワゴリー・シzリホフの娘アヴ
ドチヤの夫で、ドミートリームィリニコフはエコライ・ムイリニコフの自子。 2人ともロシ7・7メり
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力会担:支配人であり、取引の不首尾は問祉にとっても死活問題だった。

(70) PrYlA 申 13.00.2.):(.378. Jl.I..-306茶の輸入;則合は 19世紀包速にlWえ、 1810年代にはそのほとんど

をi包めるおはわ丸 T削 Mα間 I11UCI11l1'teC，蹴 O四時間elll，削朗apm品lel/l1/αm削倒聞刷出向3岨
CmamllcmU'le，肌脱出品叩闇01110p2，曲:rleP，出X:Ulfc Klfl1抽出I.cm也、 19'明巳旦:-9
(71) H.A.HoCKOB. YKa3.c仰， C.34 ただしノスコフはこれが何年のことなのカ4別示していない。

(72)古111金 『近代際的例係史~ p.192 
(73)ロシアからの輸出の中で毛織物、市il、iJf!l1*の訓合がオ司告がJに地}J刊するのは 1815{I三前後である。以下

て池ベるクズネツオフの訂!岬iJi{!}が拠出された 1827年には、すでにマニュフアクチュア製品σ:申出割合が
皮革製品の輸出割合を上回っていTら T冊。uαnGl1Ill叫削悶{02001/時間創出δ問。1)11/曲lell11/0m刷出l出IlIIb成
品叩砥 C間G/I1I1ClIIlf'fe.ι叩 le四時elll説。問中国制ePOCCIIII Cぬ聞醐1.C.8-9 
(74) B.TI.W.xepoB， 11.I1.Ko訓 08，H.YI.raBp山 O回，B.C.AIITOHOB，YKa3.CO'/.， C.41 

σ5) PrI1A申 1264.00.1且75.Jl.50-51 : fAI10申70.0日l且1913刀1-206 ただしすでに指摘したように
mlギノレドとして独立して貿易を行えない場合でも、他の筑lギノレド隣人の手代や仲介業者として歪刊壬

:~とを得ていればキャフタ貿易に従事することは可能だった。そのJ;51令キャフタ貿易で優勢なヨ一口ツ
パ・ロシア商人の下で働くことが現災的であり、間有は相互取引関係でもあった。しかし地元イノレター

ツク商人とノレイリスク商人シェリホブとの確執に見られるように、他湖l市商人が毛皮貿易に介入するこ

とに対しては根強い反発があった。

(76) PfA且A申 183.00.1月54.Jl.3-706 
(77)ネジンは現庄のウクライナ共和問チエノレニゴ7州の都市。ここには 1657年からギリシャ人ディアス

ポラがあり、商業特権を与えられていたが、 18世紀末になると南ロシア全体にギリシア人移民が即日明し

た。またカザン商人には本文で郎れたように改宗タタール人と推リされる姓が多く、カザンのアイトフ、

了八十エ7 、ユヲλーソ7、ヲヨバソ7、7!Vスコエ町ウスマ/7、マルムペシ町勺手守ムベシェフbの弘

が記事立さオLている。 PfA且A申 183.00.1.):(.84.凡394006.，91-06.，93-06.，98-101，119-12006.，156-15706.，; 
R酷耳 156-157α6.; ):(.82.. Jl.8-906. ; V:出血正副出s.Di，出問αMel廿聞lsIn the slαckSea.刀'，eG/;出 ksin 
Soulhern Rl削 Ia，1775~ 1861. Lexington Books. Lanham， Boulder， New York， Oxfo!叫2日01.pp.14-15 ;抗論「イノレ
ターツク防人とキャアタf~易J pp.30~34; http://negin.l1arod.ru/histmyldat回/dat田 I.htm

(78) B.TI凶田e凹B，I1.YI.Ko3JloB， H.H.run伊U10Ba，B.C.AmoHoB， y，.、四回1.，C.40 ; J(pa/1仏剖 'Jl/IllIIvlonedwlllo
ucmop即叩le'l町11160lIliQlI.Mepllllll Cu6upu (J 'leIllP田 mQ¥la'、主2./(11.1. HOBocn6npcK. 1995. C.143-155ただし
後念ながら紛貿易の詳~111を示寸て記録は残ってし、なし L カンディンスキーの名は 1829 {~キャフタ貿易公.，
記録に見られる。 rfA月A.(T.183. 00.1耳目2A刀8-906.-11
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C.53.68 
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N¥ll1epal1l0pa nel1lpa Be.rn依tlZOIf Hbllle吾川'，?Ol1aり勾1I0lf匂7CI1IU)'1山 IlelIrOC_喜市IpblllblrllmepaJ/l)]J/Illbl 
EKamepllllbl s.ωIIIdH. T.III. j勺1.M 
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江.1 PfA，L(A. <T.183. on.l. ，L(. 32. V1I1CTpyKl1i民

月.2

COC羽田el-lHan sbIC凹川，11> IunaikK山 Ib

口pasHT'町lbCTBOMb 却明 cBoero 

KynctlecTBa， TOprylO凹，amnpH K兄XTe叫

Poccim-JaMH 

K，開閉山 ceHHH口 nO)ll-Jecel-lb仁仁 reH回 p.2

1823 羽PKつワワpße~1 

ToprylOlllic nl淵 KnXTe cも POCCimmMI1

KHTaHl1bl， pyI由sO且，CTByIOTC匁 cncllylO悶CIO

BepxoBlmro KHTaHcKaro TIpaBH官:J1bCr回

珂j-ICTPYKUICIO.

V111口pyKl11弘

IHnylH円、

Km(b 06悶1兄 npaBl1JI8KOMCPUIH OCHOBallbI 

60Jlce I-Ja TOM'I>，引'06bl l<yneUb y3I-IaB加 b

6naroBpeMcHI-IO u.cl-ly 11 Tpe6osaI-lie reXb 
TO回 pO酷，即日MI101而 npOH3即応TByeTb， a 

oco6mmo Bb下opm田 ecb I1noCTpaHuaMH 

事orro ce判yBC5IKOH 阿部 TOprylO旧日旭日開

K5JXTe KHTIlHUCBb且印])1即応 pa3Be}l，hIBaTby 

Poccimlb， l(aKYlo OHH IIMelσ四田 I-Ja凹HXb

fOImpaXb l-Ia，Il，06'-IOCTb，何匹 t<aKHXbHMCHHO 

6oJ1ce， 11 no KaKoH UCI-Ie OHhle y HHXb 

sHy中日 npO)J.aIOTC兄 pasHOMepuo，K8KOH 11 

Korlla 6y且町、 y Pocci間 bnpHBo3る CBQHXb

TO回 pO田 060 BCCMb OI-IOMb T叫剖'eJ1bHO

皿060nb汀CTsO即 Tb.A M"刀Y且，L18ro0 CHXb 

npc，且MeraXb n031-181-1回，且，0mKCHb 1(3)1，且bIH

M玄b叩 prylO凹HX，Bce co5HpacMb問 CBC.且CI-Il兄

OTKpbIsaTb LIHCTQ cep，且己LIHO CBOHMも

06mCCTBCI-II-IHKaMも Ho I.ITO 6bl Y3[-JaI-II-IOC 

H3BeCTJ-IO 6bJJlO BCCMb，下o nO BCtfCpaMも

問 )K.uam
汀206. IlH"，且，CJ1aTb co6pm-li5l，匹 KOTOpblXb

C006Pa3I1Bb sce CBe.ueH凹， 1J，OCTasJ明TbOl-lbl5l 
Cb e.uHHOrJlaCJ-IbIMb CBOHMb MI-lemeMb Cb 
，Q3apryI.1C10 ; a cci1 coc羽田4叫 06山田

rl百).lA。申 183.On.I.).l. 32 

キャフタでロシア人交易する商人l向けに中悶

吻仔が作成した訓令

(1823if'1丹23日、イノレターツクワワワに持

ち込まれた訓令の写し)

キャフタでロシア人と交易する中間人は、

以下の中国政府司11令によりl吹雪される。

訓令

第1項

一般に商売は商人が適切な時に価格と

尚品の給要を知って行うことが基本とな

っており、特に外国人との貿易において

そうである。従って、キャフタでi掬う中

医人は全て、ロシア人たちが我が国の商

品のどのようなものを必要としているか、

何が特に需要が大きいのか、彼らの園内

ではどんな価格で一様に販売されている

か、ロシア人は商品をいっ運んでくるの

かとしりたことを探る謝努がある。それ

ら全てに綿密な関心をもつべきである。

これに関し最高の知識を持つため、各I羽

人は収集した↑都民を仲間に正直に公開す

るま主主，'jjがある。そして発覚したことを会

員が知るために、毎晩集会をIJ~Iし、て全情

報を判断し、ザノレグチェイと一致する自

己の意見を提示すること。これについて

共通の結論を下し、各区詩人に院緊を支給

し、それによりロシア商品の交易を抑止

し、仁1"1理商品を強化する。他の場合も同
様に行動する。
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3m日IOl.I日:ne， HMCeTb P田且.aTb 1.也市且OMy

Icyrruy 6HJII町b 0叩 Km(即品目Th PyCCKflXb 

zひnapOBb B03，且，ep)Jmrc匁 sb BbIMCHC， HJIH 

KaI<Ie 11弛 CBOHXbrrO)JJcpenHTh ; pamiO， H B'b 

，UpyrflXb CJI抑制部I曲目 110C1)'11前 b，

2品

06w，yIO npl1B03HY10 Ha凹 HXbTonapOBb匹

K兄xryI1p0I10PI1HO， HeτOJIbKO HMeTb scer.ua 
田 3。且HHarCOBαMbBH.且，e，HO H CTapaTC冗BpeM匁

O四 npCMCH羽田明OyM叩田町b，no山首相叫

TCMb BMC口 e Ha BC5fKIe H拓 PYCCI(I1Xb

TOBapo品目eHbl; ，Ua6日間1mTonapbI BCer，11.a 

6bIJIH Y I-IHXb sb ynffiKc即日 qpeTh可ro

C制 blH 叩 p同日目出却四日日 6y，UCTh

l'Ieo6xo，UHMO H)I)I<CHb， H rocy.uapCTBCHl-lbIJI 
CB5I.3H no口町IOBHTC兄問巧'.l1.l.lylOCTCnCI-Ib. A 

110 C側 Y 11 B即日凹y OTh CBOl1Xb KOHTOpb 

11Th即Iy叩H Tonapo匹， npOH3BO，UHTb HC 

HI-Ial.IC， K白四 Cb o6ruaro BCCXh COBCTa， 

1(出征，OMy no CBOCMy MCczy na Bce四a，

coo6p由民Bbcb Hatf叩 a 06111eCT即I-IHO，Bce 

06c叩肝叩b町田ヲ 11 6)¥河口"Ie BI111回 nO 

Tel(y悶eHTOpro田 e

3， 

可叩601 1106)¥且I1Tb pYCCl(fIXb Kb I1pHB03y 

H31IHnn-ICH nponopUlH H)')IG-IbIXb H品目

TOBapo凧 CMO'τ抑 rroBflyrpCHHHMb CBOHMb 

且叩削:o， a OC06J1HBO， 印刷 cnyLIHTc兄

33M田'HTbI-IC.且OCT町田町 OI-IbIXb，1'Onc TOJIbI臥

rro CCJ.甲田y 6Y.ll.TO 6bI， 06b5IBHTb HMb， ITro 

TaIC1C-TO TonapbI H)I)KI-IbI， 110 H uKa3hffiaTb 

CTpe.叩 eme Kb rroKyI1KC OHh町b，品

目epe，U:間目OBb即日e0，且聞出口poTH叫I1PY悶 ro

Ho  eCJIn 6hl cI5r nepcJJ，al.Ia， npOH3Be，耳目1日間

且IT" 6Y'uYll1lfXb Bblro，用品配b B}¥且，QB'b，

且QCTa間刀a 11 y6brroKb I(OMy 1111 6)¥即日31，

TOpryIOlll.HXb， TO河田 ceroHM町 b o6wylo 

CyMMy， J(aI{田 口o 06口05lTeJ1b口百品，Ib

110叩 e6yel'c兄 H弛 Koeii11 y，UO田町BOp町 b

nOI-IeC即 aro却15I0611~eH n0J1b3bI nOTepIO 
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第2項

キヤブタにおける我が聞の商品の搬入

比率を常に一定にするだけでなく、徐々

に全ロシア商品の価格を引き下げるよう

努力すること。彼らが常に我が国の商品

を尊重するようにすること。それにより、

我々の取引が彼らにとっても必要不可欠

となり、医家間の関係はよりよい段階に

進むだろう。その際、自毘の事務所の国

内商品を主長銀し、通常あらゆる全体会議

により各地域で行っているのと同じく、

あらゆる状況、取引現況の将来を共伺で

初めからよく判断すること。

第3項

ロシア人たちに我々が必要とする街品

を余分に運び込ませるため、国内事業を

克つつ、特にもし不足に気づくようなこ

とがあれば、i'E倍のように装ってこれこ
れの商品が必要だと彼らに教えるだけで

なく、それを購入する意志があることを

示し、他の商品との価格対比を伝えるこ

と。しかしもし将来的利議のため行った

この伝達が、商人のE佐カミに損失をもたら
す場合には、状況が必要とするだけの共

同資金を用意する。これにより、全体に

もたらされる損失を穴埋めすること。
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4 

Kor，1¥a )Ke Pyccl<ie rro TaKOBOMy 

CTpe加nCHlIO，H CMOTp:匁n8B03sbIllICmC UCHb， 

HJlH rro CJlOBaMb H担llliXb K)'nu.OBb， 
q 町田四百 npHB03b H3b CBQ即伍 τUBapom.

60JIbllIC 06bIKHOSCHl-IOH 0品田e QObIKHOBCHl-IOH rrporropum， a 

MQ)I(i町h 6hlTh 11 C削 II no CBOHMも

BbInHCK酬も， rrpHBC3:戸b HHOr，lJ，8 H3J1HUmee， 

TOr.11.a BCe H耳I-Ia凹11"'" mprylo叫IIXb

，l1.uJD!'α-Ibl， OCT8HOBHB'o Bb恥1CHb rc:x."b 

叩 Bapo凪 06b5lBHTb POCCi.HH制，b， (即

日O江戸CHHbIMも 611JI町田伍， K白日 CI(;出血10

BhIllIe) 肝'0Y naCb QHbIe叩BapbIBb凶肌

6)')¥TO 6hl 11% yrrOTpe6JIeHia， 

凡306.IIJI旧且pyrieI1HOCTpaHl¥bl rrpllBe却引('bH品目

BI-I同 b nn且，o6nam ，lJ，OBOJ1閥均四四

C制日前I-ly)J(l-IbI誼却羽田出 PycCKoiiTO凹p

rrpllBe，1¥CT叩品目e YB抑制rie 6y.1¥T0 6hl， 

cnc.uCTBCHI-IO nocnc，且yen na 1JeIも日
日OHH祖国rie 品 目emlXb， 且珊 06凹d

roC)'JJ.apCTBCI-II1OH rro.品3bl

5. 

06xo)叩TC匁 CbPCCiSIH品 m yt.lTHBO， a I-IC 

rm日 K8K'b品目orrp回収，e.XO，1¥HTh Kb H剛志

田1(0.畑町旧日 3BaTb 掛晶 Kb ce6e， He 

3回 pell1aCTC免 Ho MeJI(!IJ' TeMも口ap町四

y311田町'1HC TDJIbKQ 0 KI凸MMCpt.ICCKHXb， HO H 

o focy，1¥apC羽田IHblXbHhD .uCJI即日 Y羽田凹iii
060 3TOMb， H 且0田町iii 06凹.eCTBy 11 

，[(3apf)"leI0， 1Iarp出K.I1.1自由 6y，1¥CTb K:町田

OrJHP-IHBIlliH四日ompro田 e'tfcnoBc:rcr. 

6 

TOproBbIXb .II.CJ1b， 80 BHyrpCm-roCTH 

Ha凹 arofoc)')¥apcTBa 11M目Olll，HXC5I， HaHrraLIC 

cilo 1111CTpyl([(ilo， ，1¥a 11 C即応.IC M即日e

rrpe.且，Mcr日、日O却1e)!叩Ule 1，日 COKpOBCHlIO，

OTHlQ且，hPOCciSIH制 bHC 06&51間町'b.1160 CiH 

H3Bccri刃 ecrbCUMbI匁 3JIOBpe.且1Ib，"， KOTOph阻

MDげ四 cnoco6CTBOBaTb K1> B03BeweHiIO 

ueHも1IaPyccI口eTOBapbI， H Kb 

第4工頁

ロシア人がそのような意志を持ち、価

格上昇や我が国の商人たちの言葉から判

断して、自分たちの商品を通常より多く

運び込んだり、もしかしたら、自ら取り

寄せて、余剰を持ち込んだりする場合に

は、我が国の街人たちはそれらの商品の

交換を停止し、ロシア人に対し(前述の

支給されている院禁にもとづき)我が図

ではその商品の需要がなくなったとか、

他の外国人が我が固に河様のものを十分

持ってきた、と宣告しなければならない。

我が国に最も必要なロシア商品が尊重さ

れていなし、かのようにすることで、結果

的に価格が下がり、悶家の利益となるだ

ろう。

第5項

以前と違い、ロシア人に対して丁重に

振舞うこと。彼らのところにグ、ノレープ。で

出かけること、自分のところに招くこと

は禁止しない。しかし一方で、商売のこ

とだけでなく、国事についても知るよう

努めること。これを知り、仲間やザノレグ、

チェイに報告する者は、商売に長けた人

物として賞与されるだろう。

第6項

我が国の園内商業について、とりわけ

この訓令について、そしてどんな些細な

秘説、のことも、ロシア人にけして教えな

いこと。なぜならこの情報はロシア商品

の価格を上昇させ、我が匿の商品価格を

下落させるかもしれない最も有害なもの

だからT二これにより、商業と政府が害

悪を繋るはずである。ロシア商人の好奇
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TImUDIaI-IIIO na na凹 H;tIpeTh引'0KOMepl1回日

iOCYl1apCl百o TeplI田b 且，OmKCHbI npe，且も A 

t.IT06bI 

月4 吊'06'OlIh町 CT8'O PyCCKHXh Kynl1'O匹

Y且O田 CTBOpHTb，且a6b! OTKpOBCm-IQCTiIo 

B3aHMI-IO 0'τu HHXb no江b30BaTC5I， 1'0 

ro8'OpHTh }1Mb， 6Yl1T'O 6hl npe，且.OCTcper間口O

I1PYつI<CCTBCI-IHbIMb CB兄3兄Mb， l.ITO Bb 

i'OCYl1apCTse H副liCM"b CYllI.CCTBye四 HC

ypmI<aH lllC刀KY，l.JaIO， HI-IOf，LI.a 6yMun1 ; HJIH 

eCTb npHB03b ny山山H山bIX泊h 1百加日旧08聞al卯拍叫 OT叫，もb ， 

且刈jJザ'yr問HX池h 1羽1HOCTpa叩H問f浪則【H即(e8叫1も3 臨 Ka叩H汀町11τTOI

TOMy rra，且'06H'Oe，CM'OTP.兄 noI-Ia，LI.06I-IOCTH H 

06CT05lT叩 hCTB制 b T'OPro回目、 p田，yMHO

品目抑制Hoe，，[VI51 1..rero Km.mm-IIOI-IbI C'h 

)l，3apry'lCeMる IIPH耳yM町b且O刀削bIH戸I<HbIC

na J1I060TIb汀"CTBO PyCCKHX'b OTBCTbl. 0 

K'OT'OPhlXh )l，3ap.巾IeH l.IpC31) 611丘町hl

C006lUHTb J1.0JDI<CI-lb nc T'叩 hK'O KmK且OMy

11Th TOpI)'IOmUXb， I-IO H H) .. "b C.江戸KHTCJI兄Mb，

HMCIOlllHMb BXOL(b 1印 PyCCKHMb，

7， 

)J(a皿 OCTH!ffi TIOI<ym<e PyCCKHXb 1'0朗 po叫

HC TO刀&1<0I-IC且eπ3Tb，HQ HBH且aKb TO~.Iy HC 

nOKa3blBaTb 別四 6日 KOMy HaCTO田 a H 

Kpa首H5I5I Bb t{CMb H)')Kl1，a HJIH 5bI 

npe，且8H且eTh 且OBO且HJIOCb 60.刀b悶 ic cc6e 

BblfO，LI.bI. 1160 '.JaCT日間 8C.皿 aro IlQ江田a，

I-Ie.且omImu MeWlTC5I na 0611zyIO I{Orop朗

HcnpCMCHHO I-mrp回ほaCThBce日 HK白K且，am，

OCHOBaTenbHO TOprb CBOCH Be.uy凹HXh a 

lIepB間口pmmCHTbBpe，且b '06叫即日O刀日hl，

拙印KI1)'TeMb KaKb H 1I0p>II1Kb 

凡4'06，T'Opr'O即日山政I-lOClpaI-IlJ，制民 pa3py凹 acn

t.ho  H3b l¥UIOfHX'b 0口bO"OBb，npe，江b CHMb 

C江y1-llm即日間匁 Bll且1I'06h目。

8 

KTO yTaHTh時'06凹，CMKynlJ，OBb co6pmIIH 

npH COBCTC， C.九日凹aHImc O1.'b PyCCI<H;稿、

anOCJIC 0 TOM1) OTKpOCTC5I，叩roc即~HTb nO，且も
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心を満足させ、彼らとお互いに率直でい

るためには、友好関係を守ろうとしてい

るように装い、次のように彼らに話すべ

きである。我が閣では綿、茶、時には紙

の出来が悪いとか、もしくは広東から他

の外国人が毛皮商品を持ち込んだとか、

または取引の必要や状況を判断しつつ、

製慮、して問機のことを話すこと。そのた

めに組合員とザノレグチェイはロシア人の

好奇心に必要な答えを考え出さねばなら

ない。そのことについて、ザノレグチェイ

は院票を通じ、各商人だけでなくロシア

人の所に出入りする部下たちにも知らせ

ること。

第7項

ロシア商品を購入したいと渇望せつに

そのようなそぶりを見せないこと。たと

え誰かがそれを非常に必婆としたり、も

しくは自分に大きな利主主があったり寸る

としても、である。なぜならあらゆる個

人の利益は全体の利益に代えられるべき

ではなし、からである。全体の利益は必ず

全ての人々に報い、他人が行う取引にも

十分幸良いるものである。前者[個人の利

益捌註〕は全体の利益に害をもたらす

一方で外国人との貿易秩序を破i突するだ

ろう。かつて生じた経験から、それは明

らかTふ

第8項

商人の全体集会において、ロシア人か

ら防iいたことを秘匿している者は、後に
それが発覚したら、 3日間迷納初禁する。



刀5.

森永資料 I

CTpancy I-Ia TPH且HCH.

9 

J(司 n叩p

ynyme白H引lC，Tひroca且，HTbnO):(b CTpmI<)' Ha 

weCTb ，UI-IeH， a nocnc 3anpeTHτb eMy 

TOprOBaTb C'b POCci.HH品叩nonMCC兄l国.

10 

K叩悶耳岡田HXbTOprylO山，HXbnp拙田町b

m朋即日ylo npOnOpl¥110叩 BapOITh npOTHB 

onpe，且，CneIU-IOHCMy 06meCTBOI¥fb，τ'0 OHbIC 

3明，ep)](町 b且onpe，耳目6Y/lY悶eHero Ql_Iel冗朋 ;a
Me)Imy TCMも HHnO，lI.'b J(即日民伍 BH且削，1>HC 

BnycI<aTb HXb Bb ToproBoe na凹enpH KlIX冗，

.ua6bI MeiK，且y 下eMも HeOCJ1U6HTb rrOpJI，[lKa 
nuJIU)I即日IOH nponop日1H， H U叩 11， 1伍

yMeH凹eI-IIlo0列OH，Kar(b H306pmKCnO BbJ凹e

11 

Kr叩o H玄誌b H問a閉 HXbY門E可1問聞H即H旧Mτ百も C白五 Pηyc∞CI悶〈叩珂削M旧も
cc叩opy，，悶〈也8W叩:oro6b日，1P伊O且胤a1-泊m】旧J.!6b叩I日且)]0凪， X別C明 6b日、dI 

O凹H品も na XI叩O旦均y且IIC叩刀闇ao凹K田叩c悶兄 H 1日問1官e叩B聞H聞聞f灯悶1-10旧IOB叩B聞聞a剖T町守'芯，もb

TQro ca且阻TbηO且1る，Cτp由K)'Ha .neC51Tb且HeH
Me)l(即時間制珂 06eiiXbHal¥iH np町田-13m

BC兄I(aro pO.且a， pa6HpaTb 且OJDKHhIC

KOMrraHioHbl 6eTh 凹 yMY 珂

lIo6ponop:克服1.II-IO 鼎 6bI H3b M朗日品

目C)¥且OBOJ1bCTB1H， I-IC 80:耳目耳目TI:. HI-IOr.ua 
60Jlb山間 11roCy.uapCTSeHHbUI 

12 

J(τo OT](PO町b CeKpe四 TOproBblXb，[(eJlb 

I-taUlH>""b PyCCKHXb， KaKb TO 0 COCT05IUiH 

ueI-lb BuyrpH岡田erQroCy.uapCTsa I-Ja HA"b 
TOBapbI，即日Tpe60Banie OI-IhIXb; KQJIW.Je口BO

CBOHAI> C06CTse即時IXb，即日且:pyrarol.[ero 

H且ymaro 口 !UIXTe，TOro C8)l.HTh nO.II.'b 

口p間以 3alii P田 b1-Ia 6 ，[{Hen日 3anpenITb

ToprOBaTb nocne TOro MCC兄l¥b.3a 2一括 Ha12 

且HeH3叩 peTHTbTOproBaTb 2 MeC5Iua. A 3a 3 

Pa:叫， KaKbBpe，且I-IafO且朋 o6mCCTBa可J1CHa，

耳目即日Tbnpe5bIBa日間 yK匁XTe，ロopy[_悶且叩a

ero H36pam-IbIM'b KOl¥mm-IioHf1M'b， nOI<y且a

第9項

ザノレグpチェイの院棄に違反して輸出を

する者は、これを6日間逮捕拘禁し、そ

の後口シア人との貿易を6ヶ月間禁じる。

第 10項

我が習の商売人で、団体が決めた商品

比率に違反して余剰商品を持ち込む者は、

その後の彼の順番を遅らせること。さら

に前述のごとく規定の割合や減}，させる

という目的を緩めることなく、キャフタ

におけるし、かなる取引も彼らに行わせな

し、こと。

第 1])寮

我が国の者でロシア人と喧嘩するもの

がいれば、それがどのようなものであれ、

事件の過程で無実と判明しでも、 10S間

逮捕拘禁すること。両国商人の間であら

ゆる背宥はしかるべき組合員が騒ぎ立て

ることなくきちんと解決すること。些細

な不満から箇家的な大誤解を生じたりし

ないようにすること。

第 12項

我が閣の取引の秘密、例えば我が聞に

おけるロシア商品の価格動向や需要、キ

ャフタを訪れる自他の個人商品の量;など

をロシア人に明かす者がいれば、初犯は

6日照逮捕拘禁し、その後 1ヶ月間取引

を禁じる。 2回目は、 12日間拘禁し、 2

ヶ月間取引を禁じる。 3回目は、社会に

有害な人物としてキャフタの滞在権を取

りよげ、{むの運営者を据えるまでは、選

出された組合員に彼の者の事業を委任す

ること。
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OHb1C HC no口田町'bIIa MCCτ'0 ero I1pyraro 

rrpanme皿

13. 
Kro 0τKpO町b CIIO 民HCTpyKIJ，IIO，MJIH 
ceKp町 bJ(3apl)"lei1cl<aro 6HJI町 a，τDMy且町b
n兄T且，eC51TbmapOBb rranKffi¥.fH， H Bbll'HaTb H3b 

I-Ia凹ero TOpro沼田ひ rrpH K兄xrc MCCTa. 

pa叩 Op51，Il.HBIlIHCb且叩制Hero K目白血 12旧
rrym訂'eCK田由IO

14 

K叩 OTKpOeTbroc)'I1ap口'sCI-lIlb凹且eJla，

江506. T加 y OTCCLJb fOJ10By， noclyn51 師 ero

且，CJTaMHKaI伍 12Mnymue CK出血10

15 

K加 01(制問1:. )I(明日OCTb Kb rrOI<yrryKc 

TOBapo叫 Y PyCCKHXb BH且OMb， TOMY， 

Cl1eJlaB'b rrp日 06meCIBO BbIroBOpo， 

3叩 p田 HTbBXo.即日PyCCKHMbHa TPH且問

16 

K叩 uKIDK町も 1)')1(明日QCTb.uCU:CTBiCMb， Cb 
rrep閉山CIO npoTH品 06m町ひ nOJIO三r<em民

叩 ro OIIITpa<toBaTb rrepel1:訓日町O

KOJUP1CCTBa臨)lCC51TCpO，品目即日y06凹d

CyMMbI ; a caMoMy 3叩 peTHTbTopro即日白

PyCCKHMH rro.耳目MCCHua 3a nepBbI民 p田 h，

Me回目 3a肝 Op副首， a 3a TperlH， Bbl口即bH3る

問問ero 加 pro回 ro rrpH K況XTC MCCTa， 

rroc1}'ll5r cる且eJl制Hero， Km<b CK回出IO匹 12

rrym汀e

17 

BHO叫 rrpHe3耳目立問Y Kb K.口e M" 

rrpOI13Bo.且CTBa KOiVICPUiH， 3叩 pe凹 a町四

CBOHM'b朋IJ，OM'b τopro田 Tb 品 PyCCKHMH

O)J;IfI-Ib ro，耳h， XOT5I 6uI mlb yMem~ HXb 

悶 bICKOMbroBOp前'b ; ，l::¥a6日 O凹凶61的訪問

問 eJl回る OHopro口poi1cTBa06悶，ciic聞 3H.
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第 13項

この司11令やザうレグチェイの院索の辺諸、

を漏らす者は、 50回棒で叩き、キャブタ

の交易所から追放し、その事業を第 12

項で対1べたように命じること。

第 14項

国事を漏らす者は斬主主邦lにし、彼の者

の事業については第 12項で述べたよう

にすること。

第 15項

ロシア人の前で隠品の購入意欲を見せ

る者は、団体で戒告処分を行い、ロシア

人の所への出入りを3日間禁じること。

第 16項

この意欲を実際に見せ、全体規則に違

反して[商品を〕渡す者は、引き渡した

盈の 10倍を罰金に諜し、全体のものとす

る。本人に関しては初犯の土芽合ロシア人

との取引を半月禁じる。 2回目は1ヶ月

間、 3回目はキャフタの交易所から追放

し、その事業は第12項に述べられている

ように処理すること。

第 17項

商売を行うためにキャフタを初めて訪

れる者は、ロシア人との直接取引を行う

ことを 1年間禁じる。全体の秩序を舌Lす
ような過ちを犯させないためである。
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X. TpyceBH'I， nOCOnhCKi兄 H TOprOBbI兄

Cl-IO凹cni5IPOCC}IH Cる KHTaeM'b.(且oXIX 

BeKa). M. 1882. 

C.239.24. COBCeM'b且pyrtenop兄且Kl1MI>I BHJ1.I1Ml， Y 

KHTaHl¥eB'b. OHH CTporo nO.且lll1l-ICl-IbI

6h回目 cBoeMy cTap凹抗日e，且)Kyn且3C，H 

KHTaikKOMY YHHOBIUIKY， 3aprylIeIO 

日間口o I-Ie CMCJ1もJ-1anp.， TIOIcynaTb 

npC)I(且enOCTaBUJ，l1Ka KO且BOpy; KHTall日日

X トノレセーヴイチ『ロシア・中国の外

交・貿易上のJ刻~~i (19世紀以前)~ 1882 

:q三

"1'悶人の秩序の場合は全く主主なる。
彼らは自分の目上の者、ジュンザ〔円、

中国人の官吏、ザノレグチェイに厳絡に

従っていた，例えば小康への納入業者

より先に購入する権利は設にもなか

った;中国人たちはあらかじめロシア

HanepCJ1.b 3HaJIH UCI-IbI pyCCKHXb 術品の倒絡を知っており、それにより

'roBapoBb H coo6pa3Ho Cb I-II1MJ1 自分たちが彼らに仰を売ればいし、か

pa3ClIHTblBa江11，80 4TO 11Mも Hyllα10

npo.且aTh CBOH 3a npOi1alKy 60nee 

)1.0pormo U.CHOIO HJlH nep間四ynH山田rO

npll nOKynKe 

C‘240. 1. OHH CTpOro HaKa3hIBa江日Ch 4T06も I-IC 

CKan瓦羽BaJTOCbMHoro TOBapy， 1-18，l1，0 lIaCTb 

HXb OCTaBaJIOCb Bb Ypre， OTKy.ua Ol-Ia 

Ma瓦ono MaJIY， S'h兄HBape，Mac 11 OCCHbIO， 
14) n 

OTnpaBJUlJI8Cb l-Ia rpmII1Uy.. -， tso百 O可CHb

XapaI<TCpHCTHLII-Ia冗 CCKpenIa5I

IlHCTpyKl¥I冗 !OiTaI1cKHMb Kynu.aMb. 1) 

OCHOBaJ-lie Topro即日一CB5I3b，comaClC H 

OTICpOBCI-IHOCTh Me)I(且YC060H ;日O-)TOMY

羽 BceToproBb田fIHCbMa)]，0刀)KI-Ibl6bITb 

LIHTalI bI B'b 06山 CMbco6pmtiH Kynuo叫 a

念頭においていた;より商い値段で売

ったり、購入するときに余分なものを

渡したりすることは厳しく処罰され

た，たくさんの術品在庫をためないた

め、一部はウノレガに残し、 l月、 5丹、

秋に少しずつ国境へと搬出された 140

ここに非常に特徴的な中間隣人たち

への秘密司11令がある。

1)取引の基礎はー相互の関係、合意

と率直さである;したがって街完関係

の文書は全て商人の全体集会で読み

上げられねばならない。

2) Cne且yeηョ T凹aTenhHO 2) したがってロシア人たちがどんな

JJI060TIblTCTBO即日 OTh pyCCKHXb， KaKle 

TOBapbI HMもI-lY)!<I-IbI? KaKb npo.且a!OTC兄

HXb TOBapbl Bl-lyTpH cTpmlbIワ1(0r:且a H 

KaKO詰 6Yi1eT'b npHB03'b HX'b TOBapo品目

。Tb KaKoH ueHbl ? Bce co6Hpa印刷
CBe.耳目I1匁且O刀)KHhI ((Tpat汀 :maTbC匁))

14) na刀nac [nYTe凹 eCTBieno pa3HbIMb 

npOBHHU1冗Mも POCCii1CKOi1HMnepiHJ ，31..1 

IKI1.， [Cn6.，1788.] CTp. 169; 179 

荷品を必要とするのか、国内でどのよ

うに販売されているのか、彼らの商品

がいつどのように運び込まれるのか、

価格はいくらか、綿密に知ろうとしな

ければならない。収集した情報は毎日

全体集会で「論じられJねばならない。

J -， パラス『ロシア帝国各地の旅』第

3巻第 liZ目、ベテノレブノレグ、 1788年、

pp.169，179. 
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K3)I(且bIH )J.CHb Bも 061I¥eMbc06pmIiH. 3) 

06l1¥eli nponoplUH CBOHXb TOBapo帥 HC

TOJ1hKO HC npCBbl凹 aTh，HO CTapaTbC兄 ctue

BpeM匁 01も Bpe川町田 yMCHb凹 3ThOI-IYIO C'b 

nOHH)KCHICMb日CI-IbII-I3 pyCCKIC Tonapbl 

4) B且pyrb TonapoBb HC B凹 HTb. a 

I-Ia6mo，耳3Th. 可T06bl nponoplI四 6b問a

Bcema MeHbwe pyCCI<oli. 6) )KaI¥HOCTb 

Kl> nOKyrrKc pyCCKHXb TonapOBb HC 

TOJlbKO HC I.IHIUITb，日o H BJ1且y K1 TひMy

I-ICnOK33bIBaTb，泊四 6bIKOMy H KpaHH5I5I 

I-IaCTO刃Jl3 Bb QHbIXb Hy)f(且a，nOCJUIKy 

tIaCTHa兄 no刀133I-IC且uJDI(I-IaCMCHHTbC51 Cb 

06凹 CH，KOTopa兄 narp3)I(，且師団 BceXb H 

KmI()larO司 a nepB悶 pa3py山田町田Cb

nOp5l，UOKる叫 KOMMCpldB.ηTIpHMe1TlBも

HC且QCTaTOKb Hy班I-IbIX'も HaMる TOnapOB'b，

He TOJ1bKO rr03BO刀51CTC刃 Da3CI<a3bIBaTb

D、CCKHM'b.lITO 83Mb Ql-IhIC HV)!<Hbl. HO H 
0K333Tb耳 aDbKも rruKVI1I{"，--8)Korl¥a-)I<e 

pyCCKIC Hanc3yTも I¥'1HOrO 3Toro TOBapa， 

TOf，Il.U， BCCI¥1'b s，且苧yrも OCTaBH BbIM白Ib号

CKa3bIBUTb HMb， [1TO H町田TOpbJC113も HBX'も

I-JaMb  HC Hy)I<HbI， a npo明日且pyne

m-IQCTpm-IIJ;bI l-I3nC3J1H Bる KHm首 9)ECJ1H 

1(1'0 H3b pyCCKHTXb Kyrru，oBb B03BblCHTb 

u，cny. -0I<a3aTb CMy crrcpBa rrpC3pcmc 

J-Ia MeC5Iu，b eCJ1H→Ke 3a I-Icro BCTymnc匁
npaBHTcnbCTBO， ----roproBaTc兄 CbI-IHMb， 

KaKb H Cb npo可HMH (KHTIIa:HbI lJaCTO 

ynoTpe6Jl刃JlH3Ty Y刀OBKy: TaKb Bる 1754r.

Bce Ma:HMaLIHl-ICKic Kynu，bl 06n3a耳目耳.pyfb

且pyrano.且IIHCKO註HCnOlcyrraTb pyCCICHXb 

TOBapOBb Bb 1761r. OllH COrJIaCH刀HCb

HHLICro IIC 

C.241. 1. nOKynaTb y Kynl1a Xo刀山CBI-IHICOBa，a 
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3) 自分の陶品の全体比率を増やした

りしないだけでなく、徐々に翠;を減ら

し、ロシア商品の価格を下げるよう努

めること。

4)商品を突然持ち込んだりせず、商

品比率がロシア商品よりも少なくな

るよう、監F腎戸「ること。

6) [ママ〕例え誰かがロシア商品を非

常に必要とする場合も購入を渇望し

ないだけでなく、そのそぶりを見せな

いこと。なぜなら個人的手IJ主主は全体的

利主主に代わるべきでなく、全体的手IJ益

は全体と個人に幸~It、るが、個人的利益

は苅業秩序全体を破壊するからであ

る。

7)我が閣に必要な不足商品に留意す

るならば、ロシア人たちにそれが必要

だと言語すことだけでなく、鱗入の熱意

を示すことが許される。

8) ロシア人たちが河街品をたくさん

遼んできたら、みな緊急に交易を停止

し、そのうちいくつかは我々には必婆

ないとか、{むの外国人が中国に運んで

きたと言うこと。

9)ロシア人の誰かが価格を引き上げ

るときはー最初の 1ヶ月は無視するこ

と;もし政府がこれに介入してくれば

他のロシア人同様彼とも取引する

こと(中国人たちはしばしばこの震を

使った例えば 1754年マイマチェン

商人全員がロシア言語品を買わないと

瓦いに署名した。 1761年彼らは商人ホ

ノレシチェヴニコフ XomUCBI-IHKOBの商

品を何も買わないことに合意した。も

し議かが彼から購入した場合一それ

による罰金はキタイカ 10反だった。
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CCJ1H J.汀o KyrrHTb lITO y I-rCrO， -Cb  TOrO 

IllTpa中、 Bb 10 TIOI-ICH KHTaHKH 協 1792

-3 r. TaKOC npc3pcnic OKa3aJ1H OHH Kb 

KaMlJaTCKHMb TOBapaMb KyrruoBb 

TIpoTorronOBa珂 rOJ1HKOBa，Cも KOTOpbIMH

OHH I-ICτoprOBa江HUCJ1bIH rO)];b， a nOTOMb 

Kyn凶J1H HX'b TOBapbI (( BCCbMa I-IH3KOIO 

即日010))) . 10) ToproBblX"も CCKpCTOBb

OTI-IIO且b nc OTKpbIsaTb pyCCKHMll a 

lIT06bI nO江田OBaTC兄 OTも HHX'b HCTHI-IOH， 

paC3Ka3bIs町b l!Mb， 6YI¥T0 no 且pY)K6e

npe.且OCTcpcraHHXb， 0 J-Icypo)J<ac凹O刀Ka，

cIa兄， HI-IOr，且a XJ10rrlIaTOH 6yMarH，刀羽600 

npHB03c Kb I-IaMも BbKaJ-ITOHb ny凹 HbIXb

TOBapOBる且pyfl!Ml! EBpOneHl1aMl! l!J1l! 

lITO-刀l!60 n0.1106Hoe. 11) KmK且bIH

Kynel1b 06匁3al-lb 3l-IaTb CKOJ1bKO MQ)KHO 

pyCCKlH H3blKb， a pyCCKHXb I叩

KHTaHcKoMy OTHlO，且b HC noOIUp町 h (Bも

I<OI-IUC 18 CT. I<HTaHUbI 3HanH no pyCCKH， 

a H3る pyCCKHXb I-IC 6bIJ10 HH 0，且Horo，

3I-IaJO凹aro IClnaHcKIH 513bIK， n03ToMy 

I<HTa詰UbIH rOBOpHJ1H npo I-IaCb， 'llTO MbI 

((mo.且H I-Icpa且HBbICH KOl¥-HvWPUIlO MaJ10 

3IIaI0ll!ie)) ). 12) PyCCKHXb 3BaTh Ha lmpb 

H Kb I-IHM'b XO且HTb，a MC)J(且Y TCMb 

y3HaBaTb OTb HHX'b H 0 且e凡ax'b HX'b 

rocY.11apCTBellHhIXb. 14) Bも且OJ1rh

pyCCKHMb nc且aBaTb.15) ((瓦OpOl百Xb11 

Bb caMOMb 且cnc nycTblxb H BCCXb 

OTHOC悶TCJ1bHO pOCKO四日 TOBapOB'b H 

BC町四日 Bl!Hb He 6paTb)) • -3aTcMb 

IIa3Ha'lJmOTC兄 pa3刀HlII-IblH HaKa3am兄 3a

OTKpbITIC TaHI-Ib ToproBbIxも H 3Toro 

IIaKa3a， 3a且emcByIOnpo且a)I(yTOBapa， 3a 

)Ka且HOCTh 3anpCllJCmc Topra na 

1792年から 1793年にはこうして商人

プロトポポフとゴリコフのカムチャ

ツカ商品を無視して丸 l年取引せず、

その後彼らの商品を「非常に安い価絡

でj購入した)

10)商売上の収、密をロシア人に決し

て明かさぬこと。彼らの本音を利用す

るため、絹・茶、時には綿織物の出来

が悪いとか、他のヨーロッパ人が広東

に毛皮を持ち込んだと、まるで友情の

気持ちから警告しているかのように

彼らに話すこと。

11 )各商人は可能な限りロシア語を知

っている義務があり、ロシア人には決

して中国語を勧めないこと(18世紀末、

中国人はロシア諾を知っており、ロシ

ア人で中国語を知る者l士一人もいな

かった、だから中国人たちは我々のこ

とを「怠け者で商売の事をわかってい

ないj と言っていた)。

12)ロシア人をi笛宴に呼び、彼らの所

にも出入りすること、そして彼らから

国事について知ること。

14) 口シア人に借金しないこと。

15) r高いが実際には価値のないもの、
ぜいたく品や溜の類は一切購入しな

し、ことJ

それから交易の秘密やこの訓令

を明かすこと、商品を安売りすること、

購入意欲に対しては様々な罰則が定

められている。すなわち短期間の取引

禁止、キャフタからの追放、パンゾイ
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KopOTKoe 印刷民間fI-IaHie H3'b KSJXTbI， (棒)叩寺、コンガ(紙に名前を誉い

Yl1apbI naHI130ii (naJIKO詰)， KO町 a て主主に下げさせること)、徒刑、死刑

(0田eHI-IHKb C'b H明四CbIO I-Ia 6yM3問)， である [5)。

KaTopra， CMCpTb.15) 

15) !(I，!T. l1eJJa. [EaCHHl!b， nOpT中.v，
N2128) 

日6

15) 中国事情[パスニン、文書v，N，128J 



山西商人と清露貿易

Shanxi Merchants and their trade between China and Russia 

lはじめに

劉建生・豊若非

Liu Jiangsheng ，Feng Ruofei 

訳者:高字

Translator: Gao Yu 

消の前期に消却l政府は、東南沿海部で海紫政策を取り続けるが、北部では凋放する。

南部と北部の問で商品取引が活発に行われる。これが、消露貿易がYJlんとなる背去と

なる。前朝の北方貿易政策から見れば、消の各i也に長距離貿易を行う商人が多数存在

したため、 ri:f弱l政府は基本的に各商人集団に平等な機会を与えたが、最終的に111iL'i商

人がキヤフタ貿易をi!ll出し、キャフタを中心とする北アジア国際市場の形成と、消隊

河国のおこ会経済発l昆に重要な貢献をする。したがって、山間商人を機紺!とするキヤブ

グ貿易に関する研究は、経済史研究の耳主要な課題となる。中国で最も阜く li'f記長貿易を

紹介した文献は、成~ 10年 (1860{ド)に l:l\ 版された何秋lil.~の『塑)'j 1Jiìí来』だが、この

文献ではキャフタ貿易の過凝が概略的に叙述されたに過ぎない。

その後 1920年代以降、王之1'0の『消滅i濃路通荷IJq係之歴史上変i謹』、総1在泉の『録

領事「新認商務報告JJJ、劉i猿J3，';の Wli'I篠早期l貿易考』、限l復光の『有清一代的消滅関係』

等、一元rrの前線貿易の研究視が出版される。これらの文献は、主に"1'悶全体の視点か

ら初期lの消滋賀易を包括的に分析したが、 IJI西街人がちlfi滋;f!l易で果たした役割に関心

が払われることはなかった。

1919 "1三以降、 1j:fß~ 貿易の研究成果が、一迎の学術論文として公表される。例えば、

張lE明の「泊代のJ言葉樹路j、奨樹志の「キャフタ貿易から広州通尚へj、将組恨の「中

国のキャフタ貿易を論ずるん宿~~林の「試論: 11'1自主早期lキャフタw.易の歴史的地位と

役割Jが挙げられる。これらの論文により、中間の7i!fi蕊貿易の研究は前進したが、 111

岡商人に|拐する商人分析は依然としてi並まなかった。中国近現代史資料学会が編怨し

た『晋尚史料研究』に、 JJI閥 iWi人の辺境貿易に関する論文が収められるが、それは山

凶尚人の実絞を 1H'をするに 11こまり、詳細l な史~の検 ITil は行なわれなかった。米銭i主は

膨大なロシア秘資料と中国語文献資事|を引用し、 n古代1#訟をキャフタ貿易』でri'fi溶貿易
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の史5)ミの解明を行った点は詳悩できるが、 111iL'i 商人については一般論に 1Iまった。

1980年代に製品li滋と j応義才が編;:;a:した WIIJ西外f(志』では、キヤブタ貿易におりる

IIJ Æ目指人の~;語研究を行った。今世紀に入り、ß}IJ 主主主主等の著作 W ~Hff1研究~ f士、初め

て経済学の方法を駆使し、 ILIPli尚人とキャフタ安易の発展に隠する研究を行った。ま

た、中国史学界で山西部人の茶貿易に i期する研究成果が発表され、f;~(易の憾表過緩や

貿易ノレート、 111 活断人の役 ;yrJ等を時 J~I 区分して詳細に検討している。

以上の研究成果を踏まえて本稿は、 IIJ悶尚人のf，.{易に|刻わる述波方式と部業組織の

内部統治に焦点を当て、 1j~f露 f-l易や北部貿易の活況と、術品写社会経済発肢に来たした

山im商人のIJlli史的役割を航u列する。

2.m露貿易の発生と発援
キャフタ貿易はli'i代のお!j露貿易のill裂な一環であった。キャフタ貿易の開始は当時

の社会発展の~請に応えるものであり、行lI総双方の地域経済と I悶迎産業に日|りj.ïlれな

い絵大きな影響を与えた。ではキャフタ貿易は、どのようなマクロ環境と隆史 l~TJ止の

中で始まったのか。また、キャフタ貿易の各発展過程で111岡商人はどのような役割を

果たしたのか。!1!に、彼等はし、かなる方法で、キャフタ貿易の ñ11~ ~t と発 i躍を H~逃した

のか。 ILi閲尚，、とキャブタ貿易を研究する腸合、これらの問題を解19Jする必要がある。

2. 1 1キャフタ条約Jの際史背長

17世紀のネノレチンスク条約の締結(1689年)まで、 li'i係|悶で頻繁に外交交渉と j也

I成問貿易が行われた。当11寺は主に、 yf!fs!p; 1mの貿易は祭泡iI流i戒とザパイカノレJ也1成で行

われた。エベンキ人とモンゴノレ人の協力の基、 i11の商人はヤクサとネノレチンスクに術

品を述んだ。現地に滞在する多くのロシア商人は、 li守の臨rW，を大li.tに購入し、シベリ

アやヨーロッパに述んだ。 11650 年代にネノレチンスクは消際貿易の基地になり、 iì~f の

尚品を ~GW する前l 人専用のr1J!容が強制 J された(注 1)。しかし、この貿易は辺境地域

の地方貿易であり、間家の承認を得ていなかった。 1長照 28{I二 (1689年)に、 li'iと口

シアの niJでネノレチン只ク条約が締結される。条約の内容は 6 条からなり、 ij~fs専の:rtt古11

殴境を断定すると共に、阿悶の貿易関係を規定した。条文のm5条は「条約の確立した
日より阿国民の中で役所の!照会を j~iつ者は皆、辺境を越えて 11:来すること、かっ相互

に貿易することを許可する J(注 2) とg!?かれている。

しかし、条約成立後に北京貿易が進展するため、 Ui政府が懸念する")1:11患が多発する。

具体的には問点指摘できる。第一に、 li'i1WJはl羽狩でロシアj球慌の食111iと飼料を支弁す
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るだけでなく、時吏の出迎えを行い波術まで派i立したため、貿易のための文社iと行政

事務が煩縦になった。第二に、 mの殴内経済は自給自足のjY43括経済であるため、れ11政
府l土貿易に余り関心を持てなかった。消のχ隠はロシアの尚務代表に「我々は貿易に

大した興味を持たないので、成照併が22大な政策を取らない|浪り、ロシア隊阪はそう

簡単にmを訪れることはできない」と話したことがある(践 3)。第三に、ロシア尚品
の価格が品すぎた。ロシアの隊商が可能な限り商品を運び込み、怒怠的に尚 1st]の悩絡

を付けて販売し、相対取引で利益を?，;liめようとした。

第泊に、消の毛皮の供給源はロシア以外にも、 jよ州絞山のヨーロッパ製品があり、

悶内で毛皮を自給することもでき毛皮の供給源は多かった。一方、防{Ilijな毛皮に対す

る消の人々の脱皮力が低く、当時的の北方各地の気候が拠隠なだけでなく、ロシアの

毛皮販売のWJ聞が 801'1以内であったので、 j哲!捌17守に完売できなかった。そのため、ロ

シア隊問の北京滞在の J~J 1'1が延長され、貿易紛糾の原ぽ|となった。 It:rlr辺境地lfi?で口

シア隊人が尚官ijな毛皮を密輸したため、市政府は動指した。

第五に、 m照 45{j三(1706{jo) 以後、 ii守録IInの貿易ノレートは、東ノレート(ネノレチンス

ク~チチハノレ~内モンゴノレ東背けから、中部ノレート(セレンギンスク~ハノレハ(lill倫)-

狼家口~北京)に移行し、主要ノレートはハノレハ地域を経由したため、河闘の中部辺境で

保々な矛盾と紛糾が顕著にi由加した。ジュンガノレ部の問題に直前したiU政府は、この

や部辺境の安定を!i{1保する必要にi阜られる。以 i二の要i却により、前線何回は何度も交

渉・折術を痕ね、 ~lElE 5年 (1727年) 9月に「キャフタ条約j を締結する。キャフタ

条約は 11条からなる。その第 4条は、 1111絞貿易について詳細に規定している。

「中国と外国は既にi且前lを行っている。商人の人数はi丸定の巡り 200人を超えず、

3年ごとに行う。彼らは商人なので、 11"例にj照らして食i:fi¥I~~~ と旅貨を支給すること

を停止する。売手にも ~i 平にも課税しない。商人は悶境に到治した後、まず入閲す

るJ!lirllを説明する計d識を提出し、人数に応じて官交を派泣し迎え入れてから取引さ

せる。途中でラクダや馬、食*Ji~を購入し、補助者を雇う ïVR は商人に支弁させる。

貿易信政!の官吏や隊長等は、音nごと従者を適切に告理し、争いが生じた場合に公平

に処耳liすべきである。隊ib"iに随行するi::{易管'政の1ヨ.92)主は、悶の責務を背負うので、

+担当に倣jEを持って扱うべきである。

部品取引の行為は一切 F渉しないが、 1r~f践の祭 H持品は取引させない。もし密かに

残WIしたがる尚人がいても、彼の長'自の話可がない限り残留させない。病気で亡く

なった者がいた場合、その所持品を本国の人に送付する。 1Hと外注lの通商以外に、

何回国境地方における地j戒の小前lし、については、ネノレチンスクとセレンギンスクで
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i白地を選んで家屋を主主迭し、取引を希望する商人に貿易させる。家康のJj!iJ聞の墜と

棚を必姿に応じて建設させる。これも非課税とする。間人は官吏が指定したノレート

を通行ーする。指定ノレートを迂聞したり、指定以外の場所で貿易する者がいれば、そ

の商品を没収する J(波心。

キャフク条約が成立して以降、消滅貿易は官営の「陸路通街j と民常の「辺境瓦1nJ 
が並存する局而をifl!える。しかし 30iJ'.も経たずに、この官民阿営の貿易構造は変吏を

迫られ、民営貿易に統一される。ロシア宮営の北京貿易は遠距離のため、輸出限品l立

舷批で高制liな者修品が多かったが、前回市場の諮要に適っていなかったため、災易額

は減少の一途を辿り中止された。逆に、民鴬のキャフタ貿易は「百貨が雲集[~~のよ

うに集まる]し、市場の取引が賑やかで、遂に f淡北の ~'sill之IZJ [砂漠の北の'$~栄で

豊かな地区]になったJ(注 5) というように発展する。

2.2キャフタ爽易と山西硲人

キャフタ貿易について、昔の人は「パイカノレ槻l以南から燕然以北にかけて広く数千里

にわたる土地では、全部庫倫(現在のウランパートノレ)の管轄下のキャフタに1&']1が集

中し、亦朔漠[人名]の間の一部会となった。 E長照年t11Jで初めて]irl1を設け、本の場

所は雌倫にあったが、mEIE5年 (1727年)になると辺境の検問口が設けられ、辺境の

検問口の外のキャフタに移したJ、「キャフタは当初有名ではなかったが、互市により

初めて有名になったJ(注 6) と記した。貿易の発展により、キャフタは特殊な歴史的意

義を持つようになる一方、山部商人はキャフタ貿易の担い手として渋絡奴易を~~栄に

導く。

2.2. 1 キャフタ寅易初期の山西商人 (1728~1756年)

初期の 30年間、キャフタ貿易の展開の中で多くの医燃が生じたが、ロシア政府の貿

易独占政策が最大の ~Ì~11';であった。乾隆 25年 (1756年)にロシアは政府の隊i鴎を北

京に派述けることを中止し、申告隆 27年 (1762年)に毛皮の専売を疋式に解消すると、

キャフタ貿易は制約から放たれ、貿易額は急速に拡大し市場取引が活発に行なわれる。

キヤブタ貿易の強い手である IlJil!i尚人は、Jl!l理的な優位性を持つだけでなく、 ii:lj攻

Iほからも l早~された。これが貿易成長の大きな主主悶となる。泊中mの成立当初から、市

政府は、 i幻商問人を利用して111JI!の泌述[主に運河による食費iiの運送事業を指す]を

2jt握することで、政権基礎を悶め手IJ権を高め、歳入をI目ゃそうとした。当時の記録は、

これに関して次のように記す。
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f部告書院[明 .ií~Í代の政務 1~~f. ~さ機関]参政[最高長官の次のポスト]の祖可法[人

名]、張存f二[人名]が言うには、(中略) iJJ)在に歪り、食品1運送の要路で、山西は

商売の途である。急いで招致すべきだと考える。この二省、の兵民が我が版図になれ

ば、財協の給師、と劉家の用度は欠乏しない。この意見をi聴いて，摂政明日磁親王[ド

ノレゴン]は『君等の言う事は正しい』と綴けたJ(注 7)。

東北地方で清が興隆したL京、山j!lj商人は東北や日長家口を訪れ、政府の軍事活動に協

力しただけでなく、中国全土に張り巡らされた山西人の商業綱により、政府の財源を

鴎やした。そのため、清政府は111j!lj商人を壁崩し、彼等を内務Jf.fの御用商人に招I関し

た。行!f政府は|ね西商人の貿易活動に関心、を持ち、大商人の議出地として山西を霊視す

る。 slO烈帝はかつて山首商人について、「告ーからずっと開くところでは、稲核[ふくそ

う 多くの人や貨物が集まる繁盛ぶり]と号する東南の大商人が、最近朕は笑越[現

在の江蘇・揃江省]の州郡を歩きまわり、その市場と貿易を視察し、商人の中に山西

昔、の人が多く、地方人は概ね少ないJ(世 8)と述べた。耳障正年間、 WIJ於義はその奏疏[大

阪より皇帝への報告]の中で r111西の|日俄は、名誉より利益を重視する傾向がある。

子弟で才能ある者は貿易の途に入る者が多い。才能の低い者の方が符吏[民間人の身

分で兼任される下級の実務官僚]になろうとする。才能が中等以下の者に、初めて本

を読ませ科挙試験を受けさせるJ と述べる。lMiE帝はその奏疏[大臣より皇子者への報

告]に「μl西では大抵潟売が優位になり、その次の者は段業に従事し、更に次の者は兵

隊に入ることを考え、最下の者に読者をさせる。朕はこの事をよく知っている J(注 9)

という朱批[皇帝が大阪の報告と意見に立すし行なう評価]を書いた。

こうした背景の中で、 sm熊朝に山西商人とロシア商人の貿易は相当の規模で行われ

た。 sll照 28年 (1689年)にネノレチンスク条約を締結して以降、口シア1¥ま商との貿易

l主主に北京で行われたが、一部は国1(1命[現在のウラン八一トノレ]、帰化(フフホト)、張

家口で行われた。ITII倫では rsK照年|需に山西商人が当地を訪れ、全部で 12粁に達する。

当H寺の閥会総織は、 12軒各 l名の商代表を選出し、 121干首[明代の里甲制の中に 10

戸の長は甲首と称す。ここではトップの意味に使われる〕と称し、東営子の地で家屋

を作って営業する J(注 JO) となる。帰化について「帰化城は""sll烈以来、地方経済が

長期間安定し、各事業が漸次発達してきて、(中略) ここで商売を営む者は111西省出

身の者が多いJ(注 JJ) という記述があり、「帰化城(中国各)外務の多くの同人はここを

訪れ、中国と外国の商品も全て織っており要所になる J(注は)という憾況になった。

張家口は山西の八大御用商人用に設i在した市場として、「南北取引の所で、 V'lJ也の牛-

E号・ラクダ・羊をここでたくさん澗i主する。街人の多くは山聞の人で、 J占と布を販売
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し家衝を llll~ 入する。又 ïili:4主にキヤブタへ貿易に行く者がある。持ってくる商品は県テ

ン、給オオヤマネコ、白い狐、海紹 (Muste印刷crodOI1)、海腕、オコジョの毛皮及び

中央アジア製の鏡、阿牧j出方のシノレク等があり J(総 13)、南北貿易の皇芸術となる。

キャフタ条約の締結以降、過去の淡・淵・ 5立fZ易の経験や潤沢な資本と地理的条件

により、キャフタ貿易に参加する総人の中で、山西尚人l土潜在的に最も俊{立性を持つ

集団となる。ロシアはキャフク条約の規定にJ去っき、キャフタに数か月で 32il!干の木造

家屋と 24I古詣Iiの倉庫を持つ売買城を作る(控 1410 1728年 8月に初めて辺境貿易が行

われ、取引方法としてパーター貿易が採用される。最初の参加者はロシア尚人 10名と

i奇商人 4名だけであった(注 15)0 ii!J側もロシア人と辺境貿易を行うため、海正 B年(1730

fj'.)にキヤブタにl向かい、持!?国領内にうじ民1戒を作る。 ドイツ人の旅行者パラスはキャ

フタを観察して、「それ(売t'l城)はキャフタ婆mから約 140ヤードの昨Iにある，おお
よそキャフタ~~と平行する。 5!c !;t城とロシア喜~~の途中に、 10 尺の柱二本の標識が

設けられている。それは同帝i却の辺境を示すものであり、片方は満文で、もう片方は

ロシア語で主lまれている J(世 16) と機子を術写している。

当時の貿易状況から見ると、キャフタ貿易は余り賑わわなかった。 1730年以前に消

Mの売買城は米完成だったので、キャフグ貿易に参加する的の尚人は非常に少なかっ

た。 1~ ~~城の完成後も、中隊i の内陵商人はキャフタの状況が分からなかったため、参

加人数は少なかった。口シア政府は!滋商fI易に熱心だったので、キヤブタ貿易の発肢

を促す要悶にならなかった。キャフタ貿易に隠して記した最古の史料は、 f荷主主 ouの

官級名、六官11 の中の最潟長官)の資克丹が ~ÎCíE 12 '1三(1734年) 5月 17日に箪機縫に

送った奏報[奥干liに提出する報告]である。

「朱成認がt!iつ渓誌を調べたところ、キャフタにiI!!:く貿易関の官%の名が品、いであ

る(中略)朱成泡は山西省扮州府扮防県[現在の扮陽台iUの出身者で、 1733fj'. 10 

月に官懇の認証を持ち、陶品を携惜して張主主 r=lR笹山でIJ¥Jを出たいl'略)通関のH寺20

祉の術品を述んだJ(怯 111。

山部商人がシベジアにt(sタバコ、茶、大裁を供給すると、 Ws::{双方に多額の平IJ主主が

生じたので、キャフタ貿易が次第に発1mする。乾|盗 9年 (1744年)にキャフタ貿易で

ロシア商人の ii~JI向け輸出商品総鎖は 29万 2800ノレーフノレであり、 1746年の 8ヶ月初j

にロシア尚人がri:Jから輸入した商品総額は 17万 7106ノレーブノレだった。 方、ロシア

政府の隊聞が 1745-46年に北京で販売した附品総額は 10万ルーブノレに過ぎなかった

(桂川ので、ロシア政府の隊商貿易は乾隆 21年 (1756年)に停止される。
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2.2.2 キャフタ貿易の繁栄期における山商商人 (1756~1860年)

キャフタは、海正、乾降、嘉度、道光 4朝!の時WIに済成貿易の主要な取引場所だっ

た。キャフタ貿易は、 rì~f線対等の自由貿易であり、両国の経済と i部品生産を促す役割

を来たし、仮調に発展すると jZわれたが、様々の要 i羽により 1762~68 年、 1778~79

年、 1785~92年の 31団キャフタ貿易は停止され、山西商人はキャフタ貿易の停止によ

り、少なくとも 2000万ノレ}ブノレ以上の損失を被った。

しかし阿国の貿易総額は地加傾向を示し、双方の社会経済にプラスに作用した。ロ

シアの対外貿易総額は 1760年に 1860万ルーブノレであり、キャフタ貿易の割合は 7.3%

だったは:19)， 1769~84 ij三にキャフタの年際平均貿易綴は、以前と比べて1.7倍に増

加する(正 20)0

表 1 キャフタ貿易停止による損失の試算(桂 21) 単位・ループノレ

基地年度m蕗
中断J割fIll 推定損失額 推定基拙年度

貿易輸出入額

1762-1768主手 814万8000 1760 fド 135万8000

2 1778-1779 {"f- 264万4000 1775 壬手 264万4000

3 1785-1792 1f. 1813万4368 1775-1785年平均 259万0624

合計 14 fド 2892万6368

1792年「キャフタ市約j が調印され、消滅貿易の新しい展倒が始まる。統計による

と、キャフタ貿易の総額は 493万 4558ノレーブノレ (1792年)から 838万 3846ノレーブノレ

(1800年)に約 5割増加する(法 22)。この隙に貿易商品の構成が変わる。ロシアから

の輸入品に占める非毛皮蕊品の害11合が 15年前の 15%から 30%に上昇し、ロシアやヨ

ーロッパの毛織物、鉄製品、革製品の清への輸入が急速に憎加し始める。このため口

シアの対消貿易は、ロシアの工業化を促したと考えられる。お?の対路貿易では、茶の

輸出放が次第に増加し、茶の口シアi向け輸出:il1は 1800年に 6万 9854プードになる m

23)。

茶の口シア向け輪出量の域加にwい、キャフタ市場における山西潟人の独占的地位
が確立される。「道光 17~19 年(l837~39 年)にロシアの茶の年間平均輸入量は 807

万 1880プードjで 1112'1)あり、 800万ルーブノレに相当した。 f1838年に大限llt7万 1950

個、小 1ï~jllt 6万 430個以外に、茶!lH 万 3070箱(1箱 100ポンド)をキャフタまで遮

び輸出Jされた 11.t25)， f1843年にキャフタに迎ばれた茶は 12万箱に昇り、そのゆに

花1t~は 8 万箱、家J4l立 4 万総合まれ、数年間側絡は安定していた。現在、二級の花茶

一方箱の佃l絡は 120ノレーブノレであり、 -sモ方箱[方箱より 50%拡大した箱]の家茶の
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価絡は 80ノレーブノレJ(注 26) だった。 8万箱の1E茶の総額が 960万ノレーコソレで、家茶の

側絡はー籍 70ノレーブノレとして般青|すると、茶の取引総額だけで 1240万ノレーブノレに透

する。

fr!X;監事l以降、{言日号を得られない旅毅衡が密輸を頻繁に行なったため、結果として r1菊

吏[税関の役人]は皆を不正行為者と見なし、よく商品を差し押さえ過酷な罰を与え

て、商人に大きな災いと見なされJ(控 27)ていた。このため、山商析州商人の稜化搬

は、後i貿易は「街3告を病み国家を損し、聞の商業を保護することにより財政を潤沢する

宗旨と違う jとし、理務院に投裂し「税員11を清i列に定め、商人が茶を運んで外国の商人

と貿易することを認めるべきである。 1i!?の痛品の輸闘を11)'/やすことにより、税収埠]加

に~裂がるだけでなく、官吏の罰金の乱収が免れ、商人の苦しみも減少する。公私共に

有利であり、これほど良い政策ははいJ(践 28) と建言した。法政府はこの意見を採択

したため、「その後茶尚が次々と起き、遂に山商商に(一つの利益の元)として開かれ、

茶貿易の総額が年々 i曽加J(挫 29) し、キャフタ貿易に参加する山西商人の数がt菌加す

る。|百JI台4年 (1865年)に、 fキャフタに(中路)消の茶服飾が 120粁もあり J(注目)

盛況となる。張家口で発行する信粟も、以前の 268 枚から 400~500 枚に地える。新規

参入が増加し取引は拡大し、キャフタ貿易における山西証言人の独占的地位が強まる。

その後、 IJJJ!li商人はキャフタ貿易で最盛期を迎える。

何秋涛の『燃方針ij乗』に「概外国人は初めて内地の民間人と市集で取引する 11寺、あ

らゆることについて笑われるのを恐れるため、彼等の用語と態度は少し謙遜で謎阪で

ある。キャフタの担当者に中外一家[悶絡を附わず平等に仲良く{すき合うこと]の道

理を諭され，ロシア商人は喜んで感激し、信任と睦まじさが最も良い。キヤプタの裕

人は皆山商省出身者であり、張家口から煙主主、茶、綴、布、雑貨を運送・販売し、各

種の毛皮、紙主主等と交換する。設立当初に商人の風習は米だ素朴だったので多くの利

設が得られたJ(注 31)と貿易の係予が述べられる。乾隆 2日年 (17591'p)に完成城で

111西商人の時古i数は 140粁になり、定住人口も約 400人になる。その中で規模の大き

いEZ闘が 60判あった。その他に、 EZ闘に伴う小規模の散荷[朋商とも l呼ぶ]が約 80

4汗あった。特に大きな務号として樹氏、常氏、喬氏、牛氏の 4氏が挙げられる(注目)。

道光 25'f三 (1845年)に、外国人旅行者は「口シアで貿易する主な経営者は山西商

人J(住 33) と説いている。やや時期が下ると、 9~~吾の資事でも「北方でロシアはお!f と陸

路貿易を行う唯一のキジスト教l到である。(中路)ロシアの対前貿易の主主主拠点は、談

話言辺境の ~f釘である売買城近郊のキャフタである。(中略)山商からきた消防人は、(中

略)ロシア商人と対日百し医綴の取引を行う J(注 311)と記した。その他に、民間初年に
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北京政府がIi!f.倫に派泣した者自殺fli!(役l除名)萩弁:);Jf.大員(兼任役級)のli!li祭は、その

お:作『主主主iト随笠』に「外裁の H耳務の I&rð~ はjlIjの安1\ により成立したい同寺) r公布l全」と

「慶和遥Jの術家のように、本115は援家ロにあり、支jliZは北京、 t海、キャフタおよ

びロシアのモスクワ、ウチンスク (77)、チ夕、イノレターツク等にある J(注 35) と等

している。当時出版された『中国経済全書』にも、次のように掲載されている。

「皆グランドン将司Zは世界広iJi!fから戻ると、共闘の人は、一番珍しいものは何だった

かと将司Zの感沼、をF>fJいた。将E立は次のように答えた。『今度の没遊でユーラシア大

陸を周遊し，長lにl決り感動したlJi-は概ね多いが、最も驚いたのは、中国の小尚人と

ユダヤ人とが行う激しい競争である。(中略)ユダヤ人は、忍i附克己、節倹力行、

利殖の道に長けている。関業で出l'かしい業品目を持つ者は、概ねut界中で認められる。

(中略)しかしその後、ユダヤ人を超える者が/J:¥るとは予惣しなかった。数百年来

一焚して経済実権を牛耳るユダヤ人が、利益範囲を絞り侵食されるとは。彼らは何

者か。今日の消防人である。(中略)中国人種の雄像、lIiの広さと j早さから、実に

|止界を主主飛する資格を持ち、畏怖するほど(中略)世界のj趨勢を見ると、シベリア

の逃がれた地から(中略)日 U~\ 日没の所まで中悶人の足跡が見られる。削/J~解後で

ゆっくり歩く。すぐに憧恐の念を生じさせるのは、以上全てである ~J (法 36)。

2.2.3 キャフタ貿易後期の山西商人 (1862 年 ~20 世紀初頭)

第二次アへン戦争後、1i!1政府は帝政ロシアに「天体条約J、「北京条約j、rli'f露i謹路

通街条約j 等、不平等条約を紛印・締結させられたので、ロシアは天体で他国より 1

/3低い税率で通商する権利や沿線で尚品を取引し、その他の開港場で現地指品を仕入

れ、外国商品を販売する権利、天主11で他の日時港場に陸揚げi也とする特権を獲得する。

ロシアの陶集団はii'iの園内に入り、 /1'1の尚品を直接購入し、外殴商品を販売するよう

になったため、先 ~U成で 111 断商人と取引する必主主性は低下する。そのためキャフタ貿

易は衰退し、 111阪商人の貿易特権は多大の損失を被る。問治 1.fド (1865年) 11月 4

1ヨに「大ロシア特命全権大使の倭Jという照会の中で、キャフタについて「現実にキャ

フタの通商が次第に衰退し、 jj!fの茶行の老舗の多くは休業した。以前の 120ilifのゆで

10料だけが残っているが、 i血引が少なそうである J(注目)と舎かれている。同治 5年

(1866 '1三)にロシアへの照会にも fキャフタの貿易が更に衰退し、中国の茶行の考書i

は 120粁の中で 10判だけが残る J(注 38) と述べた。同治 7fj三(1868'1三)に、「売買城に

山西の:;g納行荘が 4粁しか残っていないJ(注 39) という状況になる。

こうした底辺に庶節しでも、 111Pli潤人にはilli:笛な経験と|向上心があったので、彼等
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は打開策を考えた。 I[JiL'i尚人の術導者であるおi化鵬、余!鵬袋、干しJよ仇述は、出の綴述

将軍に、 fキャフタtiliIIrでロシア;L!Jþl に尚取引を行うこと」、 Iすぐにロシアから凶/~，諸

国に販売すること J(I.E40)を訪似したロ「キャフク貿易を何とか述'以し、北凶ニノレート

のl揃人が貿易に訪れるよう奨励し、ロシア弱人の利磁を供与してもらう J(世 41)こと

は、ロシア政府の経済侵略策に対抗する唯一の政策である、と治政府も認めた。そこ

で、 ILJ 郎防人がキャフタに反りロシア i以内に入り貿易することを消政府は認め、 :1 、~iJL 

に応じて山岡尚人に座金[通過税]を減免し、仙の雑税も免除した。更に試行段階で、

l万 3000斤の茶あたり 25河純平銀の税金を徴収する特権を付与する。 lli商法1人は治

政府の支援を得てキャフタに戻り、ロシア領内でロシア隣人と競争し始める。これ以

後、 I[J凶商人は対信号奴易の二度目の繁盛期をifIjえる。 1I1iL'i商人が取引「る茶の愉/:l¥fi_t 

が顕等にi骨Jlnしたことが、その効果を示す。

山西尚人は、!言1/台 9年 (1870年)にii'，'からキャフタへ茶を大fiiに輸出する。その{_1三

に山間閥人が|盗i終絞111でキャフタに輸出した茶は、工夫茶 4万 8000箱、紅緑li'!i茶 9

万 8500i"i (竹!艇の包装1iU 約 0.7f旦入る)(約 675 7760 j1l) (注 42)で合員1.11万組(中

間の皆の或此liii立 100斤=50kg)に達した。同年、ロシア隣人が直後輸入した茶は 11

万 1889犯で、 IlJjLlj尚人の取扱放とほぼ同じである。 I司治 10fl三(1871年)に山西商人

の輪出肢は 20万 2184担であり、ロシア商人のi直俊輸入拡は 11万 5101担であった。

同治 11 年 (1872{ド)に、山部応人は i災口から奨城(湖北省のi也名、現在の瑛奨)~

河南~ 1I1 jL'l ~内談 ï~ï'"'-キヤブタのノレートを経て 14万約64拐の茶を輸出し、ロシア商

人は淡口~天沖への水路と夫枠~キャフタの波路を経て、 13万 2907犯の茶を輸出し

た。同1i;台 13年 (1873{I二)に山岡尚人は 19万 2311担の茶を愉wし、ロシア朔人は北
部辺境を経由して 14万 8028jQの茶を輸出した(注 43)。北部辺境の茶の'I¥liiJlで、 ILJ商

問人は優位なi地{立にあったことが伺える。

キャフタ貿易の後期にm路貿易がやや発展するが、その繁栄の1責点で衰退の兆候が
表れていた。第二次アヘン戦争後、口シアは調停の手術を口尖に、 m図に["rj~f hi，¥?天体
条約」、 rij!f隊北京条約」を強引に調印させ、内芸士宮古地域に入るノレートを日時き、沿海 7

1些(上海、サAil主、制州、アモイ、広州、台湾、政州[現段の浪商品J)のi且H}j絡を得る。

同治元年 (1862蛇)、ロシア政府は「的成除路i曲i鴎条約j にJ止づき、天体で{也援iより

1/3 低い税率でi曲?却する特械を 1~} る。問 f台11.住(1 866 {I三)に、ロシア政府は li~f政府に

天体税関の問:愉入税を1ftI1ーする。つまり、茶貿易の税金の半分が免除されたため、ロ

シア閑人の輸送・販売 ï~別が大幅に低下し、ロシア尚人の茶の取扱 líÌ は 164 7J 7888 

ポンド(1司治 4年)から 865万 9501 (1言Jlil6{F) ボンドに:急!i'1する(技 44)。
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i司治 12年 (1873年)、 111i国尚人は輸送殺を軽減するため、ロシアi荷人に倣って1Mト|ヒ

産地の茶を水路で天在住まで巡び、天津からキャフタまで総路で輸送することを計附す

る。しかし rì~f政府は、この III 商尚人の~-! 闘を|祖み、陸路輸送と同級に水践で運ぶ茶に

腹金[交通の要術に徴税所を設け、通過するまを物から iilITj容の 1~2% の強制寄付

を徴収する制度。 徴税iJrは到る所に設けられ、 ffi複して政税されたため、遠隔

地問の尚j9誌は大打般を受けた。これにより、消の悶内市場は脱皮に細分化され

る。この制度は 1930年代まで存続する]を徴収すると主張する。このため、 111西

尚人はロシア商人との競争で不利な状況に怪かれた。「馬関条約[1'1 ii'I計1，'1'rJ 条約JJの

調印後、淡口と九江と-tÆ州でロシア商人は製1t~工場を lill設し、蒸気機関の加工設備を

工場に導入する。ロシア人の工場で加工した時茶は、手作業の工場より良質で安価で

あり、加工iitも多かったが、 IJJ西街人は手作業の工場で時主主を加工し続けたため、蒸

気機関の加工品に比べ品質が劣り、ロシア荷人との競合性が時茶販売で低下する。

笈統元年 (1909年)にロシア政府は、消の商人がロシア領内で取引する商品の課税

を高めるために規定を突然発布する。これは、 IJ1西尚人に致命的な不利益を与え、キ

ャフタ貿易は停止状態になる。治相!の政権が倒燦するに伴い、 iお西商人が組織するキ

ヤフタ貿易も終鴻する。

3 キャフタ貿易における山首商人の商業運営

J':I易の主体としてiJJ閲商人は、前政府の貿易に関する政策と規定をill':守し、長期的

に毅・淡貿易で話相Iした経験と資本金を駆使して、独特の商業i庇営方式を展開し、キ

ャフタ市場で独占 I~'~ 地位を築いた。

3. 1 商人と貿易に関する消政府の規定

ri~J政府はおす係貿易の管理に関して具体的な焼定を作成する。キャフタへ i直接貿易に

赴く消の尚人に|刻わる管理は、 3-に信楽11制度と陥人行ifVJ規貝IJに規定された。

3. 1. 1 f言票制度

{行禁は剖13匹、能紫、 ~fif:詞とも称され、キャフタに尚品を輸出し取引する者に対し、

i行政府が発給した証明世である。訴i正 6年 (172811三)のキャフタ条約では、 ri!IIIfr阿国

の政府がキャフタ貿易を管理すると規定されている。両国政府は貿易管耳J!のため、商

人がキャフタに行く経路を明確に規定した。消では]iJ!ìi~ 1涜がキャフタ貿易を符耳!した。

キャフタへ行く 11(J誠人は必ず珂!滞日涜の t{~i. ~~t~ Jを所持する必要があり、 fi言烈JをJfrた
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ない者は市場に参加できず、[{言紫Jを所持せずに取引すれば密輸と見なされた。「中

医内地の尚人は辺境を出てロシア人と貿易する場合、辺境検問所で宮署から発給され

た{言w-を!i(i1認し、車問とラクダの数設がお類の記載と一致することをf確認、した後に、

原lの許可丹、を発給する。キャフタに圭i着後、殺さ5の役人がまた許可を確認する。言午可

がないと、市場に入ったり、取引することは許されないJ(注<5)0 [{言葉j の使用規則

として、[{言 ~J 1枚の有効期間は 1年であり、使用後にすぐに役所に返すこと、 [f言

緊J1枚で最大 10名の商人と 20同率の術品を市場に販売できること、貿易を行う時

に[f言 ~J を受領する等が決められた。

一方、{言禦が得られない小商号が貿易に参加するのは違法であるが、その場合、大

商家と提携して貿易に参加することは認められた。大商室長のイ言葉に「朋諜Jを付ける

と、小商号はキャフタ貿易に参Jmできた。消の外務部は次のように記録している。

「キヤブタ地方に古く設置した墜に阻まれた城があり、 1きが出資して建設した家

屋.r，s舗が約 70存在する。これは商人の市が集中する場所である。これまで内地

織人がキャフタに貿易に赴く際には、張家口の役所が、商人の姓名、車両、商品の

数設を記したjぜi裂を発給した。一枚のJ!(I楽に、 10人以上、車両 20以上を超えて記

入しではならない。そこで清の売買城!柱夜の最高長官と、商務担当者などはJ!i日;裂を

確認し印鍛を押す。一枚の累で一回のみの貿易が許可される。貿易終了後に商人は

すぐに返紋し、 i日粟を返上し新EZと交換する。従来キャフクで貿易を行う者は、大・

小脂綿合わせて数十軒ある。信EEの申絞に|燃し、小脂綿の率問が足りない場合、大

きい業者の{言累内に付随して張家口・校統f湾問(治相lの地方の主主喜な軍事指導機構)

に報告し、理務院のHR25を申請しなければならない。そこで、各務品の明細lを作成

して磯認する。これを朋渓と称する。こういう事情で、小さい業者まで液型Zを準備

する必要はない。(中絡)毎年紹紫を二回中日fiす一る。まず商人の返還した旧渓と今

度発送する商品の明知lを作成後、申請に上京する。しかし、|自主再の返還のl時期がぱ

らぱらであり、申務提出にも順番があり、照~の随時発行ができない。商人迷は取

引の時期を遅らせないよう、まず商品の明細を作成して慢出し、キャフタへ貿易に

赴く。 R自主主を受領する人を張家口に残すJ(注 46)。

{首謀制度は、商人の取引が遅れないように街品を先に通行させ、 HREZを受領する人

を残す{上総みであり、商人の取引に便宜を供与した。この仕組みにより、朋EEで取引

する商人の数がi曽え貿易焼棋が拡大した。

「商人等は貿易に赴く H寺、チャハノレ地方のm事長官とチチハノレ地方の箪事長官、及び
ドロン/ノレ地方長官から剤llkを受領すること。当該の官努が詰1)~~11 を発給する l時、性
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名、法1品の有jjiijと数lik、現台所、 I:L¥発日等を記入したジストを烈の|ごに!日1り、抑却

して発給する。一方、所在地方の大在官民術門に次のことを知らせる。商人i主がttll

YR の受領に rlfj に合わないと告げても、日IJ の術門から i血行許可を受仮して~íE!児として

使用しではならない。規則に逃反する者は、部耳13方、ないのと同罪に処せられる。当

該の池方大任官員は商人の剖12日を検認し記録する。一年以内に返i援するよう催促す

ること。外に滞在して事件を隊成することを免れるようにする。商人が所在地方に

到活後、また、術品を他の地方に伝送販売した者があれば、当該地方の{iH門にすぐ

に報告し手p 耳目ーを受け取る。|百JI昨に、目的地の地方大臣官民街門に知らせる。吉I~ ~i? が

なく密貿易をする者があれば、 i却1~号[首伽をかけてiIï場か牢屋の玄関に i制す刑罰]

を 2カ月、鞭を 40、本絡まで押迭した上、尚品の半分を没収する{}iiを与える J(住 47)。

この{言梨発行制度の改24により、キャフク奴易に参加するI荷入に対する規制が、あ

る程度緩和された。この制度は治末まで継続される。 113~~と新築を交換する形で部東

が発行されたため、/i'I露貿易に腕わる商人の安定性と述統性が維持された。この制度

は、山西尚人がキャフタ貿易を長期に独占する主主主広!の一つになる。

3. 1. 2キャフタ貿易における商人の行動規則

『モスクワ公報.1(1852年第 22期)に消の商人がキャフタ貿易で;gj:守すべき 16条

の項目が掬 I1止されている(注 48)。

第1攻貿易の規則として、各荷人は市場の相場と商品の需要を理解する必裂がある。

特にロシア人と貿易を行う 11寺、彼等がキャフタでどの術品を求めているか、

どの程度の放が必要なのか等の情報を詳細に収集する必要がある。そのli'，'W

をJfuに、 /1'1'間人が最低価格をどう設定すれば取引が成立するかを決定する。

できるi股り正しい市J活情報を共有するために、その時点で収集された市場の

i高品相場に関する全ての情報を、各商人に適切に知らせるべきである。毎晩、

商人全員が集会し相談を行う(中略)更に袈ijYJに消の商人全員に、どの商品

の取引がロシア仰!で禁止されるか、どの陪品が護老1、必要かに関する市況を知

らせ一る。

第2'}'(偶然に、キャフタ市場に占めるmのi荷品の割合が低下することもあるので、
キャフタに述ぶ商品全体の均衡副長持に相当注意する。 /1'1'の商品が永続的に j~~

illされ、 11!Jの貿易がロシアに不可欠なものになれば、附障の関係は更に良く

なる。そのため、あらゆる状況を総合し比較検討しなければならない。キャ
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フタの日常貿易の様々な現象と訟見を分析した l二で、皆の総意に基づき、伽l

人の術品凶4訟の実際の状況に配慮し、各潟人の販売する ii有品の中から、いく

つかの附品を削ることも考えられる。

第3項有'1のif，?要を消iたすため、 rUに必嬰な尚品の供給i誌を大1悩にi判やすようロシア

前l 人に伝えること。 ri1f に必要な商品の不足に配慮すると、 ri~f がどの閲品を求

めているかを、ロシア人に限l'k(J0に知らせることができる。また、寸ーくにi恥

入する芯徹:を見せるべきである。そのため、国内m1要に応じて買い付ける総

i止を事前に予測する必嬰がある。将来的にキャフタの経営全体の損失を|妨げ

る。通常、 m失の規模を 1000 阿内に抑える必~がある。

第4 1:Nロシア潟人は、自分迷の隠品の取引官~Ii絡が有利になると、 ILJ西前l人の婆求に

応じて、また自己判断で、より多くの同額のtffj品を販売する。この場合、 111

間関人はl直ちにその尚品の取引を停止し、取引一覧表でこれらの尚品の供給

が超過給要であること、外国の尚人が同様の尚品を|分愉出していることを、

ロシア人に知らせる。すると時間の経過に伴い、ロシア商人はこの尚品を見

限るため術品 111li絡は低一ごする。これは ri~f 全体の利益となる。

第51Jl:ロシア尚人とは礼儀正しく付き合い、失礼のないようにすること。ロシア入

が111間商人の住般を訪れることを厳紫し、彼らを宴会に招待することも聖書ず

る。他方、ロシアの妥易状況を知るよう努めるべきである。そのため、貿易

を促す尚人を奨励する。

第 6攻閣内や現地の耳石ま話機筋、特に関連する法令をロシア商人に教えることを厳

禁する。これは短めて存 ~W であり、ロシアの商品価絡をおめ、消の商品 111fi絡

が段低水準に F降する等、貿易と国家にtfl容を与える。ロシア商人が治の前

ITz を購入する~tJ:I向を鍛みる一方、 H有機を利郎し取引を成功させるためロシア

尚人に次のように説明すべきである。つまり、他の欧州人が毛皮を大討に広

東に輸出し、 rì~f の尚品と交換したため、生糸と納、茶、綿布等の供給不足が

生じたと、友好的に悦涯に諭すべきである。相互の取引状況から、 111i& i碕人

が話す状況が広東で起こったとロシア尚人はtfE楽する。この状況に対し、 riJf

隊罪可i到の1.":1易担当者が新しい政策を打ちIUすだろう。

第 7 項ロシア尚品を過剰に綿入することを H'~ み、貿易で1'"[;¥i!:が相手に伝わらない

ように注U寸る。ある治問人がロシアのー尚I%を大討に買い付けたいと思っ

ても、側人の利益を全体の利主主に結びつけ、ょ'tffii ~I に l血号|する似々の街人の

事業をtHねてはならない。この:tt:が 度起こると、 j品去の多くのミ.JH，'Jから、

110 



担i・盟 山西尚 J、とm路貿易

必ず秩序や貿易に綴顎が'tじるのはl珂らかである。

第 B項整H!fを聞かず、ロシア尚人から日目いた術報を隠す者に、 3日間の1絞殺を処す

る。

第 91)lii投;0:にキャフタのfl'L京[ii';の貿易を年'f)!I! iる長官、売買城に矧夜]の消況

公告に逃反し、過ちを犯した者に、日日間監禁を処し、 ~Wf.禁解徐後もその ljj(

引を半月{亭此する。

第 10項皆が約束した商品の都合規定に違反し、勝手な侃l人の判|腕で自分の尚品

を過剰にロシアに輸出する者がいれば、様々の理由で市場に入れないように

し、過剰な商品を拘依して取引秩序が乱れるのを紡ぐ。他方で、市場の商品

;i出合が変化するのを厳重に歎視する。

第 11 )畏いかなる者もロシア人と喧l嘩しではならない。後で無尖と分かつても、

ロシア人と略雌した者は 10 日間監禁される。個々の損害と賠償をロシアに

求める場合に、冷除に礼儀正しく当該i:t任者に申し出ること。 i編入の峻釧な

穆擦は悶家|淘の争いを招く恐れがあるので、争いを避ける必要がある。

第 12項例えば、消商人の内部で決めたロシア尚品の購買価絡や商品の種類、目!?

尚人がその都度キャフタに運ぶ尚品の数批等の事業機筋を、ロシア商人に漏

らした場合、初犯は 6日の監祭と 1カ月のljj(引禁止の1刊に処せられる。 2凶

闘は 12日の監禁と 2か月の取引禁止の刑を処せられる。 3回目には貿易秩序

を乱す者として永久にキャフクから追放する

第 13項本条例及びキャフタにおけるな京[消の貿易を管理する長官]の尚況公

告の機誌、を漏らした者は、 50間体で叩く JflJに処し、キャフタから追放する。

前述と問機に、その事業は他人に任せる。

第 14頃 悶家の内総を漏らした者は新首ーされる。その者の事業は他人に譲渡され

る。

第 15 攻共同の約束に泣~l支し、ロシア商品を手紙等で過剰に購入する者に、取引

額の数倍の罰金を諜し、取引停止の出lを処する。 1皮目は半月、 2度目は{古

培、 31立罰は前述と|百Jj主キャフタから追放する。

第 16項初めてキャフタに来た商人は、ロシア誌が話せても、誤訳で混乱を起こ

サ*11患を避けるため、尖i擦の貿易への参加を 1年間禁止する。

この規則は、辺境焚易の;47tG均衡、 l愉/:1:1入の対等までを考慮して、 ILIjLlj尚人の貿易

活動の枠総みを提供し、全体の観点から貿易過程を把隠する条件を与えた。m政府は、
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キャフタ貿易自体の経済効果や、社会経済の発展への貢献を汲視するのではなく、悶

際関係の観点から、キャフタの貿易管理で、消滅関係の安定を凶ることを最重姿視し

た。そのため、規則に違反した商人への罰則は相当厳しいが、これは貿易のみの発展

から作成されたわけではない。山西商人の貿易活動に国家による法的保怖が与えられ

なかったため、長距離貿易を行う山西商人は独自の商業規範により、キャフタ市場の

地位を守る必要があった。

3.2山商薦人の「一体化」の経営方式一茶商の事例

ヨーロッパ・ロシアに中国茶が輸出された歴史は、明崇禎 13年(1640eq三)まで 3盟

れる。ロシア{克節ワシリ・スタノレコフはカノレムイクからロシアに戻った時、中閣の茶

を 200袋(約 240キロ)持ち帰り、ロシア皇帝にi献上した。この時、初めて中国茶が

ロシアに到達した。その後、ロシア使節が中国茶を持ち帰った記録がある。例えば、

1676 年ロシア使節パスファりが中国を訪れた時、成照が彼に茶を 4 箱贈り、ロシア~

帝への贈り物として茶を 8箱渡した(主主叫んキヤブタ条約の締結からアヘン戦争前ま

で、 111商商人は西北の茶市場で俊伎な地位を磯立し、キャフタの茶貿易を独市する。

事実上、茶貿易は、山西間人がキャフタ貿易で行う主要事業の一つだった。山菌防人

は、茶の貿易でJlpi'ti・加工・輸送・販売を一体化する経営を実現し、商業資本から産

業資本への転化を促し、治国内の茶生産と国|際貿易の発展を推進した。

3.2. 1原料茶のE韓関

111 ]l!j商人は、南のす宅産地の茶の取引で独自の商慣行を形成し、これを後iitの商人に

も遵守させた。 f先裁のi留人がl援僚を作るのに非常に管労し、ここまで維持してきたこ

とを考え、後 111~ の者は慎重に判断し、商7cに臨むべきである。決して値段がおいと言

って良い物を捨てるべきではない。大事な戒めである。 J(注 50)。

例えば、湖南省安化で茶をi恥入する場合、 2fミ商はまず安化で茶行[茶問E引を選び

購入を委託し、 2i守行を通じて原料 11~ を殴付ける。「山に入る日は、茶行から食事を提供

する。三日以後は、自分で食事を用意する j という費用分担の手法で茶産地に入る。

それに、「予めf主計で疋箆な人を選んでj、却ち現地で茶の相場の布lfi白者を手伝人とし

てR互いW-Iに入る。

「左近に汗秤〔取引を始めること]しよ荘の1l~に逢ったら、詳細に綴祭する必要があ

る。先ず一色花の}í~を最も避け購入してはならない。二番目に避けるのは、灰ニl二色、

月続色、援紫色の茶で、ともに土犠が11巴沃でない。三番目に避けるのは条松片土[茶
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業のしまりが惑く、粉末状の1障が多い]や、{且{旦線級湾[J障が崩れる]、開IJ111i湖淑

[茶粕がi尼のようになる]である。これらは皆作り手が良くないし、土壌も痩せて

いる。凶番目に避けるのは、外観が紅色、黄色、 ilf色のもので、皆作り手の!胞が不

精のためである。五番罰に避けるのは、中はH音i'r[11青い-l-~f 色]、明育烏主主焼末[浅

い育、縁に焦げた跡がある]、illI色[正常な色より浅い]である。これらは加工工

程が行き履いていないためである。一番1Jj;要なのは、条緊[条が緩まない]、色順

[色が自然]、紋i直[模様が流暢]、況重[壁さが感じられる]、 l米佳[味がいしつ、

外烏油色[外観は黒油色]、内格干色[中は乾いた椅色]であり、おそらく安化の

正路[本場]の茶である J(注 51)。

3，2，2茶の加工

山西防人は原料茶を購入後、現地の人を雇い、購入した原料茶を自分の加工場で製

品にする。

fý工商人を使って茶を加工する場合、包ííJi客[車;~1t~請負人]に依頼する。包頭客が包

NJ~ [貿茶筒負人]と相談し約束事項を定める。江西人が山に来る時、一人当たり旅

費として 1000文を与える。茶の加工が始まる日に、労働者数で労貨を言I，titする。

熟練労働者は毎日銭 120文だが、 130文や 140文の者もある。夜勤仕事の場合、点

灯してから 12時まで半分とし、 5更[古代中国の夜のH寺開計算方法、夜 7n寺から朝

5 n寺まで 211寺問を 1つの更として数える]まで行くと一大3こで言十算する。まだ茶が

入らない日に、一人に小工[見習い労働者]一個として計算し、銭 40文である。

筋[手で加工]や蹴[足で加工]が始まる日、一人当たり肉銭を 40文、初一[毎

月の 1日]、卜五日毎に一人当たり肉銭を 40文支給する。食事は包頭の持分であり、

貿茶容と無関係である(中略)泊代は、買茶が終わった日に買茶客の都合で御馳走

する。人柄によるので定額ではないJ(注 52)。

加工場で一連の作業を行う。原料の2高架から製品まで、蹴[探む]・棟[選択]・熔

[あぶる]・飾[ふるう]の工複を通じて加工する。各工程に厳格な規定が定められ

ている。出荷前に製品を包装する工程がある。西洋式1t~日の包装は錫か鉛の缶に入れ、

外側を木箱で包装する。 I 箱に 50~70 斤 (500 g )入る。仁1;在茶[張家口に出荷する

1í~ ]は、外側が飽で察側が遊(むしろ)の容器に入れるか、「帯蔑包絡(径の袋を箱に

入れる)J で包装する。 f那県大徳、誠茶 i窃文献』によれば、祁県 ft~ 商は安化で加工場を

開設し茶を加工した。加工場では茶工の人数が最多であり、煉[選択]・出品[採む]・

締[ふるう]の等級に分けられ給料にま査があった。
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f)芸茶は一組に蹴司王が八人、 ~!;ç: ・叶1 ・ ~T . r'-j1が;二人である。出品手一 1'1の工銭は 160

文で、f"1・吊・の工銭は 100文である。羽目出人[蹴手の手伝い]は 8名で、何人の

工銭は 60文である。(中略) (飾工)侮日の大工は銭 120文で、 HO文の者もあり、

一定ではなし、J(技 53)。

その他に成工[縫l搬入]、総工[箱製造の職人]、鉛医、錫i疋等がいた。当時の加工

場の労働者数は少なくとも数卜人であり、多い場合には 100~1000人だった。 flNI北省

の'10楼洞には、 111jJJJの茶尚が毎年臨狩の事務所として製茶の作業所を1m設する。現地

で数千の良民と、その家族はレンガ茶の製造に従事するJ(注 54)0rJil&E書は大抵広くて、

事務室や製巡の部屋、包装の場所などが設償され、最大の工織は 2000人も入れる J(住

55)。加工場の活況は茶市を繁機させ、抑!衛官fIJL江地方では「茶rIiが様況になると、士t

2まの婦女が相次吾、rllに入り茶を摘む('1' 11出)茶を摘む者は 2万人を Fらない。 o，Eーと街

に憐れ、 Z誌のl時に集まり聞のl時に去る。大勢の人がwまり喧しいJ(注 56) と盛況が記
された。茶p;'fiがiill')f!;する茶の加工業は、現地の茶生産をf!Eし、 I12氏の所得を高めると

共に、茶)J[J工にIM，I江IIする工期製手工業が発股した。

3.2.3輸送

山西尚人が i直営する茶 !~jJJiliの主な事業は、キャフタに巡びロシア前l人に販売する事

業だったが、ft(J~ïや新綴等、!国北地域防j け輸送と販売も旅業した。その輸送ノレートは、

河川と陸の輸送手段を利用して、茶の産地から数省の境界を跨り 1000km以上の!iI'vlltを

絞て111聞に到る道程だった。 111聞から更に 5000km以上輸送し、キャフタ経rtlで口シア

とヨーロッパに到る。近代的交通機関の無い当時の輸送は、水路に逢って船を脳い、

|進路は馬."1ニ・ラクダで涼んだ。船の場合は、指定地にま司法した後に初めて述貨を払

い、また別項の政的l代金を払った。|段 tの場合に、「五Et''(相場が iニ下して2主定しないJ

ように運賃相場が不機定の場合が多く、 1000斤当り 4.50~ 13.4 F>lijであった。 ILi閲尚

人は通常、運賃訓~1tを比較して愉送ノレートを vとめた。

船をj証う場合、船行[船ギノレド]を返す必裂がある。船行は土41町l銭[土1'11立flに払う金]・

)展y)1f銭[;曲i品税]・下戸I力銭[iill 11投資]を徴収する。この r~ JTj は 11~fおをi函じて文払う。

tft:化から益防まで水路 120km であり、熟1i~ 1十日の運賃は 100文、紅茶は 128文であっ

た。その後、1."陽から淡口へ船を1屈った。その経過は、 li英口に到;tfした日に、裂i可の

口を 11こめるよう指示する。治:は鮮(はしけ)で船行lこ行吉、大tJBの持ち主に悦丞に1&

り扱うよう指示する。このJJjlITJiはtl令井去のj船が多いので、予め邪泌を日Jj11するためであ

る。大船は容が小丹lをj記って貨物をa'llすのを待つべきである。 J(世 57) という具合で
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ある。

1[1 i!!i商人は陸路輸送で Iff-E送Jの方訟を採用することが多かった。その特徴l立、運

賃を 2聞に分けて支払うことである。つまり、大部分の巡t:xを先払いし、隠的i也に到

着した際に残金を支払う。商品の到者が遅れた場合、輸送業者がlU'1俄しなければなら

ないが、道'1'に課税された費用は、茶i蔚が支払う。当時の布告送の1華子を記した文部:に

よれば、百日県[1幻商省中部の県、山西街人の発祥地の一つ]の茶商が輸送する1!~ I立除

炊事iを経i白する例があった。

r (光絡 23年)業者全体の討議で運送期羽に関する新たな定款を決定した。草1¥、氾

汝州、同州の馬車運賃は先に日書11を払い、残り 1割は到着後の支払いにするこ

と。 10日を期限とし、 20日に必ず運送設類を提示する。遅れれば l蕊につき銀 8

荷を罰金とする。会鎖[地名]の場合、馬車で 16日を期限とし、 30日で書類を提

示する。遅れた場合、 I車につき銀 B岡を罰金とする。汝州、高州の場合は牛車で

1柄につき銀を 3銭後払いにし、 12日で到着することを限定し、遅れた場合 1!巨に

つき銀 2銭を罰金とする J(出 58)。

除旗鎮が当時の陸連トランジット拠点で、「百災皆策[多くの商品が揃い皆が集ま

るJJと繁盛した。予定期日に商品が確実に到着するようにするため、海人は現地の

輸送業者と「問票J という遮貸出11疫を考案した。

3.2.4販売

111 西商人は、茶貿易の各過程に大量の資金を投下した。 lltltyi費用、加工費用、運輸

政'用、{呆t首;費用及び輸送途中の損害等が、各過程に含まれた。つまり、「一分の貿易の

ため，四倍の資本投下Jを行なった。販売や貿易の過程で、この大量の資本投下を限

収する必要があるので、販売は最も重要な過程である。 111i!!i商人の茶の販売ノレートは、

悶内販交と悶外販売の二種類に大別できる。臨外販売の茶は主に紅茶、 1時25、中自合茶

だった。

「中国の紅茶、時茶、附合:Jj~はすべてロシア人に必要である。その逮送・販売裁は相

当大きい。この三稲類の茶は、 1111明1ili1のものが多く、閃絡のものが割合少なく、従

来から 111i!!i弱人により運ばれる J(注目)。

そのほか，安徽建徳で生産された「千阿朱I詰i[1!~の銘柄]の茶は、茶商により建徳

から河南十字問まで運送・奴売され(中略)専ら従来は、西の辺境で活!fVJするi麗人に

販売し、ウノレムチ、タノレパガグイ等に運んで販売する J(世 60) とされ、口シア人はこ

の種の茶を好まないので、ロシアi主治でヨーロッパ諸国に問輪出される。
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国内販売の茶は 1î~J1J~、花茶、皮包茶等である。ロシアとヨーロッパの中限茶に対す

る筒~がキャフタ市場で大きいため、 111 西薦人は多額の利読を得た。 111yJj商人は陸路

経出でキャフタに運んだ茶の売上高は 280万ノレープノレ (1800年)から 1240万ノレーフ

ノレ (1843年)へ約 5僚に上告加する。

このように山間関人はキャフタ貿易で目昨夜・加工・輸送・販売を含む一体のシステ

ムを構築し、これにより長距離貿易で多額の利益を獲得し続けた。当時の他地方の閑

人集団は111西隣人の事業を淡んだ。

3. 3 山西商人の商業モデル実施構造

キャフタ貿易を独占した山間関人の事業モデノレを検討する際に、その具体的な運営

方法を解明するだけでなく、彼等が長期的に迷距離貿易を維持した内的メカニズムも

考察する必要がある。突出望に、当時の外部環境と山西省特有の地縁文化を背款に、 ILJ

回 H詩人は自ら懲罰を~施する機構を作り上げた。この懲罰機構は、 111]l!j i潟人の経営管

理や事業構造の各|精胞に浸滋した。

3.3. 1 rギノレドJに近い組織管理

「行会J組織は、山西尚人のi也総社会の人脈に基づくiIi'lI主であり、効果的に実施す

る組織形態である。会匿の重要な商業都市には111西尚人の行会[ギノレド]が存在した。

111西商人の行会は、伝統的なlfIL縁・家政組織を超え、地域という理念で都市に住む伊l

郷の者を紡びつけ、相1i支援し合う自治・自体・自衛組織である。ヲ"Hj成でf'[易に燐

わる山間商人は特定の会館を設立しなかったが、内部ではギノレドに近い実施方法を用

いた。

キャフタ貿易に従事する前i宙人に強い関心を持つ、イギリ兄人の情報によれば、キ

ャフタの消尚人は広州の公行に似た「限業組織Jを作った(注 61)。キャフタでI街う首!f

陥人は、ロシア商人よりも組織性が強いとロシア人も認める(注 62) 0 1868 "1三の天津

海IMI/IIfにも r1861 "1三まで抗日露貿易の最大のセンターは、シベリアの辺境都市キャフタ

にあった。そこにはロシア商人の集聞があり、 i長聞に力E慨するi麗人i主は全て第一ギノレ

ドに所属する。彼らは半世紀以上中国とパーター貿易を独点してきた。彼らは(Ii'tで)

附じ地位にある山西商人の#，肢!と通商したJ(注 63) と記されている。ロシア人は『外

パイカノレ辺区紀行』に治商人の取引方法について次のように書いている。

「有名なキャフタ1:1易は、ほとんど商号で事前に相談した価栴と、商人から選出さ

れた監修者間名により行った。商人の中で操選され最も j~，~:。敬され、{言矧が ílli い人間
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が !&~}I筆者を一年任期で担当した。彼らはす'め商品の等級と価格の決定を行い、それ

を商人全体の集会で通過・決議した後に、 1笠'1穿者が監督・施行する。等級と値段を

詐称する者がいれば、相応の罰を与える。最初の 1、2恒iは罰金で、 3岡田になる

と、キャフタで商売する権利が剥奪されるJ(誌 6叫。

次の記録もキャブタ貿易の組織性が窺える。

「取引の相談で中国人は非常に頑闘であり、一度提出した1IIIi格を頑なに堅持し、

銭とも設らない。彼らは一つの尚品の価格交渉で三昼夜かかっても煩わしいと感じ

ない。ロシア人も問じ強硬な態度で向かつて全く譲歩しない。しかし、彼らの内ど

ちらかが商売を成立させたければ、決壊したダムの洪水のように、栂場は奔騰し前

進する。市況も沸騰したように活気が滋れる J(注 65)。

以上の事例のように、キャフタで貿易する山商商人の内部で、選挙・意思決定・監

査・執行部という商業運営システムが機能していた。誠実で信用度の高い人は監静人

に選ばれ、一年間実質的に商業を指導する役割を果たす。彼らは商品の等級と価格を

決定し、その決定が商人全員の参加する大会で承認されると、全員が遵守すべき規則

になる。監督人は規貝IJの実施と監督も担う。監督人は集団内部で処罰する権利を持っ

ていた。監怪人が決定したi留品の等級や価格の規定を守らない務人は、初回と二度目

に罰金が器具せられるが、三度自はキャフタでの貿易の権利が取り消された。集団の利

益を損なう者に厳しい制裁が行なわれる。この懲罰機構の下で、キャフタでは山首商

人の高行為が厳しくI}}ff替され処罰された。山西商人の商業組織は完全にギルドの役割

を果たした。

政府が市場取引や契約膝行の監努・仲裁・執行等に介入しなかったi時期、また、政

府が提供する財産権の認定と保護が纏めて不十分だった時期に、山西混入の自主運営

の集問懲罰機構は、潟活動でE重要な役割を果たした。血縁関係、は、伝統社会の人前J1m 

係で最も基本的な{言税関係であり、それに基づく家族は、人類社会で最古の安定した

総織である。山西商人はその運営初期と発展段階で血縁隠係を利用したが、宗教的結

びつきが弱かったため、更に大規模で広範囲の商業組織の運営を維持できなかった。

他方、且!l縁者が協力組織を構成する際に、山西人が信用と義理をE重んじる、地縁文化

に由来する特性が好都合に機能した。この{言頒関係の格付けや比I肢により、山illi商人

は家族関係に次ぐ同郷の倍額関係を結び、情報交換と信用維持の統治構造を構築した。

3.3.2擦期制度

0JiIE5年 (1727年)のキャフタ条約で、 I吉富喜辺墳の商品取引$場で尚品と商品を交
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換するパーター貿易が規定される。 IliiL4尚人は対政貿易の商品調i主に多額の資金を投

下し、各尚号rmで大規模なJi)(引が恒常的に行われたことに注目してよい。その都度、

現金でお守11すれば、各I凶号は}主f援の流動資金を準備しなければならならず、現金とし

て使用する銀塊の輸送に多額の費用がかかる。 E児童Hの不足と主Hの輸送費用は、:rl易の

発展の制約婆|おとなるため、 lliiL4 r:li人は銭正Eを利用し資本調迷と融資を行なった。こ

れにより銭荘や銀号等の金融業が発展し、 f主総と山西潟人の密接な関係が貿易活動の

中に組み込まれた。

例えば、問治I~I に太平天闘の影響で、新航のJîlIIド[クチャ]やイリ等の地域で!呉氏

一撲が発'1三した。治相l統治に抗う風潮は天111南北に影響を及ぼす。交通は阻害され、

茶尚の貿易為粧を担う i英日の鋭校に波及した。 f淡口の大きな銭、仕の数は急減した。 E児

夜は 24Illfのみである。 10年前には 40ilqもあった。この 2111ilの銭荘の業務もこの 10

年間に 2~別減少したそうである。それにより、茶貿易は重大な煩失を被り、信用が制

限されたという J(住 66)。この場合、マクロEII境は、 lli源問人の貿易活動に否定的な!;住

宅中を及ぼした。

外部環境の強い撹乱のない、正常にt:l易が行われた時IUIに、 llii1]尚人はどのような

制皮で、銭il:Eと貿易活動の協調的発展を推進したのか。この場合、 111西商人は非常に

効果的な「担¥WI制度j を形成した。

t~~ WJは「毒事JVIJともl呼ばれ、的機-frl務の消m:Jm1m を jむ~ r止する、 111西I潟人の組織内部

の商業信用である。取引の双方が何絡や利息等を初めに相談・決定した後、決算 !~I の

前に債権と依務を 1m 瓦に消~する。満期になると必ず依務を 1t~ft?:し、 Nln後の残高を

現銀にし、所在地の「線局[き準備!輸送会社JJに委託し、問的地まで五Eび治鈍したり、

政号の成立後に為;齢制度を利用して際見守(あるいは鋒~t'，i )で消~した。等名な磁"~~で

ある大峰魁がこのiIl1II立を提唱し、張家口で初めて実路し、 111il_y街人が活躍する各耐業

都市に波及した。この制度は、大ilkに尚品をE3付ける11百人の資金l回転を促し、 1車輪会

社の効率性をii]iめ、 111iL4阪人の陶芸誌信用を保市Iした。

Nft~の総聞の観点から、担'U~l iI可皮は二つに大目1I される。一つは附じ対東 [11\ 't:f 者]

の本 1311 と支 j古の 11~f b~[ である。|河じ所有者の本l古と全国各地の支j自の聞でも燃 WI制度に

従い、財務決算とも，'n:完治幻:を行った。 111西商人は本支応iI市l史をl*JIlしたが、各支115の
業務、特に利益計算は完全に独立採Z?で行なったので、決算WJの規定に従いがft"';tする

必要があった。もう一つは、各商号 [lU の貿易と融資関係の 1j~f t;(である。利益の有 j!t~を

界\]わず撚 WI が来れば、約束通り双方の依務を~定型I! ・ 1ì~f 釘:した。

前鮮の!UI限から見ると、標期lは年限と季限の 2f最新に分けられる。年以は i停をWI
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|坂とし、主に迷距|維で取引 j韓関の長い南北貿易の術品の消算や、対稼貿易の 1ì~ft}:と現

銀問絡に関するものであり、普通、毎年のi日正月を標期とした。季探は、一宮1¥の重要

な商業都市で行われ、 1年を 3ヶ月仮に分けて清算する。年楳も季l型も探知lが来ると、

各様家は前期lの財務の往来や依務関係が満了になり、次期の業務や新規相談を開始で

きた。満了できない場合に、尚家内で文胞の#~理や閉鎖を考えたり、外部の取引相手

との取引中止を検討した。 1WIの損失を悩しみ、{点務返還を延滞し双方の関係を縦続

することは認められなかった。これにより、債務者の俄務が継続的に累積したり、返

i控不能に陥ることを避けられ、債権者の更なる損失も閏避できる。

日常経営の中で資金回転の凶難や短期の煩失は免れないが、標期が来れば約束通り

現銀を支払わなければならない。支払期限が来ても支払わない場合、「頂様Jつまり、

その人物の姓名が金融・為替業者に登録・通告された。登録された情報は山西商人の

集団内部で共有され、迷約者の信用は低下する。商業の信義に背き怒芯:で債務を返i盤

しない行為や、その他の詐欺行為が発覚すれば、違約者の信用は地に落ち、その者と

取引する者はなくなり、その商人の商業生命も同時に終わる。この様 J~I 制度は、 IJJ西

商人集団内部の各階号問の債権一依務関係や商号の存続に|羽わる要件である。全問の大

きな商業都市、各水i謹輸送の集中地と商業者が集中する集務で、違約者の情報はZ重視

された。実際に標期制度は、 lli西商人集l到内部の契約股行期限になる。あるアメリカ

の旅行者は標期制度について次のように記している。

「私は非常に喜んで自分が言$*咽に誠べたことを伝えたい。それは彼らの商ビジネス

における誠実と倍用に関してである。毎年の元旦に、すべての往来収支を清算する

のは、中国商人の変わらない慣習である。これにより、次の年に如何なる問題も残

らない。しかも、どこかの商号は、その時点で債務の償i墜を返済しなければ、違約

者と見なされると聞いた。これで、その人の信用は徹底的に失われる。英障とドイ

ツの商人は、中国人の商業信用は最高級だと話した。しかも、この点で日本人と比

較すると、中国人は日本人を好まないそうであるJ(注 67)。

標 J~1l限度は、違約可能性があり観察可能な閥家に、信用が無くなる危機感を実感さ

せる。違約者が且iると、直ちに集団内部の構成員から制裁されるため、統治費用が非

常に小さくなる。逃約者の名誉が{詰つくと、将来の取引費用が上昇し業界から追放さ

れるので、長期的に損失が拡穴し近一約の機会費用が高くなる。標 J~1l制度は、 l幻間婦人

が地i京社会の人脈に基づく自主運営と集団主義懲罰機構を体現し、長距離輸送や貿易

を制度的に保証もした。
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4. 1育長客貿易の際史的な役書11

キヤブタ貿易は行lr必関係史上、 ill要な位置を占める。キャフタ貿易は泊代北方貿易

の1ß~な要素として、特に清潔辺境地域の経済発展を促し、同悶氏が相互に接近する

探僚と条件をもたらし、何回民の栂瓦理解と文化交流を推進した。また、阿国の辺境

貿易都市が興降・繁栄し、貿易の関連産業が発燥し、キャフタを中心とする国際市場

が形成された。

4. 1 貿易の社会経済発展への推進

4. 1. 1貿易構造の進化と貿易額の増加

111 illi jWj人はキャフタ貿易でロシアに茶、大哉、絹製品、陶磁若号、工芸品、生活雑貨

等の商品を輸出した。中でも茶と大黄は、ロシア商人にとって最も利益率の商い輸入

品であり、ロシア政府が専売品に指定したことがある。 ~ìí'i朝野史大観』は中悶の輸

出品について次のように述べている。

「中国は~る所で1i~が1&れるのが普通である。しかし、西北部の遊牧諸官11 にとって

茶は命のようなものである。(中間各)ハノレハと談古・間部で、す点を飲まない者はな

い。大西洋は中国からト万ffi離れているが、その外国の船が来る皮、 ill要な中国商

品は1í~であり、いつも船満載で帰る。1l~の用途は西海の極り以外までではないか。

ロシアは又中閣の大演を高級な薬品と見なし、これがないと病は治らないJ。

表 2は 191止紀前半に消から口シアに愉出した主要商品の総額である。この 50年rm

のキャフタ貿易の尚品構造や変化の趨勢を明らかにするため、表 2で 5WIに13:分し、

商品の総額と書11合を図 1で分析してみたい。

表 2 l'奇からロシアに総出する主要商品総額(注 68) 単依 1000ループル、弘

回二 1802-}807 1812-1820 1821-1830 1831-1840 1841-1850 

貿易額 出l合 貿易額 割合 貿易額 割合 貿易額 おl合 貿易額 訓告

綿織物 2316.0 46.3 1175.9 22.8 504.3 7.5 165， 8 2. 1 35. 7 0.9 

Ifl 14. 0 0.3 10.6 0.2 15. 2 0.29 13. 6 0.2 2.0 0.2 

組製品 105.2 2. 1 74.3 1.4 107.7 1.6 228.2 2.8 99. 4 1.5 

茶 2165.3 42.3 3838.0 74.3 5953.5 88， 5 7551. 1 93.6 6218. " 94.9 

出砂糖 61. 6 1.2 64.4 1.2 65.3 1.0 59. 6 0.7 70.2 1. 1 

出典 吉田金一 f抗日露貿易についてJW東洋学報』、第 45'1号、第 4号。
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表2のデータによれば、消代中国からロシアに輸出した 5商品の貿易総額に占める、

綿織物と茶の割合は 95%以上であった。{也の 3種類の商品の割合は一貫して 5%未満

だった。 1青のキャフタ貿易で綿織物と1l~は最E重要商品だった。図 I で綿織物と茶の軌

跡が、ほぽ上下対称になっている。 1802~50 if'.に綿織物の輸出綴は低下し、対照的に

茶の輸出量は増加する。 1802~07 年に綿織物の輸出は、茶の輸出額を少し超えていた

が、茶の輸出額がすくに綿織物を凌潟し、向者の輸出額の援が拡大し続ける。図 Iは

キャフタ貿易の実情を示している。

18 世紀にロシアが輸入した前の商品で、 K(t~布と綿はi荘重主要品だった。 1~1 の綿布はシ

ベリアで必婆だっただけでなく、ヨーロッパ・ロシアでも需要があった(注 69)。シベ

リアの企業家は、労働の対価を貨幣でなく清の綿布で支払うことがあった。ロシア人

が清の綿布を霊視したため、消の綿布生産者と取扱業者の曲目J機は高まった。 18世紀半

ばにキャフタ市場でロシアの 2頭燃の印がやlいた南京布が販売されたが、それは前商

人がロシアで販路を拡大する i淡路の一つだった。キャフタの清商人は、綿布生産者と

長期の取引関係を維持した。 18世紀末までロシア市場で、シベリア人が主に清の茶の

主たる消費者だった。ロシアが輸入する茶は主に碑茶であり、シベリアで肉のミント、

バター、塩と混ぜて飲まれた。 19世紀初顕に綿布に代わり、茶が間品の師絡を測る単

{立となる。

「外パイカノレ淑辺境地区一帯の住民が主に碑茶を飲用し、必嬰不可欠な商品と見な

され、茶を銀として佼照するまでにきEる。シベリアのブリヤート人等の土者民には、

商品を販売する l時、銀よりも事ろ!薄茶を取る。彼らは如何なる場でも、li'!J茶を銀の
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代わりに使えると研[f言しているからである J(注 70)。

{薄茶は常に貨幣として使用できたと，思われる。

方、ネノレチンスク地方では以下の史料で示されるように、 11~ は幡好品よりも必需

品であった。

「ネノレチン1 ク辺境地帯の全ての住民は所得、年齢を問わずji'Ji茶を好む。茶が必要

不可欠の主要飲料である。時lはパンを食べながら茶を飲む。飲まないと働きに行か

ない。昼食後も茶を必ず飲む。 l日に 5 1;;] も茶を飲む。茶が好きな人は 10~ 15杯も

欽む。いつでも誰の家に行っても必ず茶でもてなすJ(也 71)。

茶の需要が地加し市場も拡大するため、キャフタ貿易で主要商品の輸出が高まる。

表 3 は、 1755~ 1850年に山西商人が口シアに愉出した茶の平均数fi¥;を示す。

表 3中国産茶ロシアへの輸出量(注 72) (年平均)

年次 輸出品(単位 プード; 1プード=16.38キロ)

1755由 1762 11 000由 13000 

1768-1785 29 000 

1792 24 568 

1798 46 977 

1799 52 313 

1800 69 850 

1801-1810 75 076 

1811日 1820 96 145 

1821-1830 143 196 

1831-1840 190 228 

1841-1850 270 591 

出典 J毛2と問じ。

表 3 のように 1755~ 1850年の期間で、 1792年にキャフタ貿易が停止され、 2告の輸

出が減少するが、それ以外の期間、 IlJ部商人のロシア向け茶の輸出量は年々 i自力11する。

1802年にロシアが輸入した茶は 4万 5032プードであり、 1850年の輸入裁は 29万 761日

プードとなり、 1802~ 50 if三に 6.61)~ に湘加する。茶の輸入額は 652 万 7 千ノレーブノレで、

ロシアが話すから輸入した商品総額の 95%を占めた。更に詳しくみると、ロシアは「道

光 10年(1830) に(i言葉) 56万 34401務[英殴ボンド]を、道光 12年 (1832年)に

646万 1000磁を購買した。全て黒:;;， ['H自1í~の発隣製法により作られる茶]である。
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キャフタから|援路でトムスクまで運び、また水・陸附方の道でニジェゴロド定WJrIiに

運送する J(注 73)，1837-39年にロシアの年平均総入:ulは 807万 1880プードであり、

輸入総徽は約 800万ノレーブノレだった。 1838年に、大・小時茶がそれぞれ 7万 1950個

と6万 430似の他に、箱詰茶 4万 3070i脊[1綴=100ポンド]をキャフタ市場で販売

した。キャフタ貿易はロシアに巨額な利議をもたらした。

統計によれば、 18世紀にキヤブタの毛皮貿易でロシア商人は 200-300%の利益を

得た(注 74)。カムチャッカで一等のラッコ皮 1枚の値段は 60ノレーブノレであり、二等は

40ノレーブノレ、三等は 25ノレーブノレだったが、キャフタ市場で同じ皮が 90-100ノレーブ

ノレないし 140ノレープソレに上昇する(注 75)。貿易の利益は、多くのロシア部人を引き寄

せ、 1i!J滋貿易は活発になる。

19 t1t紀に清の1l~は、ロシア商人が利益を得る重要な手段になる。資料によれば、 1802

-10年に、ロシアが消から輸入した茶の平均盆は 7万 5000プードであり、 1821-30

il三に 14万 3000プード、に達し、 1850年に 30万プードにi骨加する(桂 76)， 19世紀前半

にキャフタで 700万ノレーブノレで購入された茶は、ニジェゴロド定期市に運ばれ、 1800

万ノレーブノレで販売され 2倍以ヒの利益になった(注 77)，1841 fpにロシアで出版された

雑誌『モスクワ人』はこう読言する。「キャフタ貿易はロシアに最大の利益をもたらす

貿易で、ロシア人が携わる他のいかなる貿易をも凌駕する j と(注 78)0

キャフタ貿易はロシアの悶)11fに多額の収益をもたらした。 1755年のキャフタ奴易の

関税収入は 19万 3173ノレーブノレだったが、 1800年には 71万 5364ノレーブノレに哨加する

(践 79)，1760-75年にロシアの貿易総額にキャフタ貿易が占める割合は 7.3%から

8.3%に上昇する。ロシア関税収入総綴に占めるキャフタ貿易の関税収入は 20.4%か

ら 38.5%に上昇した(控 80)<> 19世紀前半にロシアの関税収入総額に占めるキャフタ貿

易の割合は 15-20%だった。キャフタ貿易の関税収入は 134万ノレーブノレ (1810年)か

ら 548万ノレーブノレ (1847年)へ 3倍以上に附加した(注 81)。

表 4は 1802-50年を 5j~J に分け、消が口シアから I愉入した主要商品の金額や ilflJ 合

を示す。商品の構成から見ると、阿国の貿易は各地域の俊{立性を持ち、初互の貿易商

品は相互補完性を持っと言える。つまり、ロシアは毛皮商品と毛織物等、耐寒商品の

輸 /1\ を重要視し、?百の AZや納はロシア人の食王~'¥J'tや流行の需要に応えた。一方、社会

経済の発展や、それが貿易の需要に影響を及ぼし、ロシアのil'fl向け輸出尚品の構成も

明らかに変化する。

限12のように、 191止紀初頭の 20年間、貿易商品に占める毛皮商品の割合が最も高

く、その輸出額も上昇し続けた。 1820-30年に、ロシアの輸出尚一品に占める毛皮街品
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の割合が低下し、毛織物と綿織物の貿易額が耳目える。半年に、毛 ~f&!初の i割合の i目加が顕

著主だった。こうした貿易品目の構成変化は、ロシアの工業化を反映した。 1847~51 年

にロシアが消に輸出した工業製品は、輸出品総額の 47.74%を占めた{注 82)0

表 4 I育毘に翰出されるロシア主要総出商品の推移(1年あたり)(註 83)単位千ループル、覧

1802-1807 1812-1820 1821-1830 1831-1840 1841-1850 

輸出制 ，tヰ1 駒山制 l七串 輸出額 比 f;-;; 輸出額

1406.7 29.9 258，1. 7 46.6 3265.2 48.6 2997.5 

252. 3 5.5 263咽 l 5.0 372. 2 5. 4 31 '1. 1 

153. <1 '1. 0 337.0 6.4 545. 2 8.2 <172. 4 

26. 1 0.6 '163.9 8.8 1033‘2 15. 3 2481. 5 

77.0 1. 5 389. 2 5. 7 971. 5 

37.3 0.8 121. 1 2.4 154.9 2.3 227.1 

43. 7 0.9 47.9 0.9 57.1 0.8 

rl1J)l!. : ~< 2と同じ。

関2摺がロシ7"".、ら聖書入する主要商品の割合の変化
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山西商人は広(fit![瑚の茶市場に大きな総力を感じ、高い収益率も加わり、茶のE立地開

発に熱心になる。多くのはi商商人は福態省の武夷山や、湖南省の安化と市首汀[地名]、

湖北省、の崇阪と五li土庁及び通城等の地方[後期は主に湖北省の羊機許可と隣のiNl南省の羊

楼司に集中した]へ茶の貿付にi吐いた。 11llN商人の貿j-jにより、長江以南や溜III'l .消l

北成業は面復し茶の栽培が増える。

fj築ロは臨港として聞いた後、市i南各地の茶葉は多く水路で運送されるようになっ

た。 j岡庭樹1を経て長7工に入り漢口に集まる。平江豚は止I谷間の閑地にそれまでサツ

マイモの栽培を行なっていたが、輸送の使と紅茶の利益の高さが誘因となり、全て

の土地をサツマイモから茶の栽暗に変えた。従来麻の栽培を行っていた翻阪も茶の

栽培に切り稼えた。茶の栽l苦函桜が拡大し、茶111: [1t~ を扱う i蕗社]が地加する。茶

の加工業も相当発展する。平1工から見れば、上は長寿[湖南省の県名]から下は西

郷[湖南省、の地名]の普坑・語口まで茶;庄が数トヵ所になり茶摘みは二万人を下ら

ない。茶摘みの人が町中にi絞れ、寅の時に集まり函の11寺に散る。大勢で院しい。朝日

の南部の崇泊、 I戒守、羊楼借i一帯も有名な茶区である。ここの茶葉の一部は山西商

人が購買・加工した。光緒初年ごろ，毎年に茶jff70~80 家あった(中略)湖南、

湖北の茶区面積が急激に拡大する。 1871年には 10年前と比べるとほぼ{古糊したJ(住

84)。

山西商人が設置した製茶の作業場は、現地股民が1t~生産への商品意識を高め、その

他の手工業生産に影響を及ぼした。 E事茶の包装紙や箱布nみの竹木のf高等の需要が高ま
り、現地の製紙や竹木加工業が発展する。務i斤県南111の莱のある地名は「紙榔IJとl呼

び、「紙捌lは左にj同があり右に泉がある。そこに住むある人が郊氏の一族である。凡そ

40余戸あり、数人が炭業に従事する以外、製紙を生音!とするJ といい、「棚の下で働

く者は約 100 人余り、年収 5~6 千両に歪る。この数十所帯の生計は全てこれに依存す

るJ(注 85) というように地域分業が見られた。崇1島県も茶生産の発展により「木工、錫

工、竹工、漆工」等の業種が発燥する(注 86)。

一方、ロシア薦人は清市場の巨大な利益に関心を示す。ノスコフは「キャフクはわ

が国の工業製品とその他の商品の海外販路を開放したため、我が国に中国向け商品を

生産する工場が多く現れたJ(注 87)と指摘した。 1733年に毛織物工場「ジェリムJは

初めて生産を開始した。 1790~97 年に、その工場は 3 万 2300 ロシア尺の毛織物を生

産し、大部分はキャフタに運ばれた。 1857年にモスクワだけで、キャフタ貿易用の商

品を生産する工場が 96粁存在した。そのうち 37軒は毛織物企業で、 '15軒は綿織物企

業だったは 88)。これは、 19世紀忠ばにキャフタ市場がロシア商人の販売重要拠点だ
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ったことを意味する。

キャフタ貿易により、ロシアの綿製品、綿織物、輸送業、漁業と狩事i¥、j没業生産が

発!liiする。これらの産業はシベリアからモスクワに到る幹線住人に、所得をもたらし

た。例えば輸送業の場合、キャフタからモスクワまで 6000ヴェノレストの距離があり、

往復輸送費用だけでも毎年 350~400 万ノレーブノレに上った。この費用の大部分は沿線住

民の収入になり彼らの生活を維持するだけでなく、「ロシアの股業と牧畜業の発展に有

効だJ(控 89) と指摘された。

4.1.3辺境貿易都市の興隆と繁栄

キャフタ貿易は、 jff北部辺境のモンコノレ地域の社会経済の発展に重姿な役割|を果た

し、遊牧地域で都rIiを輿降させ交通路を聞いた。辺境都市としてキャフタの他にタノレ

パガタイとイリが消蕗貿易の新しい拠点になる。匿容E内の都市である張家口、帰化城、

ホノレモジン、プカイ、クーロン、ウノレムチ、古城、ウリヤスタイ、コブト等は、南北

を通る交通要路や旅毅閣の活動拠点だけでなく、辺境貿易の荷品の集散地や供給拠点

だった。

明の末期からお守の初期に、張家仁Iで談合貿易を行った耐号で、「八大御用i商人J と

Il'l'ばれる IJJE耳商人が指導的地位にあった。「キャフタ条約」の締結後、キヤブタと売買

城は?首長官貿易の中心になり、張家口は丘I西潟人の貿易貨物の拠点となる。lMlE2年

(1728年)以降、ロシアのi滋商が北京に来るノレートは、キャフタ~雌倫----iJN君主日経由

であり、沿線のllII倫や張室長口等でロシア商人は一部の商品を販売することができた。

これにより沿線都11，の貿易活動が廷に活発になる。張家口で碑茶貿易を車内とする大

泉去、祥発永、広全千年、恨隆広、大界王、公合泉等、山西商人の商号は毎年廠倫、キ

ャフ夕、コフト等に lì~1 ~\i 40万箱を輸送・販売した(世間)。

消露辺境のキャフタ 完関城に燃がる交通の要衝であるm1倫では、 rllII倫の西iirl商
号はflJl照年11司から始まり ('1'略)西成、京営の向sに山西陶人が 1634人記録された。

(中略)西都商人が大:!L¥の商品の卸売りを専門とし、その行・後[行と桟は貿易を1T

う商号の名前に付く文字]の多くは京営子と売m城に集中する。京押iの商号は間信11倫
の一隅に限られ、後営子と売m械には 中「もないJ(注目)という状況であり、山商商

人の貿易・転送の拠点になる。清朝後期の節倫には旅表記商号が 400'1'干置かれ、防人は

10万人に上った。その中で、資本金と取引額が特に大きい商号が約 50'1ヰあった。草

原地域の都市の輿|盗や辺境貿易の拡大により、消何l北部の遊牧地域が経済的に発展し、

牧商業の自然経済と務品経済が結びつき遊牧民の生活が向上する。
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キャフタ貿易は口シアの工業発J艮を促すだけでなく、シベリアの社会経済に多大な

影響を及ぼした。シベジアはヨーロッパ・ロシアから阿佐れており、シベリア鉄道が開

通するまで「ヨーロッパ文明」がこの地域に脳かなかったため、民気(氏風)が閉ざ

され文化水準が低かった。シベリアに生活する民族、例えば、オスチャク人、ブリヤ

ート人、モンゴノレ人、ツングース人は米関状態にあった。 IJ1一回商人が長距|維輸送で述

ぶ針と糸、衣料と股物、食品、築材、紙、生活器具等は、シベリア住民の生活条例を

ある程度改善した。また、シベリア住民は貿易関連の輸送に従事し所得を得た。 17世

紀米頃ロシア政府はシベリア商人は122かでないと考えたが、 18ill:紀後半に裕焔なfffr夙l

t~. 族になる。

「シベリアの尚工業が獲得した利潤により、常にロシアの各地から多くの商工業者

がシベリアの都市に引きつけられる。 18世紀にイノレターツクー都市だけでも多くの

商人が移住してきた。彼らは主に沿海都市のウスチュグ、 トチマ、カノレーガ、ヴォ

ログダなどから来て、主主主1"な商号を開設したJ(誼叫ん

4. 2 キャフタ貿易の ìi~代北路貿易への影響

キャフタ貿易は、 ii'i"窓辺境地域の経済発肢に多大な1;(;絞を及ぼし、拘留の貿易関連

産業や辺境都市の興隆と繁栄に大きく寄与した。キャフタ授易の発股にwい、 111困尚
人の商業網は、キャフタを基点にロシア内陸部に浸透する。これにより、キャフタを

中心とする商業地域の繁栄が健保され、 1古代の北路貿易は更に発展する。

路服仁氏が『外変古見聞紀略』に「キャフタは(中略)皆晋都の尚号で(中間各)各

i潟号がモスクワ、 トムスク、イノレターツ夕、チ夕、クラスノヤノレス夕、新シベリア、

パノレナウノレ、パラガンス夕、ベシ夕、 ヴェノレフネウデインス夕、ネノレチンスク等のロ

シアの大都市で(中訓告)支J占を設置したJと述べた。キャフタ貿易の中後期に、キャフ

タで活躍する山西商人の大商号が 20数刺に速し、著名な耳石号は大界王、値降光、錦泰

亨、久成優、独依玉、永玉t豆、永光発、大泉玉、復措iU忠等、数卜刺(注 93) であった。

例えば、太谷!!f..のWl家の「錦泰亨」は、庫倫やキャフ夕、イノレターツクにラハ等で綿製

品「出-l~周 J を輸送・販売する商号だった。毎年の取扱 ill は 1 万 2000 匹、金額は銀 36 万

間に上った。当時、 *19を主要商品とする磁号は他に 10数IIlJあったが、 ræ~\恭平 J の資本

古賀が最大だった。「部n泰亨JはrIlll綱J以外に、{也の絹製品、サテン、綾、，¥l紗・約(ろ)

及び半阿茶(茶の銘柄)等を取り扱った。 1i~f がロシアから納入する商品は、砂金、毛

織物・カシミヤ、罰E紗、ロシア紋也等だった(注 94)。

j古代北方iit大の通事行[ロシア語通訳を伴う貿易尚。議:の尚品の販売や買い付けの
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代理!・仲介を行なう J(注目)と l呼ばれる「大盛魁」は、 6000~7 000人をj雇用し、 1万

6 000~2 万跡、のラクダを所有した。その活動範殴はハノレハ間部、清努烏梁海、コブト、

ウリヤスタイ、クーロン、キャフ夕、内設立古やウノレムチ、クチャ、イリ、タノレパガタ

イ、シベリア、モスクワ等に及んだ。その支社には、1l~貿易が専門の「三玉川JE荘j、「

盛川1i¥i11: J、締結1布が専門の「天順恭綱布11:J、家畜が専門の「徳盛魁羊馬応J、問屋業が

専門のrJli昇防jそして金融・為絡がr#門の「大盛川PZ号」、 f裕雄伴銀号J、r*盛銀号j

等があった。

「大自主魁 j は ~I 分の銀号、 25 号、主主'(1:を通じて資金を融通し、'È悶各地から尚 l誌を þi

い付け、帰化、)IJlfr晶、コプト、キャフタからモンゴノレ、新板、ロシアに輸出すると向

H寺に、 i七方やヨーロッパの特産品を現地で仕入れ、消の内陸部に輸送・販売した。南

から北への商品は、主に茶、切煤車、 i目、綿布、鉄製品、銀製品、焼樹、砂糠、妙め

た米、菓子、木術、木椀、楽包、モンゴノレ靴、馬用紙談、馬鞍等である。北から階へ

の商品は主に牛、潟、ラクダ、羊、毛皮、カシミヤ、製薬原料及び羅紗、毛織物、綿

製品等だった。 f大感魁jの最盛期には外談合の活動だけで、所要の資金が虫[， 1000万阿

以上に達した。キャフタ貿易の発展は山西日当人の貿易話一切j範囲をlll;大し、ii'1代の北方

貿易の繁栄に導いた。

方、消露貿易は、キャフタを中心に一連の辺境貿易都市を開放した。ロシアの対

消貿易も辺境から中国の内i謹に浸透し、至る所でli!f尚人と競争する。ロシアの対消外

交政策には、奴易の拡大だけでなく領土拡張も含まれるが、辺境貿易が発展すると、

辺成地域の安全保隙や附国民の生活が安定し、地方経済が回復・発展する。 r，戎設中期l

に清潔の条約締結以降，孜が国は沼の新組から北の毅古に沿って、 n!に育(林)、(古巨)
江等の省まで迎ti各地の~るところでロシアとlI.市の地域がある J (践 96) と記される

ように、マクロの観点から見ると、 IfI緩聞で辺境貿易に関する条約が体系化され、辺

境技易の規模も拡大する。繍括的に述べると、 rmがロシアに輸出する尚品はなお地加
する余地がある。ロシアが消に輸入する尚品と比べれば余剰がある j状況にあった。

表 5は、ロシア大政省税務課が作成した、 1850年代以降の前線illJftの陸路通商郁子!i

における通商の動向と、 j古米北路奴易の状況を示す。 1908年にロシアからの申告入額は

2328. 5万ノレーブノレである。輸入綴の内訳では、製造品が 1200万ノレーブノレであり、そ

の他(半製品や原料、家高等)の輸入額は 1128.5万ルーブノレであった。 li'lからの輸出

品総額は 9334.4万ノレーブノレであり、茶と原料・食品が主要問品だった。主主の輸出品1は

4500万ノレーブノレであり、その他は原料、食品、家主器等の輸出額であった(龍 97)。比較

のために表 4のデータを基に|主I3を作成した。
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1851~1908 {I'の約 60余年に、 ji!fのロシア IriJけ愉出綴は上昇し続けるが、ロシアか

らii'i向けの愉l封鎖の変動が大きいことがIl!I3から読み取れる。この変動により、ii'i線

開の貿易室長額がéEじる。 1856~60 年にお守は巨額の入超を示すが、その後は逆にロシア

の入起が拡大を統ける。 1851~55 年にロシアが大幅に仕\i~ を示すが、それは、 1851

年に刊'Iil¥¥ Wイリ・タノレバガタイi白閥単程』の調印により、ii'il誼北西部にイリとタノレパ

ガタイ 2つの貿易窓口をi甘やしたからである。この澗印により、 100年以上キャフタ 1

カ所で行われた消露貿易の枠組みが変容する。

イリとタノレパガタイは中限の内 i謹昔話から i主 ~ß雌にあり、ロシアに比較的近いため、

ロシア耳石人はイリとタノレパガタイで貿易を急速に発燥させる。 1852q三と 1854年にロ

シアは貿易倉庫かつロシア 新綴貿易の基地となる、都市ウェイノレづイ(現夜はアラ

ムト)を建設し、ロシアの貿易額が著しく鴎加する。後に、消i重からの輸出額が念、成

長し、 li'f~ミまで出超を維持するのは、消の北路貿易の総合力の反映と考えられる。こ

の点、l士、行!fの北総貿易税関の徴税徽に示される。

表 5 l~f i露辺君主各陸路通商都市における貿易額の変化(注 98) 単位千ルーブル

時j軒(年) ロシアより輸入額 mより輪出額 消認貿易の器額

1851-1855 99 272 9 874 -89398 

1856-1860 8 366 10 111 1745 

1861-1866 5 585 9 316 3731 

1866-1870 " 635 7 394 2759 

1871-1875 3 984 12 224 8240 

1876-1880 2 487 17 876 15389 

1881-1885 2 126 20 790 18664 

1886-1890 2 186 27 238 25052 

1891-1895 1[ 611 33 757 29146 

1896-1900 G 483 42 091 35608 

1901-1905 19 205 53 716 34511 

1906 57 530 97 '127 39897 

1907 56 400 89 742 33342 

1908 23 285 93 344 70059 
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ここで、 111iI!l刻人がキャフタへ茶を輸送するノレートが前後数IIII変J!1:になったことを

指摘したい。キャフタ貿易の前!VItこ 111西商人は、福建省の武炎山で採れる茶をロシア

に輸出した。このl時期lの輸送ノレートは、裕Jj;省f崇安県~分水|潟~江商省鉛ILi係(河口)

まで陸路で述び、そこから河川交通に変わり、 f詩江に沿って郁防iNlを絞iおし九江口か

ら長江に入り、武l読まで遡って淡水に転じ、奨[現在の袋奨]に上陸した。そこから

ラクダにJ読み終え、 j可南から 111悶沢州[現主Eの晋減]に入り北上し、 i路安~平遥~祁

W~ _.._.太谷~析県~大前)~天鎖を経て狼家口に輸送した。その後、張家口から殺虎口を

H:¥て崎}化1成lこ到る。

中期に、 ILii!!i商人の茶の買付け地は湖南省の'ti'化に変わり、輸送ノレートは水路と陸

路に分かれる。陸路は、 'Ilj~' 徳~沙市~袋IIß~鄭州~111 jLlj沢川~張家口に達するが、水

路は、病底淵lをi曲って岳協から長江に入り、武淡から淡水に転じて奨城で l二隙し、陸

運に変わり河閥、 I.Li西を経由して ïJl~~ ロに i主し、張家口からキャフタへ巡ぶ。

キャフタ貿易の後期l には、 21y のJ:~付地は湖北省の崇隊、 J1Iì折、通 j成および湖南省の

臨1111[湖南省の i曲名]に変わり、 11~ の集散地も 1111 北省の羊楼 j同と湖南省のさ作機司にな

る。輸送ノレートは、隙水河に沿って長江に入り、武淡から淡水をi畠って袋縫までtJ{:iで

迎んだ。ユE奨から上陸し、前述の1日ITrt4 '"山i!!iノレートで張家口に部1)~、そこから殺虎口

を経て帰化J成に運んだ後、キャフタに運ぶ。
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f ];:口通尚 [1813年の「南京条約J(1813 '1二)と「五日通阪市浪Jの不平等条約締

結により、中国に外国資本がflli長入ること]以降、 ii'fi羽人の輸送ノレートは、以前の路

線の他に、淡口~上海~天体に到るノレートと、オデッサ~パトゥーミのノレートが付け

j川わる。

当時の張家口は「来日 J税関として、 111西尚人の対露貿易にi直接関わった。他方、

殺虎口と帰化j成は fi'!i口 J税関として、 1，'f館貿易で盟主Eな役引iを果たした。実際にこの

二つの税関を経由して、 ILJ西尚人は新駁とモンゴノレの貿易を兼録する。

ここで、消代の殺 l先日の関税収入額から各待 !~I の貿易額を推計し、 f古代の北路貿易

全体の織-7-を見てみたい。その前に予め限定条件を線認しておく。

殺虎口は、多くの通関貨物に免税措置を採ったが、免税商品の数放と規模は小さく、

関税収入金体に大きな影響を及ぼさないので、免税部分の貿易怨;は剤 i二しないことに

する。次に、前代に各税関で徴税漏れが生じ、多くの改革措置が取られ、一時的に奏

効したが恨本的改善に圭1Iらなかった。徴税漏れは記録に残らないので、徴税漏れも推

計に計上しない。免税措授の金額と徴税漏れを徐外すれば、tll;礎的な貿易額は推計可

能となる。最後に、殺虎口の関税収入データ(台北故宮博物院)は、全I待j哲iを連続し

て含むものではないので、 mの各時期全ての事項を1E般に抱濯できないが、発展の平
均的傾向から貿易燦棋の概要を知ることはできる。

表 6は、殺虎口税関の税収納、から推計した貿易額を示す。これにより、殺虎口の監

督の各任期lにおける貿易額がわかる。貿易額の変i援を更に明確に示すため、図 4を作

成した。 ]z]1は、羽i正 2 'j三 (1721 年)~光絡 31 年 (1905 年)の 180 '手術lの貿易額の

変化を示す。

表 6i古代各時JlJI殺虎口の関税徴収額と貿易額推計(注目) 単位.両

貿易位計額 t1易推計官l

時 j明 関税収入額 文献番号 平均貿易額

(!~，終が 3%) {晩中が 2.5%)

揃正二年 21，742 402021253 724，733 869，680 797，206 

乾除十三年 34， 752 25'11 1， 158雪 400 1， 390， 080 1，274，240 

位降四十四年 36，273 25632 1，209，100 1，450，920 1，330，010 

乾降四十五年 36，376 28460 1，212，533 1，455，040 1， 3:l3， 786 

位池田十六年 36，622 31990 1，220，733 1，ー164，880 1， 342， 806 

~~降凹十八年 36，893 33918 1，229，766 1， <175， 726 1，352，743 

位降五十四年 40914 1，314，533 1，577，440 1，445，986 

高二十年 45，394 47924 0，18049 1，513，133 1，815，760 1，664，446 

131 



Jtt:jヒアジア研究シリーズ 11

J:fr ニ一一一年 45，851 47924 048050 1，528，366 1. 834， 040 1，681，203 

道光じ年 '16雪 021 58780 1，534，033 1. 840， 840 1，687，436 

i立光}¥if. 46，029 58780 1，534，300 1，841， 160 1，687，730 

泊先卜三年 43，864 62190 1. 462， 133 1，754，560 1，608，346 

道光十四年 46， 123 51935 1，537，433 1. 844， 920 1.691，176 

iu:JIし二十五年 46，248 75620 078593 1. 541， 600 1，849，920 1，695，760 

78589 078590 

道光ニト七年 '16，256 1，5'11，866 1，850，240 1，696，053 

78593 

崎豊二年 46，276 85141 1. 542， 533 1，851，040 1，696，786 

同治二年 44，377 89923 1，479，233 1，775，080 1. 627，156 

問拾三年 'H，390 97568 1，479，666 1，775，600 1，627，633 

伊'11台7L1"f. "'1，431 103840 1，481，033 1， 777雪 240 1，629，137 

同f会一卜4手 44，436 109806 1，481，200 1，777，400 1，629，320 

同拾.-三年 44，451 116767 1，481，700 1，778，040 1，629，870 

光紛八年 43，391 123491 1，446，366 1，735，640 1.591，003 

光締十年 34， 733 127452 1，157，766 1. 389， 320 1，273，543 

光締ト九年 25，822 130310 861， 100 1， 032雪 880 946，990 

光紺ニト三年 29，725 136889 990，833 1，189，000 1，089，916 

光絡二十九年 33，258 5998 1， 108，600 1，330，320 1.219，460 

光給三卜年 38，329 162330 1. 277，633 1，533，160 1，405，396 

光締三十一年 43，338 164450 1，444，600 1，733，520 1，589，060 

ト一一関昂推計額(税率が2.5%)

i一一ー平均貿易額

;… …j翼;奇蹟E十Jli_(税理が~~!)--

図4 ;胃代殺虎口の関税徴収額と賀諮額推計
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道光 13年(1833年)を|除けば、殺虎口の実際の関税徴収額と貿易額の変化から、殺

lJE口税関の税収額と貿易額が毎年逓摘したことが読み取れる。吏に道光日年 (1828年)

と道光 27年 (1847年)に二つの波が見える。従来の研究ではアヘン戦争を境に関税

収入が減少したとされたが、郡美努氏は『府代税関制度研究』で、「実際に裕美税牧は

平くもM{;(慶)道(光)年間に既に減少し始める J(詰 100) と指摘し、「道光年間に税関税

収が減少し、例年に欠額が生じたiff1安、 i内壁、揚州、柏市、及び、偶然に欠額の年が

発生する九J工、南新、鳳日島、確湖、jJIj"新等各税関に、その上納額を確認し減額させる

措世をとったJ(注 101)事実を挙げるが、殺虎口監督の徴税額や上納額の記録は全国の

傾向と一致しない。

殺虎口のIlll税徴紋や貿易状況は、全国の各税関の変化の趨勢と逆の動きを示す。特

に嘉慶 20年(1815年)-戚設 2年 (1852年)に、殺虎口の税収額は他の税関と異な

り、逓減せず安定しており、道光年間に一時的な上昇傾向さえ見られる。これは、当

時の北路貿易の活況を示しており、山西商人のキャフタ貿易の最盛期と重なる。

その他に、殺虎口の安易状況から、 1850年代以降、長期に殺虎口経由の貿易額がお

水準を維持し、市場の活気が継続したことも読み取れる。一方、様々な嬰闘により、

その後キャフタ貿易は徐々に衰退するため、同治年附lから「来日 j張家口の関税収入は

大娠に減少する。

「張家口の税務は、従来南の茶とキャフタ毛皮などを輸出入の主要品目とし、次い

で家畜の愉入だった。これらは全て内地商人が往復販売したので、以前税収が潤沢

だった。ロシアとの通指が始まって以降、ロシア商人が全ての大放の商品を自ら運

搬・ j坂売できるようになり、条約により税金を免除したので、内地商人の多くは休

業した。それが原因で毎年の税収も不足するようになったJ(注 102)。

間治元年 (1862年)に『消i落陸路通商章程』を調印して以後(注 103)、口シア商人

はmの国内に入り、 i務品が購入できるようになる。同一i留品をl坂究する?青の商人は、
税関で課税されるので、口シア荷人と以前のように競合できなくなり、対鎗貿易に参

加する清の商人は次第に減少し、税関の収入も下降する。特に陪J台B年 (1869年)に

『改訂 ii号館隙路通商章程~ (注 104)の締結により、ロシア商人にはモンゴノレの販売税が

免除されるようになったので、張家口の税関収入は更に減少する。一方、清末期に殺

虎口は対外察易の税関ではなかったが、張家口と比べると税収が安定していた。

以上見てきたように、 i育代にキャフタ貿易は:ill:~であり、北部貿易会体に大きな影

響iを与え続けた。キャフタ貿易は、変淡貿易を含む北路貿易の繁栄を促し、北部市場

全体を繁栄に導いた。この成熟した大きな地域市場では、危機が多少生じても周辺市
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場の成熟と発展により、北路貿易全体の興褒にi直接大きな影響を及ぼすことはなかっ

た。この棉liiili関の大市場で、貿易の組織者として山部総人がj;11要な役割を来たした

のは明ら刀、である。
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コメント1:山西商人の観点から

Comment from the viewpoint of Shanxi merchants 

商学

Gao Yu 

私はロシア貿易の専門家ではなく、日本近代経済史を研究している者である。偶

然に私の出身地が山西であったので、コメンテーターを依頼された。

コメントで強調したいことが二点ある。一つは、清帝国にとって本来キャフタ貿易

は、利益の追求から始まったのではなく、北方辺境の安定政策のためにffなわれたこ

とである。報告者諸氏から、キャフタ貿易は自由貿易ではあるが、実際にi育問はロシ

ア人にとって ~I~ 1Î~' に E重要度の高い i留品を輸出し、それに依存させる政策をとったとい

う指摘があった。これは安定的な需嬰があれば取引が継続されるという判断からであ

る。中国はあくまで辺境の安定を追求するために、貿易政策で自国の有利な立場を維

持したのである。しかし、アヘン戦争以降、西欧諸国はr~f との貿易で利読を得たこと

を、消政府は初めて理解し始める。行!;は徐々に外国から関税を取るようになった。

もう一つは、今回のシンポジウムで中限史、ロシア史、モンコノレ史の専門家逮がそ

れぞれ交差する領域で研究発表の場を持ち、コミュニケーションし合うことは、非常

に有意義た、ったと思う。この封建時代の大規模な消露間貿易をどう理解すればよいか。

私にはよくわからない。資本主義生産方式が発達する以前に、このように長期間、広

範囲の自由貿易が存在していた。私の考えでは、この種の貿易l士、①事l誌を追求する

集団の存在と、②各民族問に一定の需要が存在することに基づいて行なわれる。

今回のシンポジウムに参加する前に、布、は報告者のレジュメを拝読した。報告者は

様々な阪自い角度から、政治史や国際関係史から消館貿易を遂行する主体や、貿易の

品目について説明された。

午後の報告で森)11氏が指摘されたように、吉田金一氏の研究をどう乗り越えるかが

重姿な課題である。そのために、ミクロ的な視点がもう少し必要ではないかと思う。

更に深く資料を掘り下げて史実を明らかにする必要がある。

以上の諸氏の報告に関述して、以下の5つの質問を尋ねたい。

l 諸氏の報告によれば、係消貿易が自由貿易、ハーター貿易、辺境貿易である

ことは、ほぽ異論のない事だと思われるが、立iI翠の貿易に対する態度は、
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「交易は夷秋に対する恩恵j とする斎，J11氏の報告の指摘と、 rm政J!~が意図

した『ロシア商人を中国商品lこ依存させる』音I-i闘が存在するJという森永氏

の指摘は一見矛盾するように見えるが、そのような政策が取られた原因は何

であるか。

2 明代から中国茶の主な産地は福建省だったが、 1911l:紀半ば頃、山西商人がキ

ャフタに4輸出する茶の産地は、福建省から湖南湖北に移った。その原因は{可

か。

3 森永氏の報告は、館前貿易で「組織的な詐欺行為があったj と指摘したが、

長期間にわたる貿易で、このような詐欺行為は長く続かないと思われる。こ

の詐欺行為の範囲と影響を明らかにできるか。

4 今回のシンポジウムのテーマは「帝国の貿易j であるが、この二大帝国とも

201乱紀になると革命が起きて、国家政権と社会構造は共に大きく変動した。

この場合、商業構造と商慣行の断絶と連続をどう考えるか。

5.それぞれの研究分野で、キャフタ貿易に関する次の課題、また、現訟の研究

で解明されていない緊要な課題は何か。

最後に、私の故郷の綴子を話したい。私は幼少時、山西の1災村に住んでいた。今回

の話題に取り上げた山西商人の故郷である。その風景は、村にレンガ式の建物が多い

ことが特徴的である。中国の他の地域には余り見られない。このレンガで造られた建

物は、屋敷というよりも減のような構造の庭である。頂上に平らで銃を発砲する穴が

ある。そういう荻撃な民主がたくさんある。中国の他地域のj没村を見ると、家はだいた

い土でできている。レンガを使う場合でも、できる限り節約の工夫をする。 111西の中

部ほど、終沢にレンガを使うところは少ない。これは明治時代に山西商人によって、

富が集中した結果だと思う。 1949年頃の土地改革の時、 mk!~主への住宅の平均分配によ

って、苛の大きな庭も 1戸何部農というように分かれて住むようになったが、最近は

また整理し直して昔のままに戻した。そのため、背からの立派な建物が多かったこと

に気付く。現在は徐々に盟主理され、明・ tj!J時代の民厨得物館になった。背の山西大商

人がどのような生活をしたか、どのように商売をしたか、についての実際の史料であ

る。中でもキャフタ貿易で非常に等名な家は一番立派である。山西i蔀人の活総により、

山西省の中部の123村も経済が相当発達し、 ii!fの時代に人々の所得が非常に高かったの

は事実である。山iN商人について更に知りたい方があれば、ぜひ私の故郷に来ていた

だきたい。
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Kiakhta Treaty and Kiakhta Trade: 

Com鳳entfrom the viewpoint of diplomatic history 

話主谷浩一

Shibuya Koichi 

私は外交史と言っても、実はキャフタ条約の前後、 18世紀前半頃を研究している。今

回の報告では、森川智雄氏の報告が十分に外交史と言える側面がある。コメントはそこ

に仰をつけ加えればよいかということになる。歴史を理解する際の情報として、基本的

かもしれないが、キャフタ貿易が始まる前段階のことを少し押さえておいた方がよいの

で、それについて簡単に補足した後に、報告に対するコメントを行ないたい。

一つ強調しておきたいことがある。キャ7タ条約が締結され、キャフタが整備され、

キャフタ貿易が始まるという康史の理解は、もちろんその通りだが、実は条約締結の交

渉に至る流れの中で、ロシア側が消に通商を求める状況があった。館清関係史では、ロ

シアが北京に隊商を派遣して行う貿易をけと京貿易j とl呼ぶが、実はキャフタ条約締結

以前に、この北京貿易が断絶する状況があった。この北京貿易を復活させたいというロ

シアの意図が、キャフタ条約の重要なポイントになる。陸境爾定ももちろん重要だが、

経済面からは貿易の復活が最Ilになる。

北京貿易はロシア隊商が主に毛皮を持って北京に赴く貿易であり、隊商が毛皮を独占

した。国境貿易の位置づけは、小規模の薦人や国境付近の商人一一史料には「卑しい街

人」と記される が、毛皮以外の小さな商品を総雨悶境で取引することで、銭前が貿

易を行なうというものだった。実際には国境貿易が管湿不能になる一方で、北京に派泣

する隊商が次第に廃れたため、キャフタが草富市貿易の中心に移行して行った。

そのキヤブタ条約の前から統く北京貿易で、実はロシアがjj!fに貿易の非課税を要求す

る場面があり、清はロシアの要求を承諾し、貿易を非課税にした。その経緯を踏まえ、

キャフタ条約でも国境貿易を非課税にするという流れになる。この点がわからないと、

その後のキャフタ貿易停止の話が理解できなくなる。

キャフタ爽易に関して政治史の観点から言えば、キャフタ貿易の停止が一番の関心に

なる。中でも最初の{宇止となる第一次停止(1762年)が非常に大きな意味を持つ。この

交渉で、キヤフタ条約の追加条項が結ばれ貿易が復活する。ここで貿易の非課税が改め

て確認された。
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レジュメに史料として掲げたのは満洲諸条約文の531頭部分の一部である。森川氏の報

告にあったように、このl時改定されたキャフタ条約第10条の改定版は非常に長文だが、

この第10条改定の前段階で非課税にすることが確認されている。史料の下から3行自に

非課税について明記されている。その直後の箇所が非常に興味深いが、 「全て元々定め

たようにしたほか、ロシア・ラテン字のおに誤って書き、 :mき紛らしたところを全て正
しく I自やしておし、たJとある。これは、条約の中で満洲文が正しいことが確認されたこ

とを意味する。実は、ロシア側が持つキャフタ条約の条文には、非課税とは~ti かれてい

なかったのだが、前世間の条約文には非課税と訴かれていた。消側は満洲認の条文が正し

いと主張し、今後はI前世H請を正文とすることが硝:認されたのである。この段階で、キャ

フタ条約全体が再確認されたと言える。そのため、キヤブタ条約は1728年に締結され、

1768年の段階で悶境貿易の非課税が再確認された後に、その後のllYJきが始まるという流

れになる。ただし、 1768年の再確認で全てが解決されたわけではないことも付け加えて

おく。

キャフタ条約をどう{立位づけるかということで、レジュメには雑駁な論点を掲げた。

今|到 4 名の方が報告され、非常に興味深い報告ばかりだった。 ~fに商人の取引の実態や、

具体的にどの尚品が取引されたかについては大変勉強になった。場合によって消側に資

料が少ないことがあるので、森永氏の報告のように、ロシア側史料から的制1Iの動きを探

る手法は非常にiufiirliがあると思う。劉氏の報告でも触れられたロシア側史料は恐らく防l

じもので、ロシア語で保存されたものだろう。 '1"閣官¥11に実際に資料が存夜するかどうか

について調べたわけではないが、例えばキャフタ条約の追加l条項に関して、柳滞明氏が

論文を説いている{注1)。彼は論文で、ウランパートノレの文書館が所賊する文訟を紹介

し、 ii~f制1Iの 2条からなる内規について紹介している。ウランパートノレの文芸ば告に、原本

史料が存在する可能性もあるだろう。

i尚氏のレジュメとも限liiliするが、史料からわかる消世間前人の!fYJきに「悶家的な政策」

という首*を森永氏は使われた。 19J)1:紀後半以後、ロシアとyj!fij¥Jlの外交交渉においては、

実は前側でロシア訟を浬解する人がほぼ皆無の状況で、ロシア組1Iに非常に有利に交渉が

進んだのは有名な話である。外交交渉の観点からすれば、キャフタ貿易の取引でii'i朝側

の陶人達が皆口シア;訟を操るという交渉の様子は、私には想像できない。もしそうだと

すると、統治者間と下位胞とで前i推している、あるいは、全然感覚が巡っていたと言え

る。ロシア語ができる人がし、るなら、通訳として外交交渉に参加させるのが自然である。

しかし、 111西商人は淡人間人のため、外交交渉の際に淡人が参加でユきない点に、消中il外

交の特色があるのかもしれない。
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私自身は貿易を研究していないが、ロシアiflllと消側にとってキャフタ貿易が重要で

あったかどうかについて、今後報告者の方々に1J!に取り総んで研究していただきたい。

私はキャフタ条約を研究しているので、例えば概説せ十等が出るたびに、この領域がど

の程度脅かれているか、いつも注意して読む。しかし、ロシア史に関する概説設で

「キャフタ条約jの項目は見つからないことが多いし、キャフタ貿易についてはほと

んど認iかれない。キャフタに隠する記述は本当に少ない。キャフタは無視してよいく

らい重要ではないのだろうか。今回集まった報告者はキャフタ貿易が重姿だと考える

から、このシンポジウムに来られたと思う。更に研究を重ねて、キャフタ貿易がlIl:要

だったとアピーノレしないと本当の歴史研究は出来ない。中国側はネノレチンスク条約が

あるので、中留の外交史でキャフタは必ず議場するが、ロシア史では本当に弱いとい

つも恩う。

中国側では、粉貢体制の視点や、近年は1青ij現に隠して刺主主よりも「互市J論が注目

されている。消朝の場合は、強周な朝貨体制というよりも、実際の状況に適応する形

で通商に重点を置いていたのではないか、という議論である。キヤブタ貿易は清朝に

とって典型的な「互市Jだと思う。しかし、その「五市J関係の論文等を読むと、徴

税をするのが原則だったと惑いている。実態としては、消l間側は、とにかくキャフタ

貿易の取引の場で非課税にこだわった。 jil;-lj!Jlの f互市Jは課税が原則であるとすると

どうだろうか。キャフタ貿易の実態を例外と考え、キャフタ貿易を、 r1i市j の範踏

外にi置くのも不自然である。貿易の実態を正確に押さえて、その上で大きな議論を作

らないと言採が一人歩きするのではないか。一方、ロシア史の側では瑚'Ij主体制や1i市

論といった言葉は聞いたことがない。ロシア史研究者は中国史をどう見ているのだろ

うか。

後、 2点残っている。一つは『ロシアとアジア草原』の著者である佐口透氏の椀点

である。 -1咋年に佐口透氏は亡くなられたが、彼は1966年に『ロシアとアジア草原』

を出版した。これは元文書を扱った本ではないが、主に商トノレキスタン方面とロシア

との関係、交易・通商・政治関係・外交を扱っている。今でも名著として読み継がれ

ている。佐口氏のこの著作と、吉罰金一氏の f近代絡清IMI係史』がこの分野ではいま

だに引用される。二人の研究者をどう乗り越えるかが重要な課題だと、常々考えてい

る。

東トノレキスタン史に重厚な研究を残した伎口氏は『ロシアとアジア草原』で、3oに

活トノレキスタンとロシアを扱ったが、実は大裁の取引に絡むキヤブタ貿易の話も少し

出てくる。ムスリム商人あるいは、東トノレキスタンのブハラ商人が、キャフタにおけ
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る大黄の取引に実は絡んでいることを、佐口氏は指摘している。今回のシンポジウム

のテーマは山西商人とロシア・シベリア綴人だが、モンコ、ノレで地元の遊牧民も交易に

参加するということもあっただろう。この点については向洋樹氏の研究がある(注2)

が、ilJilliRli人だけでなく他のアジア商人もキャフタ貿易に参画したのではないか。

2007年の春に東方学会でシンポジウムがあった時に、柳i事例氏が露清貿易に関わる

発表をした。その様に、清朝が内務府の商人、特にム1 リム商人をキャフタ貿易に派

遣した資料があることを紹介した。全体的には山間商人が多勢を市めるだろうが、キ

ャフタ貿易にi器移lの宮廷が関係する取引があったという指摘は、実に興味深い。ム只

リム閑人を含めた、多様なキャブタ貿易という観点、も必要だと思う。

吏にもう少し大風呂敷を広げると、私は『ロシアとアジア草原』で示された佐口透

氏の研究と、露首!il~J係史の吉田金一氏の研究を合わせたような、ユーラシア大陸内部

の交易一一級協でi筑下氏が指摘された海の重要性は無論だがーーを、モンゴノレ帝国崩

機以後のl時代の流れを見t据える、ユーラシア交易の全体像を、構築すべきであると考

える。東のはrilli閥人、ロシア語でブハラ商人とl呼ぶ、東西トノレキスタンのムスリム商

人、コーカンド商人がユーラシア交易の担い手となる。塩谷氏の研究ではアノレメニア

商人も登場する。そういう様々な閑人が行き交う空間の'1'で、キャフタ貿易を再検討

する必婆があるのではないか。

最後にジューンz ガノレ消滅の衝撃とその余波に関して申し上げたい。 18世紀半ばの

ジューン=ガノレの消滅によって、ユ}ラシアの歴史的枠組が激変したことが指摘でき

る。その変化に伴い、キャフタ貿易が3回停止される。ジューンヱガノレ消滅を挟む中

央ユーラシアの激変の中で、間接的な部分ももちろんあるが、キャフタ貿易も大きく

変わる。このi時期が中央ユーラシア史全体の大きな転換点、であったことは、認識して

おいてよいと考える。

注

(1)柳滞明 f一七六八年の fキャフタ条約追加条項Jをめくる消とロシアの交渉につい

てJ ~東洋史研究~ 62-3、2003年、1'1'1-33

(2) 附洋樹 f乾隆三O年のザンザイドノレジ等;による対ロシア密貿易事件についてJ，石

橋秀雄編 ~l古代中国の諮問題』山川出版社、 1995年、 pp.365-382.
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レジュメ

1 キャフタ貿易「前史J~キャフタ条約におけるキャフタ貿易の位置付け

・条約締結時のロシア制'1最大の自約は北京貿易の復活にあった

-北京におけるロシア隊商への非課税婆求→国境貿易も非課税に

2 キャフタ貿易の停止とキャフタ条約

. 1762f]三の第一次停止，キャフタ条約「追加条約(条項)J (1768)による復活

非課税，満文条約が正文であることが確認される

査するに!先に11関条を定めたことはI 特に和平(J):i誼を永illにするということのためである。よって

surgutci山・ Bicik加 l-Iosuo等的所にロシア人の立てた垣根を填 L，Il!換をとって境界とし， Kiytlklu 

c，巾ailuのニつの究呂場で。永遠に硯を取らないようにするところを，すべてもともと定めたようにしたほ

か1 ロシア ラテン学の書に誤って書き，書き漏らしたところを，すべてiEしく増やしてi!n、た。これより

以前浬方あるところの古いことはすべて;遣するのをやめた。 (C6ο'pll/IK山♂出。'pO(/ POCCIIII C f{1I111(/出'.

1689-188人cn6.. 1889， c.87-88) 

3 キャフタ貿易をどのように位i泣付けるか

-商業史の視点

指人の実線，取引された酪品の研究

ロシア，消にとってのキャフタ貿易の重要度 →今後さらに取り組む必要

・中国史における朝賀体制の視点，近年の「互市J論

ロシアの位置づけはト分か

ロシア史の側からの同様の議論は見られない

「ロシアとアジア草原J (佐口透)からの視点

ポスト・モンゴノレ時代のシノレクロードは衰退したのかっ

.ジューンzガノレ消滅の術燃とその余波

3聞にわたるキャフタ貿易の停止~中央ユーラシア史の転換期
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総合討論

Discussion 

*以下は2008年3月71'1のシンポジウムで行なわれた「総合討論j の記録を編集したもの

である。

0塩谷(司会) では、総合討論に移ります。

まず、コメントテーターのコメントを受けて、報告者の方々に問答をお願いすると

いう形を取りたいと思います。ただ、池谷先生の中で出てきた佐口透氏と吉田金一氏

を超えるような康史像という話題は後に到したいと思います。簡潔に答えられる範闘

でお答えいただければ幸いです。

では、森)11先生からコメントを拝I隠されての密答をお願いします。

0森)11 商先生のコメントでは lですね。特に、私の指摘と森永氏の指摘は矛盾してい

るのではないか、という質簡です。基本的に清較は康照帝、現E正帝の時代に版図を拡

大し強大な国家に成長しました。また情報は伝統的中国王朝であるという主張を行っ

ています。また為政者は中間には何でも揃っているという認識から、対外的な貿易に

余り隣心がありませんでした。従って鴻朝は対外貿易をi銅賞国にのみ許された恩恵の

一つであるという態度を取り続けます。高氏の御指摘で、森永氏の「清政府が意図し

たロシア商人を中国商品に依存させる計画Jがあるとコメン卜されています。この点

について私は具体的に指摘しませんでしたが、基本的に私の見解と矛盾するものでは

ありません。

継谷氏のコメントに移りますが、今日私はキャフタ貿易第三次停止の問題として大

賞を取り上げました。第一次停止の際に、非課税問題が非常に大きな問題になったの

は、もちろん承知しています。池谷先生は満州諸の資料をたくさん使われており、非

常に重要なことを指摘されています。 rキャフタ貿易をどう位置づけるかj という問

題で、ロシア側とrFfj朔帆11の態度が迷います。ロシア胡'1は政府も実在の商人も清朝との

貿易を非常に重要だと位置づけているが、清朝側においては為政者と実際の貿易に携

わった山酋商人との認識の差が非常に大きかったと言えます。乾隆帝の領に清朝が自

信を持っと、政府関係者はますます滋消貿易に冷たい態度をとります。しかし、商入

居はロシアと貿易をやりたくて仕方がない。密貿易も実際に行なっていたと思います。
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結局、消朝側は対外貿易を常に政治的手段として使い続けました。

その背景に、 1背1拐のメンツの問題があったと思います。ネノレチンスク条約にせよ、

キャフタ条約にせよ、まず国境の確定という問題が先にある。ネノレチンスク条約では

ガンチムーノレの間煩(逃亡者問題)がありました。つまり、悶境があって初めて逃亡

者が存在するので、貿易は全く二次的でした。ただ交渉によって国境を確定するとい

うのはii!i朝がロシアを対等な相手と見なしているということになるので、清朝にとっ

てそのようなことはオープンにできない。いずれにしても国境を酒定した後に、ロシ

アに対する恩恵という形で貿易を実施する。露m問でまま易に対する認識に非常に惹が
あります。その辺の問題が実態としてあると思います。

『ロシアとアジア草原』の問題で、ポスト・モンコノレ時代のシノレクロードは衰退し

たと協谷氏は舎かれていますが、佐口透氏がこの御帯設に記されているように、内陸

ノレートを通じての交易は決して衰退していません。比重からいうとヨーロッパとの貿

易では南海ノレートが大崎に増えますが、 19世紀まで中央アジアの交易は、盤的な問題

においては決して衰退していません。ii'I朝との間には悶家間の綾雑な政治的交渉があ

りましたが、コーカンドや新綴とのr:rt易はむしろ蟻んに行われていました。

ジュンガノレ王自主の問題はロンアにとって厄介な問題でした。先ほど申し上げたアム

ノレサナがカザ7if国からトポリスクに逃げてきて、天然痕にかかり死んでしまう。こ

の扱いが1750年代米に、館前向に大きな対立を引き起こしました。それが第一次キャ

フタ貿易の停止の一つの契機になった可能性があると吉間金一氏は言われています。

しかし、実際にはそれは前回向の決定的な対立には発股しませんでした。これはロシ

ア側が非常に似重な態度を取り、路1古貿易が中断しないよう、アムノレザナの死体をわ

ざわざセレンギンスクまで持ってきて、実際に彼が死んだことを清朝側に確認させ、

納得させたのです。パンティシュエエカメンスキーの資料を見ても、 míl~時 jWI の史料でも、

初めはアムノレサすの問題は随分執効に出てきますが、セレンギンスクでの死体検分を

行って以降この問題は全く出てきません。結局うやむやになり、キャフタ貿易には直

接のjjli幸運はありませんでした。ロシア側が徴収していた税金も恐らくそういう形にな

ったのでしょう。

0犠谷 どうもありがとうございました。では、森永先生よろしくお願いします。

0森永 私も両氏の 2 メントから入ります。森川先生と同じく、交易は夷秋に対する恩

足立だという森川先生のお穏と、 「治政府の設図した、ロシア商人を中国商品に依存さ

せる音J-i函Jは主主表の関係であり、貿易をするならロシア商人が中国商品をどうしても

必要とする形にしたい。しかし18世紀の段階では、満州食族のロシア毛皮に対する需
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要が非常に高く、どちらかというと清側がロシアに依存していたのが実態だった。し

かし、消商人は結束を固めることにより、できる限り毛皮商品を買い叩く方式は実際

には矛盾しなかったと思し、ます。

この術商人が行った詐欺行為の純聞についてですが、これについては山西商人の資

料を詳細に確認しなければ、{可とも言えない部分であり、山西商人のことは、私はわ

かりませんので、劉j先生に確認していただきたいと思います。

ただ一つ言えるのは、ノスコフが苦手いた「キャフタj という文献で、 r19世紀のあ

る年代から、中国人達は自分たちの規則!の厳しさをまもなく理解した。その遂行から、

いささか離れるようになった。その目的は、中国人にとって負担となるジヤグノレチの

影響から逃れることだった」と脅かれています。ノスコアが言った19世紀のある年代

が特定できないので、一体どの時期にどういう形で生じたのか確認が取れません。そ

れを確認しようとすれば、伊lえばキャフタにおける茶の価格変動や、台i阪レベルでの

情報を確認する必要があります。

溢谷先生のコメントに対してですが、 f{，、もキャフタ貿易をどのように位i置づけるか

という部分で少し引っかかったところがありますが、佐口透先生の!b¥'1!l' ~ロシアとア

ジア草原』からの問題として、キャフタにムスムリ商人が絡むのではなし、かという御

指摘です。キャフタは基本的にロシア側ではロシア商人のみで取引し、外国人は関与

してはならないと法律で定めていました。ところが、実際に私が北海道大学スラブ研

究センターでイノレク}ツク商人について発表した時、キャアタで実際に取引する間人

の構成を見ると、カザン商人が相当たくさんいるのです。そのカザン商人の名前を見

ると鳴らかにタターノレ系である。タターノレ系商人にはイスラム教徒が多かったと思い

ます。実際イノレターツクを訪れ、現地の交易所で取引した商人が署名するリストを閲

覧した特に、その1開にタターノレ系商人はロシア語ではなく、明らかにトノレコ語か何か

で署名をしていました。カザン商人はある程度イスラム系統の文化や、やり方を継承

した人i主だという印象を受けました。ただ、実際にキャフタで取引をする時に、イス

ラム教徒であることが問題になったかどうかについては確認していません。

確かに法律で外国人は取引してはならないと決まっています。ロシアでギノレド隣人

に主主録する場合、ロシアlE教徒であることは非常に主主要な要素になりますが、明らか

にタターノレ系だと息われるカザン商人逮は正式にギノレドに登録されています。という

ことは、表向きは改宗者となり、実はイスラム教徒のタターノレ商人として活認してい

た可能性があります。そうすると、キャアタは口シア商人のみが取引するという、一

応表向きの形になっていますが、実態としては、もっと雑駁な要紫が混じっていた可
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能性があると思いま寸。その点で、イスラム陪I人の関与、つまり中央アジアやカザン

のようなタターノレ系の住民逮の関与も考えられます。

0塩谷 ありがとうございました。劉先生に、コメントに対して係潔にお陸軍いします。

0罫l 清朝政府のキャフタ貿易に対する態度ですが、様々な資料から見て消朝政府はキ

ヤブタ貿易に対して、やはり辺墳の安定化が基本的な目的だったと明確に言えます。

むしろ清朝政府は商業貿易を制限していた。一方で、商人はやはり利潤を追求します。

ですから、政府から傑々な許可を与えられれば隣人は消滋貿易にi期わり、許可がなけ

れば密貿易という形でヰヤブタ貿易を実行する。

ロシア商人が北京をi訪れるのは朝震貿易であり、通常の商業行為ではないと、当初、

清朝政府はみなした。ですから、口シア人が中国を訪れるときも例えば 3人 1隊とか、

一度の握ぎ人は200人まで等の規則を泊朝政府は定める。逆に、山西商人から見ると、

彼等は利潤を追求するので、例えば政府が貿易額総監規制をするのを非常に不満に思

います。

例えば山西商人の程化I!IJ!Jは、貿易に対する恐11封印完の規制について底訴します。貿易

を規制すると、密貿易が抜んになり、笥家の税収が相当減少し図家の鍛失に繋がる。

山西商人は、そういった餓争力が強い。そのような理出を挙げて、程化鵬は理務院に

対して貿易を更に解放するよう要求します。政府が規制を緩和したおかげで、キャフ

タ貿易は非常に盛んになります。
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次に商先生のコメントに触れますが、なぜ中国;号の産地が福建省から i~1南湖北に移

るのかという問題です。これについては様々な資料があります。山西荷人が茶の産地

に様々な投資をしたという要因もあれば、湖南湖北lこ碍!j語的にお茶の木を植えるよう

にしたという築因もある。

山西酪人はキャフタ貿易の時に、武夷111のものかどうか一々確認しませんでした。

ただ、湖南湖北産の茶の風味や味は福建省産の jj~ に劣らなかった。この湖南湖北につ

いては、 111 西商人は~荷から加工・搬出を --10 ットで行なう方式を採っていました。

ところで、キャフタ爽易の股史的な位置づけについて認したいと思し、ます。一つに

は、キャ 7タ焚易は、例えば広州の貿易等とは全く異なります。茶擦の爽易ノレートに

は水路と陸路があり、陸路は中央アジアを経E却するノレートを通っていました。

11，、はロシアのキャフタにある公文ミ書館等に行って、茶梨貿易に関する資料を閲覧し

ました。それによると、ロシアの茶紫貿易はキャアタ貿易の68%を占めていました。

キャフタ貿易はその茶葉焚易により発展します。ウランハートノレの資料だと、占有貿易

に付随する10万人のうち7万人がi英人となっています。ですから、例えば包摂や帰化城
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(77ホト)、張家口は、 111i'!l隠人の街路により発展したと言える。

キャフタ貿易は、茶漉貿易の関連産業でも発展した。例えば、茶議の加工や包装等

の関連産業も茶貿易により発展します。また、キヤブタ貿易は就業隙題も解決しまし

た。山間商人の場合、商人の半分以上が山商省の外で商業に従事した。

最後に一つ申し上げたい。これが、山i'!l商人の一つの隣業慣例を変えた。つまり、

両親は子供を仕事に就かせるなら商業を選択させる。決して、子供を兵隊や官僚にさ

せない。官僚にしてもお金儲けはできない。お金を儲けるなら、やはり隣人です。街

人は官僚よりも儲けられるので、子供が成長すれば官僚にせず酪売に就かせる。

0塩谷 どうもありがとうございました。それでは、私の方から簡潔に二つほどお答え

して、フロアに向けたいと患います。

機谷先生からのムスリム商人について簡潔にお答えします。ブハラ商人という名前

を出されましたが、恐らく 18世紀にブハラ商人がキヤブタ貿易に関わっていた時代が

あったと思います。キャフタ貿易自体は何度か中uirしますが、公式に中断しても、中

央アジアのブハラからシベリアのトポリスクを経て、キャフタ経由で北京にj!jIJるノレ}

トが、ブハラ商人により利用されていた。 1600年代から1770-80年代頃まで、ブハラ

鴎人はキャラパン隊を組んでいた事例がある。その後は、ロシア商人やシベリア商人

の商業力が強くなり、ブハラ商人は徐々にそのノレートから去る。しかし、ロシア商人

が山富商人と交易していても、ブハラ商人は18世紀前半まで終消貿易に関わっていた

可能性があると思います。

本日は全国各地から様々な研究者が参加されています。また、様々な分野の方もい

らっしゃいます。フロアから御質問・御意見を承りたいと恩います。

0質問者 近縁と申します。昔の俗化械の都市史と遠隔地貿易の勉強をしています。ー

つは、中央アジアにおける交易を統一的に理解するには、どの地1世間でどれだけの交

易盈があるかについて、 OD表 (originaldestination)を作ります。その時には価格単

位が重要になります。おそらく銀裁が適切だと推測します。中央アジア地域でOD表を

作る際に、価格単位は何が望ましいのでしょうか。その場合、ノレーブノレと銀抵の比価

等の問題が出てくると思います。それに関する資料や研究があるのでしょうか。

i賓下先生に質問します。例えば、殺虎口の関税の税額は 2万阿弱ですが、上海等の

海関資料を読むと、沿海地区の税関は40万両など、{可ト依ーという単位を徴収していま

す。広大な中国の交易認;から見ると、山西官、やキャフタの交易は絶対的に小さいと言

わざるを得ないと思います。先生の街!見解はどうでしょうか。

0塩谷 ありがとうございます。他に質問のある方はいらっしゃいますか。
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0質問者 京都産業大学の玉木と申します。

まずーっは、コメントです。ヨーロッパ史から見た場合、基本的には18世紀から国

際条約はフランス諾で給ばれるようになり、フランス語が理解できないと、 18世紀以

降のヨーロッパ外交史は研究できないと言われています。ヨーロッパ史から見ると、

条約を口シア認で結んでいることが非常に興味深い。もちろん、中医務でも結ばれて

いますが。これは、どのように考えればいいのか。これは将来的な課題だと思います

ので、コメントとして発言します。

塩谷先生に向いたいのですが、キャラハン隊で茶を運ぶノレートからオデッサ向け海

路に変わりますが、経済史の観点からは結局、ノレート変更がロシアに及ぼしたインパ

クトが決定的に護要だと恩います。もちろん、訟ではなく質的なインパクトもあるだ

ろうと思います。 18世紀のヨーロッパの貿易量からすると、キャラパン隊で運ぶ設は

棺当少ない。それから推察すると、 19世紀の銘清貿易は長として相当少ないと言わざ

るを得ない。その場合、ロシア史の側からキャラパン隊による貿易を見て獲要だと言

えるのかどうかを伺いたい。

0坂谷 ありがとうございます。その他に何かご質問在。

0質問者 アノレタンガラクと申します。具体的な質問がございます。

まず、法制競演の中でレンガ茶の話があり、その中に緑茶と紅茶、二つの碑茶が含

まれていると説明されました。このT薄茶は、現在モンゴノレ人が好んで欽むT薄茶と限じ

ものでしょうか。

劉先生に対する質問です。御報告の中でロシアの中に入った碑茶は、主にフリヤー

ト人とカノレムイクの人々が飲んだことを確認できたと言われました。そうすると、こ

のブリヤート人とカノレムイク人が欽んだ茶は、紅茶と緑茶の阿方があったのでしょう

か。ブリヤート人とカルムイク人が飲むお茶を粟茶と悉く場合があります。モンゴノレ

;穏でブツサイと呼びます。これは同じものでしょうか。

矧l先生は、この山西省の商人達は茶の綿入から加工まで一つのシステムを作ってい

たと話されましたが、 11~ をどこで加工していたのか。それを例えば武夷山で加工した

のか、あるいは山西昔、に巡んだ後に加工したのか。これについて教えてください。

劉l先生は先程ウランパートノレで10万人の内 7万人が淡人だったとする資料が存在寸

ると言われました。この資料はいつ頃の、どの資料でしょうか。

0塩谷 どうもありがとうございました。では、続いてほかに御質問のある方。

O質問者 東北大院生の潔境研究科の佐藤と中します。

森永先生と塩谷先生にお聞きします。今回はキャフタ貿易がテーマであり、キャフ
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タ貿易と茶がキーワードになると思います。例えば、お茶は今日の先生方の発表で福

建、湖南から北上し、最終的にロシアのベテノレブノレクに到るのが大きな流れです。そ

のキャフタで交易される前、例えば呼~<i胡の中のそンゴノレで、茶は非常に大きな役立討を

巣たしており、特に外モンコノレでは、銀の代わりに貨幣として普通に流通しました。

それがキャフタ貿易を経てロシア例|に入り、例えばモスクワ、ベテノレブノレクに行く過

程で、その照辺の、例えばタロウィン系やブリヤート系の民族に流布していく中で、

モンゴノレと同様に鎚幣として使われたかどうかを教えていただければと思います。

0塩谷 どうもありがとうございます。一旦ここで打ち切り、御質問に対して報告者に

お答えいただきたいと思います。まずi露下先生からお願いします。

0演下 ノレープノレと銀の変換・換算表は海闘でも統計を出していますが、それは相当後

になってからです。そうではなく、 1870年代以降イギリスにはノレーブノレと銀の国際市

場での相場表はあります。口シアは非常に.!l!袈な銀の産地だったので、その流通に関

して『ロシアの銀の日寺代~ (l?ussia's 'Age of Silverうとし、う本が出版されています。

貿易量についてですが、確かにf量的にいえば、貿易量は輸出入共に圧倒的に上海に

集中しています。ですから、上溜ー港が量的に貿易を担っていると言えます。ただ貿

易の商品は全て上海でトランジッ卜するために運ばれるわけです。上海に来てまたど

こかへ行く。どこかから来て上海に到るという形です。交易の場合に盈よりもむしろ

その扉が重要になってくる。香港の例を挙げると、香港の貿易盤は多いけれども香港

で消費されるわけではない。今度は逆にそこの援が梅端に少なくても、流通ネットワ

ークを維持する時に出入り口にあたるチャネノレとしての盤要性があります。

先ほど ~IJ先生は、辺境政策の役割を指摘されましたが、そういう経済の問題、市場

体は、辺境の少数民族対策であり、中国の政策的表現で言えば、民族対策かっ軍事対

策です。国境や辺境対策という三者の融合として経済が現れる。ですから、辺境政策

の中で貿易盛の益要性を認識する必要がある。殺虎口は現在「虎Jとなっていますが、

歴史的には「虎人Jです。よそ者(虎人)を殺虎口とも言います。ある意味で、 E宮本

が非常に前聞に出ることを考えると、そういうネットワークには重要性があると患い

ます。

お茶についてですが、実際に商品をどのように利用するかということは、統計から

は見えてきません。特に、清朝の場合、モンコノレの統計が ~IJ に作成されたわけではあ

りません。そういう点で、ロシアは1薄茶を利用しているのですが、ロシアに輸出され

た時茶が、モンゴノレで使われた可能性は筒いと言えるのではないでしょうか。しかし、

実際に使われていたかどうかは確認する必要があります。なぜ碑茶という形にするか
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についても、様々な議論がありますが、キャラハン隊で運搬する時にliW1i~ の方が、は

るかに保存が利くと言われます。間IJって使うわけですが、li'!I茶は保存とi盟搬の点で{更

手Ijである。lí'Ji~，の発生については、他の文化史的な説明もあるかもしれません。

私は基調詰i演で、広州における 111西累号の視点在申しましたが、広州の茶貿易にお

いて111illi商人がどのような役割lを果たしたかについて、劉先生にお答えいただければ

と思います。

0塩谷 どうもありがとうございました。では、森永先生にお願いしましょう。

0森永 まず、お茶はお金として使われていたかという質問に関して、お答えします。
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率直に言って、茶はお金としては全く使われていません。御茶は基本的にモンゴノレ系

先住民が使用していたものであり、ロシア人には全く浸透していません。その点で、

文化的に完全に断絶しているので、lí'!!茶は~IJ物として考えていただきたいと忽います

(注1)。ロシア人の中で茶の需要がいつ頃始まったかは分かりにくいので「が、例え

ば1773年頃キャアタを旅行したベーター-ジーモンパラスは、先住民逮が時茶を削っ

て、それに塩を入れて茶を飲むことを非常に物珍しいと考えました。ロシアに戻った

ら、ぜひ自分も侍女にこれを作らせてみたいので、飲み方を記録すると設いています

(住 2) 。しかし、 1785~92年のキャフタ貿易件，止の頃、イリムスクに流JfiJになってい

たラジーシチェフは、キャフタ貿易を非常に低く評価しますが、この頃口シア人の中

で茶の需要が既に非常に大きくなっており、キャアタ貿易で確かにお茶が輸入されな

くなった。それでロシア人もお茶がなくて寂しいが、本当のお茶好きならベテノレブノレ

ク経由のお茶を殴うので問題にならないと言っています。

当時、ベテノレブノレクにイギリス人のデイアスポラがありました。イギリス人は181世

紀末にベテノレブノレクで非常に優勢だったのですが、ある時からベテノレブノレクで貿易を

するのはロシア国絡を持つ者に限定すると法律が改正され、以後イギリス人でロシア

悶絡を取得する者が増え、ベテノレブノレクに棺当数のイギリス人のディアスポラがあっ

たという事実があります。ベテノレブノレク経由のお茶もイギリス人のディアスポラと関

連するのではないかと私は思いますが、まだ詳しくは調査をしていませーん。

1800年の規則改正以降、綿織物に代わってお茶が交換のための基軸商品になります。

お茶は貨幣としては使われませんが、パークー貿易をする上で基準として使われるの

で、茶は非常に重要だったと言えます。

オデッサのインパグトについて玉木氏が先程質問されましたが、これも議論が分か

れるところです。私は口シアの茶市場の中でオデッガの茶は、基本的に大きなインパ

クトを占めなかったと思います。取引盈の問題もあります。口シアでお茶の品質に士l
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する評価の点で、海を経由して輸入されるお茶は湿気が入って伎が落ちるのに対して、

キャフタから陸路でラクダにより illlばれるお茶は、混らず品質的に非常に良いと評価

されたと記録されています。そのため、オデッサのインパクトは、量的にも質的にも、

きちんと議論する必要があると思っていますが、主主谷先生はいかがですか。

0塩谷 では、振られましたので端的にお答えして、劉先生に回します。

まず、 19枇紀のロシア貿易全体でキャフタ貿易が持っていた意義を金額にすると、

ヨーロッパ貿易が大体8割、 2害IJがアジアとなります。アジアには中国や、中央アジ

ア、ベノレシャも入ります。ロシア貿易全体で言うと、館情貿易の額は小さくなります。

私は盈で換算していませんが、 f量の点からするとキヤブタ貿易は、ロシアのヨーロツ

パ向け貿易と比べても遜色ないのではないかと考えています。

ノレーブノレと銀に関してですが、恐らく決定的なのは、 1840年以降はルーブノレと銀の

レートが導入されます。それまでは、パーター貿易なのである商品を基準にして、そ

の商品の価格が例えば何ノレーブノレであると、それとの対比で清とのレートを換算した

と思いますが、詳細についてはわからない点があります。

更に、貿易の決済についてですが、広東港がロシアに開放されてからは、英国のロ

ンドンも決済機構の一つに入るようになります。キヤブタ貿易の決済も、全てキャフ

タで行うのではなく、それ以外の場所での決済も広がったと息います。

碍茶と緑茶がどのように飲まれかについては、確とした回答はできません。森永先

生が言われるように、紅茶と碑茶の文化的なi幸いは存在したと思います。現在ロシア

では紅茶文化が中心で寸が、紅茶文化は恐らくイギリス経由で入ってきたと思います。

私が読む限りでは、当初アノレハンゲリスクを通じて、オランダ商人から紅茶あるいは

架茶が輸入されるのが、最初のノレートでした。これは1720-30年代でしょうが、恒端

的に輸入されるのは恐らく 1770-80年頃だと思います。その後、 19世紀前半には茶の

輸入ノレートはキャフタ経由が主流になります。では、初先生に回します。

O~罰l 先程のウランパートノレの淡人尚人のデータに凋してですが、これは19世紀末績に

アメジカの学者等が紛ベたデータが基になっています。例えば、大きな商家であれば、

そこで従事する人数が把握できますが、そのような数値から全体を推計したデータで

す。

お茶の加工場所に関してですが、これは福建省の山地で熔煎まで行なっています。

福建省以外には、淡口で大iまの茶を加工していました。加工場所は次第に北上します

が、後々な地域に分かれて行きます。北部の務地域で改めて包装するのが通常でした。

キャアタに茶が到者すると、ロシア商人が改めて茶を包装し直しました。私はこのi品
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E韮を審議で詳しく研究しています。

広東省の茶終貿易における山西商人の役鋭ですが、これは一つは広州の十三行に集

中していました。広州の2高裁貿易に占める山西商人の割合はそれほど大きくありませ

んでしたが、広州に山西商人が働いている区画がありました。

広州の貿易でキャフタと具なるのは、官僚が事業の半分を担っており、商人が残り

の半分に関与していました。この十三行では宮僚が主体になり交易をしていました。

これに対して、キャフタ貿易で政府は総量規制を行なったり、許可証を出しますが、

官僚が取引に参加することはなく、完全に自由貿易の形を取っていました。

キャフタではパーター貿易を行っている。例えば、どのくらいのお茶の供給がある

かにより価格を決定した。これについては著書の中で詳しく述べています。例えば挙

節により茶と交換する商品が変わり、どの商品を基に価格を換算するかも違いました。

ロシア商人と山商商人の交易では、ロシア側の入超になる場合が多く、その場合に

ロシアは消に差額を銀で支払った。そうすると銀が流出することをロシア政府が理解

したため、銀で決済しないよう通逮をl:I:lしますが、それはよく心得たもので、ロシア

商人は銀の工芸品を作り、それを山西商人の商品と交換しました。山西商人は銀製品

を受け取った後に、銀製品を溶かして銀にしたようです。

0塩谷 どうもありがとうございました。

では、全体のテーマ及び両先生の口メントで指摘されたユーラシア大陸の全体像を

どのように組み立てるか。佐口透先生や吉田金一先生の枠総みを超えられるのか。あ

るいはキャフタlYl易の重要度を考えるにはどうすればよいかについて、一人 3分程で

森川i先生からお陸軍し、します。

O森川 今日、キヤブタ貿易に関してムスリム商人がどのように関係したかという認が

出ましたが、あれは要するに大黄取引に関してでして、ここで言うブハラとはもちろ

ん中央アジアのブハラではなく、新騒のイスラム商人を意味しています。もちろん彼

らはお茶に関してキャフタで山商薦人と競合することは到底できません。なお佐伯冨

先生や羽閏明先生は大賞についてすでに論文を脅かれています。
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キャフタ貿易をどのように佼燈づけるかという隣組ですが、大裁は単にロシア内で

すべて消費されたのではなく、ロシアはそれを西欧に大裁を再輸出することで相当な

利益を得ていました。従ってキャフタ貿易を単なる総済関係の視点でしか見ないのは

キャアタ貿易の全体像を見失ってしまうのではないかと思います。隊治関係は非常に

重要な問題ですが、広大なユーラシアのグローパノレな視点からキャフタをとらえた方

が良いと波谷先生は提策されました。全くその返りで、キャフタ貿易を単に蕗治関係
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だけの問題だけではなく、もっとグ口ーパノレな視点から挑める必要があると思います。

世界史的な問題として露清関係を取り上げないと、ロシア人はキヤフタ貿易に何の

関心も持たないと池谷氏は口メントされましたが、私も同意見です。私の研究対象は

15世紀から 18世紀のモンゴノレ史ですが、現在モンゴノレ史の研究はややマイナーな研究

分野になっています。モンゴノレ帝国の歴史的堂義についてはどなたも認めるところで

すが、モンゴノレ帝国が分裂し、衰退したI時代についても佐口透先生はモンゴノレ帝国継

承国家論という形でその影響が近代にまで及んでいたことを明らかにされています。

現在モンゴソレ史の世界史的意義が改めて評価されつつあります。キャフタ貿易の重要

性について世界史から考えるというのは大げさかもしれませんが、その意味は単に貿

易額の量的な問題だけで議論されるべきことではないと息います。もっと様々な視点

から、例えば山西商人がキャフタで買ってきたロシア製品が、当時の中国社会や経済

にどのような影響を与えたのか、などについても議論する必要があります。その7Jが

もっと大きな問題かもしれません。

19世紀においてコーカンド汗国など中央アジアの国々は清朝との貿易で経済的に繁

栄しました。すでに海洋ノレートがill:界貿易の主流になっていた時代に、この地域にお

ける貿易量はそれらと比鮫すると少ないかもしれないが、中央アジア地域にとっては

非常に意味のある問題でした。そのような意味で、今後間際的な視点からキャフタ貿

易を位置づけ直すことを進めていくと、キャフタ貿易の研究がもっと広がりを見せる

のではないかと思iいます。

0塩谷 どうもありがとうございました。では次に森永先生、お願いします。

0森永 私もほぼ森川先生と問じ意見であり、やはりキャフタ貿易を単にロシアと中国

の国境貿易とだけとらえるのではなく、一体商品がどこを経由して、最終的にどこで

使用されたのか、という問題を見ていく必要があると思います。

1M]税台根が残っている部分については様々に議論されますが、欠溶している部分に

ついて深い議論が十分に行われていない。実際にキャフタ貿易の関税台綬を見て私は

そのことを感じました。商人の寄付や務願設等の記録をまだ完全に械足し切れていな

い。そのような資料をもう少し掘り下げて見る必要がある。そういう意味で、これか

ら取り組むべき課題は山積みですが、時間も入手も不十分なのが現状であり、このよ

うな場を設けていただき、他の先生方と今後も協力させていただければ幸いです。

0塩谷 どうもありがとうございました。劉先生、お願いします。

0劉 今日はこのシンポジウムで様々の先生の報告を拝l隠し、私としても得るところが

大変大きかった。特に、 I誼下先生とお会いすることができ、非常に光栄に感じていま
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す。演下先生と会う機会を設けて下さった東北大学に非常に感謝します。

O塩谷 どうもありがとうございました。

最後に、 i軍下先生に全体の印象あるいはメッセージでも榔いませんので、一言おþ~買

いします。

O若者下 どうもありがとうございます。
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WIJえば、森永先生と初先生との議論の対話が今後どのように進んでいくか。あるい

は、どのような機会に発展するか。また、五[-J1 J先生と劉先生との対話が今後どのよう

に股 IJ討するかということは、個々の研究領域から見ても t~J 心がありま寸。謀長J11先生が

jljl指摘になった、より大きな視野から、どのように考えるかも非常に大切なことです。

そういう点で今日は、そのような機会を設けることができる先裁の役割を非常に強く

感じました。

初、は帝限時代のm朝を研究してきました。口シアや清朝と言えば、隠家f均な発想を
そこに投影しながら議論することにならざるを得ません。例えば統計の作成は、当然

国家 (state)に由来します。やはり国家規模で財政や課税を考える時に、貿易統計も出

てくるわけです。それ以前でも、民間でハーブティーが1亜日常にたくさん消費されて

いたと思います。今でもそういう現象はいろいろあり、東ヨーロッパの人々が飲むハ

ープティーを時々ハンガジーの人に紹介していただくのですが、そういう一種の晴好

品として、中間茶も販売されたのではないかと息います。で寸から今度は、1t~の向こ

う側にある、一つの生活習慣や飲茶の風留の中に、お 11~ を{立箇づける必要があり、そ

の面がもう少し広がったり繋がれば良いと思いました。

それから、政治的な問題です。先程、森永先生と釘l先生との前lの対話の中心は環ilIf

院だという話がありました。その理務院粟があって、理経院という一つの地域統治の

機構と、首!fjli現政府(中央)と、礼部との関係があります。例えばs銅賞の場合には、礼

部と理務院が担当します。消il現金体として外から来たものをみなす場合にで寸が、同

時に外国は清朝に対するときは、王権のあり方として、主権の形をつくり上げます。

ですから、条約となった時は、外国側から見ると、それは地方政権的なものとは条約

にならないはずではないか、というように思います。理能院と泊朝政府の問題がある

一方で、礼部(近代には総理術向という条約業務を担当する機構ができます)があり

ます。その点で、理詰tFI涜と消]1現との間に矛屑がなかったか。また、地方と中央との矛

盾はなかったか。前朝という形で一言ではなく、むしろ中央や地方、あるいはJl!l方の

権限と中央の財政収入という関係で、理総院が出先で働いた役割がありま寸。

先程、初先生も広東とキャフタを比較してgっているというのは、例えば林則徐が
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昇進すると広東に行吉、その後、新砲で辺境政策を担当寸る。そのような辺境の官僚

は代々出ているわけです。理務院貝IJ例等を通して、様々なケーススタディを見ていく

中で、ロシアとの交渉や徴税権が存在したことから、制度と実態の関係を再検討する

機会になると思いました。

0塩谷 どうもありがとうございました。私の方から 2点コメントさせていただきます。

森川先生が言われたキャフクをグローパノレにとらえるのは賛成いたします。実際に、

消の茶がキャフタを通じてロシアを越えて、ヨーロッパに輸出された例があります。

他方で、プロシアの毛織物がロシアを経て、キャアタ経由で中国に輸出される例もあ

ります。

キャフタ貿易の重要性に関して言うと、グローパノレ伎を持っと問時に、口シアの他

のアジア貿易と比較すると特殊な性格を持っていると言えます。山西商人はロシアに

入って行けません。中国商人はロシアに入れないのです。例えばロシアと中央アジア

やベノレシャの貿易を見ると、現地の商人がロシア国内に入って行きます。中国溺人の

入閣を制限したのは、商業的に脅威だったからなのか。あるいは、軍事上・安全保障

上の点で、ロシアと消朝との関係、が関わっていたのか。そういう点で、他のアジア貿

易から見ると他とは異なる点があります。

本日は長い間参加していただき、どうもありがとうございました。これをもちまし

て、シンポジウムを終了させていただきたいと思います。(拍手)

注

(1)後で調べたところ、 1804年ヴニにノレフネウディンスタのロシア人一家が碑茶を飲んで

いた記録があるが、これもロシア人にとっては一部地域の珍しい慣習だった。

E.AB.u;eeBa * I10JI8na況 IIoe3瓦HaB }{flXTY. C.47-48 

(2)パラスもブリヤート人が境と一緒に茶を濃く煮出す様子を記録しているが、討論中

のエピソードは1719ー1721年ロシアから北京へ旅したスコットランド人医姉ジョン・

ベノレのものである。お詫びして訂正する。 BeJIb. BeJIeBbl nyTemecTBHH叩 θ3

POCCllIO B pa3HbIe aCIIJ1TCKJle 3eMJIII. lfaCTb 1. CIT6.， 1776. C.248. (初版の'8vels

A・'0111St.Ptel'sbll1宮inRussia， to divel'se pa1'ts of Asia. Vol.1よLondon.1764) 
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付録

Appendix 

劉建生蕃『山商奥商研究』山西経済出版社、 2008年

Liu Jiangsheng， The History of Shanxi闘erchants，

Shanxi Economic Publ isher， 2008. 

訳者・鈴木築之介

Translator: Suzuki Shinnosuke 

*日本で山西商人は余り馴染みがないため、シンポジウムで報告していただいた劉建

生氏の著書妻、『山西典蕗研究』の一部を翻訳し掲載した。読者の浬解の一助となれば幸

いである。

繁二重量 山活典簡の活動状況、およびその原因

ニ、山西奥言語の北方各地における活動盛況(l原典 pp.37-44)

1古代、山西の典{街の活動区域は次第に拡大し、その足跡は「天下に遍く Jしたが、

とりわけ|ヒ部吉長官地区と西北地区におけるn5賎は目覚ましかった。

北京 消代の北京の典当['t'ril霊]業は非常に発達した。夜隷順天府『回安県志』

には、「商業の大なるものは臨商、!Jl¥商がこれにあたり、そのほか布、糸、綿、粟[な

どの日用必探品]はその時々に交易され、珍しい[価値のある]ものが市に集まるこ

とはなかったJという記裁がある(控 1)。明消[王朝]が北京に首都をi設いたことに

より、人家は建て込み市況は繁盛した。成~、同治年nn には、出L当舗は音l' 210家余り

あったが、光絡 26年 (1890年)1時点では、開業数は吏に上国えて 260~ま余りに遥した。

上述の史料によって北京の典当業の発展盛況がわかるが、ただし北京の典当業の多

くは現地の人が総業したものではなく、山積人の創業によるものである。 j戒盛の持、

iヒ京に開業していた 159家の当事iのうち、|勾西商人の創業したものは 109家で、約

68.55%を占める。順天府I硲人が開業したものは 42家であり、 26.41%を占める。山

東商人が開業したものは5家であり、 3.14%を占める。安1吐、甜ii工、除問商人は各々

1家をI掃業し、言l'1.83%を占める(注目。 111i!!i践は 2/3強を占めていたのである。[こ

れは]この時、山西潟がすでに長江以北の各省の典当主主で優勢を占めており、徽川[新
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安]潟人の勢力に取って代わったことを立翻している。県志の記載のほか、汗f代の小

説や底IJ中でも、山TI!i典p請が北京で当釦iを|瑚業していた事例が非常に多く記載されてい

る。{，'J えば r品 1(';宝鑑~ (i直光年間作)の第 13羽の記載には、 fこの活者爺、[名は]

其観という者は、北京の'jj家で百万の家財を所有し、 3軒の銀号、 2'Ji1の当鋪をi羽殺し

ており 原籍は山西である(注目j とある。治末民初に至!っても、北京には依然と

して 200家余りの当舗があり、そのうち裕福な簡潔の家はみな山西闘であり、それぞ

れ 10~20 家、あるいは 20~30 家の当鋪を一平に握り、少なくともおよそ北京の当鋪

総数の半数以上を占め、人は「山TI!iJ]皇子[山西商人が経営する典当の総称JJと称えた。

時には民謡に [111西商人の妙策はやはり盆妙、典当l土幾度も開業しては現金を用いる

が、たとえ実父が立身出|止できても、[子に]三分制して一様に[他]人に殺らずJと

謡うものがあった。

天漆 天津の庇史上、典当を経営した最も有名なのは山西制であった。当特典当

に投資する者は、皆何とかして山西人を招いて[底舗の支配人で、出資者とは奥なる

管理!者である]2;ttI2の{壬にあてようとし、あるいは山西の当舗の出身者をQjtH:!に当て

ようとした。[またJ111 TI!i殺がみずから天津で商業を営みJIIl，当舗を開業していたことに

も、長い膝史があった。 rji!f IsJjが天下を取って以来、国内は永く恭平が定まり、住民は

次第に集まって繁盛し、途方からの交易者はその|需に雲集し、今にいたって絶頂を称

えている」。そして山TI!i荷人は早い者勝ちをし、史書には「山TI!i商人が聯較する」と称

えられている(注 4)0 [，幻西陶はその資力により、続々と天津に来て典当舗を開業する

者が非常に多かったが、この 11寺、人民は誠実であり、地方はIJZ穏無事であり、イを質

入れすれば九は討jけ戻され、その上、衣服は豊かであり、死当[抵当が期限切れにな

ること]を畏れず、皮子事変[義1'nJ豆1司王{'i'J 以前では、城内、担~I村の当鋪の総数は多

く44家を数え、営業はi綴る級制であった(注5)J 0 道光 21年 (1841年)、瑞替が家躍

を没収されるとき、彼の使用人の王箔はsl替の家i2Itを調査する任を負った歩軍統領の

爽経の訊問に井lし次のように供述した。「天津の大115地方には義和当のー肢があり、 i茸

光4年 (1824年)、我が主人は制銭[穴あき銅銭]二75~I? を出資し、山商人の岳泉ら

と経営仲間であり、その当由iは岳泉が管理しています。また、[道光J5年 (1825年)

には、山間人の|味宝設と 1ぬ可燃の北河地方で協同で合和~の-[iliを開業し、我が主人

は11刊銭二万申を出資し、 JIJli宝tffがその当舗を管理!しています。 61:['.(1826年)には、

また山西商人のw流得と[天津府JJiJ.: 1111)1¥の下の羊児荘地方で時和当のー巨匠を開業し、
我が主人はmlJ銭二万串を出資していました。以上の三ヵ所は、全て私が名議人であり、

衆人合聞のもとで契約を立てています。私は我が主人の女中の次男である罫l二逆に天
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津で義手日当の応詣i 内で'Øi交をさせ、我が主人が直線R;%.~JI~干に任じていた l時には、 切の

用件は全て使用人、 f活者が経営し、私はただ家の中での仕事をしていただけでした(注

叫ん山西の典簡は天津では山沼会館を後ろ楯として栴互扶助、金銭的援助を行い、そ

の勢力は日増しに強大となり、天体の地に一大~lè，'I4t [質屋の業界団体]を形成した。

乾|径 26 年 (1761 年)、鍋底街に位Ii:lして建てられた山西会館は、当業、 J毎 J;~m、顔料

業、雑貨業の四つの業務組織を設けて所有しており、塩商、当商、雑f~商などの商人

が集まり協議するところとした。道光 3年 (1823年)、長疏の海路である山西臨扮の

人が佑衣街にニヵ所自となる止I西会館を建立し、これもまた[111 jJlj"の典、塩、雑貨な

と、の商人Jが集まって協議する地とした(住 7)。近代に圭jり、度重なる戦乱を経過し、

山西の~~商もひどい損失を被ったが、天津における山西の典腐は依然として独占的な

地位にいた。

湾北 1rf代の河北張塩の蕊業は、関所を閉じて外界との往来を絶ち、全市場の金

融機構は完全に個人経営であり、官庁はこれに子渉せず、商家Il自の往来も一様に信用

を資本としていた。張垣の商号のうち山西商は 10のうち 6、7を市め、 l幻西商勢力が

最も厚く、金融機構は完全に山西酪の操作、管理下にあった。河i七の順義w!，の「県城

は係の中心に位置し、峰、当、粉、布[務]などの業務が全て備わっており、府富Iiは

50家余り、資本l立塩、当[商]がもっとも豊富で、その他はこれに次いだ(出 8)J。平

谷県の「商人 l土全て股民が J~~閑 j明にこれを営む担ぎ売りだけであり、城内の主任商[肱

舗を椛えた商人、「坐賀Jlの多くは山西人である(住 9)J， 111西商が支配した業務の中

でも大きなものが為替i留であり、もっぱら本慢の各埠頭で為容を行う事業を営み、|援

費、 ml~水[為稼料、および銀の純度など貨幣和li1在の差異から発生する手1)主主]を得るこ

とを目的としていた。[規模の]小さいものは[広く金融業務 般を営む]銀銭j古を蛍

み、草子ら本時頭での商家の往来、貸借の事業を営み、借り入れに際しては低利怠で、

貸し付けに燃しては[高利息で]大きな利読を得ていた(注 10)0 河北の唐山にもまた

はI西人が当鏑を創業した足跡があるが、唐山の典当業はおよそ清の光緒 25年 (1899

年)より発生し、高1)始したのは東局子街に位置した永j順当であり、これは商会会長の

劉子被が開業したもので、少し後のものが山西人の開業した降昌当である(注 11)0 ii直

隷正定府平山県の「腕人は純朴で11ti!lfりが下手であり、また他県から来た官1I工もいた

が、[平111l県はへんぴなところにあり、技術のある職人は集まらなかった。商業を営

む大きなものはお民商、典簡であり、その他の豆類、粟、布や糸の類は、ただそのI時々

に交易するだけで、その日の内の事だけをばかり、また非常に珍しい[価値のある]

ものが市場に集まることはなく、ただお上は人民が失業しなければそれで良いとして
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いただけであった(住 12)Jomr隷正定府の nll:寿県志Jの記載には、「陥業[筒人〕の
うち、その大規模なものは塩商、#IJ，聞であり、みな土着の民ではない。その他の豆類、

粟、布や糸、鶏、 11ま、湖、野菜の類は、その時々に交易するに過ぎず、その日の1)f.だ

けをばかり、都会のあらゆるものが集まる様と較べると、相煽てること天と地ほどの

差がある(注目)Jとある。

このほか、河北の{自の城鍍にも山西典簡の活動の足跡がある。例えば河問府l猷県は

ry誌には大商人がおらず、その境局、典局の多くは他省人がこれを営んでおり (訟

11) J、保定府府県の fn品業の大規模なものは、続局、[典当舗と同様の]質国i[預かっ

た物を保管するj践jであり、その経営者は地元ではなくー (注目)J、直線起i州の「商

政の嵐潟、典商を営む者は、皆異郷人である(注目)J。永平府楽亭iELは「県の土地は関

所に近く、商業を営む者は多く愉出して交易し、資本を有して運送するが、これをiIt

主と言う。人の代理で経理をする者はこれを伏言1-[成員]と言い、もとよりさi三音|の道

である。応織を連ねる者はl?~と言うが、ただm肢を設けて鉄器をひさく者にだけ、た

まに山西人がおり (注目)J、Wlli修峨河県志』の記載には、「寧河は県の統合、分化

の前後には総じて大潟人がおらず、ゆえに一、二の#IJ，当を捌業する者は山西と[事河

の]左右隣の係から来る者だけであった(注 18)Jとある。正定府県lf;僅県の「商人で大

きいものは続商、#iJ，商であり、皆山西人が資本を有してこれを営む(注目)J。早くもげi

の乾!議年間1で、山商人は1W-極県城内に当鋪[質屋]を開業しており、全県で当鍛は日

家あり、県城内や郭;fE~i、北蘇鎖、東淡などの集鎖に分布していた。従業員は 100 人

余り、そのうち 5、 60 人は普中の郎!4\、太谷、扮陽、平遥などの!lf~から来た者がいた。

各当鋭iごとにW-r西人を捌いて掌植の担当を部員い、そのほかの援要なポストもi百l様にし

ていた。これによって「山西商人なければ典当は成らずj の説がある。著名な経営者

には祁県人の挑覚、扮防人の主主興、太谷人の李四i洋らがいる。

河南 河南の地はl幻西の!弊に位霞し、 111illi人の典商活!fYJの主婆な省であり、「河

南省の省械には、以前#iJ，当の 2家があり、!社氏県人の劉氏が独自の資本で経営してお

り、その資本は:1M/:かであった。その営業区域はただ省城内だけに限ったものではなか

った。およそ附近の各県の人民は、ことあるごとに大抵の衣服を携帯して質に入れる

ことを求めた。同11寺に室内にはさらに[小規模絞営の賀屋である]小抑が多くのとこ

ろにあり、'i'r)i事は非常に大きかった。その質入れした物品は、おおむね多くはぼろぼ

ろになった封品切れであった(注 20)Jo i古代'1'j明、後期の各州県の峰、おの各業は、多く

山西人が独占していた。例えば乾隆 32年(1767年)前後には、潟県の f陶攻は多く

山間、隊問、河北の人で、採民はおおむねj災業に勤め、商業には疎かったほ 21)J 0 
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~îtl径年r:耳の討当時置県は「交通は不便で、かつて県外で交易する区商、大阪人はいなかっ

た。清の乾隆、楽l長年間でも、 illil!l、隙西の客商[他所からの旅商人]がj古舗を開い

ていただけであった(出 22)J。密県の「商人でうまく立ち回って利益を得る者は皆外来

の人で、そのうち顕著に大規模な者は峰、典の 2簡である(出 23)J"唐(nJでは「侠西、

111 j!耳の流れ者が集まり住んて、交易し、郷誌の念場に乗じて貸すと称しては思いのまま

に牛耳って利益を獲得するため、貧しい者は日々貧しいままであった(注 21)J。孟津で

は「資本豊かで余剰利益にあずかっている者はおらず、境、当郊人の多くは山西人で

ある(注目)]0林県で「商人でうまく立ち回って利読を得る者はおおむね三晋[古代の

持、貌、 i也、すなわち山衝を指す]の人がこれをしていた(出叫ん『震修滑県志』の

記載には、「滑県の商業は、以前のrU代には、塩商、当荷が最大であったようである

-光緒来年には、城内、郷村の当舗は合計 10家であった。国を設かにし、民に使益を

与えるために、[塩商、当闘の]何者はともに肝心である。これに次ぐのは官営、私営

の銭l苫であり、城内や郷村の四鎮にはおよそ数十家あり、銀銭を免換するので交易は

俸めて便利であった(住 27)Jとある。河南の正陽県の「随1非鉄は、|毘時布花市が最も

鼠1隆を称し、 r佳河沿岸の塩船の貨物もまた多かった。銅鐙鎮の市場の範聞は非常に広

く、そのこi二地は南北に郎通八達のm姿な場所に関わり、古くは山西の祁!!it生、貞元明日
らの当商、および湖北の'lfl懐の誕l餅、雑貨の各行のj苫舗があった。以上の商業l士、首lf

代にみな短めて発逮し、地方の急場によって神主主した(注目)J。光締年間に纂修された

『関喜!県志続』巻三三には、 f(はl商)人の袈秀通は、気性がまっすぐで切るく、 E母壮な

気慨があり、!l!J，陶の瀬恢奇[人名]のために喜んで兵法を談じた。耳Tr疫の初め、阿南

の値川で楚逆が不穏な!fUJjきを見せているとき、すぐにみずから勇壮な者を募集し、防

御して賊の遊空襲騎兵隊を破った。賊はこれを恨み、大きく分断していたのが群集し、

秀通はこれに包駁され、 [1坊御lこ]努めたが支えきれず、被害はひどいものであった。

阿南巡撫は次いでよ司に報告し、[上司にはその手柄を]袋め哀れむことを忠われて忠

孝綿に胞られ、あわせて騎尉という世襲臓を与えられた」とある。

山夜 光緒年間、叫JJ託金省には 200家余りの典当があった(注 29)0 ~Jlli王手孔府悩案

史料』の記載によれば、 f(乾隆年間)本f吉の各地にはいま、山西商などの富閥、大関

が省境を越えて金貸しを行い、安値でlEしく換算しており (注 30)J とあり、経営

は城内、郷村の各地に深く入り込んでいた。嘉足去年問、 Wi州府関係では「商人が雲集

し、城内および束期[城の京門]、城外では西北の毅湾、桃源、、東南の背旬、南東の大

義および濫堤の望魯集、3fIH京口には、みな山西商人が典当、銭1主を開業し、一様に商

売は繁盛しており (法 3J)Jとある。乾限時代に編纂された『臨前県;志、市滋志』
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の記載には、「山束、山部の典当l士、昔は百家余りあったが、これはみな徽州、詩iri工の

i¥i1人が経営していた。後にはその半数にも満たなくなり、多くは士殺薦人が移入して

いた。いま郷村では城内と合わせてもわずか 16、7家しかなく、これは皆山西人であ

るj とある。館陶県の「城間の一角にはIlr鴎会館があり、碑文の記載はすべて山西容

の人のもので、およそ邸、当[質屋]から念物業、千百荘、雑貨行、銭肢におよぶまで

を経営しており(住 32)J、全て山西人の支配下にあった。『束平県志』の記I般には、「本

県の間業にはかつて大規模な商業組織はなく、また大資本による常業も少なく、城内

の大隣人は以前から当姉、 J長肢が第一{立を称し、銀銭!自がこれに次ぎ、これらの比較

的大規模な営業はその多くがIlr西潟および章郎、済陥商人が経営していた(注 33)Jと

ある。 ï!i HI府荷1~~V県の「銭簡は多く山西人で、 l註 m'な資本は持たなかったが、本県の

人が開業する場合にも、皆111商人を汗lいて銀の純度を鑑定'させるのである(世 34)Jol& 

県では rmの光緒、主主統以前には、金城内の商号で本籍l也が本娠に腐しているものは
わずかに 2苦11しかなく、外来の者は 8訓を占めた。山西人は資本が多く商売がうまく

て大多数を占めたため、城内西北の一角には111商会館の つが建てられているのであ

る(世田)J 。

器提商 汗I代限~í1!fのi\lí業はほとんど IlriLlj人の1lll占状態であった。跳州の f商人のう

ちには容民[外部からの移住民]もまた多く、問治、光絡以前にはIlr商商だけが最大

勢力で、間以人がこれに次いだようである(注 36)J 0 ~笈徳州の泊料県では r jj!f初には概

ね山西闘が多く、問治、光締以来、人家が建て込むようになって民の知忠も次第に明

るくなり、そこで初めて[山西陶人の1111'1111となって彼らから学び、これを受け継い

で自ら Im~とするようになった。ザf末にヨきると、各々の陥~は現地人の開業したものと

なり、利権が初めて外に漏れなくなったのである(注目)J。乾隆 18年(1753!j王)前後、

延安)1'1主主川県の「城内の市場から各郷の鋲集におよぶまで、一様に黄河むかいの官f誌

と隣県の林城、澄城などの防人が占拠して利政とし、座して手11主主を上げている(注目)J。

道光 8年 (1828年)前後、綴徳州の消滅県では「商人は概ね多くが山西闘であり、本

県人で[111illi商人の]仲別になる者は非常に少なく、彼らが占拠して手11滋としてj主し

て利益を上げるのに任せていた(注目)J。道光 26年 (1846年)前後、延安府安定県の

rlli~人には技術のあるものが無く、売っているものの多くは粗惑品であり、商人の多

くは山西人であった(注 40)J。封H自民[現在の!琵歪]の「商人の1E布[模様つきの1ol、

米、 P匹、釜、議、鍬などは、多くは土着の者が自ら販売している。組、オミの販売や縦

鍛、革製品はみなIlri1!f人に所属しており、[これは]思うに住民にとっての無駄なもの

である[必嬰最小限のものを土着民が販売している]ためであろう(出 '1I) J。安2器保の
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「城鋲には交易があり、全て山西人、および緋城人がこれに従事し、県人で彼らの仲

間になって開業するものは一!のうちーに過ぎない(注 42)J 0 維南W~ の「商業を営む各戸

は i幸いものでは普、殺[阿南]の二省の人が多数を占める(法 43)J。綴徳州の「貨

物l立東南よりj聞くが、貨物を運送する商人の半数は山西人であり、また本州の商人に

は甘粛との省境に運搬して交易する者がいる。貨物を持ったi宙人は郷村で交易するが、

その資本は多くは豊かではなく、ある者は山西商の資本を借りて一年単位で[資本を]

回転させ、春に売っては夏に返し、秋に売っては冬に返すため、 ~f標、);l標、秋標、

冬標の名目がある。州内の利権の半数は商人が撮っているため、これを羨んで商売を

始める民が次第に多くなった(注 14)J。山西商の経営するあまたの業種のうち、典当業

はこれを支える軍基Eな業務であり、例えば隙i19の『重修戚1島県志』の記載には、「商人

は多く他省の者であり、かつては鍋、鈴[淡tJI兵の先端に取り付ける鉄製の刃]、炭か

ら古着に及ぶまでの[商品を取り扱う]当主li[質屋]が最大勢力であり、銭指[阿智

商]、油簡がこれに次いだ(注<s)J。

内重量古 明記f以来、内談古の商業はほとんど山部商の独占状態であった。包頭線

では「包頭の交易状況については、その[交易に関わる]商人を二穣類に分けること

ができる。一つは山西商であり、もう一つは答:商[他所からの商人、旅商人]である。

山西陣は即日り気無くまじめに労苦に耐え、まごころを尽くすことはかねてより有名で

あり、一つの字号[商号、屋号、 1古制I名]が遠くまで及ぶこと、例えばウランパート

ノレ、社、 i京、!総州、寧夏、車rrmlIなどにまで、その支府がどこにでもあり、運輸するこ

と四方八逮、宣言使[この上なく使利である]と i呼ぶべきである。 H寺勢を見極めて経営

することは非常に正確であり、営業利息[による利益]は74'に[元本の12倍となる。

さらにモンゴノレ人との交易によって 10{f:fの利益を獲得する(法 16)J 0 帰t安保では「県

l立明代にはモンゴノレ人の遊牧i也であったが、 1U'現に帰服してから後、初めて山西人が

やって来て商業を'，f1;み、当初はただあらゆる物品を交易していただけであったが、後

には í~'li与を照いるようになった。貨幣は銀を主に用い、 11出銭[銅貨]でこれを告11い、

それから銭商が通貨の換算を行うのに都合よいようになり、そこで初めて機免[送金

すること]ができたが、忠、うに[これらは1i日五に援瀞v!f:を用いて現金に換える者で

あろう。銭商は毎朝市場に赴いて銀の品質[による価値]、為按料、利子率、[各種物

品の]価格を定めるが、投機的な取引を行う者は虎盤と言い、 i1i¥陥もまた11時銭や[支

払いを約束した]i!}き付けを発行していた。 EZ号には平遥輔、祁卵、解や太谷割の区分

があったが、これはもっぱら為稼業を営んでいた。これは消代金融業の概略である(住

47)Jo I村吉~ïjの典当業についてはさらに山西人の独占による主要な業務であり、手干名
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な典当蔀Iiは以下の五家である。復源当(合資) 出資者は111西人の余1PA:lli:、会全堂、起1

k1，>)，;、久波数、光絡 11年 (1885年)開業、東町i城街に位置した。義源当(合資) 出

資者は山間太谷人の万屋苦手IJ、成1lli:9年 (1859年)開業、北在fに位i澄した。 1f1!3担当(合

資) 出資者は山西祁県人の喬夜中堂、光締 22年 (1896年)開業、JlHliに位置した。

明迷長(合資) 出資者は111西人、成盛 5年 (1855年)日程業、大西街に位置した。楽

盟当 出資者は山E昨日県人、光緒年間開業、新城東街に位践した。 1939年に到つての

内談古の 19家の当主Iiのうち、 111jl!j人が開業したものは依然として 12家あった。

E華北地方 東北地域は広大ではあるが、それにも関わらず山西潟人の足跡は到る

所に見える。 JJi:子 [1900年]以前、山西商の速く束三省に赴いて商業を営む者の営業

内容には、 Eq行、極行、焼鍋行[酒の骸造業]および雑災行[雑貨の貿易商]はもち

ろん、さらに典当行があった。当 11寺の典当は 30家余りあったが、全て IlJ西人が経72

し、家ごとの資本は 3~5 万ほどで、大谷人が多数を占めた。東北の奉天畠図 ff誌の「陶

人は上中下の三等級に区分される。焼鍋、粕ik*主、当舗は上等級の経営であり、多くは

l幻商人[による経営]であった(法相)]0同治年間、奉天の鉄結i採の「商業業務は、消

の悶1台、光絡の際には、その繁盛の様は全省、で第一級であった。当時最も有名な商人

[j主]は各々部分があったり[分散していたり]、集合があったり[集まっていたり]

していた。城内の関常助1は銭関が:uさまる場所であった。商品lJ[西門外]の関帝廟は当

陶の集まる場所であった(注 49)J。城内と西限iの関帝府i[の所在地]は、 l幻閤商が常に

活路する場であった。

吉林のiお3誌には多く山西人がおり、例えば「商人の多くは底耕、山束、 111jl!j人で、

また、とさおり江蘇、術I工商人が筆中、:華南の特産品を売っていた。当地の迷阪地商

業に服務する者は、ただ人参やll1l茸[ろくじよう、機胞の生えたての角を切り取った

もの。主主用にする]および各種の製薬原料を販売、運搬するだけであった(践 50)j。長

手手県では「長春保の民は段耕、思k:Ijl:に勤め、 R耳業を営む者は非常に少なく、胞を述ね

て鈍物をmめ、うまく立ち思って儲け、これによって授かになる者は、山西線、直線
帯、山束、 j可階、三f工[江西、江蘇、初ii.工]の各制であり、彼らはみな、ずば抜けた

忍耐強い *ì~J1中を備え、この百年来で最大の潜在的勢力を養成した(注目)j 。

黒竜江省は f昔、多くの閑人は山jl!jおよび西域のウイグノレ人であった(注目)j。言語iE

年間、 fi浪人で初めてやってきたのは山西人であり、 1青のmITiE年flfJ、モンゴノレを巡って

ウランハートノレに駐在し、茶、布、米、[雑多な]物を求めるには興安嶺の険難を越え

ねばならず、チャハノレとの交易については[八肢の]各旗が統轄してから往来するよ

うになり、[泉市江]省人が大多数を占めた(注目)j。森隆年間、「陶人は多くが111西人
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であり、古Ii戸[応舗を梢えた商人]の多くは雑貨鉛iで客商を使用して[物品を調達し]、

備えが不足することはなかった。しかし、いささかでも政重な物に測しては、あるい

は北京から良い入れるのだが、もし綱椴の類であれば、勢力のある者の手が介入して

[物品を]見られることを恐れたので、深くしまい込んで有るように見えなくし、も

とより親しい者でなければ[山西人からは]貿うことができず、すでに売ってしまっ

ていても、なお[売った]数数は[客に]頼んで誰にも知らせることの無いようにし

た(法制)J。光絡の中期、「淡人で[黒竜]江省にやってきて交易したのは、山西人が

最も早く、市場のhlf舗には百年を超えるものがあり、もとより[規模が]大きく利益

も豊富であった。その府舗の執事[経営の切り盛りを担当する者]は一人も外符の人

を混合せず、[省内の]各城はみなこれ [1古制iJを設けていた(注目)J。以上の記載か

ら看取できるのは、東北の商業の多くが山西潟の指導と独占により、その間業の内に

は当然のこととして典当業[質農業]を含んでいたことである。

脅海 iL'i寧の土地が辺境にあることにより、経済発展は相対的に緩慢であり、そ

の問の典当業およびその他金融業の発展は、多くの場合、商売上手な山西、陳西商人

による独占であった。早くは清の嘉康初年で、城北区の秒JI¥島村に山商人の笈姓が開業

した当鋪が lヵ所あり、比較的長い湖存続し、光緒年間に至って営業を停止した。そ

の後、光緒年間にまた官井街(今の民生街)に開業した当鋪が Iヵ所、倉門街の当鋪

が 1 ヵ所あり、 1古米にÕ'Ëって営業を停止した。消末決初に、 ítn毎西療の当品~j業の発展

は全盛期を迎えた。当時、西軍事の当鋪は前後して合計 6ヵ所あり、山商人の創業によ

るものは 3ヵ所、北大街の統心当、南大街の益成当、石坂街の世誠当であった。 111西、

隙西潟人の合同経営によるものは 2ヵ所あり、大什字のiJl'盛当と西大fよfの益恒当であ

った。日央官E人の創業によるものは lヵ所あった。これによって分かるのは、1!91'71の典

当業もまた主に山西人による引Ijj却下にあったことである(法 56)。

甘粛 清代の111西i留は次第に甘粛の省内に深く入り込んでゆき、商業活動を進め

ていった。乾隆 15年 (1750年)前後、告R州府古j良県の fJ良民はその風俗がなおいっ

そう~斜|であり、国は l幻川を分け、一年中勤労し、衣食に足るほかに余剰があっても、

街売することを知らなかった。 n~人はかえって多くは快西、山西人であった(注 57)J。

乾F長年間、崇{言!!f~は「人口が多くて土地は狭く、一年中勤労しでも食に悶る者が出た

が、多くは商業に陪く、消の乾隆、嘉慶、道光、成盛の時には、権利は山首人が独占

し、河津県潟村の人が多数を占め、崇{言を小痛や!と呼んで、主客転倒した状態であっ

たが、迷信家は地脈[風水]がそうさせるのだなどと虚言をついていた(注臼)J。道光

年|剤、安否州救出皇県の「商人はまずは山西、険困から交易しにここに至った(注目)J。
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銀原V;~ぐの ri訴人には、客商、本地陶のほ分がある。客商はl幻西、河南、険医人で、資

本はややi泣かであり、多くは綿布、京鎚類[を扱う業務]を営んでいた。本i世浴の資

本はやや1~~ く、多くは麻紙、 f扱若号、薬類[を扱う業務]を営み、一様に仕入れるはし

から収主主分を上乗せして売りさばくだけで、発展することはできなかった(住印)L .~ 

Î~~' 天水の当鋪は、 1j!f末氏初に興経した。主に西閥、大城、 '1'城大街に分布し、大当、

中当、小当の区分があった。比較的有名な当館には、忠義巷の敬順当、伏毅路のj眠ま査

当、 'I，~I;西路の陳家当、台干の張家当、橋庖子のj苦家当、招架大岡里の護家当、青年

商路の元順当などがあり、総計 10家余りの多さであった。

率璽 111西典商は惨IT地区にもi架く入り込んでいた。山西の『褒陵県新志』はこ

れを反映しており、 r[誕|凌]県人は多く目粛、)__~も ITで fffi ~誌を蛍み、南京、北京などの

所がこれに次ぐ(注 61)Jとある。前の道光年間で、孝義県人が外省で開業した当主iに

は、 |ヒ京ではM主義当、初日合当、天津では税務当、天合当、日R家口ではf支援当、事夏で

は普義当と普永当があった(紘 62)0 s宇夏にも山間商人の活動の足跡が存在するのが分

カ肖る。

図、害警名な山陵商の典当経営の概況(原典 pp.48-52)

山西陶人の発Ili!が顕著であった つの指標は、大拾の街告す家族の議場である。数多

くある磁結家族のなかでも比較的5'f1i:名なものには、平協の允家、太谷北洗十jのl出家、

介休北半武の6%家、総次111網の常家、祁県城内のi臣家、祁Vi¥諮家EEの喬家、平均漆計Ii

トlの李家、介休l.'!!村の{実家などがあった。彼らは各省の城市で絢鍛荘、茶荘、布殺と

百貨五百を開業していただけでなく、さらに各地の大規模な断業埠設で当錦、銭i庄、販

正t と I!~ 号を開業した。これら商業の名裂ある家族は授かな資力、主Eの援のごとく分布

した支所、以i計iから獲得していた信用をよりどころに、 '1'1却の:Mモンゴノレ、対ロシア

交易と国内の金融市場をほぼ独I討したが、以下にわずかながらいくつかの代表的な家

族が経営した典当業のj)!J'況に対して概観することを進め、それによってIU商典聞の活

動盛況のさらなる全而的な反映を燃したい。

平隠の冗翠 m初、 111西平協J(f(今の阿部扮)の1c氏について、人は r1C百万j と
称えた。その資産は『計!i料類紗』の記il在によれば、数千万銀問を所有し、山西第一位

と称えられるに依した。潟際輸は『竹如意』で、 rIU jLljの光茶、主主は包1il0 J1寺に山mi省

l立大二子総、府県[の知府、知県]は[雨乞いのために]祈祷し、人心は恐れ慌ててい

た。[ところが]充はひとり脳しそうにしており、人々に向かつて大言壮殺した。『上

に老11'天がいれば、 Fには充百万がおり、三年雨を降らずとも、 lti')ほしてある穀物が
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百万ある!~J と記述している。このくだりの詑J肢は光家の笛を証明している。充氏の

後に、{長、皆、霞、 i阜、 f昔、劉など諸姓の家の資産がはじめて 7、800万向から 1000

万両に到るのである。

1c氏の家族はiU初より立身出|止したが、これは商業、土地の兼営がともに有名な家

族であった。主17末の宣統 2年 (1910年)、『中悶経済会議』は「康氏(すなわち充家)

は1ffより今に至るまでのおよそ 200年余り、その家運の隆盛は最高点に達したと言う

べきである。Jと称えている。しかし、充氏はただ著名な大康問、大級商であるばかり

でなく、著名な大典当商でもあった。持lf代前期、 111西の典当商は非常に多かったが、

光氏は資本豊富な一大典商であった。言うところによれば、光氏は原1容の平防府で一

大当舗を開業し、後にある人が光氏の当由Itの11付近にまた一家の当面Itを開業した。 1C氏

は自己の開業した当事Itの営業利益が他人によって奪われるのを毘の当たりにし、決し

て目んじることなく、この [j自人の]当舗を押しつぶすことを決心した。そこで、毎

日人をこの家の当鍬にやっては-JW:の金色の繰淡像を典制li銀[抵当銀J1000阿として

。~当[質入れ]し、連続して三ヶ月典当して、この家の当鍬の資金のほとんどをすっ

かり使い果たさせたので、この家の当鋪の主人は慌てながら、急いで典当人[1C氏が

遣わした人]にどうしてこんなにも多くの金色の羅漢像を典当する必要があるのかと

聞いた。その人は答えて、「我が家には金色の繰淡像が 5001干あるが、現在はたった

90 ]宇を典当しただけであって、なおまだ 410尊の羅漢像があるので典当しに持ってく

る必要があるのだ!Jと言った。この家の当鋪の主人はこれを聞いて絞き、急いでそ

の人に礼を施し、その人の主人を問い合わせると、おおもとは平阪府の大1sili託、1c氏

であると初めて知ったのである。当由Itの主人は[自分が]光氏の相手ではないことを

知ってから、やむなく人に頼んで光氏と協商し、金色の絡i英{争を諸け戻しすることを

願い、自分は当鋪をIlI'Jめて遠く他郷に去るほかなかった、とのことである。この伝説

の真偽は問わないが、ただ、允氏が典当業を絞営した大富阪であったことを説明する

にはイ分である。

介休の終家 主E家は宋代に山西の|抱晋県から介{木県の郊城に移り住み、後にまた

介休の北辛武村に移り住んだ。奨家は密主主で、その f[家柄の]枝は分かれ出て、人口

はますます多く、郷里で互いに巡り会ってもその都度に識別するのは難しく、仕官を

求めるのを兼ねて迷い省を渡り歩く者もあり、他郷で閉業を営む者もあり、また、[底

隷省]広平、湖北、映西、[内室長古科爾I心部の]北口に移り住んだりする者もあった」。

奨家はおよそ乾隆時期に立身し、第トー七1止の奨国定の時期lに到ると、商業はすでに相

当にたいしたものであった。道光の初め、湖北の焚城、褒阪などの地における爽家の
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商品liは 70~ま余りあり、その経営は当舗をメインとして柑I房、 ~i， þ~鋪がこれに次ぎ、

そのうち資本が 10万両以上の商号には鐙[錨]議、増娘、iJl:雄、億娘、氷憾の各当

舗と平遥の司法盛竿布荘とがあった。このl時、若宮家の資産は白銀[銀J300万阿にi主し

ていた。以後、また天津で文感、広盛、昼磁と益感の凶大当鋪を開業した。

成32L年湖、挺家のJlt的勢力は拡大を続けたが、その指標は「五億堂jの出現である。

f五{言蛍Jは認国定が 5人の子に分け与えた家である。t{i国定が経営したi館業のうら、

平遂の級品龍平布荘(後に票号に改めた)を五堂共有にしたほか、そのほかは各家に均

分して与え、各家はまた新たに務号を設けたが、そのうち主な厳業[l材産]にあたる

典当業の状況は以下のごとくである。

長子の以公(恒信:!i!:) 財産分割|の後に増様、広雄の当舗を分け与えられ、その後

に直線大名府でまた当鍛、顔料荘数家を開業し、介休の張IlIl鎮では悦感昌、悦来号と

いう銭桜を開業し、また湖北では当舗による金貸しを通じて一部の土地を兼併した。

次予の以/Iff(篤f言蛍) 財産分割|の後に鐙[鍾]盛、益盛の当錦を分け与えられ、

後に介休の張腕鎮でまた謙盛普という銭荘を、'JZ遥県で宝奥成という綱鍛荘を開業し

た。

三子の以中(立{言堂) 財産分割の後に笹盛、文盛の当錨iを分け与えられ、後にま

た介休の張関鋲でtJi:盛茂という阪号を開業した。

凶子の以和(敦信盟主) 財産分割の後に永縦、星盛の当舗を分け与えられ、後に湖

北の奨城で!ru順、永蝦の二当舗を開業し、北京では仁盛当事Iiなどを開業した。
五子の以疋(有容堂) 馬太夫人と共にいたことにより、財産分割!の後にはただ世

機当舗が分け与えられただけであったが、別に現銀 10万河を所有しており、後に祁

県で天到託手口という茶校を開業した。[君主]以正は秀才[生員]であり、言うところによ

れば科挙によって便宜を図り、平iill!阜では:j'l;徳島M号を、太原では英国永綱鍛荘を、

普桐では其世呂、其畠恭雑貨荘を開業し、「四半干旗(其)[r四本のさお(持)やのぼり

(峨)J。けどJと fJJ)U とは発奇が[司じであるため、凹粁の}古舗の名に鼠せられている

「共Jと、府先に掲げられている「旗j とを7J":oけた言い回しJJと公言したという。こ

れより分かることは、すE家の家族が経営するi商業で、典当業は最も重要なi也伎を占め

ていたことである。

光終 26年 (1900年)、これは築家が盛から衰に到る転換点であった。義和I'!I事件が

発生し、これによって天体、北京の当主Iiはみな強奪、焼き基盤され、sp:遥、張関の謙盛

亨iR号、議盛銭荘も倒産し、合計損失額は白銀 150万阿余り、会主主1肢の商業が破産に

向かったのである。
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祁燥の著書繋 祁県の爾氏はiffオミ民初の全国に名高い商業金融資本家であり、山

西街の中でも非常に大きな代表伎を持っている。翁氏はI古代乾経初年に創業し、苦労

を朕わずに苦心して経営し、何代もの人の鋭意を経て積極的に事を行い、絶えず開拓

し、ついには「先に復盛公があって、のちに包頭械ができたのである」というような

美談を残したのである。喬氏は匁援のこの発祥地に拠って、包鼓ないしは内議吉一帯

の商業交易を進め、独占し、その[爾氏の開業によるJr i!r字号Jもまた当地で資本が

最も豊富となり、評判も最大である一つの商業総織となったのである。商業織は空の

星の如く位置し、経営組聞は十分に広く、主に皮毛、縦鍛、典当、銭業、茶菜、総食

など[を扱う業務]を経営した。営業停止の清算の際に捌り出された古い帳簿によれ

ば、かつて乾隆 22年 (1757年)とあり、復盛公が典当を兼営して少なくとも 200年

余りの殴史があることを立話している(注 63)0 1~蟻公、 1fJl盛西、復盛全の三家は当業

を兼滋し、皆一様に詩家の「在中裳Jのi玄接投資による開業で、全て復盛公の銭鋪が

統i絡した。「夜中R，:Jが包ITJiで開業したいわゆる「復学号Jが各種の業務、例えば銭、

当、粉、油、古着、皮荘から菜殴などに主るまでを包指したことにより、 1il盛公はほ

とんど「在中堂j の包頭における全権代理人に等しく、大事があれば全て復感公に指

示を仰いで方策を決めなければならなかった。後に専門に資本3万両を割いて単独で

典当業を経営したが、これは依然として銭錦、{古衣[古着]鍛らによる共同起業であ

り、支出には厳格な区分が無く、人員もまた[復感公によって]統 的に按配された

ため、実際上はやはり一つの統一的な集団であった。復感公、復盛西、復盛会の三家

の当錦は、資本は一様に白銀 3万両で、号ごとに一様に卜人の使用人がおり、三家の

業務はおおよそ似通っており、通常の架而[収入になる物品の合言|金額]もまた 3万

間前後であった。架箇が商いとき、最も多く超過しでも 4方向を超えず、少なくとも

2万阿以上であった。家毎に毎年白銀 1万間の手1)援を得ることができた。

このほか、祁県の詩家は西北、京棒、東北と長江流域など各地の大規模な総業鳩頭

で、 l三大資本の当錨i経営をしていた。

太谷の重喜怒 太谷のWi家はもとは晋源保の花搭村(今は太原市の溺郊区に属す

る)に住んでいたが、切の洪武年間に太谷泉北1光村に移り住んだ。 n百科3類紗~ 1:l:l¥V氏

の家族が資産銀 6、700万両を保有していたと称えている。桜氏の始祖である政三答は、

早くも明朝末年にi制限界、で街舗を日開業しており、そのために当地には「先に'l'i家号が

あり、後にi訓|場県ができたJという説があるのである。この後、曹三喜はまた赤峰、

凌原、 i尤阪、建畠、商平、錦州などの地に到って商号を凋業し、その経営範囲は雑貨

庄、典当業、園高I酉業などを包括しており、すでに大台を超えるような大商人となって
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いた。 IJiの嘉康 B年 (1803年)に玉川、 Wi氏の第 16世のWl兆述、 Wi兆鵬、 Wl兆阪が

分家するl培、 Jt!門のザi兆J1ttはその15;に応じてたちどころにその財産を 7人の子に均分

することを決新し、その後にひとりごとが 10万両を取資して!没主[株主]となり、

総合管理所を組織し、 rI1:引l二合Jと称し、経営管理を統一し、 [7人の]各家が股毎か

ら利益を得た。後に[¥'1'兆遠の]第三千の士俊が資金をf古びて跡継ぎ[養子]に仕iて、

ついに改めて「六徳公」となった。彼らが合資によって開業した潟業の発展は消の道

光、成!在年澗に到って全盛期を迎えた。当時、哲氏の家族の全霞各地の商号はZEの息

のように存在し 640ヵ所余りに達し、モスクワから長江以南に到るまで、済南、徐州

から新艇に至1)るまでを綴った。その経営業務の範聞もまた非常に広かった。票荘、典

当、銭荘、綱鍛、毛皮、製薬原料、茶葉などであった。そのうち銭荘、当自li[質屋]

が最多であった。その経営の主要な当由Iiには次のようなものがある。繋城では瑞i裂当

が最も著名で、屯留、長子、裂'Qなどの地でも一様に当量Iiがあり、徐州には錦笠!!l'当

鋪、宝!J!I:高E当告Ii、宝生当当舗があり、済南には三晋川当剣!などがあった。典当業は¥"i

家の主要な立E主主[財政]の一つであったことが分かる。

機次の宇苦言宗 管中の名家である検次の常家は、 Wf中のW;阪である。そのi話業の繁

盛、発達は常室主の第八w:である常威に始まり、?首氏家族の経営による商業の繁盛期は

彼の二人の子である常万i主と常万記の二人によって完成された。二子が分割|して創立

した総次の骨;家の「北常Jと「南常」は、 i蔀業史で非常にその名が知られている。

徐珂の ni'if'中類紗』は、 ~líl;氏が資滋百数十万阿を所有していると称えている。当日主

家族は、もとは山西太谷燥の人であったが、明朝lの弘治 13年 (1500年)に?片付1林が

倫次係車網村W1l家楽に移り住み、一世である仲林から八世の常減に至iったとき、家は

f初めて~かj になり、「君主を興すには、みな間業を営んだんその商業活動は辺境か

ら全国各地、ないしはロシア、朝鮮、日本などの殴へと拡大し、業務範囲も布から発

展して当錦、銭徒、 EE号、茶葉、百貨などに到り、総号はあまねく全国各地の大、中

規機械市へと行き渡り、全国で茄iかしく有名な「外資の世家[対外貿易を営む名門の

まま柄JJとなった。ただ、百認できないことは、典当業もまた常家が廷を踏み入れて経

営した主要な業務の一つであるということである。

霊童石の王警察 立高石静11の王家は、起源は太原よりt:Uて、太原の王氏 hJ1の米痛であ

庁、代々釜石県の同門外の1非営村に住んでいた。元の長主耳若年|潟、一族のごE実が本県の

的7卜村に移り住んで定住し、本家と分家は繁栄して次第に民族[区大な家政]となり、

[その後J6世紀を経て、現在ではすでに第 261止に至る。:E:W;が初め静'11に住んでい

た時、小作を主菜としていたが、段I~，)J割に荒れ地を開拓して自作し、長い年月がたつ
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て次第に何畝かの痩せた土地を保有するようになり、自作肢となった。王実はE2作を

していたほか、さらに玄腐屋を兼営していた。王家の第ト泣から、綿花、雑貨と典当

の業務の経営を開始した。しかしながら、典当数の規模は大きくはなく、その主業と

なることはなかったが、ただし依然として支家の経営の一大産業を構成していた。

祁擦の書語家 祁輔の商人は、我が国のf古代における商業界の内の つの有力な集

団であり、 i吾氏はその祁封商人の内でも資財最大の一族であった。渠氏が家を興した

のは策i原被の曾姐父(問i毎)より始まった。その持、渠家の包頭における経営l士一定

の勢いがあり、土地 40I翼余りを購入し、同時に「長源}lj[Jという荘を開業し、莱i刻、

推l面[オートムギの一種の粉]、茶葉[鋪]を経営し、合わせて銭業を経営していた。

清の乾隆、 ~W!変年間に到り、源禎の祖父(I決成)もまた長源川、長順川の二大茶荘を

噌設し、 IMJ北、湖南から紅茶を買いつけて西北各地、及びモンゴノレ、ロシアへ売りさ

ばいた。ここに至ると渠家はすでに包万の財富を蓄綴しており、発展して一大潟人と

なっていた。 wm稗類紗』の記載によれば、渠氏の'iu査は 3、400万銀河であったとい
う。業務1娘、撲滅羽田の一代から、築家は最盛期へと入り始めた。彼の茶悲である長裕

川は、名声が際だって顕著であった。 EZ号の三晋i涼は、「天下にI濫i屈す[知れ渡ってい

るJJと言うべきものであった。このほか、源氏はさらに各省で当鍬、銭荘、茶葉、 I庖

応、 i周鍛、製薬原料など、数多くの商号を開業しており、開業した当鋪はまた全国の

多くの地区に分布していた。これにより、典当業はまた渠氏の家族にとって留を形成

する瑳要な組織であったのである。

洪;胃翠築の¥IIlJ家 洪j向草集のji1JA;のj古複、劉懐徳は、明初、河南の光州(今の横

川県)より移り住んでI!ti向燥にきEり、城内に住み、[その後の]三utはみな平民であっ

た。第四1止の劉恭は文武両道に{fれ、体格は雄壮であり、官吏としての道を歩み、官

は兵馬司の部指摘1に至った。劉恭より、劉家は官吏としての家柄が始まったのである。

十四ill:の劉謙に至ると、[彼は]さらに知謀に富んだ、商売のうまい人であった。 1青の

乾降、楽~の除、彼は家産の大部分を身に帯びて山東のj降娠に赴き、以前からつなが

りのあった当鋪内に身を苦手せ、金貸し業に従事することを始めた。その後、余剰利益

が次第に多くなったので、当地の一家の典当鉛iを接収して管理し、自己の経営を始め

るようになった。何年かの後、彼はまたi際卵、、 i斤州の河地で典当鋪を開業した。劉家

はこれより、典当によって金を儲けて洪j向県第一の宮喜美となったが、 W~家はただ典当

鋪を開業寸るだけで、別の営業はしなかった。彼らは[典当業とはJ~IJ に営業をすれ

ば、儲けもあれば損失もあり、利益を得てもこれに頼ることはできず、ただ!1li，当だけ

が確実に金を{請けることのできる商売だ、と考えていたのである。劉室主の典当業資本
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は利益を生み、手Ij主主は資本に変わり、転々として発展していった。山東では際県、隣

県、 i斤州のほかにも、また新たに台児経などのi由の典当鍛を開業した。洪?fiiJy~~ の万安、

Illl卒、程出!などの地にもまた当行を開業し、普闘の総城、震県、1;:邑、丙城などの地

でも全て、規模の大小様々の当舗をI鋼業した。劉議の死後、長子の元鳳が山東の膝県、

l際県、 i斤州などの{可家かの大典当鋪、及び所有していた小当業と総当業[典当業とi湾

機]とを掌握した。次子の元鶴もまた前後して、 jJZ籍である洪il日jとその他の各採で、

少ない数ではない典当鋪を発展させた。これは洪j同草集のおj家の典当業の最盛期のこ

とである。

感扮の劉l家 西|とに赴いた111西商人のうち、最大であったのが沿城(今の楽扮)

の南高村の劉家であった。当日実の家のlli"lj;i;奇敬の父親である劉向経は、 ifi3lミの{長選道[官

吏資絡を有して任照を待っている状況]であったが、家族には清朝で任官された者が

20人余りおり、身代は非常に裕福で、財源は緩めて広く、以前から「劉百万jの称が

あった。家の小作させている燥地は百畝余りを占め、そのほかに良伺 1万畝を有し、

問I時に多くの工廠、砿l幻、混服、商席、学i止なども保有し、さらに当鋪、銭悲が若干

あり、最盛期には経営する荷号が 360ヵ所余りに達し、全|認の各大城市と華北の中小

城鋲にあまねく分布していた。家財万金の劉氏の家族もまた典当業を経営しているこ

とが分かるのである。

検次霊霊庖の王室主 総次爺j苫の:E~まは当鋪経営を主業とし、その開業した当面lìは江

南、東北、河潟、河北、及び山商の各地にあまねく及んだが、本県[検次県]の城内、

郷村では協和当、義和当、永生当、大成当、古務当など 10家余りがあり、直線州の

束鹿、将州、 i主[川などの 10 倒の州県と、河南、江南から J~!三省に及ぶまで、全てに

:E~まの当鍛があった。
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